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ドイツ語から見たゲルマン語（12)
─進行形と不在構文（付：正誤表)─

清 水 誠

German as a Germanic Language (12)
̶Progressives and Absentives (with Corrigenda)̶

(Bulletin of the Faculty of Humanities and Human Sciences No. 171.
Faculty of Humanities and Human Sciences, Hokkaido University.

Sapporo/Japan. 2023. ISSN 2434-9771)
SHIMIZU, Makoto

(mshimizu@let.hokudai.ac.jp)

⚑．英語の進行形の発達─オランダ語との比較1

2003 年にマクドナルドが銘打ったキャッチコピー “iʼm lovinʼ it”，JR の車

1 本研究は清水（2019)（2020)（2021a)（2021b)（2021c)（2021d)（2022a)（2022b)（2022c)
（2023a）の続編であり，科研費の助成による（ゲルマン語類型論から見たドイツ語の新
しい構造記述，基盤研究（C)（一般)，19K00540)。カッコ内の用語は原則として英語名
による。用例などで使用する言語名の略語は次のとおり。ア：アイスランド語，ｱﾌ：ア
フリカーンス語，英：英語，イ：イディッシュ語，オ：オランダ語，古英：古英語，ザ：
(西）低地ドイツ語北低地ザクセン方言，初近英：初期近代英語，ﾁｭ：スイスドイツ語チュー
リヒ方言，デ：デンマーク語，ド：ドイツ語，西ﾌ：西フリジア語，ﾆｭ：ノルウェー語ニュー
ノシュク，ブ：ノルウェー語ブークモール，ﾌｪ：フェーロー語，ﾌｪﾘ：北フリジア語フェ
リング方言，モ：北フリジア語モーリング方言。なお，巻末には，これまで発表した(1)
～(11)について確認した誤植・誤記の訂正を記す。

─ 1 ─
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内放送でよく知られた “We will be stopping at every station.” をはじめ，英
語の進行形の用法は実に多彩である。単純形（＝非進行形）と袂を分かって
17/18 世紀に確立し（中尾 19832: 182)，高度に文法化した英語の進行形は，
ゲルマン諸語に類例を見ない。ただし，他の現代語にも進行形に準じた構文
は存在し，そのどれもが⽛be＋現在分詞 -ing⽜の形式とは異なっている。た
とえば，次のオランダ語の⽛現在分詞 -ende＋zijn（英 be)⽜は英語と似てい
るように見える。

(1) オ Hij is herstellende. 彼は（hij）回復に向かっている（is（英 is）
herstellende←herstellen回復する) (Ten Cate et al. 20132: 141)

(2) オ Wij zijn nog steeds zoekende. 私たちは（wij）まだずっと（nog
steeds）探している（zijn（英 are)～zoekende←zoeken 探す)

(ib. 141)
(3) オ De belangstelling voor dit boek is nog steeds groeiende. この本（dit

boek）への（voor）関心は（de belangstelling）まだ相変わらず（nog
steeds）増大しつつある（is（英 is)～groeiende←groeien増大する)

(ib. 141)

オランダ語の現在分詞は⽛語幹＋-ende⽜よりも⽛語幹＋-end⽜が普通だが，
ここでは中期オランダ語の -ende と同じ語形である。しかし，類例はわずか
で（オ doende zijn 行っている（met ～を)←doen 行う，gaande zijn 起こっ
ている←gaan 進行する，ANS 19972: 107)，進行形としては十分に発達してい
ない。

一方，次例の⽛形容詞化した現在分詞 -end＋zijn（英 be)⽜は，時間的制限
とは無縁の状態を表し，もとの動詞の意味から逸脱していることもある。こ
の zijn は進行形の助動詞ではなく，⽛～である⽜の意味の連結動詞（コピュラ
copula）にすぎない。英語の対応表現やドイツ語の⽛形容詞化した現在分
詞＋sein⽜も同様である。

北大文学研究院紀要
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(4) 英 The movie was very shocking/exciting.（←shock, excite)
(5) オ De film was erg schokkend/spannend. 同上（←schokken, span-

nen)
(6) ド Der Filmwar sehr schokkierend/spannend. 同上（←schokkieren,

spannen)

英語の現在分詞の語尾 -ing は，(1)～(3)のオランダ語に似た古英 -ende/
-inde だった。語末音 -e の脱落と同化（-n＜-nd）を受けて，-ing と区別がつか
なくなり，中英語期には，ド -ung に相当する名詞派生接尾辞を動名詞に転
用した -ing に落ち着いたのである（安井/久保田 2014: 192)。古英語は進行
形が未発達で，当時の⽛bēon/wesan（英 be)＋現在分詞 -ende/-inde⽜構文
は，稀に自動詞に使う程度だった。動詞の形容詞的語形だった現在分詞は，
(4)～(6)の永続的状態の意味が基本で(7)，動詞の意味に応じて一時的な出
来事も表した(8)。オランダ語の(5)と(1)～(3)は両者の混在を暗示している
ようである。

(7) 古英 Hīewæ─ron huntende.（直訳：英 They were hunting.) 彼らは猟
師だった（職業として猟師をしていた) (橋本 2005: 151 変更)

(8) 古英 Hīe wæ─ron wuniende on þæ─re byrig.（英 They were living in
the city.) 彼らはその町に住んでいた

(保坂 2014: 103 変更，橋本 2005: 151 変更)

英語では，このあいまいさを解消するべく，進行形への補助手段とも言う
べき構文が加わった。それが(9)⽛bēon/wesan＋前置詞 on/in＋動名詞 -ing⽜
(～している最中にある）である。

(9) 古英 Hīe wæ─ron on/in hunting.（英 They were on hunting/in the
course of hunting.) 彼らは猟をしている最中だった

(橋本 2005: 152 変更)

ドイツ語から見たゲルマン語（12)
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古英語の動名詞 -ing は基本的に名詞なので，前置詞に支配されたのは自然
で，(9)は一時性の表現に適した構文だった。on/in は場所⽛～している所⽜
から時間の意味になり，動名詞は現在分詞に転じて動詞的性質を帯びたので
ある。前置詞 on/in は a [ə] に弱化し，⽛be＋a-V-ing⽜構文として 16/17 世紀
に頻用され，20 世紀初めまで生き延びた（初近英 Whitherwere you a-going ?
どこへ行こうとしていたのですか，Shakespeare: Henry VIII, 1. 3. 50, 中尾/
児馬 19973: 119, 123)。今では，英 alive/asleep（＜古英 on līfe/on slæ─pe）の
a- [ə] に残るにすぎない。

このように，英語の進行形は，⽛bēon/wesan＋前置詞 on/in＋動名詞 -ing⽜
構文との混交によって，英 be が一時的意味を強め，連結動詞（コピュラ）

⽛～である⽜から助動詞⽛～の最中だ⽜へと文法化した結果として捉えられる
（保坂 2014: 109)。

近年の英語では，18/19 世紀に増えた⽛be being＋形容詞/名詞⽜も頻出す
る（英 Shewas being polite/a fool. 彼女はそのときだけ礼儀正しく/愚か者
のように振る舞った，橋本 2005: 155, 中尾/児馬 19973: 124)。英 iʼm lovinʼ it
は，一時的な心の衝動を巧みについた斬新なフレーズと言える。しかし，英
iʼm lovinʼ you ! などとプロポーズしようものなら，平手打ちを食らうのは目
に見えている。

⚒．前置詞句進行形

2-1．ゲルマン諸語の前置詞句進行形─⽛前置詞＋定冠詞⽜から不定詞標識へ
オランダ語で(1)～(3)に代わって 17 世紀に用法を広げたのは，⽛オ aan

het [aˑnt]（←[aˑn ət])＋不定詞＋zijn（英 be)⽜(～している）構文だった（Van
Pottelberge 2004: 117, 130; Booij 2010: 149)。これは，英 on/ド an にあたる
前置詞のオ aan [aˑn] に定冠詞中性単数形 het [ət]（英 the）を添えた構文で
ある。

(10) オ Zij speelt piano. 彼女は（zij）ピアノを（piano）演奏する/演奏し

北大文学研究院紀要
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ている（speelt←spelen)
(以下，⽛～している⽜は進行中の意味を表す)

(11) オ Zij is piano aan het spelen. 彼女はピアノを演奏している
(12) オ Zij is aan het [piano spelen]. 同上
(13) オ Zij is {klassieke piano aan het spelen/＊aan het [klassieke piano

spelen]. 彼女はクラシックピアノを演奏している(Booij 2010: 103)
(14) オ ＊Zij [piano speelt]. 彼女はピアノを演奏する/している（piano

spelen)

⽛オ aan het＋不定詞＋zijn⽜構文は進行中の意味を明示するが(11)，単純
形でも進行中の出来事は表すことができる(10)。オランダ語では，英語に比
べて進行形としての文法化が不十分で，⽛準進行形⽜(quasi-progressive）に
とどまるのである。zijn（英 be）は枠構造に従って主節の第⚒位（左枠）に
移動し，文末（右枠）に⽛aan het＋不定詞⽜が残される。

オランダ語では，(12)のように，aan het（直訳：英 on the/ド am）の直後
に piano spelen⽛ピアノを演奏する⽜を OV 型（目的語＋動詞）の基本語順で
まとめることもできる。これは⽛名詞＋動詞⽜型の⚑語の抱合動詞への自動
詞化に相当する。その証拠に，(13)のように，名詞piano は名詞句klassieke
piano⽛クラシックピアノを⽜に置き換えらない。ただし，(14)＊Zij [piano
speelt]V.⽛彼女はピアノを演奏する/している⽜とは言えず，定形（現在形）で
は piano を speelt に抱合できない。つまり，正規の名詞抱合に準じた⽛準名
詞抱合⽜(quasi-noun incorporation, Dahl（2004）の用語）なのである（Booij
2010: 94-117)2。

一方，名詞抱合が生産的な西フリジア語は，対応する⽛西ﾌ oan ʼt [oənt]＋
不定詞（＝第⚒不定詞)＋wêze（英 be)⽜構文（西ﾌ oan ʼt＝オ aan het）を備

2 Booij（2010: 115-117）は，日本語の⽛山登りする⽜も⽛～する⽜だけに可能な準名詞抱
合としている。[電話をする]VP に対して，[電話する]V とは言えるが，[電話をかける]VP

は＊[電話かける]V にはならないからである。

ドイツ語から見たゲルマン語（12)
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えているだけでなく，抱合動詞pianospylje⽛ピアノを弾く⽜も定形で使うこ
とができる。

(15) 西ﾌ Hja spilet piano. 彼女は（hja）ピアノを演奏する/演奏している
（spilet 現在形←spylje）
Hja is piano oanʼt spyljen. 彼女はピアノを演奏している（is 現在
形←wêze）

(16) 西ﾌ Hja is oanʼt pianospyljen. 彼女はピアノを演奏している（piano-
spyljen 第⚒不定詞←pianospylje）
Hja pianospilet. 彼女はピアノを演奏する/している（pianospilet
現在形←pianospylje）

(12)オ aan het piano spelen と(16)西ﾌ oan ʼt pianospyljen の不定詞は，正
規の複合名詞とは異なり，動詞的性質を備えている。そこで，オ ＊aan het
spelen van（de）piano, 西ﾌ ＊oan ʼt spyljen fan（ʼe）piano（直訳：英 on the
playing of（the）piano）という体言化はできない。動名詞に名詞的性質が強
かった初期近代英語の⽛a（＜on)＋動名詞＋of＋名詞句⽜構文(17)とは，異な
るのである。

(17) 初近英 The enemy was a plundering of the country ayde. 敵は国の
助成金を奪っている最中だった（1644 年頃) (橋本 2005: 153)

さて，ここで⚑つ問題がある。(11)オ Zij is piano aan het spelen.⽛彼女は
ピアノを演奏している⽜に注目されたい。オ aan het は語形的に英 on the
にあたるので，spelen⽛演奏する⽜(英 play）は名詞化されているはずであ
る。それなのに，piano⽛ピアノを⽜を目的語として支配できるのは，なぜだ
ろうか。それは，aan het [aˑnt]（←[aˑn ət]）がその発音が示唆するように，⚑語
の音韻論的語（phonological word）になって，⽛前置詞＋定冠詞⽜(英 on the）
から⽛不定詞標識⽜（infinitive marker, 英 to）に再分析されているからであ

北大文学研究院紀要
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る。(15)(16)⽛西ﾌ oan ʼt＋第⚒不定詞＋wêze⽜構文の oan ʼt [oənt]（←oan it
[oən ət]）もそうである。英 to go to school/ド zur Schule zu gehen に見られ
る to go/zu gehen の to/zu は，元来，to school/zur Schule の前置詞 to/zu と
同類であり，そこから不定詞標識に文法化した事実を想起されたい。

ドイツ語も話し言葉では，⽛ド am＋不定詞＋sein（英 be)⽜構文（ド am
←an dem, 英 on the）を使う。ただし，進行形としては初期の段階にある。

(18) ド Sie spielt Klavier. 彼女はピアノを演奏する/している
↔＊Sie ist Klavier am Spielen. 彼女はピアノを演奏している

(19) ド Sie ist am Klavierspielen. 彼女はピアノを演奏している
↔＊Sie [Klavier spielt]. 彼女はピアノを演奏する/している（Klavier
spielen)

(20) ド Sie ist（gerade）dabei,Klavier zu spielen. 彼女はピアノを演奏し
ている

(21) ド ??Sie ist dabei zu spielen/kochen/lesen. 彼女は演奏して/料理し
て/読んでいる (Ebert 1996: 48, Ebert/Hoekstra 1996: 97 変更)

ド am（←an dem）は⽛前置詞＋定冠詞⽜の連続にとどまり，Spielen⽛弾
く⽜は中性名詞の扱いを受け，動詞的性質が希薄なので，目的語Klavier⽛ピ
アノを⽜を支配できない(18)。それでも目的語を伴わないド Sie ist am
Klavierspielen.⽛彼女はピアノ演奏（Klavierspielen）の状態に（am）ある

（ist)⽜は OK なので(19)，⽛am-進行形⽜(ド am-Progressiv）と呼んでいる
（Van Pottelberge 2004: 179-246)。目的語をつけたいなら，⽛ド (gerade）
dabei sein（英 be (just) thereby)＋目的語＋zu-不定詞⽜構文を用いる(20)。
逆に，目的語なしでは不自然になる(21)。この構文の用法は次の⽛beim＋不
定詞＋sein⽜構文と同じく，意図的に行う動作主性（agentivity）が高い動詞
に限られている。

ドイツ語には，上記のド an のほかにも，動作主性がとくに高く，場所の
意味をとどめる beim（←bei dem, 英 by the)，少数の非動作主動詞（non-

ドイツ語から見たゲルマン語（12)
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agentive verb）に限られる im（←in dem, 英 in the）もある。ともに使用範
囲は am よりも狭くなる。

(22) ド Um 6 Uhr war ich noch {am/beim} Schwimmen. ⚖時には私はま
だ水泳をしていた（amSchwimmen 泳いでいた↔ beim Schwimmen
水中から出てプールサイドにいたり，着替えていても可)

(Ebert 1996: 47)
(23) ド Anna ist {am/＊beim} Schlafen. アンナは眠っている (ib. 46)
(24) ド DasWasser ist {am/＊beim} Kochen. お湯が沸いている (ib. 46)
(25) ド Die Preise sind {im/am/＊beim} Steigen. 物価が上がっている

(ib. 48)

ただし，代名詞目的語(26)なら可能とし，(27)のような進行中の状況では
単純形を不自然とする判定もあり，文法化への萌芽も見て取れる。

(26) ド {Das/＊Das Problem} sind wir noch am Diskutieren. {それ/その
問題を} 私たちはまだ議論しているところだ

(Ebert/Hoekstra 1996: 98 変更)
(27) ド Als ich ins Zimmer trat, {waren sie am Diskutieren/??diskutier-

ten sie}. 私が部屋に入ると，彼らは議論をしている最中だった3

とは言っても，瞬間的な達成を表す動詞では，とくに過去形で単純形とは
明確な意味の差が生じる。am-進行形には独自の役目があると言える。

(28) ド Er starb/schlief ein. 彼は亡くなった/寝入った（sterben/eins-

3 後述する西フリジア語でも同様の判定がある（西ﾌ Doeʼt er deryn kaam, {wie se oan ʼt
skriuwen/??skreau se}. 彼が（er）中へ（deryn）入る（kaam）と（doeʼt）彼女は（se）
書き物をしていた（wie～oanʼt skriuwen/skreau 過去形←skriuwe, Ebert/Hoekstra 1996:
82)

北大文学研究院紀要
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chlafen)
(29) ド Er war am Sterben/Einschlafen. 彼は臨終の床にあった/眠りか

けていた

なお，オランダ語に近いライン地方（ド Rheinland）の方言には，不定詞が
名詞句目的語を支配する上記のオランダ語の進行形の形式に似た⽛ライン進
行形⽜(ド rheinische Verlaufsform）がある（Bhatt/Schmidt 1993)。

上記の前置詞句を含む進行形を⽛前置詞句進行形⽜(prepositional pro-
gressive）と言う。類例は，フリジア語群（西ﾌ oan ʼt＋第⚒不定詞＋wêze,
ﾌｪﾘ uun ʼt＋不定詞＋wees, モ bai tu/bai än（英 by to/by and)＋不定詞＋
weese4)，低地ドイツ語（ザ an ʼt/bi to/bi un＋不定詞＋sien/wesen/ween)，
アフリカーンス語（aan die＋不定詞＋wees)，ペンシルヴェニアドイツ語

（am＋不定詞＋sei)，スイスドイツ語（ﾁｭ am＋不定詞＋sii）など西ゲルマン
語に広く見られる（Van Pottelberge 2004: 247-318, Ebert/Hoekstra 1996: 94,
Ebert 2000: 638-645)。

北ゲルマン語についても，アイスランド語には⽛vera（英 be)＋að（英
at＞to)-不定詞⽜構文(30)(31)，デンマーク語には⽛være（英 be)＋ved at

（英 by at＞to)-不定詞⽜構文(32)(33)がある。

(30) ア Hún spilar á píanó. 彼女は（hún）ピアノを（á píanó, 直訳：英 on
piano）演奏する（spilar 現在形←spila)

(31) ア Hún er að spila á píanó. 彼女はピアノを演奏している（er現在形，
英 is（←vera)＋að（英 at＞to)＋spila 不定詞)

(32) デ Hun spiller klaver. 彼女は（hun）ピアノを（klaver）演奏する/し
ている（spiller 現在形←spille)

4 北フリジア語モーリング方言の構文は低地ドイツ語北低地ザクセン方言（bi to/bi un＋
不定詞＋sien 等）と同様に，デンマーク語（være ved at [ɔ] (＝og [ɔ], 英 and)-不定詞）か
らの借用と考えられる（Ebert/Hoekstra 1996: 95)。
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(33) デ Hun er ved at spille klaver. 彼女はピアノを演奏している（er 現
在形，英 is（←vera)＋ved at（英 by at＞to)＋spille 不定詞)

アイスランド語は単純形とアスペクトの対立を示し，目的語も伴うので，
文法化が進んでいる。ただし，意図的な動作を表す動作主動詞（agentive
verb）に限られ，動態性（dynamicity）の低い動詞，状態動詞，天候動詞に
は使えない。それでも，感情的な強調表現では許されるなど，微妙である

（Thráinsson 2007: 13-15, Kress 1982: 159-152, Einarsson 19492: 143-145)。
VO 型の両言語では，準名詞抱合（[名詞＋動詞]V）は起こらない。

アイスランド語は少数の動詞で⽛vera（英 be)＋現在分詞⽜による進行形
表現も残しており，⚑. と⚒. で述べたオランダ語や以前の英語との共通点も
示す。

(34) ア Hann er {sofandi/vakandi/alltaf borðandi}. 彼は（hann）眠って
いる/起きている/いつも（alltaf）食べている（sofa/vaka/borða眠
る/起きている/食べる，＊Hann er borðandi. は不可)

(Thráinsson 2007: 14f., Kress 1982: 162)

2-2．オランダ語と西フリジア語の準抱合
オランダ語では，準名詞抱合としての⽛オ aan het＋[名詞＋不定詞]⽜以外

に，⽛準不変化詞抱合⽜(quasi-particle incorporation）も可能である。まとめ
て⽛準抱合⽜(quasi-incorporation）と呼ぶことにしよう。比較のために，次例
のドイツ語を参照されたい。

(35) ド Sie ruft ihren Freund an. 彼女は恋人に電話する/している
(36) ド Sie ist {＊ihren Freund/Ø} am Anrufen. 彼女は恋人に電話してい

る（Ø は目的語 ihren Freund⽛恋人に⽜を伴わない場合)
(37) ド ＊Sie ist {ihren Freund/Ø} an am Rufen. 同上
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(35)のように，不変化詞動詞（分離動詞）のド an|rufen⽛電話する⽜は，
OV 型の基本語順と枠構造に従って，定形でド Sie ruft～an.⽛彼女は電話す
る/している⽜となる。進行形の文法化が初期段階のドイツ語では，上述のよ
うに，⽛ド am＋不定詞⽜には動詞的性質が希薄である。そのため，(36)のよ
うに目的語 ihren Freund⽛恋人に⽜を支配できず，ド Sie ist amAnrufen.⽛彼
女は電話している⽜としか言えない。(37)のように動詞 rufen だけを am
Rufen とすると，不変化詞an との関係が断たれ，目的語なしでも許されなく
なる。

次に，やはり OV 型の基本語順と枠構造を有するオランダ語では，不変化
詞動詞（不変化詞動詞）のオ op|bellen⽛電話する⽜は，(38)のように，オ Zij
belt～op.⽛彼女は電話する⽜となる。準進行形に発達したオランダ語では，
目的語haar vriend⽛恋人を⽜を支配できる。その際，(39)のように⽛不変化
詞＋動詞⽜にまとめた aan het opbellenも可能で，これが準不変化詞抱合で
ある。同じく（39)に挙げた op aan het bellenよりも普通だが（Booij 2010:
134)，これは⽛不変化詞＋動詞⽜の結びつきが緊密で，目的語よりも動詞と
の関係が強いためである。

(38) オ Zij belt haar vriend op. 彼女は恋人に（haar vriend）電話する/し
ている（belt～op←op|bellen 電話する)

(39) オ Zij is haar vriend {op aan het bellen/aan het opbellen}. 彼女は恋
人に電話している

ところが，(40)(41)の⽛ド versuchen＋zu-不定詞句/オ proberen＋te-不
定詞句⽜(～しようとする）では，ド ＊zu anrufen/オ ＊te opbellenは両言語
ともに許されない。

(40) ド Sie versucht ihren Freund {anzurufen/＊zu aurufen}. 彼女は彼女
の恋人に電話しようとする（⽛～している⽜の意味にもなる，以下
略)
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(41) オ Zij probeert haar vriend {op te bellen/＊te opbellen}. 同上

ド anzurufenの続け書きとオ op te bellenの分かち書きは，単なる正書
法上の便宜による相異にすぎない。つまり，⽛オ aan het＋不定詞⽜の aan
het は名詞句を支配した前置詞の面影をとどめており，動詞部分の直前に付
加される不定詞標識への発達が進んだ⽛オ te-不定詞⽜の te とは異質なので
ある。それに伴って，不定詞の性質も異なり，⽛オ aan het＋不定詞⽜では⽛オ
te-不定詞⽜よりも不定詞の名詞的性質が強いために，上記の両言語の相異が
生じることになる。

一方，西フリジア語では，⽛西ﾌ besykje＋te-第⚒不定詞句⽜(～しようとす
る）も同じく⽛不変化詞＋te-第⚒不定詞⽜(西ﾌ op te iten平らげる←第⚑不
定詞 op|ite, 英 eat up/ド auf|essen）となる(42)。しかし，前置詞句進行形で
は，オランダ語(39)と違って不変化詞抱合が義務的である（西ﾌ oan ʼt opit-
en, (43))。これは，西ﾌ oan ʼt がオ aan het よりもさらに前置詞的性質が強
いためである。西ﾌ oan ʼt［op|iten］の第⚒不定詞 op|iten⽛平らげる⽜(英
eating up）は，目的語 in hjerring⽛ニシンを⽜を支配しつつも，名詞的性質を
帯びており，op|iten 全体で不定詞標識 oan ʼt に支配される。前置詞的性質を
弱めた不定詞標識 te が op［te iten］のように，動詞 ite⽛食べる⽜だけを支配
するのとは異なるのである。

(42) 西ﾌ Hy besiket in hjerring {op te iten/＊te opiten}. 彼は（hy）ニシンを
（in hjerring）平らげ（op te iten←op|ite）ようとする（besiket←be-
sykje ～しようとする)

(43) 西ﾌ Hy is in hjerring {＊op oan ʼt iten/oan ʼt opiten}. 彼はニシンを平ら
げている（is～oan ʼt opiten) (Hoekstra/Ebert 1996: 83)

2-3．前置詞句進行形と構文慣用句
オランダ語と西フリジア語の前置詞句進行形では，被抱合名詞が複数形

（-en）に似た語形（-e）になることがある。進行形の発達が初期段階のドイツ
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語も同様である。

(44) オ Hij is {een oud boek aan het lezen/aan het boeken lezen}. 彼は
（hij）古い本を（een oud boek）読んでいる（is～aan het lezen)/本
を読んでいる（is aan het boeken lezen)（boek単数形↔ boeken複
数形)

(45) 西ﾌ Hy is {in âld boek oan ʼt lêzen/oan ʼt boekelêzen}. 同上（boek 単
数形↔ boeke-: boeken 複数形)

(46) ド Er ist am Bücherlesen. 同上（Buch 単数形↔ Bücher 複数形)
(47) オ Hij is {een lange brief aan het schrijven/aan het brieven

schrijven}. 彼は長い手紙を（een lange brief）書いている（is～aan
het schrijven)/手紙を書いている（is aan het brieven schrijven)

（brief 単数形↔ brieven 複数形)
(48) 西ﾌ Hy is {in lang(e) brief oan ʼt skriuwen/oan ʼt brieveskriuwen}.

同上（brief 単数形↔ brieve-: brieven 複数形)
(49) ド Er ist {＊einen langen Brief am Schreiben/am Briefeschreiben}.

同上（Brief 単数形↔ Briefe 複数形)

(44)～(46)と(47)～(49)の⚒組では，左側が⽛名詞句～不定詞⽜による動
詞句表現，右側が⽛名詞＋動詞⽜による準名詞抱合（ドイツ語は複合名詞に
近い）である。その際，(44)(46)の右側のオ aan het boeken lezen/ド am
Bücherlesen⽛本＋読む⽜は，オ boek/ド Buch⽛本⽜の複数形にあたるオ
boeken/ド Bücher と同形になる。一方，(45)西ﾌ oan ʼt boekelêzen の
boeke- は複数形boeken（←boek）に似ているが，完全には一致しない。これ
に対して，複合語では⚓言語に共通して，オ boekenrek/ド Bücherregal/
西ﾌ boekerak, boekerek⽛本棚⽜となる。(47)オ aan het brieven schrijven⽛手
紙＋書く⽜と brievenbus⽛郵便ポスト⽜(オ brieven複数形←brief)，(48)西
ﾌ oan ʼt brieveskriuwen と brievebus⽛同左（brieve-: brieven複数形)⽜の関
係も同じである。つまり，ドイツ語で Kindergarten⽛幼稚園⽜(←Kind子供
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─複数形Kinder）と並んで，⚑人乗りでも Kinderwagen⽛乳母車⽜と言うよ
うに，オ -en-/西ﾌ -e- は複合語の連結要素に対応すると言える。

そもそも名詞抱合は抱合名詞の個別性を捨象した表現なので，どんな本や
手紙かは問わず，何冊も本を読んだり，何通も手紙を書く必要はない。これ
は準名詞抱合でも同様である。しかし，たとえばドイツ語では，(49)am
Briefeschreiben⽛手紙＋書く⽜と Briefkasten⽛郵便ポスト⽜は一致せず，複
数形と同形の Birefe- が前半部の複合語は存在しない。それでも，⚑通しか
入らない郵便ポストなどあり得ず，何通であっても，手紙を書いている点は
同じである。抱合名詞は，原則として複合語の成分と同様に，数に関して中
立なのである5。

大まかに言えば，動詞句表現（オ een oud boek aan het lezen, een lange
brief aan het schrijven）と 準 抱 合（オ aan het boekenlezen, aan het
brievenschrijven）は，⽛花を見る⽜と⽛花見する⽜の関係に似ている。⽛花
を見る⽜に比べて，⽛花見する⽜は桜や梅を連想し，季節は春だろう。⽛花見⽜
という複合語の持つ伝統的慣習の意味が生きているのである。そこで，⽛お
花見する⽜，⽛お花見⽜という⽛お⽜を添えた表現が可能になる。類例は，近
代日本の形成に大きな影響を与えた欧米主要国の呼び名にも見られる。文化
的洗練に対する敬意と軽い皮肉を込めた⽛おフランス⽜は定着しているが，

⽛＊おドイツ⽜，⽛＊おイギリス⽜，⽛＊おアメリカ⽜などと，むやみに乱発はでき
ない。上例に挙げたカッコ内のオランダ語の準抱合は，単に⽛本を読む/手紙
を書く⽜ではなく，⽛本読み（＝読書）する/手紙書きする⽜という典型的動
作を指し，伝統的慣習や社会制度的な営みに連なる定形表現として，特有の
語形を取っているのである。これは西フリジア語についても同様と考えられ
る。日本語でも，複合語や⽛～する⽜の表現は，やたらに即席造語はできな
いことがある。⽛(お）花見（する)⽜/⽛(お）月見（する)⽜は良くても，⽛＊(お）

5 保守派層話者のペンジルヴェニアドイツ語では，ar ɪs am/n sai bʊgi fɪksə⽛彼は（ar）
彼のバギーを（sai bʊgi）修理している（ɪs am/n～fɪksə)⽜のように，am/n（英 on the）
に⽛目的語名詞句＋不定詞（sai bʊgi fɪksə)⽜が後続する（Van Ness 1994: 435)。スイス
ドイツ語チューリヒ方言にも類例がある（Ebert 2000: 611)。
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虫見（する)⽜/⽛＊(お）火星見（する)⽜は，世の中がよほど大変革しない限
り，無理なのである。

ただし，名詞抱合の生産性が高い西フリジア語では，散発的動作としか言
えない(50)も，正規の抱合による抱合動詞として定形では使えないものの，
準抱合による不定形は可能で，被抱合名詞は単数形のままである。典型的な
作業を表す(51)のような例では，さらに⽛名詞＋前置詞句＋動詞⽜も許され
る。

(50) 西ﾌ Hy is {in waskmasine oan ʼt keapjen/oan ʼt waskmasinekeap-
jen}. 彼は（hy）洗濯機を（in waskmasine）買っている（is～oan
ʼt keapjen)

(51) 西ﾌ Hy is {boeken op it rim oan ʼt setten/oan ʼt boeken op it rim
setten}. 彼は書籍配架している（＝本を（boeken）書棚に（op it
rim）置いている（is～oan ʼt setten) (Hoekstra/Ebert 1996: 83)

それでは，オ piano spelen⽛ピアノ＋演奏する⽜はどうだろうか。否定文
に変えて，オ boeken lezen⽛本を（boeken複数形←boek）読む⽜と比較して
みよう。否定冠詞 geen＋名詞（英 no/ド kein＋名詞）と否定詞 niet（英
not/ド nicht）について，主節(52)(53)と従属節(54)(55)の違いに注目され
たい。

(52) オ Ik weet dat zij {[geen boeken] leest/＊niet [boeken leest]}. 私は（ik）
彼女が（zij）本を読まない（geen boeken（英 no books）leest（英
rads)/niet（英 not）boeken leest）ことを（dat）知っている（weet)

(53) オ Zij leesti {[geen boeken] i/＊niet [boeken i]}. 彼女は本を読
まない

(54) オ Ik weet dat zij {[geen piano] speelt/niet [piano speelt]}. 私は彼女
がピアノを演奏しない（geen piano（英 no piano）speelt（英 plays)/
niet（英 not）piano speelt）ことを（dat）知っている（weet)
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(55) オ Zij speelti {[geen piano] i/＊niet [piano i]}. 彼女はピアノ
を演奏しない (Booij 2010: 104)

(52)(53)のように，オ boeken lezen⽛本を読む⽜では，boeken⽛本⽜を否
定した [geen boeken] lezenは主節・従属節ともに OK だが，boeken lezen 全
体を否定した niet [boeken lezen] は不可である。それは普通の動詞句にすぎ
ないためである。同じく(54)(55)のように，オ piano spelen⽛ピアノを演奏
する⽜では，piano⽛ピアノ⽜を否定した [geen piano] spelenは主節・従属節
ともに問題ない。ところが，piano spelen 全体を否定した niet では，speelt
が移動して piano が残った＊speelti niet [piano i] は非文だが，OV 型の
基本語順に沿った従属節の niet [piano speelt] は許される。つまり，オ pia-
no spelen は単なる動詞句⽛ピアノを演奏する⽜を越えて，ときには⽛ピアノ
演奏する⽜という⽛複合述語⽜(complex idiom）のまとまりを作るのである。
Booij（2010）は，この種の現象を⽛構文慣用句⽜(constructional idiom, Booij
2010: 13）の概念から体系的に捉えようとしている。そこまでには至らない
オ boeken lezen⽛本を読む⽜/brieven schrijven⽛手紙を書く⽜も，西フリジ
ア語やドイツ語の対応表現と同じく，前置詞句進行形では社会的慣習を反映
した典型的動作として，⚑つのまとまりを作ることが確認できる。

オ piano spelen は，piano が外来語だから連結要素がつかないとか，腕は
⚒本しかないから何台も弾けないので単数形だというのではなく，このまま
で十分なのである。英 play the piano に定冠詞がつくのも，YAMAHA に限
るとか，Steinway か Bösendorfer か，などということとは無関係である。た
だし，ドイツ語では，(54)(55)にあたる表現も可能である（ド Ich weiß dass
sie kein/nicht Klavier spielt. / Sie spielt kein/nicht Klavier.)。ド Klavier
speieln のまとまりは，オ piano spelen よりも強いと言える。構文的慣用句
の程度には，言語内部にとどまらず，言語間でも微妙な差が認められると言
える。

さらに，2-2．で検討した不変化詞動詞（分離動詞）の準抱合に加えて，⽛機
能動詞構文⽜(ド Funktionsverbgefüge, 例：eine Entscheidung treffen 決定
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する（entscheiden)，in Erscheinung treten現れる（erscheinen)）を考慮に入
れてみよう。動詞句のまとまりは，⽛通常の動詞句＞構文的慣用句＞機能動
詞構文＞不変化詞動詞⽜の順に強まる様子がうかがえる。

英語を含む上述のゲルマン諸語は，前置詞句進行形というルーツを共有し
ている。その際，前置詞が消失し，動名詞が現在分詞として十分な動詞的性
質を獲得した英語に対して，オランダ語とその関連言語は前置詞を保持し，
定冠詞との一体化で不定詞標識への文法化を図った。その段階は，本節で
扱った⚓言語に限ると，⽛オランダ語＞西フリジア語＞ドイツ語⽜の順に位置
づけられる。

⚓．姿勢動詞進行形

3-1．従属型姿勢動詞進行形─進行形の⚒つの型
現代ゲルマン諸語には進行形に準じた種々の構文があるが，その代表には，

上述の前置詞句進行形と並んで，次に述べる⽛姿勢動詞進行形⽜(posture/
postural verb progressive）が挙げられる（Ebert 2000: 607)6。⽛姿勢動詞⽜
(posture/postural verb）とは，人間の姿勢（座・立・臥・歩）を表す状態動
詞で，⽛(物が）掛かっている⽜も含まれる。英語では sit/stand/lie/walk/hang,
ドイツ語では sitzen/stehen/liegen/laufen/hängen だが，ともにそれを助動
詞に用いた進行形構文は未発達である7。

一方，オランダ語（zitten/staan/liggen/lopen/hangen）と西フリジア語
（sitte/stean/lizze/rinne/hingje）では，⽛姿勢動詞＋オ/西ﾌ te（英 to/ド zu)-
不定詞⽜型の従属型構文が発達している（西フリジア語は⽛姿勢動詞～te- 第

6 本稿では割愛するが，スウェーデン語の⽛hålla på att＋不定詞⽜(～している，英 hold
（up)on to＋不定詞）も⽛～しつつある，～しそうだ⽜の意味を表す点で前置詞句進行形
と似ている（(72)参照，Ebert 2000: 621, 清水/ラーション/當野 2016: 144)。

7 ただし，オランダの英語学者ヴィセル（Fredericus Theodorus Visser 1886～1976）は，
英語ではどの時代にも，英 he sat（a（＜on/in))-talking ; he sat and talkedという⚒つ
の構文（従属型/並列型）が例証されると述べている（Visser 1969（1978 Reprint): 1402)。
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⚒不定詞⽜)8。語彙的意味の中心は te-不定詞にあり，姿勢動詞は進行アスペ
クトを表示する（～している＜～しながらすわっている，など)。姿勢動詞の
語彙的意味の反映が希薄な例も多く，文法化が進んでいると言える（オ
{Loop/lig/zit} niet te zeuren ! 文句を言ってるな（←lopen/liggen/zitten),
Ebert 2000: 628)。

この⚒つの構文には，次の大まかな相違がある（Ebert 2000: 623)。

(56) 前置詞句進行形 姿勢動詞進行形
① 主語の姿勢との関連 ±  ＋
② 動作主性 ＋  ±
③ 完結性（telicity) ＋  －
④ 動態性 ＋  －
⑤ 継続性 －  ＋

西フリジア語の姿勢動詞進行形は，前置詞句進行形と違って，非動作主動
詞や動態性が低い動詞でも可能で(57)，命令文（好ましくない行為）にも現
れ(58)，継続時間を表す副詞句と共起し(59)，習慣・反復も表す(60)。一方，
オランダ語では，ドイツ語(24)(25)と同様に，上記の②動作主性の傾向が前
置詞進行形で弱く，動作主性や動態性の低い動詞も使える(57)。

(57) 動作主性/動態性の低い動詞：前置詞句進行形 ×↔姿勢動詞進行形 ○
西ﾌ ＊It wetter is oan ʼt sieden. お湯が（it wetter）沸いている（is, 英

is; siede 沸く)
↔It wetter stiet te sieden. 同上（stiet←stean, 英 stand)

＊De bern binne oan ʼt sliepen. 子供たちは（de bern）眠っている
（binne, 英 are; sliepe 眠る)

8 オ lopen/西ﾌ rinne⽛歩く⽜は他言語の対応語を含めて，軽蔑的な含意を伴うことが多
い。
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↔De bern lizze te sliepen. 同上（lizze, 英 lie)
(以上 Ebert/Hoekstra 1996: 82-84)

比較：オ Het water is aan het koken. お湯が（het water）沸いている（is,
英 is; koken) (Ten Cate et al. 20132: 135, Ebert 1996: 51)
Hij is aan het sterven. 彼は死にかかっている（sterven 死ぬ)

(Ebert 1996: 51)
(58) 命令文：前置詞句進行形 ×↔姿勢動詞進行形 ○

西ﾌ ＊Wees net oan ʼt seuren ! 文句を言ってるな（wees. 英 be;
seure 文句を言う)

↔Sit net te seuren ! 同上（sit←sitte, 英 sit; net, 英 not)
(Ebert/Hoekstra 1996: 90)

(59) 継続時間を表す副詞句：前置詞句進行形 ×↔姿勢動詞進行形 ○
西ﾌ ＊Hja wie twa oeren lang allinne oan ʼt boartsjen. 彼女は（hja）2

時間（twa oeren lang）1 人で（allinne）遊んでいた（wie, 英 was;
boartsje 遊ぶ)

↔Hja siet twa oeren lang allinne te boartsjen. 同上（siet 過去形
←sitte, 英 sit) (ib. 90)

(60) 習慣・反復：前置詞句進行形 ×↔姿勢動詞進行形 ○
西ﾌ Hywie oan ʼt biddeljen. 彼は（hy）物乞いしていた（進行の意味

のみ可，biddelje 物乞いする) (ib. 90)
↔Hy rûn te biddeljen. 彼は物乞いしていた（進行)/以前はよく物

乞いしたものだ（習慣・反復，rûn 過去形←rinne, 英 walk)
(ib. 90)

北ゲルマン語の前置詞句進行形は，姿勢動詞進行形（並列型，3-3．参照）
と違って，⽛～している⽜以外に開始⽛～しつつある，～しそうだ⽜の意味を
表すことがある。これは姿勢動詞進行形と⑤継続性(61)，前置詞句進行形と
③完結性(62)(63)の関係に合致している。次例はデンマーク語の前置詞句進
行形⽛være ved at-不定詞⽜(英 be by at（＞to)-不定詞）だが，英 by にあた
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るデ ved に⽛～する方向/そばにある⽜の意味が反映していると言える。

(61) デ Vandet står og koger. お湯が（vandet）沸いている（姿勢動詞進
行形：沸騰した状態が続いている，står←stå, 英 stand; og koger,
英 and boils)

(62) デ Vandet er ved at koge. お湯が沸きつつある（前置詞句進行形：er
ved at koge, 英 is by at（＞to）boil) (Ebert 2000: 621, 1996: 58)

(63) デ Jeg er ved at dø af kulde. 私は（jeg）寒くて（af kulde）今にも死に
そうだ（er ved at dø, 英 is by at（＞to）die)

(新谷/Pedersen/大辺 2014: 166)

3-2．並列型姿勢動詞進行形（1)─英語とドイツ語の疑似並列と仮装不定形
姿勢動詞進行形には，⽛従属型⽜(姿勢動詞＋[不定詞標識＋V]）のほかに，

(61)のような⽛並列型⽜(姿勢動詞＋[並列（＝等位）接続詞（英 and)＋V]）
がある。従属型では，前置詞が文法化した不定詞標識（オ te/西ﾌ te, 英 to）
つきの不定詞句が姿勢動詞に従属し，並列型では，順接の並列接続詞に動詞
句が後続する。

並列型姿勢動詞進行形の⽛〈姿勢動詞〉し，V している⽜という並列の原義
は，⽛V しながら〈姿勢動詞〉している⽜という従属的意味を帯び，進行形⽛V
している⽜に連なる。しかし，このプロセスは文法化を伴うとは限らない。
並列接続⽛英 A and B⽜は多義的であり，両者を一体と捉

とら

えた従属的意味⽛B
への A⽜も表す。たとえば，英 [bread] and [butter]⽛バターつきのパン⽜は
bread [with butter] のことで，ドイツ語の Butterbrot に対応する。次例も同
様である。

(64) 英 Donʼt stand at my grave and weep. 私のお墓の前で（＝お墓の前
に立って）泣かないでください

あの感動的な⽝千の風になって⽞の原典とされる英詩の冒頭である。donʼt
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が実質的に否定しているのは weep であり，この文は⽛泣いて（立って）いな
いでください⽜の意味である。⽛立っていないで，すわってください⽜とか，

⽛邪魔だからどいてください⽜ということではない。姿勢動詞進行形を欠く
英語にも，類例は認められるのである。

ドイツ語も英語と似ており，次例は並列の域を超えた表現である。

(65) ド Schäme dich und rede nicht so（＝so zu reden）! そんな言い方を
することに恥を知りなさい (村上 2003: 19)

(66) ド Wollt Ihr so gütig gegen mich sein und ihn besuchen und
trösten ? どうか私のためにと思って彼の許を訪ねて慰めてやっ
て下さいませんか？ (久保田 1968: 330)

さらに一歩進んだ例として，スイスの作家 R. ヴァルザー（Robert Walser
1878～1956）による小品⽝森林火災⽞(ド DerWaldbrand 1914）の冒頭を引
用しよう。

(67) ド Noch konnte man nichts bemerken, aber mit einem Male stand der
ganze Berg in roten Flammen. ... In der Stadt sahen die Menschen
mit Fernrohren zu dem feurigen Schauspiel hinauf, und im See, am
Fuß des Berges gelegen, spiegelte sich der scheckliche Brand in
wundervollen Farben wider. Unten in den Straßen liefen und
schrien und hüteschwenkten die erregten Bürger. だれもまだ
何かに気がつく間もなく，突然，山全体が赤い炎に包まれていた。

〈中略〉町では人々が望遠鏡で燃えさかる光景を見上げ，山の麓に
ある湖にはこの恐ろしい火災が見事な色彩で映し出されていた。
山下の路上では興奮した市民たちが叫び声を上げ，帽子を振りな
がら走り回っていた。 (Robert Walser: Der Waldbrand)

ド hüteschwenkten⽛帽子を振った⽜に注目しよう（清水 2006: 49, 2022d:
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261f.)。これはドイツ語として例外的な抱合動詞 hüteschwenken⽛帽子を
（Hüte複数形←Hut）振る（schwenken)⽜の過去形である9。通常の動詞句表
現 schwenkten die Hüte に代わって用いているのは，liefen und schrien und
hüteschwenkten が⽛走り回り，叫び声を上げ，帽子を振っていた⽜という文
字通りの並列ではないためである。schrien und hüteschwenkten は意味的に
liefen に従属しており，liefen [schreiend und hüteschwenkend]⽛叫び声を上
げ，帽子を振りながら走り回っていた⽜という現在分詞による liefen の修飾
句にあたる。つまり，上述の⼦オ lopen/西ﾌ rinne＋te-不定詞句⼧構文に対応
する。ドイツ語のこの⽛A, B und C⽜は，[B und C] が A に従属した [A [B und
C]] と等しく，定形で現れないはずの hüteschwenkten が⽛仮装不定形⽜
(disguised infinitival）に姿を変えていると言える（Wiklund 2007)。このよう
に，並列接続が従属接続の性格を帯びる現象を⽛疑似並列（疑似等位接続)⽜
(pseudo-coordination）と言う。ただし，ドイツ語では稀な散発例にとどまる
にすぎない。

3-3．並列型姿勢動詞進行形（2)─北ゲルマン語の疑似並列と仮装不定形
アイスランド語を除く北ゲルマン語では，並列型姿勢動詞進行形の文法化

が進んでいる。スウェーデン語を例に取ると，単純形も進行中の出来事を表
すが(68)，⽛姿勢動詞＋och（英 and)＋V⽜構文はその意味を明示する(69)。
姿勢動詞は，ス sitta/stå/ligga/gå/hänga（英 stand/sit/lie/walk（＝go)/
hang）であり，弱く発音し，情報伝達の中心は後続の動詞（V）にある。

(68) ス Han läser en bok. 彼は（han）本を（en bok）読む/読んでいる（läser
←läsa)

(69) ス Han sitter och läser en bok. 彼は本を読んでいる（すわって（sitter
←sitta）そして（och, 英 and）読んでいる)

9 佐藤知己氏（アイヌ語学）の指摘に謝意を表したい。
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(69)は⽛すわって，そして読んでいる⽜という⚒つの動作の並列にすぎな
いように見えるが，じつはそうではない。

(70) ス Sitter ni och tittar på TV fortfarande ?̶ Nej, vi sitter inte längre
och tittar på TV. 君たちは（ni）ずっと（fortfarande）テレビを（på
TV）見ているのかい（sitter～och tittar 現在形←sitta, titta) ─ い
いえ（nej)，私たちは（vi）もう（inte längre, 英 not longer 否定）
テレビは見てい（sitter～och tittar）ないわ

(清水/ラーション/當野 2016: 140 変更)
(71) ス Vad satt han o（＝och）{läste/＊läste han} ? 何を（vad）彼は（han）

読んでいた（satt～o（＝och）läste)（＝すわって（satt 過去形←sitta）
そして（o（＝och)）読んでいた（läste 過去形←läsa)）のですか

(Wiklund 2007: 8)

(70)の最初の疑問文では，sitter⽛すわっている⽜だけが文頭に置かれ，och
tittar⽛そして見ている⽜は文中に残っている。通常の並列文では，Sitter（ni）
och tittar ni～? となるはずである。続く否定文は，否定詞 inte längre⽛もう
～ない⽜が sitter⽛すわっている⽜だけを否定する語順だが，意味的には
sitter～och tittar⽛すわって見ている⽜の全体が否定の焦点に含まれている。
(71)でも，läste⽛読んだ⽜の目的語vad⽛何を⽜が satt⽛すわっていた⽜を越
えて，文頭に出ている。つまり，ともに⽛A och（英 and）B⽜の A だけが移
動しており，並列構造（等位構造）から片方の要素だけを取り出してはいけ
ないという⽛等位構造制約⽜（coordinate structure constraint）に違反してい
る。よく知られているように，この制約には例外も散見されるが，上例のよ
うな単純な文で現れるのは奇妙である。それに，(71)＊Vad [satt han] o(＝
och）[läste han] ? は非文であり，⽛A and B⽜という並列構造になっていない。
つまり，姿勢動詞 sitter/satt は語彙的意味を弱めて，⽛アスペクト標識⽜

（aspect marker）になっており，⽛o(＝och)＋V⽜の V は仮装不定形に再分析
されているのである。その原因は，不定詞標識att [at:]（英 to）と並列接続詞
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och [ɔk:]（英 and）を話し言葉ではともに [o:] と発音する事実に求められる。
逆に，att-不定詞（英 to-不定詞）が⽛o(＝och, 英 and)＋V⽜と交替する例

もある。(72)は，注⚖で触れた英 hold の対応語による準進行形構文である
（ス hålla på att-不定詞)。

(72) ス Jag höll på {att lesa/och läste} en bok. 私は（jag）本を（en bok）
読んで（att lesa/och läste, 英 to read/and read過去形）いた（höll
på 過去形←hålla på) (清水/ラーション/當野 2016: 144)

(73) ス Han prövade {att steka/o stekte} en fisk. 彼は（han）魚を（en fisk）
焼こうと（att steka/o（＝och）stekte, 英 to fry/and fried）試みた

（prövade過去形←pröva) (Wiklund 2007: 18)

この種のスウェーデン語の仮装不定形は，デンマーク語，ノルウェー語ブー
クモール，フェーロー語でも観察される（デ･ブ･ﾌｪ og, 英 and)。

(74) デ Hvad går du og laver ? 君は近頃，どうしているの（＝何を（hvad）
君は（du）歩いて（går現在形←gå）そして（og）やっているので
すか（laver現在形←lave)) (新谷/Pedersen/大辺 2014: 165 変更)

(75) ブ Hva sitter han og skriver ? 彼は（han）何を（hva）書いている
（＝すわって（sitter 現在形←sitte）そして（og）書いている（skriver
現在形←skrive））のですか (Wiklund 2007: 10)

(76) ﾌｪ Hvat liggur hann og lesur ? 彼は（hann）何を（hvat）読んでいる
（＝横になって（liggur現在形←liggja）そして（og）読んでいる（lesur
現在形←lesa)）のですか (ib. 10)

3-4．並列型姿勢動詞進行形（3)─アフリカーンス語の疑似並列と複合初頭
随伴

並列型姿勢動詞進行形への文法化をさらに進めたのが，アフリカーンス語
の⽛姿勢動詞＋en（英 and)＋V⽜構文である。姿勢動詞は，ｱﾌ sit/staan/
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lê/loop/hang（英 sit/stand/lie/walk/hang）である。オランダ語の⽛姿勢動
詞＋te-不定詞⽜構文と比べると，⽛ｱﾌ en V＝オ te-不定詞⽜の関係が見えて
くる。

(77) ｱﾌ Piet staan ʼn glas water en drink. ピト（男名）は水を⚑杯（ʼn glas
water）飲んでいる（staan～en drink←drink 飲む)

(Ponelis 1979: 241)
(78) オ Piet staat een glas water te drinken. 同上（staat～te drinken

←drinken)
(79) ｱﾌ Ek sit liewer televisie en kyk. ぼくは（ek）むしろ（liewer）テレビ

を（televisie）見ている（sit～en kyk）ほうがいい
(Donaldson 2000: 115)

(80) オ Ik zit liever televisie te kijken. ぼくは（ik）むしろ（liever）テレビ
を（televisie）見ている（zit～te kijken）ほうがいい

(77)は通常の en drink ʼn glas water（英 and drinks a glass of water）の
語順ではなく，drink が ʼn glas water に後続した ʼn glas water en drinkに
なっている。アフリカーンス語はオランダ語と同じく，基本語順か OV 型な
ので，(78)のように en（英 and）は不定詞標識，drink は不定詞に再分析さ
れていと言える（ｱﾌ en drink＝オ te drinken)。(79)(80)も同様であり，(60)
の西フリジア語と同じく習慣・反復の意味を表す。

次は，完了形(81)(82)と不変化詞動詞（分離動詞)（83)(84)を含む例であ
る。

(81) ｱﾌ Hullehet gesit en lees. 彼（女）らは（hulle）読んでいた（het gesit完
了形←sit（オ zittenと同じく代替不定詞sitも可) (Raidt 1983: 116)

(82) オ Zij hebben zitten te lezen. 同上（zitten 代替不定詞)
(83) ｱﾌ Hy sit vir haar en aanstaar. 彼は（hy）彼女を（vir haar）見つめ

て（en aanstaar）いる（sit～en aanstaar←aan|staar 見つめる，不変
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化詞動詞)
(84) オ Hij zit haar aan te staren. 同上（aan te staren←aan|staren 不変化

詞動詞)

(81)では，完了の助動詞の het（英 has）が過去分詞gesit（←sit すわって
いる）だけを支配し，en lees（英 and reads）の lees⽛読む⽜はそれとは無関
係である。一方，(82)のオランダ語では，te-不定詞を従えた zitten（英 sit）
が過去分詞 gezeten に代わる代替不定詞 zitten で現れ，不定詞標識 te に支
配された不定詞 lezen⽛読む⽜が続いている。やはり，ｱﾌ en lees＝オ te
lezen の関係にあると言える。さらに，(83)では，en aanstaar の aan|staar⽛見
つめる⽜は不変化詞動詞（分離動詞)（hy staar～aan彼は見つめる）にもかか
わらず，不定詞のままである。これも(84)に対応し，ｱﾌ en aanstaar＝オ
aan te staren の関係を示している。

さらに，アフリカーンス語には，⽛複合初頭随伴⽜(complex initial）または
⽛連鎖動詞融合⽜(ｱﾌ skakelwerkwoordsamensmelting, Ponelis 1979: 244f.）と
呼ばれる現象があり（カッコつきで示す)，完了・話法の助動詞を除く使役・
アスペクト動詞などで広範に例証される。⽛姿勢動詞＋ｱﾌ en＋V⽜構文と並
んで，en（英 and）を欠く⽛ｱﾌ gaan（英 go)＋V⽜(～し始める）構文もそ
の例である。

(85) ｱﾌ [Sit en lees] sy die boek ? 彼女は（sy）その本を（die boek）読ん
でいますか（sit en lês, 英 sits and reads) (Ponelis 1993: 326)

(86) ｱﾌ Gaan sy die boek lees ? 彼女はその本を読み始めますか
(ib. 326 変更)

(87) ｱﾌ [Gaan lees] sy die boek ? 同上 (ib. 326)
(88) ｱﾌ [Gaan [lê en slaap]] hulle ? 彼女は眠ろうとしているのですか

(ib. 327)
(89) ｱﾌ Sy [staan Ø ril] effe. 彼女は少し（effe）震えている（staan Ø ril

←staan en ril 震える) (Ponelis 1979: 241)
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(85）では，姿勢動詞 sit（英 sit）が sit～en lees⽛読んでいる⽜の en lees を
牽
けん

引
いん

して随伴し，[sit en lees] という複合動詞の連鎖を作っている。(87）[gaan
lees]＜(86)gaan～lees⽛読み始める⽜も同様である。(88)は，gaan が複合初
頭随伴による [lê en slaap]⽛眠っている⽜をさらに随伴した⚒重の複合初頭随
伴である。なお，(89)のように⽛姿勢動詞＋en＋V⽜構文の en は話し言葉で
よく脱落するが（Raidt 1983: 116, Ponelis 1979: 241)，その場合には⽛gaan＋
V⽜と変わらなくなる。

次の(90)sit～wegjaag⽛追い払っている⽜は，⽛姿勢動詞＋en＋V⽜構文の
V が不変化詞動詞（分離動詞）weg|jaag⽛追い払う⽜(hy jaag～weg彼は追い
払う）になっている例である。(91)では，動詞 jaag（英 chase）だけが姿勢
動詞 sit と複合初頭随伴 [sit en jaag] を作り，不変化詞 weg（英 away）が文
末に残留している。

(90) ｱﾌ Waarom sit Jan die olifante en wegjaag ? なぜ（waarom）ヤンは
象たちを（die olifante）追い払っているのか（sit～en wegjaag)

(De Vos 2005: 90)
(91) ｱﾌ Waarom [sit en jaag] Jan die olifanteweg ? 同上 (ib. 90)

アフリカーンス語の⽛姿勢動詞～en-V⽜構文は，1925 年以降，オランダ語
式の⽛姿勢動詞＋te-V⽜構文を駆逐した（Raidt 1983: 180)。その原因として，
アフリカーンス語研究の第一人者ポネーリス（Fritz Ponelis 1942～2009）は，
同言語では大多数の動詞が不定詞と定動詞（現在形・命令形；過去形はほぼ
消滅）で語形的に等しく，定動詞が主語との一致という束縛から自由になっ
た点を挙げている。その結果，姿勢動詞などが⽛en＋V⽜を牽

けん

引
いん

して，複合初
頭随伴が発達したという説明である（Ponelis 1993: 325-331)。これは，英語
の話し言葉で，Iʼll try to domy best の代わりに，Iʼll try and domy best. と言
うのに似ている。主語と一致した??I tried and didmy best. は不自然である。
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⚔．不在構文

4-1．不在構文の特徴と分布
次に，進行形によく似た⽛不在構文⽜(absentive）について論じてみよう。

これは De Groot（2000）を契機に注目されるようになった構文で，Vogel
（2007）の調査では，ヨーロッパの 36 の公用語の中で 26 言語に確認されてい
る。⽛～しに出かけて留守にしている⽜の意味を表し，主語の不在を除けば，
限られた期間内に動作が進行しているという意味が進行形と共通している。
主語が発話場面または話題の拠点から離れた場所にいて，動詞が表す行為を
一時的に行うか（(92)以下多数)，受けており(96)，またはその途上か帰途に
あって，やがて戻る，つまり⽛復帰⽜することを含意する。①瞬間的達成を
除く動作主性が高い動詞を中心に，定期的に行う行為を示すのが普通で，習
慣・反復の意味を表すこともある(93)。一方，②動作主性が低い動詞や受動
態でも用いる言語もある。ゲルマン諸語では，前者（①）はドイツ語やオラ
ンダ語，後者（②）は北ゲルマン語や北フリジア語フェリング方言(96)(100)
(101)などが該当する。移動の意味の副詞（英 away/out）や移動動詞（英
go など）は伴わない。一般に話し言葉で好まれ，主語は⚓人称が多く，⚑人
称は伝言や書き置きに用い(94)(103)，⚒人称現在形は稀

まれ

である10。なお，用
例は以下でまとめて示すことにする。

形式的に見ると，ゲルマン諸語の不在構文には⚒種類がある。その⚑つは，
ドイツ語やオランダ語の⽛不定詞＋ド sein/オ zijn（英 be)⽜構文で，動作主
性が高い動詞を対象とする。この点で，前置詞句進行形（ド am/オ aan
het/＋不定詞＋ド sein/オ zijn）に似ていると言えよう。その変種として，
西フリジア語の(95)⽛te-第⚒不定詞＋wêze⽜，北フリジア語フェリング方言
の(96)⽛tu（英 to)-不定詞＋wees（英 be)⽜，スイスドイツ語の(97)⽛ﾁｭ 不

10 中山（2011）はドイツ語の不在構文について，伝言や書き置き以外の⚑人称と⚒人称現
在形の用例，移動動詞のド kommen（英 come）に相当する例を挙げている。
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定詞標識 go（＜gen/gan/gon（ド gegen), Lötscher 1993: 187)＋不定詞＋sii
（英 be)⽜の各構文も含まれる11。

(92) ド Er ist {wieder schwimmen/was essen}. 彼は {また泳ぎに/何かを
食べに} 行っている (Duden 20098: 427, Krause 2002: 26 変更)

(93) ド Damals war er jeden Samstag tanzen. 当時，彼は土曜日ごとにダ
ンスに出かけていた（習慣・反復) (Ebert 2000: 631)

(94) オ Ik ben brood halen. 私は（ik）パンを（brood）買いに（調達しに
halen）行って留守にしています（ben 現在形←zijn)（伝言)

（ANS 19972: 1034)
(95) 西ﾌ Hja binne te ierdbeisykjen. 彼らは（hja）イチゴを摘みに出かけ

ている（binne te ierdbeisykjen現在形←wêze, ierdbeisykje イチゴ
を摘む，探す) (Hoekstra/Ebert 1996: 92 変更)

(96) ﾌｪﾘ A hingst as tu bislauen. 馬は（a hingst）蹄鉄をつけに連れて行
かれて（別の場所に）いる（as tu bislauen現在形←wees, bislau蹄
鉄をつける)（行為の受容) (De Groot 2000: 706)

(97) ﾁｭ Er isch go schwüme. 彼は（er）泳ぎに出かけている（isch go
schwüme 現在形←sii, go 不定詞標識＜gen/gan/gon（ド gegen))

(Vogel 2007: 272)

デンマーク語の⽛være {ude/henne} at（英 be {out/away} to)-不定詞⽜構文
は，副詞ude/henne（英 out/away）が必要なので，不在構文から除く扱いが
一般的である。英語の⽛be off＋現在分詞 -ing⽜構文も同様である（英 John
is off posting a letter. De Groot 2000: 717)。オランダ語の⽛uit（英 out)＋不
定詞＋zijn（英 be)⽜構文は，uit が娯楽の意味を明示する要素なので，不在
構文に含まれる（De Groot 2000: 712f., ANS 19972: 1055f.)。

11 この変種を独立した別の種類の不在構文とみなす意見もある（Vogel 2009: 9-11, 2007:
255f.)。

ドイツ語から見たゲルマン語（12)

─ 29 ─



(98) オ Zij is {??uit/Ø} boodschappen doen. 彼女は（zij）（いつもの）買い
物に出かけている（boodschappen doen 買い物をする)（日課)

（ANS 19972: 1055 変更)
(99) オ Zij is {uit/Ø} winkelen. 彼女は（休日の）ショッピングに出かけて

いる（winkelen ショッピングする)（娯楽)
(ANS 19972: 1055 変更)

もう⚑つは，3-2．で述べた疑似並列による⽛ス vara och（英 be and)＋
V⽜構文である。スウェーデン語のほかに，ノルウェー語ブークモールと
ニューノシュク，フェーロー語にも認められる。動作主性が低い動詞にも使
い，スウェーデン語では受動態も可能である。なお，アイスランド語には不
在構文は存在しない。

(100) ス Gunnel är och får bilen besiktigad. グンネル（女名）は車を（bilen）
点検してもらいに出かけている（är och får 現在形～besiktigad過
去分詞←vara, få もらう, besiktiga 点検する)（行為の受容)

（SAG 1999: 905)
(101) ス Han är och blir fotograferad. 彼は（han）写真を撮ってもらいに

行っている（är och blir fotograferad 現在形←vara, bli fotografe-
rad 写真を撮られる←fotografera 写真を撮る)（受動態)

(De Groot 2000: 709)
(102) ﾆｭ Jan er og skrivar eit brev. ヤン（男名）は手紙を（eit brev）書き

に行っている（er og skrivar 現在形←vera, skriva 書く) (ib. 703)
(103) ﾌｪ Eri og fái mær millummála. Verði skjótur aftur. (私は）軽食を

（millummála）取りに行って席をはずしています（eri og fái mær
現在形←vera, fáa; 英 am and get for myself)。(私は）すぐに

（skjótur）戻ります（verði～aftur)（伝言)
(Lockwood 19773: 140)
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不在構文と進行形構文には共通点があり，英語の進行形（Vogel 2007: 279）
やドイツ語の⽛beim＋不定詞＋sein⽜構文は不在構文をカバーする。ドイツ語
では，bei が場所の意味をとどめることと関係がありそうである（(22)参照)。

(104) ド Wo ist Anna ?̶ Sie ist {??am/beim} Skatspielen. アンナはどこ
にいるの ─ 彼女はスカート（トランプ遊び）をしてるよ

(Ebert 1996: 47)

4-2．不在構文の成立─部分不在構文，完全不在構文，準不在構文
以前は，ドイツ語の不在構文は gehen⽛行く⽜の完了形から過去分詞 ge-

gangen を省略した結果とみなされていた（Dal/Eroms 20144: 111, Wilmanns
19222: 176f., Blatz 1970（18963): 569f.)。しかし，これは不適切な扱いだった
と言える。

(105) ド Er ist baden（gegangen). 彼は海水浴に出かけている（出かけ
た，gegangen がある場合) (Dal/Eroms 20144: 111)

現在完了形 ist baden gegangen⽛海水浴に出かけた⽜は過去の移動を表す
だけで，⽛復帰⽜の意味はない。過去分詞gegangen を省略しても，継続中の

⽛不在⽜とその後の⽛復帰⽜を含意する ist baden⽛海水浴に出かけている⽜の
意味にはならないのである。heute Morgen⽛今朝⽜を補えば，完了形は移動
した時点を表し（ド Heute Morgen ist er baden gegangen. 今朝，彼は海水
浴に出かけた)，留守中の期間を表す不在構文（ド Heute Morgen ist er
baden. 今朝，彼は海水浴に出かけている）とは明確に異なる。スウェーデ
ン語の⽛vara och（英 be and)＋V⽜構文に至っては，そもそも vara（英 be）
の完了形は ha gått（英 have gone）である。スピーヌムの gått（英 gone）を
省略しても vara（英 be）は残らず，⽛現在完了形＋och＋現在形⽜による
ス ＊Han har gått och badar. も意味をなさない。

そこで，Vogel（2009: 11f.)（2007: 257f.）は移動動詞構文⽛不定詞＋ド(weg)
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gehen⽜(～しに行く）と関連づけ，不在構文⽛不定詞＋sein⽜を始動アスペク
トを表す（weg)gehen（英 go（away)）を継続アスペクトを表す sein（英
be）で置換した派生構文とみなしている。移動動詞構文が表す⽛移動による
変化＋結果としての状態⽜から，⽛結果としての状態⽜に焦点を移したのが不
在構文であるという趣旨である。以下では，さらに一歩進んで，sein（英 be）
自体に⽛～に出かけている⽜という移動による結果としての状態の意味があ
るとする捉

とら

え方を提唱したい。
⽛復帰⽜の意味に注目すると，不在構文は⚒手に分かれる。⚑つは，英 be

の対応語の過去形ないし完了形に限定される⽛部分不在構文⽜(ド
Teilabsentiv）で，過去時の意味から⽛不在⽜と⽛復帰⽜が含意される。もう
⚑つは，英 be の対応語の現在形でも使う⽛完全不在構文⽜(ド Vollabsentiv）
で，現在形の場合には⽛復帰⽜は予測・期待にとどまる。したがって，前者
のほうが不在構文にしやすいことになり，それだけ不在構文としての発達が
遅れていると言える。

さて，一般にゲルマン諸語では完全不在構文が主流だが，英語は微妙であ
る。①英 The deceased has gone to heaven. と②英 She has been to
Europe many times. を比べてみよう。①移動の意味の has gone⽛行ってし
まった⽜(とくにイギリス英語）と②経験の意味の has been⽛行ったことがあ
る⽜の区別は示唆的である。②の has been は，不定詞の代わりに場所の副詞
句を伴った不完全不在構文の変種とみなせるだろう12。

ドイツ語やオランダ語には，現在形でも使える完全不在構文の変種がある。
英語の②と合わせて，これを⽛準不在構文⽜(quasi-absentive）と呼ぶことに
する。

(106) ド Er ist {über Land/aufs Feld/nach Amerika}. 彼は {田舎を回っ
て/野良仕事に出て/アメリカに行って}留守にしている

12 この英 to は方向の意味ではなく，静止した位置の意味に由来する（ド zu Hause 自宅で，
朝尾 2019: 231)。
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(Wilmanns 19222: 177)
(107) オ Mijn man is niet thuis. Hij is naar een vergadering voor zijn

werk. 主人は（mijn man）家に（thuis）いません（is niet)。仕事
で（voor zijn werk）会議に（naar een vergadering）行っています

（hij is 現在形←zijn, 英 be) (De Jonghe 2010: 31 変更)
(108) オ Ik ben naar het strand geweest. Ik heb lekker in de zon gelegen

en ik ben hartstikke bruin geworden. ぼくは（ik）海辺に（naar
het strand）行 っ て き た（ben～geweest 現 在 完 了 形，ド
bin～gewesen/英 have been)。ぼくは（ik）気持ちよく（lekker）
ひなたぼっこして（ben～in de zon gelegen)，それで（en）すっか
り（hartstikke）日焼けしたよ（ik ben～bruin geworden現在完了
形) (De Boer/Lijmbach 2000: 72)

ゲルマン諸語全体の考察は別の機会に譲るとして，ドイツ語史に限ると，
⽛不定詞＋sein⽜は 11 世紀末に進行中の意味で例証される。そのルーツは，
⚑. で述べた英語の進行形の発達に似て，⽛現在分詞 -ende＋sein⽜の語末音
-de の脱落による不定詞との混交に求められる。15 世紀から頻度を増し，17
世紀以降に衰退したが，これに代わったのが準進行形の⽛am＋不定詞＋sein⽜
だった。一方，不在を表す⽛不定詞＋sein⽜の最古の例は，1200 年頃の⽝ラ
ンツェレト⽞(ド Lanzelet）の会話の箇所に過去形で現れる。しかし，上記の
現在分詞由来の不定詞による⽛不定詞＋sein⽜(～している）とは，起源が異
なると考えられている（Vogel 2009: 14, 2007: 273f.)。

不在構文の不定詞は現在分詞と違って，古くは目的の意味を持ち，場所の
副詞句と共通点がある。英 be とその対応語には，移動とその結果としての
状態を併せ持つ⽛出かけている⽜の意味があると考えられる。一時的行為の
継続と一定の時間後の復帰を含意する不在構文との関連は，容易に理解でき
るだろう。

これに関連して，存在を表す⽛ド es gibt（←geben与える)＋対格⽜(～が
ある）と残留の意味のド bleiben⽛とどまる⽜の意味的変遷も連想される。ド
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Gestern gab es ein Erdbeben.⽛昨日，地震があった⽜からうかがえるように，
ド es gibt は出来事・変化の意味から，結果としての状態を表すようになっ
た。ド bleiben⽛とどまる⽜は逆の発達を遂げ（ド Bleiben Sie stehen, oder
wir schießen ! 止まれ，さもないと撃つぞ)，大陸北ゲルマン語でも，14 世
紀末に中低ドイツ語の blīven を借用したス･ブ･ﾆｭ bli/デ blive が 15 世紀末
に⽛～になる⽜の意味に転じた（ス Han blev {sjuk/läkare}. 彼は（han）{病気

（sjuk) /医者（läkare)} になった（blev 過去形←bli), Hellquist 19803: 79,
Nielsen 19894: 56)。場所の移動および状態の変化とその結果としての状態の
意味は，互いに無縁ではないのである。
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＊⽛ドイツ語から見たゲルマン語（3)─名詞の性の発達と複数形の形成⽜⽝北海道大学文学
研究院紀要⽞162（2021: 35-101)
p. 44 上から⚒行目：de 彼女ら ＞ de 彼ら
p. 75 上から 11 行目：＊tunþus ＞ ＊tunþuz

＊⽛ドイツ語から見たゲルマン語（4)─冠詞と指示詞⽜⽝北海道大学文学研究院紀要⽞163
（2021: 1-22）
p. 4 上から⚘行目：beurre ＞ viande バター ＞ 肉

上から⚙行目：Butter ＞ Fleisch beurre ＞ viande
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＊⽛ドイツ語から見たゲルマン語（5)─人称代名詞⽜⽝北海道大学文学研究院紀要⽞164（2021:
19-41)
p. 26 上から⚓行目：所有代名詞＞独立所有格
p. 26 下から 14，⚘行目：ig [iɣ] ＞ ig [iɣ]
p. 29 下から⚓行目：ア okkum ＞ okkur ア þykkum ＞ ykkur
p. 34 上から⚒，10 行目：der [d

˚
ɛʀ] ＞ der [d

˚
æʀ] Der [d

˚
ɛʀ] ＞ Der [d

˚
æʀ]
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紀要⽞166（2022: 1-27)
p. 4 下から 15 行目：Faust 2017-20 ＞ Faust 2717-20
p. 17 上から 10 行目，下から⚔行目：17 世紀末 ＞ 18 世紀初頭

＊⽛ドイツ語から見たゲルマン語（8)─不定詞と分詞⽜⽝北海道大学文学研究院紀要⽞167
（2022: 1-30)
p. 4 上から⚙行目：hafaþr ＞ hafðr
p. 5 上から 12 行目：Ø/Ø/Ø ＞ sjongen/lewin/daansin
p. 6 上から⚒行目：⑨北フリジア語フェリング方言では衰退 ＞ では衰退
p. 16 上から⚒行目：↔英 a problem [easy to solve] [解くのが容易な] 問題 ＞ 削除

＊⽛ドイツ語から見たゲルマン語（9)─動詞の強変化と弱変化，ウムラウト，人称語尾⽜
⽝北海道大学文学研究院紀要⽞168（2022: 1-35）
p. 3 下から⚗行目：hulfum(mês)/fuorum(mês) ＞ hulfum(ês)/fuorum(ês)

＊⽛ドイツ語から見たゲルマン語（10)─強変化動詞，過去現在動詞，母音交替⽜⽝北海道
大学文学研究院紀要⽞169（2023: 169. 1-39)
p. 4 下から⚕行目：後者の⽛溝⽜＞ 前者の⽛溝⽜
p. 7 下から⚘行目：有生 ＞ 有声
p. 16 上から⚘行目：[gibiþ] ＞ [gibiþ]B

p. 18 下から⚑行目：laufen [aʊ]16 ＞ laufen [aʊ]E16 läuft [ɔʏ]16 ＞ läuft [ɔʏ]E16

gelaufen [aʊ]16 ＞ gelaufen [aʊ]E16

p. 22 下から 14 行目：beißen 噛む─ bissen ＞ biss（＜中高ド beiz）̶ bissen
←beißen 噛む

＊⽛ドイツ語から見たゲルマン語（11)─過去形と完了形：時制，アスペクト，話法⽜⽝北
海道大学文学研究院紀要⽞170（2023: 1-33)
p. 4 上から⚔行目：Thráinsson et al. 2004: 7 ＞ Thráinsson et al. 2004: 76
p. 12 下から 11 行目：((18)～(21) ＞ ((20)～(23)
p. 14 下から⚒行目：(Bauer 199711: 107) ＞ (Bauer 199711: 107 変更)
p. 15 上から⚑行目：hy kom ＞ kom
p. 24 下から⚘行目：(44）hefur skrifað よりも（45) ＞ (45）hefur skrifað よりも（44)
p. 25 下から⚕行目：アイスランド語の（39) ＞ アイスランド語の（40)
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研究ノート：芥川龍之介と知里幸恵⽝アイヌ神謡集⽞1

佐 藤 知 己

⚑．はじめに─芥川龍之介と⽝アイヌ神謡集⽞

1982 年頃，佐藤は偶然，ある方から，歌人であり，アイルランド文学の翻
訳家として著名であった松村みね子氏（本名：片山廣子）［1878-1957］につ
いて，興味深いお話をうかがったことがある。その方（山田秀三氏，アイヌ
語地名研究者［1899-1992］）は，松村氏の義理の息子（女婿）に当たる方で，
歯切れの良い江戸弁を話す方だった。芥川は松村氏をわざわざ訪ねてきて，
当時，出版されてまだ間もなかった⽝アイヌ神謡集⽞を話題にしたそうであ
る。山田氏の口調を再現できないのは残念だが，山田氏のお話は，だいたい，
以下のようだったと記憶する。

⽛おじさん（山田氏は，自分の事を私に⽛おじさん⽜と言われた）の母
親はねえ，松村みね子という，ちったあ名の知られた，アイルランド文
学者だったんだがね，芥川さんと親しかったんだよ。母から聞いたんだ

1 本稿の内容は 2023 年度⽛第 65 回北大祭⽜の企画である⽛公開講義⽜において，一般の
聴衆を対象として行われた佐藤の講義に基づいている。その折，お世話になった実行委
員会事務局の山田涼生氏，ならびに関係の方々に感謝の意を表したい。なお，本稿は，
令和⚕年度科学研究費基盤研究（C）（22K0050102）⽛古文献資料によるアイヌ語史の再
検討⽜（研究代表者：北海道大学佐藤知己）による研究成果の一部である。また，資料の
取り寄せに関して附属図書館受入担当，文学部図書担当の方々に多大なお世話をおかけ
した。ここに記して感謝申し上げる。
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が，ある日，芥川さんが，珍しく興奮して母を訪ねて来てね，⽛松村さん，
最近出た，⽝アイヌ神謡集⽞という本をもうお読みになりましたか？⽜と
聞いたんだよ。それで，⽛いえ，まだ読んでおりませんが。⽜と母が答え
たら，芥川さんが⽛え？まだ読んでいらっしゃらない？ぜひお読みなさ
い。素晴らしい本ですよ！⽜って言ったんだよ。それで，芥川さんがおっ
しゃるのだから，というので，母もすぐに読んだそうだ。そして，⽛やっ
ぱり，芥川さんがおっしゃった通りの素晴らしい本でした。⽜って，おじ
さんに言ったんだよ。⽜

あれから 40 年。何気なく聞いた言葉だったが2，今あらためて思い返すと，
⽝アイヌ神謡集⽞は確かに素晴らしい本だとは思うが，いったい，芥川は⽝ア
イヌ神謡集⽞の何にそんなに感心したのだろうか。その点を考えることは，
出版後一世紀を迎える⽝アイヌ神謡集⽞を新たな視点で見直すことにつなが
ると思うし，アイヌ語やアイヌ文化をより深く理解するきっかけにもなるの
ではないかと思う。もとより，日本近代文学や西洋文学の専門家でない私が
有意義な研究をする能力がないことは自覚しているが，定年を間近に控えた
老残の身としては，他に適当な機会もないので，なんらかの記録を残してお
きたい，と思った次第である。なお，蛇足に過ぎない憶説ではあるがごく簡
単に私見を記しておきたい。

2 山田氏について記憶に残っているのは，その非常な慎重さである。若い者を相手にした，
単なる雑談であっても，既に論文に書かれていること以外は，不用意に口に出されるこ
とは一切なかった。歴史に名を刻むような人物は，不用意なことを言わないものなのだ，
ということを痛感した。⽛アイヌ語の勉強の仕方⽜をお尋ねした時も，⽛知里君の本や，

⽝アイヌ神謡集⽞をお読みなさい。⽜と，ごく一般的な公式見解しかおっしゃらない。私
も若気の至りで，あまりのガードの固さに，ちょっと，気色ばんだ表情を見せたのかも
しれない。そこで，この芥川に関する話が出たわけである。⽛だから，佐藤君も⽝神謡集⽞
を勉強するといいよ。⽜とおっしゃったのである。芥川の話が出た後では，さしも蒙昧な
る佐藤青年も，だまってうなずくしかなかった。
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⚒．アイヌ語について

アイヌ語の主な分布地域は，北海道，樺太，千島列島である。かつては日
本の東北地方にも分布していた。明治以降，話者数が減り，現在，危機的状
況にある。アイヌ語がどのようなものであるか知りたければ，ネットで閲覧
が可能な⽛早稲田大学リポジトリ⽜にある田村すず子氏による諸著作をおす
すめしたい。また，近年では，若い世代によるアイヌ語の学習，復興活動が
盛んに行われている。その成果は，⽛アイヌ民族文化財団⽜のサイトにある⽛ア
イヌ語動画講座⽜などで見ることができる。多種多様なアイヌ語によるコン
テンツが作られている。伝統的な歌や物語のパフォーマンスはおそらく現代
最高のレベルと言える。また，イラストや紙芝居を用いたユニークな作品も
多く作られている。これらの近年のアイヌ語の復興活動も，先人の努力に基
づくところが大きいと言えるが，それらも一朝一夕になされたものではもち
ろんない。その重要な先駆けとなったのが，次に紹介する知里幸恵⽝アイヌ
神謡集⽞の出版である。芥川の問題意識を考察する前に，アイヌ語，アイヌ
文学について，簡単に説明しておく。

⚓．知里幸恵と⽝アイヌ神謡集⽞

切替（2003）によって記せば，知里幸恵（1903-1922）は北海道登別市幌別
に生まれたアイヌ民族の女性である。言語学者知里真志保（北海道大学教授）

［1909-1961］は弟に当たる。⽝アイヌ神謡集⽞は 1923 年に郷土研究社から出
版された（今年は刊行から 100 周年に当たる）。ローマ字アイヌ語文の 13 篇
の神謡（叙事詩の一種。⽛折り返し句⽜を各句の間に差入れて朗唱する）と

⽛序⽜，金田一京助による後書きからなる。⽝アイヌ神謡集⽞がアイヌ文学，ア
イヌ語の研究上，不滅の価値を持つ本であることは疑いないが，実はアイヌ
語テキストには問題があり，慎重な取り扱いが必要な点もある。佐藤（2004）
によると，⽝アイヌ神謡集⽞のアイヌ語文には，誤植に起因すると推定される，
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看過し難い難読部分がある。これは，不運にも，著者が校了前に死去してし
まったため，アイヌ語の校正が適正に行われないまま出版された可能性を示
唆しており，今後も検討が必要である。著者の責任ではなく，最終段階にお
いて，アイヌ語のわかる人間によるチェックが不十分であったことを物語っ
ている。例えば eramuka という単語が現れ（第⚘話 77 行目），現在の主要な
注釈書においても eramuka⽛～にはすることがない⽜のような説明がなされ
ている。しかし，この形式は他のアイヌ語資料には全く現れない。結論だけ
述べると，現在⽛eramuka patek⽜のようにスペースを入れて二語のように印
刷されているのは，実は誤植に基づく誤りで，正しくは⽛eramukapatek⽜と
いう一単語として印刷，解釈すべきものだ，ということである。eramuka で
は何のことだかわからないが，eramukapatek であれば，e-ramu-kapatek⽛～
について・心が・急激にぺっちゃんこになる⽜（しょんぼりする，やる気をな
くす）のような意味に解釈できる。勢いこんで，ここぞとばかり，海の神に
人間のことを中傷した⽛ごめ⽜が，逆に海の神の逆鱗に触れて，⽛お前は私を
誰だと思っているのだ。私は海の最高神だ。その私の心を，お前のような下
賤の者が推し量るなどとは，一体，何様のつもりでいるのか。黙っておれ！⽜
とたしなめられてしまう場面であるので，⽛所在無げにしている⽜という日本
語訳にもよく対応する。今後は，すぐに気付かれる誤植や，日本語部分の問
題のみならず，アイヌ語部分のより深い文法的研究，文学作品としての，内
容的な面からの深い研究がもっと必要であろう3。

3 学術研究は先行研究に対する健全な検討・批判によって発展していく。それは常識であ
る。しかし⽝神謡集⽞に関しては，疑義を呈すること自体が，著者や出版社，書籍に対
する不当な攻撃と受け止められることがままあるようである。アイヌ語やアイヌ文学を
著者は大切に思っていたからこそ，わかる人も少ないアイヌ語原文をわざわざ載せたの
ではないか。そのアイヌ語原文に著者の責任ではない，校正不備による重大な疑義が
残っている可能性があるにもかかわらず，学問的な検討を一切禁じるような態度は，著
者の本意に沿ったものと言えるのか，筆者は疑問に感じる。
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⚔．⽝アイヌ神謡集⽞には何が描かれているのか
─アイヌ文学の⽛難しさ⽜

第⚑話の⽛梟の神の自ら歌った謡⽜は概略，以下のような話である。

昔金持ちで今貧乏人である者の子供を，昔貧乏人で今金持ちになって
いる者の子供がいじめる。フクロウ神は貧乏な子供を可哀想に思い，貧
乏な子供の矢に当たってやる。貧乏な子供はフクロウの死体を家に持ち
帰る。夜，フクロウ神は人が寝ている間に宝物を降らせ，家も立派に作
りかえてやる。それ以後，意地悪な村人も心を入れ替えて，仲よく暮ら
し，フクロウ神は人間を見守り，人間はお酒や供物を送ってくる。

昔話としてみれば，それほど変ではないかもしれないが，初めは鳥として
描かれているのに，途中から人間のような描写がなされたり，死んでいるの
に，生きているようにふるまって神通力をふるう，というように，よく考え
ると奇妙な展開になっていることがわかる。また，第⚘話の⽛海の神が自ら
歌った謡⽜においても，はじめは人間の話か，と思う描写がなされているが，
実はそうではなく，途中から登場者は実はシャチである，ということが示唆
される。このように，ストーリーに飛躍があり，一見，非論理的で，つじつ
まがあわない感じを受けることが，⽝アイヌ神謡集⽞の理解を妨げる一因と
なっていると思われる。既に述べたように，実は，この困難は，⽛目に見える
世界⽜と，⽛目に見えない世界⽜，という二つの視点が⽛同時に⽜描かれるた
めに起きる難しさであると言える。しかし，アイヌ文化は，二つの異なる視
点を同時に使って世界を見ることが，よりよく現実を描写する方法だ，と考
えているわけである。以下に，その点について簡単にみてみよう。

第⚑話のフクロウ神の物語からわかるように，アイヌ文化では次のように
考える。神は，⽛目に見えない世界⽜では人間と同じような存在だが，人間が
住む⽛目に見える世界⽜を訪問する時は，動物などに変装してやって来る。
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人間は，神の訪問に感謝し，丁寧に儀礼を行って，魂をまた神の国に送り返
してあげる。そうすると，神はまた訪れてくれる，という思想が述べられて
いると言える。人間は動物や植物（自然）を取って利用しないと生きていけ
ない。しかし，際限なく取ってしまうと，取れなくなってしまう危険性があ
る。他方，⽛神⽜として敬っているだけだと，取って利用することができなく
なる。自然を利用しなければ人間は生きていけない，という現実と，自然を
利用し過ぎて破壊してしまったら，やはり人間は生きて行けないので，自然
を保護しなければならない，という矛盾した要求を同時に解決するにはどう
すれば良いか。そこで，⽛神を人間に近く描く⽜という手法が意味を持ってく
るのだと思われる。

たとえば，⽛どうやったらいじめをなくせるか⽜について考えて見ると，仮
想的には，被害者と加害者が痛みを共有できればいじめは減るだろう。相手
を蹴ったら，相手はもちろん痛いが，同じ痛みが蹴ると同時に蹴った方にも
即座に返って来るのであれば，そう簡単に他者に危害を加える，ということ
はできなくなるはずである。⽛いじめ⽜は，相手が自分とは無関係の存在であ
る，と疎外した時に起きる。この点で，⽛自然⽜（神）を，人間と同一の存在
である，とする考え方は，自然を過度に乱用することを防止する上で有効に
働くと言える。その一方で，⽛変装⽜という要素を加えておくことにより，動
植物の⽛肉体⽜は適正に利用するのであれば利用が可能，という柔軟なシス
テムを構築することができる。このような自然観を共有することでサスティ
ナブルな社会を構築する基盤が築かれているのだと考えられる。

ちなみに，以上のような世界観は，社会学的，生態学的な機能とは別に，
純粋に文学作品として見た場合にも，アイヌ文学に独特な効果を与えている
と言える。アイヌ文学は世界を⽛目に見える世界⽜と⽛目に見えない世界⽜
という二つの世界からなるとみる世界観に立脚している（佐藤 2001）。しか
も，二つの異なる視点から同時に世界を描くため，⽛人間に近い，親しみのあ
る存在⽜という側面と，⽛人間には到底，理解不能な，予測不能な恐ろしい存
在⽜という両面が同時に描かれるので描写に深みが出ると考えられるのであ
る。既に，上でも触れたが，第⚘話の海の神の物語では，無口でおとなしい

北大文学研究院紀要

─ 44 ─



末弟が，クジラ漁に行くと，一瞬にしてクジラを一突きにして，両断し，切
り身を人間にほうってやる，という，恐ろしい姿を見せる。また，第⚑話の
フクロウ神も，少年の矢で簡単に殺されてしまう，か弱い存在かと思いきや，
実はそうではなく，金銀を降らせ，一夜にしてあばら家を大邸宅に変えてし
まう，驚くべき超能力の持ち主，という二面性を持った存在として描かれて
いる4。また，地味な描写であるので，あるいは気が付かれにくいと思われる
が，第 13 話の沼貝の神の描写も，同種の⽛不気味さ⽜を秘めている。干ばつ
で水がなくなり，今にも死にそうになって，沼貝は，最初は⽛誰か助けて！
水を，水を！⽜と叫ぶ，か弱い存在として描かれているのに，後のほうでは，
自分達を踏み潰した，意地悪な人間の娘の村の穀物をすべて枯らす，という，
恐ろしい超能力を持った存在として描かれている（そんなに，なんでもでき
る，強い神であるならば，⽛水をちょうだい，助けて！⽜なんて言っていない
で，最初から自分を助ければよいわけだが，わざと，そう描いて，二重性を
持った，恐ろしさを秘めた存在，として描いているわけである）。⽛神⽜を単
に⽛偉大な，強い，理想の存在⽜として描くのではなく，⽛目に見える世界⽜
では，弱い存在，人間よりも劣った存在のようにも見えるが，⽛目に見えない

4 なお，第⚑話は悪者が罰を受けていないので，著者がキリスト教に基づく博愛的な内容
に修正したのだ，という解釈もあるようであるが，一面的であると思う。この話の理解
には，⽛昔の貧乏人⽜，⽛今の貧乏人⽜という，⽛昔と今⽜を対比した表現が冗長と思える
ほど繰りかえされている点に気付くことが重要であると思う。伝統に基づく古い時代の
アイヌ社会では弱者と強者が入れ替わるのは普通なのであり，だからこそ，強者が弱者
を虐待することは実際には強く規制されていたと思われる。本当に弱肉強食が是とされ
てしまったら，自然に大きく依存する社会では今日の強者は明日の弱者なのであり，共
倒れの可能性が高い。第⚑話における弱者の虐待は⽛口承文芸が階級の存在を証する貴
重な歴史的証拠⽜などではなくて，あくまでも⽛お話の中の話⽜として意識されたと思
われる。つまり，神が超能力を使って，一夜にして貧者と富者の立場を逆転させる，と
いうストーリーは，伝統社会では，誰にでも起きうる最も恐ろしい出来事として生々し
く意識されたろうと思われる。これだけで，十分，恐ろしい刑罰になっているのである。
それに，何よりも理解できる人間が少ないにもかかわらず，原文をローマ字で載せよう
とした著者が，わざわざ内容を修正するだろうか，という重大な点をキリスト教改変説
は軽視していると思う。
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世界⽜では，人間など，思いも及ばない，強大な力を持った，二面性を持つ
無気味な存在である，として描く，というところに，アイヌ文学の描写の一
つの特色があるのではないか，と考える。このように，アイヌの文学は，⽛神
の偉さ⽜というものを描くことを第一にめざしている文学だ，と言える。そ
して，⽛神は偉大である⽜ということをよりリアルに感じさせるために⽛二つ
の世界のそれぞれで，異なる姿を見せる存在を，同一場面で二重写しに描く⽜
という，いわば⽛前衛的⽜なテクニックを採用している点が，アイヌ文学を
極めてユニークな存在にしているのではないかと思う。

⚕．芥川は⽝アイヌ神謡集⽞の何に感心したか？

さて，ここで，最初の問いに戻ろう。芥川は，アイルランドの作家ジェイ
ムズ・ジョイスの⽛若い芸術家の肖像⽜（A portrait of the artist as a young
man）を自分で翻訳しており，何らかの影響を受けているのではないか，と
いう指摘が既にある（鈴木 2009）。翻訳原稿は，わずか数葉であるが写真版

（山梨県立文学館編 1993）で公表されている（佐藤には判読不能な箇所があ
り，不十分なものであるが，翻刻は以下の参考資料⚔を参照）。少なくとも，
同時代の，ヨーロッパの最先端の文学の潮流に芥川は深い関心を持っていた
のだと思われる。ジョイスの作品の特徴の一つは，同じ場面の中に全く異な
る描写が自由に現れる，という点である（参考資料⚓を参照）。たとえば，童
話のような文体が現れたかと思えば，通常の叙述が継ぎ目なしにその後に続
く，というようなものである。また，同時代のヴァージニア・ウルフの⽛ダ
ロウェイ夫人⽜（参考資料⚒参照）も，客観描写で始まる冒頭部分のすぐ後に，
主人公の内面描写が継ぎ目なしにいきなり続いている。同一場面に異なる時
空の描写が同時に展開されるのである。つまり，いずれも，⽛世界を，異なる
視点から同時に描いている⽜という点に大きな共通性があると言える。この
ような手法は作者が丁寧に読者に順を追って状況を説明する，というよりは，
異なる複数の視点に基づく描写を読者が自力で合成して総体的なイメージを
作りあげることを要求するわけで，前衛的であり，読者の高い理解力を前提
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とする，特殊な文学技法であると言える5。ここで想起されるのが⽝アイヌ神
謡集⽞にあらわれる⽛目に見える世界⽜と⽛目に見えない世界⽜という，二
つの異なる視点を，同時に継目なしに同じ作品の中で描写する，という叙述
方法である。ひょっとすると，芥川は，ジョイスやウルフのような作家によっ
て唱道されつつあった，当時の最先端の文学的潮流（モダニズム）（⽝世界文
学大事典⽞編集委員会（1997：815））で新たに発見されたと思われていた手
法が，既にアイヌ文学において巧みに実践されていることを⽝アイヌ神謡集⽞
に見て取って，新鮮な驚きを感じたのではないか。その驚きを，ジョイスを
初めとするアイルランド文学，英文学の専門家で，最新の動向に通じていた
松村みね子（片山廣子）に伝えたかったのではないだろうか6。

⚖．終わりに

以上，青年時代に佐藤が感じた疑問に対する考えを⽛研究ノート⽜として
述べたが，単なる憶説以上のものではない。今後，拙稿がきっかけとなって，
各専門家による本格的な研究がなされることを願ってやまない。

5 同様に，文学だけではなく，絵画の分野においても，同一画面に異なる視点からの描写
を同時に描く表現手法（キュビズム）が一般化していく。アイヌ文学の手法は，⽛見えな
いはずのもの⽜が⽛見えるもの⽜として同時に描かれる，という点で，いわば絵画で言
うところの⽛キュビズム⽜に類似した点があると思う。

6 芥川の旧蔵書は日本近代文学館に収められ，目録も作成されているが（日本近代文学館
（編） 1977），その中には⽝アイヌ神謡集⽞は含まれていない。また，松村みね子の旧蔵
書は，母校の東洋英和女学院に寄贈されているが，やはり⽝アイヌ神謡集⽞は含まれて
いない（東洋英和女学院資料室委員会 2006）。なお，北海道博物館には，山田秀三氏の
蔵書が寄贈されており，その中に芥川旧蔵の⽝遠野物語⽞があるということである（小
川正人氏の御示教による）。想像をたくましくすれば，芥川が片山廣子に貸したものが，
そのまま残されたものである可能性があり，⽝アイヌ神謡集⽞も，あるいは芥川から片山
廣子の手に渡ったかもしれない。今後，発見されれば，何か手がかりが得られるかもし
れない。なお，北海道博物館の山田氏旧蔵書の⽝神謡集⽞は出版年からみて，少なくと
も片山廣子旧蔵書の可能性は少ない，ということである（やはり前記小川氏のご示教に
よる）。
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参考資料⚑：
知里幸恵⽝アイヌ神謡集⽞第⚘話，海の神が自ら歌った謡
⽛アトイカトマトマキ クントテアシ フム フム！⽜

⚑：アトイカ トマトマキ クントテアシ フムフム
⚒：長い兄様，六人の兄様，長い姉様，六人の姉様
⚓：短い兄様，六人の兄様，短い姉様，六人の姉様が
⚔：私を育てて居たが，私は
⚕：宝物の積んである傍に高床をしつらえ，その高床の上に
⚖：すわって鞘さや刻み鞘彫り
⚗：それのみを
⚘：事として暮していた．
⚙：毎日，朝になると兄様たちは
10：矢筒を背負って姉様たちと一しょに出て行って
11：暮方になると疲れた顔色で
12：何も持たずに帰って来て姉様たちは
13：疲れているのに食事拵こしらえをし，私にお膳を出して
14：自分たちも食事をして食事のあとが片附くと，
15：それから兄様たちは矢を作るのに忙しく手を動かす．
16：矢筒が一ぱいになると，みんな疲れているものだから
17：寝ると高鼾たかいびきを響かせてねむってしまう．
18：その次の日になるとまだ暗い中に
19：みんな起きて姉様たちが食事拵えをして私に膳を出し
20：みんな食事が済むと，また矢筒を背負って
21：行ってしまう．また夕方になると
22：疲れた顔色で何も持たずに帰って来て
23：姉様たちは食事拵え，兄様たちは矢を作って，
24：何時いつでも同じ事をしていた．
25：ある日にまた兄様たち姉様たちは
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26：矢筒を背負って出て行ってしまった．
27：宝物の彫刻を私はしていたがやがて
28：高床の上に起き上り金の小弓に
29：金の小矢を持って外へ出て
30：見ると海はひろびろと凪なぎて
31：海の東へ海の西へ鯨たちが
32：パチャパチャと遊んで居る．すると
33：海の東に長い姉様，六人の姉様が手をつらねて輪をつくると，
34：短い姉様，六人の姉様が，輪の中へ鯨を追い込む，
35：長い兄様，六人の兄様，短い兄様，六人の兄様が
36：輪の中へ鯨をねらい射つと，その鯨の
37：下を矢が通り上を矢が通る．
38：毎日毎日彼等はこんな事をして
39：いたのであった．見ると海の中央に
40：大きな鯨が親子の鯨が上へ下へ
41：パチャパチャと遊んで居るのが見えたので
42：遠い所から金の小弓に金の小矢を
43：番つがえてねらい射ったところ，一本の矢で
44：一度に親子の鯨を射貫いてしまった．
45：そこで一つの鯨のまんなかを斬って
46：その半分を姉様たちの輪の中へ
47：ほうりこんだ．それから鯨一ツ半の鯨を
48：尾の下にいれて人間の国に
49：むかって行きオタシュツ村に
50：着いて一ツ半の鯨を
51：村の浜へ押し上げてやった．
52：それから海の上にゆっくりと
53：游いで帰って
54：来たところが，誰かが
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55：息を切らしてその側をはしるものがあるので
56：見ると，海のごめであった．
57：息をきらしながら云うことには，
58：⽛トミンカリクル カムイカリクル イソヤンケクル
59：勇マシイ神様，大神様，
60：あなたはなんの為に，卑しい人間共，悪い人間共に
61：大きな海幸をおやりになったのです．
62：卑しい人間共，悪い人間共は，斧もて
63：鎌をもて大きな海幸をブツブツ切ったり突っついたり
64：削り取っています，勇ましい神様
65：大神様さあ早く大海幸を
66：お取り返しなさいませ．あんなに沢山，海幸をおやりに
67：なっても卑しい人間たち悪い人間たちは
68：有難いとも思わずこんな事をします．⽜
69：と云うので私は笑って云う
70：ことには，
71：⽛私は人間たちに呉れてやったものだから
72：今はもう自分の物だから，人間たちが
73：自分の持物を鎌でつつこうが斧で
74：削ろうがどうでも
75：自分たちの自由に食べたらいいではないか
76：それがどうなのだ．⽜と云うと
77：海のごめは所在無げにしているけれども

Repun Kamui yaieyukar, “Atuika
tomatomaki kuntuteashi hm hm!”

⚑：Atuika tomatomaki kuntuteashi hm hm!
⚒：Tanneyupi iwan yupi tanne sapo iwan sapo
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⚓：takne yupi iwan yupi takne sapo iwan sapo
⚔：unreshpa wa okayash ko chiokai anak
⚕：ikittukari chituyeamset amset kashi
⚖：chiehorari, kepushpenuye shirkanuye
⚗：chikokipshirechiu, neambe patek
⚘：monraike ne chiki kane okayash.
⚙：Keshtoanko kunnewano chiyuputari
10：ikayop se wa chisautari tura soyunpa wa,
11：onumananko semiporkan toine kane
12：nepka sakno hoshippa wa, chisautari
13：shinki shiri shuke kiwa unkoipunpa,
14：okaiutar nakka ipe wa iperuwoka chishiturire ko,
15：orowano chiyuputari aikarneap kotekkankari,
16：ikayop shik ko, opittano shinkipne kushu,
17：hotke wa etorohawe meshrototke.
18：Ne shimkeanko kunnenisat pekernisat
19：ehopunpa, chisautari shuke wa unkoipunpa,
20：opittano ipeokere ko too shui ikayop se wa
21：paye wa isam. Shui onumananko
22：semiporkan toine kane nepka sakno arki wa,
23：chisautari shuke, chiyuputari aikar kane
24：hempara nakka ikichi kor okai.
25：Shineantota shui chiyuputari chisautari
26：ikayop se wa soyunpa wa isam.
27：Ikorkanuye chiki kor okayash aine
28：amset kata hopunpaash konkani ponku
29：konkani ponai chiukoani, soineash wa
30：inkarash awa, netokurkashi teshnatara,
31：shiatuipa wa shiatuikesh wa humpeutar
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32：shinotshirkonna chopopatki ko,
33：shiatuipata tanne sapo iwan sapo sai kar ko,
34：takne sapo iwan sapo sainikor un humpe okeupa,
35：tanne yupi iwan yupi takne yupi iwan yupi
36：sainikor un humpe ramante ko neanhumpe
37：chorpoke aikush enkashi aikush.
38：Keshtokeshto eneanikichi kikor okairuwe
39：nerokokai. Inkarash ko atuinoshkita
40：shinokorhumpe upokorhumpe heperai hepashi
41：shinot shiri chopopatki, chinukar wakushu
42：otuimashir wa konkani ponku konkani ponai
43：chiuweunu chitukan awa earai ari
44：shineikinne upokorhumpe chishirko chotcha.
45：Tataotta shinehumpe noshki chituye
46：humpearke chisautari sainikorun
47：chieyapkir, orowano humpearke etuhumpe
48：chiishpokomare, ainumoshir
49：kopake un yapash aine Otashut kotan
50：chikoshirepa, humpearke etutumpe
51：kotanrakehe chikooputuye.
52：Taporowa atuiso kata moireherori
53：chikoyaikurka omakane, hoshippaash wa
54：arpaash awa, kanakankunip
55：hesehawe taknatara, unpishkani ehoyupu,
56：ingarash awa atuichakchak ne kane an.
57：Tashkan tuitui kor ene itaki: ─
58：“Tominkarikur Kamuikarikur Isoyankekur
59：kamuirametok pasekamui,
60：nep ekarkushu toyainuutar wenainuutar
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61：kuntuiso ekoyanke ruwetan.
62：Toyainuutar wenainuutar mukar ari
63：iyoppe ari kuntuiso taukitauki toppatoppa
64：keurekor okaina, kamuirametok
65：pasekamui keke hetak kuntuiso
66：okaetaye yan. Tepeshkeko iso ayanke yakka
67：toyainuutar wenainuutar
68：eyairaike ka somokino ene ikichii tan.”
69：hawokai chiki chiemina, itakash hawe
70：naikosanu, ene okai: ─
71：“Ainupitoutar chikorparep ne kushu
72：tane anakne korpe newa anpe Ainupitoutar
73：yaikota korpe iyoppe ari hene mukar ari hene
74：tokpatokpa meshpameshpa nekona hene
75：ene kanrushuii nepkor kar wa epa ko
76：nekonne hawe?” itakash awa
77：atuichakchak eramuka patek kane okai korka,

（⽛青空文庫⽜による）

参考資料⚒：
ヴァージニア・ウルフ（1882-1941）

ダロウェイ夫人（1925）

ダロウェイ夫人は，自分で花を買ってくると言った。
なにしろルーシーは手一杯であったから。ドアは蝶つがいからそっくり外

されるだろう。それにはランプルメイア商会の職人が来てくれるはずだ。そ
れに，ああ，なんというすばらしい朝だろう─海辺の子供たちが迎えた朝の
ように新鮮で。

まあ愉快！家から外へ飛びだしたときのあの気持，むかしブァトンでフラ
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ンス窓をさっとあけ，大気のなかに飛び込んだとき。そのときの蝶つがいの
キーキーきしむ音が聞こえるようだ。早朝の空気はなんと新鮮で，なんと静
かだったか。勿論，このロンドンよりずっと静かで，波がはたはたと寄せ，
索足をキスしてゆくにも似た，冷たく，鋭い惑じ。しかも（当時十八歳の娘
であった彼女にとって）おごそかであった。なぜなら彼女は開けひろげたフ
ランス窓を一歩踏みだして，なにか恐ろしいことが起りそうな予感を持った
から。

（ウルフ（近藤いね子訳）（1999）による）
f

VIRGINIA WOOLF
MRS DALLOWAY

Mrs Dalloway said she would buy the flowers herself. For Lucy had her work
cut out for her. The doors would be taken off their hinges; Rumpelmayerʼs
men were coming. And then, thought Clarissa Dalloway, what a morning ─
fresh as if issued to children on a beach.

What a lark! What a plunge! For so it had always seemed to her when,
with a little. squeak of the hinges, which she could hear now, she had burst
open the French windows and plunged at Bourton into the open air. How
fresh, how calm, stiller than this of course, the air was in the early morning;
like the flap of a wave; the kiss of a wave; chill and sharp and yet (for a girl of
eighteen as she then was) solemn, feeling as she did, standing there at the
open window, that something awful was about to happen;

（Woolf (1996) による）
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参考資料⚓：
ジェイムズ・ジョイス（1882-1941）

若い芸術家の肖像（1916）

むかしむかしのそのむかし とってもたのしいそのむかし うしモーモーが
やってきた。みちをやってきたうしモーモー かわいいちっちゃなぼうやに
あったとさ ぼうやのなまえはくいしんぼぼうや・・・・・・

このおはなし，おとうさんがしてくれた。めがねごしにぼくをみてるおと
うさん。おおきなおかおはひげだらけ。

くいしんぽぽうや，それはぼく。うしモーモーがやってくるあのみちには
ベティ・バーンズがすんでいる。レモンのあじするねじりあめをうってるんだ。

おお，野ばらはなさく
ちいさなみどりの原。

ぽくはこのうたをうたう。このうた，それはぼくのうた。

おお，みろりバヤははらしゃく。

おねしょすると はじめはあったかくって それからつめたくなる。おか
あさんがあぶら紙をしいてくれる。おかしなにおい。

おかあさんはおとうさんよりいいにおいがする。おかあさんがピアノで舟
のりのホーンパイプ・ダンスをひいてくれる。ぽくのおどりだ。ぼくはおど
る。

トラララ ララ
トラララ トラララディ
トラララ ララ
トラララ ララ。
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チャールズおじさんとダーンティが手ぴょうしをうつ。どっちもおとうさ
んやおかあさんより年うえだ。でもチャールズおじさんはダーンティよりも
年がうえ。

ダーンティのたんすにはプラシがふたつ。せなかにくり色のビロードがつ
いてるプラシはマイクル・ダヴィットのため，みどりのピロードつきのプラ
シはパーネルのため。ティッシュペーパーをとってあげるとダーンティはい
つもカシューあめをひとつくれる。

ヴァンスのうちは七ばんち。ぼくんちとはちがうおとうさんとおかあさん
がいる。アイリーンのおとうさんとおかあさん。大きくなったらアイリーン
とけっこんするんだ。テープルのしたにかくれた。おかあさんがいう。

─さあ，スティーヴン，ごめんなさいするわね。
ダーンティがいう。

─そう，あやまらないと，わしがとんできておめめをくりぬきます。

おめめをくりぬくぞ，
あやまれ，
あやまれ，
おめめをくりぬくぞ。

あやまれ，
おめめをくりぬくぞ，
おめめをくりぬくぞ，
あやまれ。

ひろいグラウンドいちめんに生徒がむらがっていた。みんなはさけぴ声を
あげ，先生たちも大きな声ではげましている。夕ぐれの空気はあおじろくつ
めたい。うばいかえされてどすんとけられるたぴに泥まみれの革の球がはい
色の光のなかを重たい鳥のようにとんでゆく。彼は味方チームのはしっこに
へばりつき，先生の目もとどかず，あらっぽい足にけとばされないところで，
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ときどき走るふりをしていた。こうしてフットポールのむれにまじると自分
のからだが小さくてよわよわしい気がして，目がかすみ涙ぐんでしまう。ロ
ディ・キッカムはこんなじゃない。下級組のキャプテンになるのはあいつだ
ろうって，みんなそういってる。

（ジョイス（大澤正佳訳）2007）による）

JAMES JOYCE
A PORTRAIT OF THE ARTIST AS A YOUNG MAN

Once upon a time and a very good time it was there was a moocow coming-
down along the road and this moocow that was coming down along the road
met a nicens little boy named baby tuckoo....
His father old him that story: his father looked at him through a glass: he had

a hairy face.
He was baby tuckoo. The moocow came down the road where Betty Byrne

lived: she sold lemon platt.

O, the wild rose blossoms
On the little green place.

He sang that song. That was his song.
O, the green wothe botheth.

When you wet the bed, first it is warm then it gets cold. His mother put on
the oilsheet. That had the queer smell.

His mother had a nicer smell than his father. She played on the piano the
sailorʼs hornpipe for him to dance. He danced:

Tralala lala.
Tralala tralaladdy
Tralala lala
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Tralala lala.
Uncle Charles and Dante clapped. They were older than his father and

mother but uncle Charles was older than Dante.
Dante had two brushes in her press. The brush with the maroon velvet

back was for Michael Davitt and the brush with the green velvet back was for
Parnell. Dante gave him a cachou every time he brought her a piece of tissue
paper.

The Vances lived in number seven. They had a different father and mother.
They were Eileenʼs father and mother. When they were grown up he was
going to marry Eileen. He hid under the table. His mother said:

- O, Stephen will apologize.
Dante said:

-O, if not, the eagles will come and pull out his eyes.
Pull out his eyes,
Apologize,
Apologize,
Pull out his eyes.

Apologize,
Pull out his eyes,
Pull out his eyes,
Apologize.

The wide playgrounds were swarming with boys. All were shouting and
the prefects urged them, on with strong cries. The evening air was pale and
chilly and after every charge and thud of the footballers the greasy leather
orb flew like a heavy bird through the grey light. He kept on the fringe of his
line, out of sight of his prefect, out of the reach of the rude feet, feigning to run
now and then. He felt his body small and weak amid the throng of players and
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his eyes were weak and watery. Rody Kickham was not like that: he would be
captain of the third line all the fellows said.

（Joyce (1977)による）

参考資料⚔：
芥川龍之介訳⽛ディイダラス⽜草稿

自習室に坐ったまま，彼は机のをあけ
た。そうして中に貼つてある番号を 七十七
番から七十六番に取り替えた。しかしクリス
マスの休暇はまだずつと遠い。しかし何時か
は来るに違ひない。地球始終廻転してゐる

から。
彼の地理の書の第一頁には，地球の図が描

いてある。雲の中にある，大きな球が。フレ
ミング（彼の名）は［三字欠］の箱を持つてゐる。さ
うして或晩□□の時間に，彼は地球を緑色
に，雲を海老茶色に色どつて置いた。それはダンテ
の戸棚にある，二つのブラツシユのやうであつ
た。緑色の天鵞絨の背のある，パアヌルのブ
ラツシユと 海老茶色の天鵞絨の背のある，マ
イケル・デエウィツトのブラツシユと。しかし，彼（ダ

ンテ）はフレミングに，地球や雲をさう云ふ色
に彩れと云つた事はなかつた。フレミングが
勝手に彩つたのである。

彼は地理の書をあけて，勉強にとりかか
つた。しかし彼は亜米利加の地名を覚える事
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が出来なかつた。それでもそれらはそれぞれ違

つた名前がある みんな別々の場所であつた。そ
れらはみんな違つた国にあり，その国々はいろいろな大
陸にあり，大陸は世界の中にあり，世界は宇
宙の中にあつた。

彼は地理の書のフライ・リイフに向つた。さ
うして其処に書いて置いた事を読んだ。彼自
身と彼の名と彼のゐる場所の事とを。

ステファン・ディイダラス

クロンゴオスウツド学校
サリンズ。
キルデェア州
愛蘭土
欧羅巴

宇宙
それは彼の筆蹟だつた。フレミングは或晩

［六字欠］その頁の裏へかう書いて置いた。
ステファン・ディイダラスはわが名なり
愛蘭土はわが国家ぞ
クロンゴオスはわが住む地なり
さて天

（“A Portrait of the Artist as a Young Man”より）
（大正十二年頃）

（山梨県立文学館（編）（1993）による）
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そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
廊
橋
が
学
術
用
語
と
し
て
使
わ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
中

国
の
建
築
史
家
と
し
て
著
名
な
劉
敦
楨
（
生
没
は
一
八
九
七
─
一
九
六
八
年
）
が
お
そ
ら
く
は
一
九
四
〇
年
代
に
書
か
れ
た
論
文
⽛
中
国

之
廊
橋
⽜
の
な
か
で
、

暫
時
⽛
廊
橋
⽜
の
二
字
で
こ
の
文
を
撰
述
す
る
こ
と
は
、
或
い
は
橋
の
外
形
構
造
に
比
較
的
接
近
で
き
る
が
、
た
だ
勝
手
に
命
名
し

た
も
の
で
あ
り
、
私
の
方
か
ら
先
例
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
な
お
博
識
な
諸
君
子
の
批
正
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（
⚒
）。

な
お
、
屋
根
の
付
い
た
橋
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
ま
た
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
さ
ら
に
北
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
で
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
⽛
屋
形
橋
⽜⽛
鞘
橋
⽜⽛
呉
橋
⽜
等
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ

い
て
は
イ
タ
リ
ア
の
有
名
な
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
橋
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
）
の
よ
う
に
そ
の
外
観
か
ら
日
本
語
で
は
⽛
家
橋
⽜
と
呼
ば
れ
て
い
る

（
⚓
）。
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本
稿
の
目
的
は
、
伝
統
中
国
の
農
村
社
会
、
特
に
東
南
沿
海
に
位
置
す
る
福
建
の
農
村
社
会
に
お
け
る
廊
橋
の
存
在
形
態
を
探
究
す
る

こ
と
に
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
福
建
省
の
各
地
、
特
に
東
部
（
閩
東
）・
北
部
（
閩
北
）・
西
部
（
閩
西
）
の
各
地
域
に
は
数
多
の
廊

橋
が
現
存
し
て
お
り
、
特
に
現
在
の
行
政
区
画
で
は
閩
東
の
寧
徳
市
に
所
属
す
る
寿
寧
県
（
明
清
時
代
は
建
寧
府
属
・
福
寧
府
属
）
は
〈
木

拱
廊
橋
文
化
の
郷
〉
と
称
さ
れ
て
い
る

（
⚔
）。

本
稿
を
論
述
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
に
、
従
来
の
中
国
橋
梁
史
研
究

お
よ
び
近
年
の
廊
橋
研
究
を
振
り
返
り
、
注
目
す
べ
き
論
点
を
整
理
す
る
。
第
二
に
、
福
建
の
廊
橋
を
め
ぐ
る
現
状
分
析
か
ら
遡
及
的
に

明
清
時
代
の
廊
橋
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
第
三
に
、
明
清
時
代
の
福
建
の
廊
橋
に
つ
い
て
は
、
福
建
各
地
の
地
方
志
を
主
な
史
料
と

し
て
分
析
を
加
え
て
い
く
。
但
し
、
本
稿
で
は
き
わ
め
て
初
歩
的
な
考
察
に
終
始
し
て
い
る
点
を
最
初
に
断
っ
て
お
き
た
い
。

一

中
国
橋
梁
史
と
廊
橋
研
究

中
国
橋
梁
史
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
⑴
Ｊ
・
ニ
ー
ダ
ム
⽝
中
国
の
科
学
と
文
明
⽞（
邦
訳
の
第
一
〇
巻
、
一
九
七
九
年
）、

⑵
茅
以
升
編
⽝
中
国
古
橋
技
術
史
⽞（
一
九
八
六
年
）
お
よ
び
⑶
唐
寰
澄
編
⽝
中
国
古
代
橋
梁
⽞（
一
九
八
七
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

（
⚕
）。

こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
個
々
の
叙
述
の
な
か
で
屋
根
の
付
い
た
橋
に
言
及
し
て
お
り
、
ま
た
⑶
で
は
⽛
橋
屋
⽜
の
項
目
が
設
定
さ
れ
て
相

応
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の

（
⚖
）、

基
本
的
に
は
橋
梁
の
科
学
技
術
的
・
土
木
工
学
的
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
橋
梁
と

い
え
ば
橋
桁
よ
り
下
の
部
分
で
あ
り
、
橋
桁
よ
り
上
に
建
造
物
を
も
つ
廊
橋
に
対
す
る
注
目
度
は
概
し
て
低
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
橋
梁
の
型
式
（
下
部
構
造
）
は
廊
橋
の
存
在
自
体
に
も
大
き
く
関
係
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
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お
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
般
的
に
、
前
近
代
の
橋
梁
の
型
式
と
し
て
は
次
の
五
種
類
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
①
桁
橋
（
中
国
語
で
は
簡
支
梁
橋
）。
②
片
持
ち
橋
（
同
じ
く
伸
臂
梁

橋
）。
日
本
で
は
合
掌
橋
・
刎
橋
・
肱
木
橋
等
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
③
ア
ー
チ
橋

（
同
じ
く
石
造
の
場
合
は
石
拱
橋
）。
④
吊
り
橋
（
同
じ
く
索
橋
）。
こ
れ
ら
に
加

え
て
⑤
舟
橋
（
同
じ
く
浮
橋
）
で
あ
る

（
⚗
）。

橋
の
型
式
の
な
か
で
廊
橋
の
多
く
に
用

い
ら
れ
る
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
②
と
③
で
あ
る
。［
図
⚑
］
は
ニ
ー
ダ
ム
の
著

作
（
邦
訳
書
）
か
ら
引
い
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
片
持
ち
橋
（
②
）

に
お
け
る
五
種
類
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
挙
げ
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
訳
語
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
⒜
⽛
控
え
迫
り
持
ち
支
柱
［
橋
］⽜、
⒝
⽛
水
平
片
持

ち
橋
⽜、
⒞
⽛
水
平
片
持
ち
梁
と
控
え
迫
り
持
ち
支
柱
の
組
合
せ
［
橋
］⽜、
⒟
⽛
跳

ね
上
げ
式
片
持
ち
梁
橋
⽜、
そ
し
て
⒠
⽛
多
角
形
型
跳
ね
上
げ
式
片
持
ち
橋
⽜
で
あ
る

（
⚘
）。

こ
れ
ら
の
う
ち
⒜
・
⒝
・
⒠
が
廊
橋
に
多
く
用
い

ら
れ
て
お
り
、
中
国
語
で
は
一
般
に
、
⒜
⽛
八
字
撑
架
（
廊
）
橋
⽜、
⒝
⽛
木
伸
臂
（
廊
）
橋
⽜、
⒠
⽛
木
拱
（
廊
）
橋
⽜（
或
い
は
⽛
貫
木

拱
（
廊
）
橋
⽜）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
中
国
橋
梁
史
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
⒠
の
⽛
木
拱
橋
⽜
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
端
は
、
北

宋
末
の
開
封
を
描
い
た
と
さ
れ
る
張
択
端
⽝
清
明
上
河
図
⽞
に
見
え
る
⽛
虹
橋
⽜
に
在
っ
た
。
こ
の
虹
橋
が
ま
さ
し
く
木
拱
橋
で
あ
り
、

浙
江
南
部
（
浙
南
）
や
福
建
東
部
（
閩
東
）
に
多
く
存
在
す
る
木
拱
廊
橋
と
下
部
構
造
が
共
通
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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か
つ
て
は
⽛
虹
橋
⽜
を
形
づ
く
っ
て
い
た
橋
梁
技
術
は
失
伝
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た

（
⚙
）。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
閩
東
・
浙
南
に
お
い
て
木
拱
廊
橋
が
次
々
と
〈
発

見
〉
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
現
在
の
行
政
区
画
で
い
え
ば
福
建
省
の
寧
徳

市
お
よ
び
浙
江
省
の
温
州
市
・
麗
水
市
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
〈
発
見
〉
に
よ
っ
て

北
宋
時
代
の
⽛
虹
橋
⽜
技
術
と
の
関
連
性
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
現
時
点

に
お
い
て
、⽝
清
明
上
河
図
⽞
の
⽛
虹
橋
⽜（［
図
⚒
］）
か
ら
閩
東
・
浙
南
の
木
拱
廊
橋
へ
と

い
う
技
術
の
伝
播
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
説
、
す
な
わ
ち
第
一
に
北
宋
伝
播
説
、
第
二
に
南

宋
伝
播
説
、
そ
し
て
第
三
に
独
立
発
展
説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
未
だ
定

説
と
し
て
確
立
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い

（
10
）。

さ
て
、
福
建
に
お
け
る
廊
橋
研
究
の
出
発
点
は
、
ま
さ
し
く
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
お
け

る
閩
東
を
中
心
と
し
た
木
拱
廊
橋
の
〈
発
見
〉
に
在
っ
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
各
地
の
廊
橋

の
調
査
か
ら
研
究
へ
と
進
展
し
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
こ
こ
で
は
次
の
二
つ
の
研
究
文
献
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
に
、
戴
志
堅
⽝
中
国
廊
橋
⽞（
二
〇
〇
五
年
）
で
あ
り
、
第
二
に
、
寧
徳
市
文
化
与
出
版

局
編
⽝
寧
徳
市
虹
梁
式
木
構
廊
屋
橋
考
古
調
査
与
研
究
⽞（
二
〇
〇
六
年
）
で
あ
る

（
11
）。

前
者
で
は
、
福
建
の
廊
橋
の
ほ
か
に
、
浙
江
南
部
の

温
州
市
泰
順
県
お
よ
び
麗
水
市
慶
元
県
の
、
さ
ら
に
は
広
西
・
湖
南
・
貴
州
の
侗
族
地
区
の
廊
橋
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
福
建
に
つ
い

て
は
全
部
で
四
一
の
廊
橋
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
後
者
で
は
、
寧
徳
市
の
木
拱
廊
橋
を
中
心
に
、
福
建
は
一
三
二
の
廊
橋
が
、
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浙
江
は
温
州
・
麗
水
両
市
を
併
せ
て
九
の
廊
橋
が
存
在
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
一
九
四
九
─
八
八
年
の
間
に
大
水
に
よ
る
流
失
等
に
よ
っ
て

五
〇
の
廊
橋
が
す
で
に
現
存
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
代
以
降
、
福
建
で
は
個
別
の
地
域
に
お
い
て
廊
橋
の
調
査

が
進
展
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
福
州
市
閩
侯
県
、
泉
州
市
徳
化
県
、
南
平
市
光
沢
県
・
松
渓
県
・
政
和
県
、
龍
巖
市
、
寧
徳
市
屛
南
県
・

寿
寧
県
・
福
安
市
、
等
で
あ
る

（
12
）。

な
お
、
わ
が
国
の
中
国
廊
橋
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
す
で
に
出
田
肇
⽝
中
国
木
造
屋
根
付
橋
⽞（
一
九
九
八
年
）
が
存
在
す
る
。
こ

こ
で
は
広
西
壮
族
自
治
区
（
柳
州
市
三
江
侗
族
自
治
県
）・
福
建
省
（
寧
徳
市
屛
南
県
）・
浙
江
省
（
温
州
市
泰
順
県
・
寧
波
市
鄞
江
区
・

金
華
市
武
義
県
）
の
併
せ
て
二
七
の
廊
橋
の
現
地
調
査
と
現
状
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る

（
13
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
廊
橋
研
究
の
特
徴
の
一
つ
は
、
人
文
・
社
会
的
側
面
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
も
ち
ろ
ん
、
廊
橋
の
科
学
技
術
的
側
面
に
つ
い
て
も
論
及
さ
れ
て
お
り
、
橋
屋
が
廊
橋
自
体
の
安
定
性
に
寄
与
す
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
橋
の
自
重
が
増
す
こ
と
で
大
水
等
に
よ
る
流
失
の
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
、
さ
ら
に
木
造
橋
の
場
合
、
橋
屋
の
屋
根
や
両
側
の
遮
蔽

板
が
橋
全
体
の
腐
蝕
を
防
ぎ
、
そ
の
寿
命
を
延
長
さ
せ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
14
）。

従
来
の
廊
橋
研
究
に
よ
れ
ば
、
特
に
橋
屋
・
橋
廊
と
い
う
上
部
構
造
に
関
連
す
る
諸
機
能
・
諸
側
面
を
、
ほ
ぼ
、
次
の
よ
う
な
五
つ
の

特
徴
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う

（
15
）。

第
一
に
、
廊
橋
が
〈
社
交
空
間
〉
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
多
く
の

廊
橋
に
は
橋
屋
の
両
側
に
ベ
ン
チ
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、橋
を
渡
る
人
々
が
一
時
的
に
休
憩
す
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
人
々
の
間
で
談
話
・

談
笑
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
娯
楽
さ
え
も
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
第
二
に
、
廊
橋
自
体
が
〈
祭
祀
空
間
〉
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
数
多
の
廊
橋
に
は
⽛
神
龕
⽜
と
い
わ
れ
る
神
棚
（
或
い
は
小
部
屋
）
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
多
種
多
様
な
神
仏

の
像
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
周
辺
地
域
の
人
々
は
当
該
の
廊
橋
を
祠
廟
と
同
一
の
存
在
と
看
做
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
〈
橋
廟
結
合
〉
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で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
廊
橋
が
〈
商
業
空
間
〉
と
し
て
の
側
面
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
後
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
私
が
訪
れ
た

寧
化
県
の
水
茜
双
虹
橋
（
赤
衛
古
橋
）
で
は
定
期
市
が
開
か
れ
て
お
り
、
橋
屋
内
に
は
農
産
物
等
の
商
品
を
並
べ
る
た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た

（
16
）。

第
四
に
、
廊
橋
自
体
が
〈
風
水
機
能
〉
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
農
村
地
域
に
建
設
さ
れ
た
廊
橋

は
村
落
の
運
気
を
維
持
す
る
た
め
の
装
置
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
村
落
の
入
口
（⽛
水
口
⽜）
に
設
置
さ
れ
た
廊
橋
は
外
部
か
ら
侵
入
し

よ
う
と
す
る
〈
悪
気
〉
を
防
ぎ
、
逆
に
出
口
（⽛
水
尾
⽜）
に
設
け
ら
れ
た
廊
橋
は
村
落
内
の
良
い
運
気
の
流
失
を
防
ぐ
と
い
わ
れ
て
い
る

（
17
）。

そ
し
て
、
第
五
に
、
廊
橋
が
地
域
の
〈
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
〉
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
域
の
景
観
と
い
う
側
面
に
お

い
て
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。

現
在
の
廊
橋
を
め
ぐ
る
如
上
の
特
徴
の
い
く
つ
か
は
、
明
清
時
代
の
福
建
の
史
料
の
な
か
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
共

に
著
名
な
史
料
で
は
あ
る
が
、
明
の
万
暦
十
二
年
（
一
五
八
四
）
か
ら
福
建
の
提
学
副
使
と
し
て
在
任
し
た
王
世
懋
の
⒜
⽝
閩
部
疏
⽞
と
、

清
の
順
治
四
年
（
一
六
四
七
）
か
ら
同
十
一
年
（
一
六
五
四
）
ま
で
福
建
按
察
使
お
よ
び
同
左
右
布
政
使
を
務
め
た
周
亮
工
の
⒝
⽝
閩
小

紀
⽞
巻
一
、⽛
橋
梁
⽜
の
記
事
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い

（
18
）。

⒜
閩
中
橋
梁
甲
天
下
。
雖
山
拗
細
澗
、
皆
以
巨
石
梁
之
。
上
施
榱
棟
、
都
極
壮
麗
。
初
謂
山
間
木
石
易
辨
、
已
乃
知
非
得
已
。
蓋
閩
水

怒
而
善
崩
、
故
以
數
十
重
重
木
圧
之
。
中
多
設
神
仏
像
、
香
火
甚
厳
、
亦
圧
鎮
意
也
。

閩
中
の
橋
梁
は
天
下
第
一
で
あ
る
。
山
中
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
細
澗
で
も
、
皆
、
巨
石
で
［
橋
］
梁
と
し
て
い
る
。
上
に
は
屋
根
を
施
し
、
す
べ
て
が

極
め
て
壮
麗
で
あ
る
。
初
め
は
山
間
で
は
木
石
が
入
手
し
易
い
か
ら
と
思
っ
て
い
た
が
、
已
に
［
そ
れ
が
］
已
む
を
得
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
蓋
し
閩

の
水
（
川
）
は
激
流
で
崩
れ
や
す
く
、
故
に
數
十
重
の
重
た
い
木
で
圧
す
る
の
で
あ
る
。［
橋
］
中
に
は
多
く
神
仏
の
像
が
設
け
ら
れ
、
香
火
は
甚
だ
厳

［
格
］
で
あ
る
が
、［
そ
こ
に
は
］
ま
た
圧お

さ

え
て
鎮
め
る
と
い
う
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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⒝
閩
中
橋
梁
、
最
為
巨
麗
。
橋
上
架
屋
、
翼
翼
楚
楚
、
無
処
不
堪
図
画
。
呉
文
中
落
筆
、
即
倣
而
為
之
。
第
以
閩
地
多
雨
、
欲
便
于
憩

足
者
、
両
簷
下
類
覆
以
木
板
、
深
輙
数
尺
。
俯
欄
有
致
、
遊
目
無
餘
、
似
畏
人
見
好
山
色
、
故
障
之
者
。
予
毎
度
一
橋
、
輙
為
愾
嘆
。

閩
中
の
橋
梁
は
、
最
も
巨
［
大
・
壮
］
麗
で
あ
る
。
橋
上
に
は
屋
が
架
け
ら
れ
、
雄
壮
か
つ
華
麗
で
あ
り
、
絵
画
に
堪
え
な
い
処
は
無
い
。
呉
文
中
（
呉

彬
）
の
落
筆
は
、
即
ち
［
橋
を
］
模
写
し
て
こ
れ
を
描
い
て
い
る
。
た
だ
閩
の
地
は
雨
が
多
い
た
め
に
、
足
を
休
め
る
者
に
都
合
が
よ
い
よ
う
に
、
両

方
の
簷ひ

さ
し

の
下
は
ほ
ぼ
木
板
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
深
（
長
）
さ
は
数
尺
に
も
な
る
。
欄
干
か
ら
俯
し
て
観
よ
う
と
し
て
も
、
遊
目
に
は
餘
［
裕
］
が

無
く
、［
あ
た
か
も
］
人
々
が
好
い
山
の
景
色
を
見
る
こ
と
を
畏
れ
て
、
故
意
に
妨
げ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
私
は
一
つ
の
橋
を
渡
る
ご
と
に
、

輙
ち
慨
嘆
す
る
の
で
あ
っ
た
。

⒜
で
は
、
廊
橋
自
体
に
そ
の
重
量
に
よ
っ
て
福
建
の
河
川
の
激
流
に
よ
る
流
失
を
防
止
す
る
と
い
う
意
図
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た

橋
内
に
は
⽛
神
仏
の
像
⽜
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
⒝
で
は
、
福
建
（
特
に
山
区
）
が
多
雨
地
域
で
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
廊
橋
の
左
右
の
側
面
に
は
⽛
木
板
⽜
に
よ
る
⽛
覆
い
⽜
す
な
わ
ち
風
雨
を
防
ぐ
た
め
の
遮
蔽
板
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
橋
か
ら
風
景
を
眺
め
る
際
に
視
界
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
⒜
で
は
廊
橋
が
⽛
壮
麗
⽜
と
あ
り
、
⒝
で
は
⽛
巨

麗
⽜
で
絵
画
の
恰
好
の
対
象
に
な
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
明
清
時
代
に
お
い
て
も
、
廊
橋
は
地
域
の
景
観
の
な
か
で
、
ま
さ
し
く
、

き
わ
め
て
特
異
で
際
立
つ
存
在
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

本
節
の
最
後
に
、
わ
が
国
の
中
国
史
研
究
と
橋
梁
─
廊
橋
で
は
な
く
─
と
の
関
連
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
特
に

明
清
時
代
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
川
勝
守
お
よ
び
相
田
洋
の
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

（
19
）。

前
者
は
一
九
九
四
年
に
⽛
九
州
石

橋
⽜
と
⽛
江
南
虹
橋
⽜
と
の
比
較
研
究
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
川
勝
は
橋
梁
史
研
究
で
は
自
然
環
境
と
同
時
に
⽛
社

会
的
歴
史
的
条
件
⽜
に
対
す
る
視
座
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
中
国
の
江
南
地
域
、
特
に
湖
州
府
烏
程
県
の
南
潯
鎮
を
め
ぐ
っ

伝
統
中
国
社
会
と
廊
橋

─ 8 ── 9 ─



て
⽛
橋
に
よ
る
交
通
路
確
保
⽜
が
⽛
市
街
の
形
成
⽜
を
促
し
、
さ
ら
に
特
産
の
〈
湖
糸
〉
の
価
格
の
推
移
が
⽛
橋
の
重
建
重
修
⽜
に
大
き

く
影
響
し
た
と
い
う
見
と
お
し
を
語
っ
て
い
る

（
20
）。

ま
さ
に
社
会
経
済
史
研
究
と
い
う
枠
内
で
橋
梁
を
取
り
扱
っ
た
も
の
だ
と
い
え
る
が
、

そ
の
後
の
具
体
的
な
展
開
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
き
わ
め
て
残
念
で
あ
る
。
一
方
、
後
者
の
研
究
は
⽛
橋
の
境
界
性
⽜
に
注
目
す
る

と
い
う
民
俗
学
的
視
点
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
通
時
代
的
考
察
に
よ
っ
て
、
橋
の
建
設
が
仏
教
教
団
や
民
間
の
〈
義
〉
の
結
合
と
関

連
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
橋
と
い
う
⽛
境
界
の
象
徴
⽜
が
⽛
共
同
体
と
共
同
体
と
の
境
界
⽜
に
位
置
す
る
〈
市
〉
と
親
和
性
の
強
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
21
）。

明
清
時
代
の
墟
市
と
橋
梁
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
で
論
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二

福
建
の
廊
橋

現
時
点
に
お
い
て
、
福
建
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
数
の
廊
橋
が
存
在
（
残
存
）
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

取
り
敢
え
ず
、
す
で
に
前
節
で
言
及
し
た
戴
志
堅
お
よ
び
寧
徳
市
文
化
与
出
版
局
編
の
両
書
と
国
家
文
物
局
編
⽝
中
国
文
物
地
図
集
・

福
建
分
冊
⽞（
二
〇
〇
七
年
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
廊
橋
を
中
心
に
、
そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
代
以
降
に
、
個
別
地
域
の
調
査
に
よ
っ
て
そ

の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
廊
橋
を
加
え
て
、
き
わ
め
て
単
純
な
数
値
デ
ー
タ
を
提
示
し
た
の
が
［
表
⚑
］
で
あ
る

（
22
）。

こ
こ
で
は
福
建
全

体
の
廊
橋
数
の
ほ
か
に
、
内
訳
と
し
て
下
部
構
造
に
基
づ
き
福
建
の
廊
橋
に
数
多
く
見
ら
れ
る
木
拱
廊
橋
・
石
拱
廊
橋
・
木
伸
臂
廊
橋
お

よ
び
そ
の
他
に
分
類
し
、
そ
の
数
値
を
挙
げ
て
あ
る
。

あ
く
ま
で
も
差
し
あ
た
り
の
数
値
で
あ
る
が
、［
表
⚑
］
に
よ
れ
ば
福
建
に
現
存
す
る
廊
橋
の
数
は
二
七
一
と
な
る
。
現
在
の
省
よ
り
下

位
の
行
政
区
画
で
い
え
ば
、
閩
東
に
位
置
す
る
寧
徳
市
が
一
三
一
橋
と
突
出
し
て
多
く
、
次
い
で
南
平
市
・
三
明
市
・
龍
巖
市
と
い
う
よ
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う
に
閩
北
・
閩
西
の
地
域
が
続
き
、
沿
海
に
位
置
す
る
閩
南
地
域
は
き
わ
め

て
少
数
の
廊
橋
し
か
現
存
し
て
い
な
い
。
泉
州
市
の
廊
橋
数
は
一
八
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
北
部
の
山
区
に
位
置
す
る
徳
化
県
の
数
値
で

あ
る

（
23
）。

ま
た
、
廊
橋
の
型
式
と
し
て
は
木
拱
廊
橋
と
石
拱
廊
橋
の
数
が
拮
抗

し
て
い
る
が
、
特
に
木
拱
廊
橋
に
つ
い
て
は
寧
徳
市
が
六
一
と
こ
れ
も
突
出

し
て
多
く
、
福
建
全
体
の
木
拱
廊
橋
数
の
お
よ
そ
七
三
％
を
占
め
て
い
る
。

因
み
に
、
わ
が
国
に
も
中
国
の
廊
橋
に
相
当
す
る
屋
根
付
き
の
橋
は
存
在
し

て
い
る
が
、
現
存
す
る
数
は
六
二
橋
で
あ
り
、
人
々
が
日
常
の
生
活
で
利
用

す
る
橋
は
ご
く
僅
か
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
神
社
や
寺
院
の
境
内
に
存
在
す

る
橋
で
あ
る
と
い
う

（
24
）。

次
に
、
私
が
数
少
な
い
福
建
の
調
査
で
寓
目
し
た
廊
橋
に
つ
い
て
簡
単
に

紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
〇
〇
九
年
九
月
と
二
〇
一
〇
年
九
月
の
二
度

に
わ
た
っ
て
、科
研
に
よ
る
実
地
調
査
の
た
め
に
三
明
市
寧
化
県
を
訪
れ
た
。

そ
の
目
的
は
清
初
に
当
地
で
起
こ
っ
た
〈
黄
通
の
抗
租
反
乱
〉
に
関
連
す
る

史
跡
と
文
献
の
調
査
で
あ
っ
た

（
25
）。

厦
門
を
出
発
し
て
寧
化
へ
向
か
う
途
中
の
龍
巖
市
連
城
県
四
堡
鎮
（
清
代
に
は
汀
州
府
長
汀
県
四
保
里
）
で
目
に
し
た
の
が
［
写
真
⚑
］

と
し
て
挙
げ
た
玉
沙
橋
（
玉
砂
橋
）
で
あ
る
。
外
観
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
⽛
一
墩
二
孔
⽜
の
木
伸
臂
廊
橋
で
あ
る
。⽛
一
墩
二
孔
⽜
と

伝
統
中
国
社
会
と
廊
橋

─ 10 ── 11 ─

［表⚑］現存する福建の廊橋

市 廊橋数 木拱廊橋 石拱廊橋 木伸臂廊橋 その他

福州市 18 6 4 4 4

厦門市 0 0 0 0 0

漳州市 1 0 1 0 0

泉州市 18 1 7 1 9

莆田市 0 0 0 0 0

三明市 37 3 23 3 8

南平市 44 12 19 5 8

龍巖市 22 1 9 2 10

寧徳市 131 61 25 32 13

合計 271 84 88 47 52



は
下
部
構
造
が
一
つ
の
橋
脚
と
二
つ
の
径
間
（
水
路
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
謂
で
あ
る
。
橋
屋
の
両
側
に
は
一
部
に
缺
損

が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
風
雨
を
遮
蔽
す
る
板
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
橋
内
に
は
両
側
に
ベ
ン
チ
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
一

九
九
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
新
編
⽝
連
城
県
志
⽞
巻
九
、
交
通
の
⽛
古
橋
⽜
に
よ
れ
ば
、
玉
沙
橋
は
⽛
馬
屋
内
村
水
口
⽜
に
所
在
し
て
お
り
、

康
煕
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）
に
最
初
に
建
造
さ
れ
、
そ
の
長
さ
は
三
四
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
と
い
う

（
26
）。

な
お
、
乾
隆
⽝
長
汀
県
志
⽞
巻
六
、
城
池
、
橋
梁
で
は
⽛
玉
沙
橋
⽜
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

四
保
里
、
馬
屋
族
衆
建
。
有
記
。

四
保
里
、
馬
屋
族
衆
が
建
［
造
］
し
た
。［
橋
］
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。

玉
沙
橋
が
当
該
地
域
に
聚
居
す
る
馬
姓
一
族
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
橋
内
に
は
一
九
九
一
年
の
⽛
告
示
⽜
と
と
も
に
⽛
四
元
以
下
楽
助
芳
名
⽜
と
題
す

る
匾
額
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
橋
の
修
理
の
た
め
に
義
捐
金
を
醵
出
し
た
人
々
の
芳
名

録
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
一
二
四
の
人
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の

一
六
名
が
陳
・
丁
・
李
・
邱
等
の
姓
で
あ
る
の
を
除
い
て
、
残
り
の
一
〇
八
名
に
は
姓

が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
す
べ
て
馬
姓
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

現
在
、
玉
沙
橋
上
に
⽛
神
龕
⽜
す
な
わ
ち
神
仏
の
像
を
祀
る
神
棚
は
存
在
し
な
い
が
、

か
つ
て
は
⽛
南
海
観
音
大
士
⽜
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う

（
27
）。

寧
化
県
内
で
も
い
く
つ
か
の
廊
橋
を
実
地
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
一
に
、
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旧
県
城
（
翠
江
鎮
）
の
西
に
位
置
す
る
石
壁
鎮
の
境
域
に
所
在
す
る
烏
石
下
橋
で
あ
る
。

［
写
真
⚒
］
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
二
墩
三
孔
の
木
伸
臂
廊
橋
で
あ
る
。
石
壁
鎮

で
披
閲
し
た
冊
子
⽝
三
明
市
寧
化
県
石
壁
鎮
保
護
与
発
展
規
画
⽞
に
は
烏
石
下
橋
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
⽛
重
要
建
築
歴
史
遺
産
調
査
評
価
表
⽜
に
よ
れ
ば
、
当
該

橋
の
長
さ
は
四
二
・
五
メ
ー
ト
ル
で
、
中
央
部
分
に
は
神
龕
が
設
け
ら
れ
⽛
太
保
神
位
⽜

が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う

（
28
）。

現
在
で
は
神
龕
は
存
在
せ
ず
、［
写
真
⚒
］
の
左
側
入
口
付

近
の
壁
に
⽛
橋
神
⽜
と
い
う
文
字
が
無
造
作
に
刻
ま
れ
て
お
り
、
往
時
の
神
像
の
存
在

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
の
冊
子
で
は
烏
石
下
橋
は
清
代
の

康
煕
年
間
に
初
め
て
建
造
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
民
国
⽝
寧
化
県
志
⽞
巻
三
、
水
利
志
二
、

津
梁
に
は
⽛
烏
石
下
橋
⽜
に
つ
い
て
、

石
墩
四
座
、
瓦
屋
十
二
楹
。
雍
正
二
年
、
謝
煥
章
等
募
建
。
乾
隆
乙
卯
、
圮
于
水
、

張
順
天
等
、
募
捐
重
建
。

石
墩
は
四
座
、
瓦
屋
は
十
二
楹
（
間
）
で
あ
る
。
雍
正
二
年
、
謝
煥
章
等
が
募
［
捐
］
に
よ
っ

て
建
［
造
］
し
た
。
乾
隆
乙
卯
（
六
十
年
）
に
、
洪
水
で
壊
さ
れ
た
が
、
張
順
天
等
が
、
募
捐

に
よ
っ
て
重
建
し
た
。

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
の
⽛
募
建
⽜
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
⽛
始
建
⽜
か
否
か
は
判
然
と
し

な
い
。
た
だ
、
康
煕
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）
に
李
世
熊
に
よ
っ
て
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
康
煕
⽝
寧
化
県
志
⽞
巻
二
、
土
地
部
、
津
梁
志

伝
統
中
国
社
会
と
廊
橋
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に
は
⽛
烏
石
下
橋
⽜
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
に
、
同
じ
石
壁
鎮
内
に
存
在
す
る
維
藩
橋
で
あ
る
。［
写
真
⚓
］
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
存
す
る
維
藩
橋
は
、
そ
の
下
部
構

造
に
よ
れ
ば
単
孔
の
石
造
ア
ー
チ
橋
、
す
な
わ
ち
石
拱
廊
橋
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
長
さ
は
一
三
～
五
メ
ー
ト
ル
と
短
い
も
の
で
あ

る
が
、真
ん
中
に
は
神
龕
が
設
け
ら
れ
、観
音
菩
薩
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
清
初
の⽛
始

建
⽜
で
雍
正
・
乾
隆
年
間
に
重
修
さ
れ
た
と
い
う

（
29
）。

第
三
に
、
旧
寧
化
県
城
か
ら
ほ
ぼ
真
北
の
河
龍
郷
明
珠
村
─
黄
通
の
本
拠
地
で
あ

る
旧
留
猪
坑
─
を
目
指
し
て
い
た
と
き
、
田
園
地
帯
の
な
か
で
偶
然
、
目
に
し
た
の

が
［
写
真
⚔
］
の
廊
橋
で
あ
る
。
小
型
バ
ス
の
な
か
か
ら
は
廃
屋
の
よ
う
に
も
見
え
た

が
、
降
り
て
確
認
す
る
と
、
用
水
路
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
小
川
に
架
か
っ
た
単
孔

の
石
拱
廊
橋
で
あ
っ
た
。
橋
名
は
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
橋
自
体
の
破
損
も
か

な
り
進
ん
で
い
た
が
、橋
の
両
側
に
は
風
雨
を
防
ぐ
た
め
の
遮
蔽
板
が
残
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
場
所
に
何
故
、
廊
橋
を
建
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
不
思
議

な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

第
四
に
、
旧
寧
化
県
城
の
北
北
東
に
位
置
す
る
水
茜
鎮
に
存
在
す
る
の
が
［
写
真
⚕
］

の
廊
橋
で
あ
る
。
そ
の
橋
名
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
ば
れ
方
を
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
九
九
二
年
の
新
編
⽝
寧
化
県
志
⽞
で
は
⽛
現
存
す
る
古
橋

で
比
較
的
完
備
し
て
い
る
も
の
⽜
に
⽛
水
茜
屋
橋
⽜
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（
30
）。

二
〇
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〇
五
年
の
戴
志
堅
の
著
書
で
は
⽛
水

茜
橋
⽜
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、⽛
双

虹
橋
⽜と
も
称
さ
れ
て
い
る
と
い
う

（
31
）。

ま
た
、
二
〇
一
五
年
の
林
思
翔
の
論

考
で
は
当
該
橋
を
⽛
藩
維
橋
⽜
或
い

は
⽛
維
藩
橋
⽜
と
し
て
記
述
し
て

い
る

（
32
）。

他
方
、
わ
れ
わ
れ
が
当
該
橋

を
調
査
し
た
と
き
、橋
屋
内
に
は⽛
水

茜
赤
衛
古
橋
修
□
序
⽜
と
い
う
匾
額

が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、⽛
赤
衛
橋
⽜
と

い
う
名
で
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
取
り
敢
え
ず
、

後
掲
の
民
国
⽝
寧
化
県
志
⽞
の
記
述

を
も
踏
ま
え
て
⽛
水
茜
双
虹
橋
⽜
と
い
う
橋
名
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
［
写
真
⚕
］
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
水
茜
双
虹
橋
は
四
墩
五
孔
の
石
拱
廊
橋
で
あ
り
、
長
さ
は
六
〇
メ
ー
ト
ル
（
或
い
は
八

〇
メ
ー
ト
ル
）
と
さ
れ
て
い
る

（
33
）。

建
造
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
橋
屋
内
に
掛
け
ら
れ
た
⽛
二
〇
〇
二
年
壬
午
歳
十
二
月
⽜
付
の
匾

額
に
書
か
れ
た
⽛
橋
史
⽜
に
は
⽛
奠
基
建
橋
⽜
が
⽛
光
緒
壬
寅
⽜
す
な
わ
ち
光
緒
二
十
八
年
（
一
九
〇
二
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら

伝
統
中
国
社
会
と
廊
橋
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く
は
現
在
の
水
茜
双
虹
橋
の
原
型
─
そ
の
後
、
重
修
を
経
て
い
る
と
は
い
え
─
が
光
緒
二
十
八
年
（
一
九
〇
二
）
に
建
造
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
一
方
で
、
民
国
⽝
寧
化
県
志
⽞
巻
三
、
水
利
志
二
、
津
梁
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

在
水
茜
者
、
曰
双
虹
橋
〈
咸
寧
間
、
創
建
石
墩
。
雍
正
間
、
圮
。
邱
姓
倡
募
修
復
、
増
造
瓦
屋
数
十
楹
。
光
緒
戊
子
、
災
。
邱
学
瓊

倡
建
石
甕
、
瓦
屋
五
楹
〉。

水
茜
に
所
在
す
る
も
の
は
、
双
虹
橋
と
言
う
〈
咸
・
寧
の
間
、
石
墩
を
創
建
し
た
。
雍
正
間
、［
洪
水
で
］
壊
さ
れ
た
。
邱
姓
が
倡
募
し
て
修
復
し
、
瓦

屋
数
十
楹
を
増
築
し
た
。
光
緒
戊
子
に
、
被
災
し
た
。
邱
学
瓊
が
石
甕
と
瓦
屋
五
楹
を
倡
建
し
た
〉。

⽛
始
建
⽜
は
⽛
咸
寧
⽜
す
な
わ
ち
北
宋
の
咸
平
─
煕
寧
間
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、⽛
光
緒
戊
子
⽜
す
な
わ
ち
光
緒
十
四
年
（
一
八

八
八
）
の
災
害
で
損
壊
し
た
橋
が
⽛
橋
史
⽜
に
あ
る
よ
う
に
同
二
十
八
年
（
一
九
〇
二
）
に
再
建
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
雍
正
年
間
に
お
そ
ら
く
は
大
水
に
よ
っ
て
一
部
流
失
し
た
後
⽛
数
十
楹
⽜
の
橋
屋
が
建
造
さ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る

（
34
）。

現
在
の
水
茜
双
虹
橋
の
橋
屋
内
に
は
、
他
の
廊
橋
と
異
な
る
大
き
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
両
側
の
ベ

ン
チ
の
前
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
橋
の
上
で
は
定
期
市
が
開
か
れ
、
そ
の
期
日
に
は
農
産
物
を

は
じ
め
と
す
る
商
品
が
そ
こ
に
並
べ
ら
れ
、
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
橋
は
水
茜
鎮
の
聚
落
内
を
流
れ
る
水
茜
渓
に
架
け
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
聚
落
で
は
古
く
か
ら
定
期
市
（
墟
市
）
が
開
か
れ
て
い
た
。
明
代
以
降
に
編
纂
さ
れ
た
寧
化
県
の
地
方
志
と
し
て
は
崇
禎
・

康
煕
・
民
国
の
三
種
が
現
存
し
て
い
る
が
、
崇
禎
⽝
寧
化
県
志
⽞
巻
二
、
里
図
、
墟
市
に
は
、

水
西
墟
〈
在
招
賢
里
北
安
寨
。
毎
月
一
六
日
〉。

水
西
墟
〈
招
賢
里
の
北
安
寨
に
在
る
。［
開
催
日
は
］
毎
月
一
・
六
の
日
で
あ
る
〉。
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
康
煕
県
志
で
は
同
じ
く
⽛
水
西
墟
⽜
と
し
て
、
民
国
県
志
で
は
⽛
水
茜
墟
⽜
と
し
て
出
て
く
る
が
、
墟
の
開
催
日
は

共
に
⽛
一
・
六
日
⽜
で
あ
る

（
35
）。

水
茜
鎮
で
は
現
在
に
至
る
ま
で
、
明
代
以
来
の
定
期
市
＝
⽛
橋
市
⽜
が
清
代
・
民
国
期
を
通
じ
て
持
続
的

に
開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
今
日
で
は
ま
さ
に
水
茜
双
虹
橋
の
橋
屋
内
に
お
い
て
そ
れ
は
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
36
）。

二
〇
一
九
年
十
一
月
、
私
は
厦
門
大
学
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
が
、
そ
の
直
前
に
主
催
者
の
鄭
振
満
教
授
お
よ

び
厦
門
大
学
関
係
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る
三
明
市
の
永
安
市
周
辺
農
村
の
調
査
に
も
加
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
と
き
に
訪
れ
た
場
所

の
一
つ
が
永
安
市
の
東
北
に
位
置
す
る
貢
川
鎮
（
明
清
時
代
は
延
平
府
永
安
県
貢
川
堡
）
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
明
代
に
建
設
さ
れ
た
城

壁
が
沙
渓
に
沿
っ
て
残
っ
て
い
る
が
、
貢
川
鎮
の
南
側
に
は
湖
貢
渓
が
沙
渓
に
合
流
す
る
と
こ
ろ
に
［
写
真
⚖
］
の
会
清
橋
が
架
け
ら
れ

て
い
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
二
墩
三
孔
の
石
拱
廊
橋
で
あ
り
、
橋
屋
の
両
側
に
は
風
雨
を
防
ぐ
た
め
の
遮
蔽
板
が
張
り
め
ぐ
ら

さ
れ
て
い
る
。
橋
の
長
さ
は
四
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
い
う

（
37
）。

ま
た
、橋
屋
内
の
中
央
に
は
神
龕
が
設
け
ら
れ⽛
玄
天
上
帝
⽜（
真
武
大
帝
）

が
祀
ら
れ
て
い
る

（
38
）。

会
清
橋
の
傍
ら
に
近
年
、
造
立
さ
れ
た
⽛
貢
川
城
牆
・
会
清
橋
⽜
と
題
す
る
石
碑
に
は
⽛
会
清
橋
の
始
建
年
代
は
不
詳
で
あ
り
、
明
の

成
化
乙
巳
年
（
一
四
八
五
年
）
に
始
修
さ
れ
た
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
当
該
橋
の
両
方
の
入
口
に
は
見
事
な
橋
門
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、⽛
会
清
橋
⽜と
い
う
橋
名
を
記
し
た
同
様
の
匾
額
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は⽛
公
元
一
九
九
七
年
歳
次
／
丁
丑
仲
春
月
重
修
⽜

と
あ
っ
て
匾
額
自
体
が
一
九
九
七
年
の
重
修
後
に
掛
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
そ
の
頭
に
は
⽛
明
天
啓
六
年
秋

建
⽜
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
現
在
の
会
清
橋
の
原
型
が
明
末
の
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
に
重
建
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
万
暦
⽝
永
安
県
志
⽞
巻
三
、
建
置
誌
、
橋
渡
に
は
⽛
会
清
橋
〈
貢
川
堡
〉⽜
と
だ
け
あ
っ
て
、

会
清
橋
の
存
在
を
伝
え
る
の
み
で
あ
る
が
、［
図
⚓
］
と
し
て
提
示
し
た
同
県
志
、
巻
首
、⽛
県
境
総
図
⽜
に
は
⽛
貢
堡
⽜（
貢
川
堡
）
の
城

伝
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壁
の
傍
ら
に
廊
橋
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
会
清
橋
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
す
で
に
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
以
前
の
段
階
か
ら
当
該
橋

は
廊
橋
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
39
）。
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［図⚓］永安県県境総図（万暦・部分）



三

明
清
時
代
の
地
方
志
と
廊
橋

明
清
時
代
の
福
建
の
各
地
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
数
の
廊
橋
が
存
在
し
、
ど
の
よ
う
な
役
割
・
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

う
し
た
課
題
に
接
近
す
る
た
め
の
恰
好
の
史
料
は
、
や
は
り
明
清
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
福
建
各
地
の
地
方
志
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
中

国
科
学
院
北
京
天
文
台
編
⽝
中
国
地
方
志
聯
合
目
録
⽞（
一
九
八
五
年
）
に
福
建
の
地
方
志
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
郷
鎮
志
等

を
除
い
て
合
計
す
る
と
全
部
で
二
二
九
種
に
な
る
。
そ
の
内
訳
は
、
通
志
が
七
種
、
府
志
が
三
七
種
、
州
志
が
八
種
、
庁
志
が
三
種
、
そ

し
て
県
志
が
一
七
四
種
で
あ
る

（
40
）。

こ
れ
ら
の
地
方
志
か
ら
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
に
お
い
て
橋
梁
関
係
の
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
お
お
ま
か
に
い
え
ば
、
そ
れ
ら

は
以
下
の
三
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
す
で
に
前
節
で
万
暦
⽝
永
安
県
志
⽞
の
⽛
県
境
総
図
⽜
を
提
示
し
た
が
、
地
方

志
の
巻
首
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
〈
輿
図
・
絵
図
〉
の
類
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
れ
も
前
節
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
記
事
を
引
用
し
た
が
、

明
代
の
地
方
志
に
は
建
置
志
・
疆
域
志
・
輿
地
志
・
規
制
志
等
に
収
録
さ
れ
、
清
代
の
そ
れ
で
は
単
に
橋
梁
・
津
梁
・
橋
渡
等
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
、
当
該
の
府
・
州
・
県
に
お
け
る
〈
橋
名
一
覧
〉
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
個
々
の
橋
梁
に
つ
い
て
長

短
さ
ま
ざ
ま
な
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
い
わ
ゆ
る
〈
橋
記
〉
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
地
方
志
の
藝

文
志
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
個
別
の
橋
梁
が
始
建
・
重
建
・
重
修
さ
れ
た
と
き
に
書
か
れ
た
⽛
記
⽜
と
い
わ
れ
る
文
章
で
あ
る

（
41
）。
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⛶

輿
図
・
絵
図

ま
ず
、
第
一
の
〈
輿
図
・
絵
図
〉
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。［
図
⚔
］
は
、
崇
禎
⽝
汀
州
府
志
⽞
の
巻
首
に
収
め
さ
れ
た
⽛
汀

州
府
図
⽜
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
汀
州
府
城
の
右
側
の
端
に
見
え
る
朝
天
門
の
外
に
太
平
橋
が
、
そ
の
左
側
の
門
─
こ
こ
で
は
門

の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
麗
春
門
で
あ
る

（
42
）

─
の
外
に
済
川
橋
が
、
ま
た

そ
の
先
に
は
恵
政
橋
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
三
橋
は
す
べ
て
屋
根
の
付

い
た
廊
橋
で
あ
る
。
だ
が
、
乾
隆
⽝
長
汀
県
志
⽞
巻
一
、
輿
図
、⽛
県
池
総
図
⽜

を
見
る
限
り
、
済
川
橋
は
廊
橋
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
太
平
橋
・
恵
政
橋
に
は
と

も
に
橋
屋
が
描
か
れ
て
い
な
い

（
43
）。

前
者
は
乾
隆
四
十
五
年（
一
七
八
〇
）の⽛
橋

面
頽
壊
⽜
後
に
重
修
さ
れ
、
後
者
は
同
四
十
一
年
（
一
七
七
六
）
に
お
そ
ら
く

は
大
水
に
よ
る
流
失
（⽛
圮
⽜）
の
後
に
重
建
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
段
階
で
橋
屋

は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（
44
）。

次
に
［
図
⚕
］
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
延
平
府
沙
県
の
康
煕
⽝
沙
県
志
⽞
巻
二
、

疆
域
志
、
所
収
の
⽛
県
治
渓
北
九
都
図
⽜
で
あ
る
。
当
該
の
図
で
何
よ
り
も
目

立
つ
の
は
、
大
き
な
河
川
で
あ
る
沙
渓
を
跨
が
っ
て
沙
県
城
の
南
門
に
直
結
す

る
よ
う
に
描
か
れ
た
祥
鳳
橋
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
代
後
期
に
度
重
な
る

焼
失
を
経
て
康
煕
十
五
年
（
一
六
七
六
）
に
重
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
万

暦
九
年
（
一
五
八
一
）
の
重
建
の
段
階
で
は
⽛
石
墩
一
十
三
座
⽜⽛
屋
八
十
三
間
⽜
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で
長
さ
⽛
一
百
丈
餘
⽜（
約
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
壮
麗
な
廊
屋
を
も
つ
長

大
橋
で
あ
っ
た

（
45
）。

康
煕
年
間
の
重
建
で
も
同
様
の
規
模
を
維
持
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
祥
鳳
橋
は
、
乾
隆
二
十
九
年
（
一
七
六
四
）
の
洪
水
に
よ
っ
て
流
さ

れ
た
後
に
は⽛
石
墩
一
十
三
座
⽜を
残
し
て
再
建
さ
れ
ず
、そ
の
後
、橋
脚（⽛
石

墩
⽜）
自
体
も
崩
壊
し
、
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
の
段
階
に
は
僅
か
一
個
の

石
墩
の
み
が
沙
渓
の
中
流
に
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う

（
46
）。

ま
た
［
図
⚕
］
に
は
、
そ
の
ほ
か
に
、
県
城
の
西
門
外
に
は
無
双
橋
・
無
敵

橋
、
少
し
離
れ
て
嶺
兜
橋
の
三
橋
が
、
東
門
外
か
ら
小
北
門
外
に
か
け
て
二
橋

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
廊
橋
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
沙
渓
を
挟
ん
だ
対
岸

に
も
廊
橋
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
か
つ
て
康
煕
⽝
沙
県
志
⽞
巻
二
、

疆
域
志
の
分
析
を
中
心
と
し
て
、
清
初
の
沙
県
社
会
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
に
も
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
県
志
の
疆
域

志
に
は
⽛
二
十
四
都
経
界
図
⽜
と
し
て
⽛
両
坊
図
⽜⽛
一
都
地
図
⽜
か
ら
始
ま
り

⽛
二
十
四
都
図
⽜
で
終
わ
る
二
六
枚
の
、
各
都
の
地
理
的
状
況
を
描
写
し
た
輿
図

が
収
録
さ
れ
て
い
る

（
47
）。

そ
の
う
ち
の
四
枚
（⽛
三
都
地
図
⽜⽛
十
七
都
図
⽜⽛
十
八
都
図
⽜
お
よ
び
⽛
二
十
三
都
図
⽜）
を
除
い
て
、
残
り
の

二
二
枚
の
輿
図
か
ら
は
併
せ
て
六
四
の
廊
橋
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
清
初
に
お
い
て
沙
県
の
各
地
に
は
廊
橋
が
遍
く
存
在
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
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［図⚕］沙県県治渓北九都図（康煕）



建
寧
府
建
陽
県
の
地
方
志
、
万
暦
⽝
建
陽
県
志
⽞
巻
一
、
輿
地
誌
、
坊
里
に
も
⽛
県
坊
図
⽜
の
ほ
か
に
全
一
八
里
に
つ
い
て
、
里
ご
と

に
輿
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
崇
化
里
の
図
を
［
図
⚖
］
と
し
て
提
示
し
た
。
こ
こ
に
は
全
部
で
一
二
の
橋
梁
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
の
八
橋
が
廊
橋
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
右
側
の
葉
で
は
無
名
橋
─
同
県
志
、
巻
一
、

輿
地
誌
、
橋
梁
に
よ
れ
ば
雲
衢
橋
で
あ
る
─
・
歩
雲
橋
、［
図
⚘
］
で
は
印
刷

の
都
合
で
見
え
難
く
な
っ
て
い
る
が
、左
右
の
葉
が
重
な
る
と
こ
ろ
に
登
雲
橋
、

さ
ら
に
左
側
の
葉
で
は
上
か
ら
状
元
橋
・
八
達
橋
・
興
文
橋
（
一
家
橋
）・
北
山

橋
・
同
文
橋
で
あ
る

（
48
）。

崇
化
里
は
、
宋
代
以
来
⽛
図
書
之
府
⽜
と
称
さ
れ
た
建

陽
県
に
お
け
る
印
刷
・
出
版
の
中
心
地
の
一
つ
で
あ
る
書
坊
の
所
在
地
で
あ
り
、

同
県
志
の
⽛
橋
梁
⽜
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
八
達
橋
と
北
山
橋
を
除

い
た
六
橋
に
つ
い
て
所
在
地
と
し
て
⽛
書
坊
⽜
の
文
字
が
付
け
ら
れ
て
い
る

（
49
）。

書
坊
は
ま
た
、
明
代
後
期
に
は
市
場
町
と
な
っ
て
お
り
、
毎
月
一
・
六
の
日
に

は
墟
市
が
開
か
れ
て
い
た

（
50
）。

万
暦
⽝
建
陽
県
志
⽞
巻
一
、
輿
地
誌
、
坊
里
、
各

郷
市
集
に
は
、

在
郷
一
十
六
里
、
郷
市
各
有
日
期
。
如
崇
化
里
書
坊
街
、
洛
田
里
崇
洛
街
、

崇
文
里
将
口
街〈
毎
月
倶
以
一
六
日
集
〉。
…
…
是
日
里
人
、并
諸
商
会
聚
、

各
以
貨
物
交
易
、
至
晡
乃
散
。
俗
謂
之
墟
。
而
惟
書
坊
、
書
籍
比
屋
、
為

之
天
下
諸
商
皆
集
。
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在
郷
の
一
十
六
里
、
郷
市

に
は
各
々
日
期
が
有
る
。

崇
化
里
書
坊
街
、
洛
田
里

崇
洛
街
、
崇
文
里
将
口
街

〈
毎
月
、
倶
に
一
・
六
の
日

に
集
ま
る
〉
の
如
く
で
あ

る
。
…
…
是
の
日
、
里
人
、

並
び
に
諸
商
は
会
聚
し
、

各
々
貨
物
を
交
易
し
、
夕

刻
に
至
っ
て
解
散
す
る
。

俗
に
こ
れ
を
墟
と
謂
う
。
そ
し
て
た
だ
書
坊
の
み
が
、
書
籍
が
屋
を
列
ね
て
お
り
、
こ
の
為
に
天
下
の
諸
商
が
皆
、
集
ま
っ
て
く
る
。

と
書
か
れ
て
い
る
。
書
坊
は
建
陽
県
の
な
か
で
最
も
大
き
な
市
場
町
（
墟
市
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
周
辺
に
は
多
く
の
廊
橋
が
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

な
お
［
表
⚒
］
は
上
述
の
⽛
県
坊
図
⽜
お
よ
び
一
八
の
里
の
各
輿
図
に
描
か
れ
た
、
す
べ
て
の
橋
梁
と
廊
橋
の
数
、
並
び
に
廊
橋
の
占

め
る
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。⽛
県
坊
図
⽜
に
は
県
城
の
南
門
外
の
朝
天
橋
と
北
門
外
の
拱
辰
橋
と
い
う
二
つ
の
廊
橋
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
前
者
は
⽛
三
桂
里
⽜
に
、
後
者
は
⽛
同
由
里
⽜
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
、⽛
県
坊
図
⽜
の
二
と
い
う
橋
数
は
合
計
か
ら
除
外
し

た
。［
表
⚒
］
に
よ
る
限
り
、
万
暦
⽝
建
陽
県
志
⽞
が
刊
行
さ
れ
た
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
）
段
階
に
、
当
該
県
に
お
け
る
橋
梁
数
は

伝
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［表 2］建陽県の廊橋（万暦年間）

坊里名 橋梁数 廊橋数 ％
県 坊 （2） （2） （100）
同由里 3 2 66.7
三桂里 1 1 100
洛田里 5 5 100
建忠里 3 0 0
三衢里 2 2 100
崇泰里 5 5 100
崇政里 10 4 40
崇化里 12 8 66.7
永忠里 1 1 100
禾平里 2 2 100
嘉禾里 4 3 75
北洛里 3 2 66.7
均亭里 2 1 50
興上里 6 2 33.3
興中里 5 5 100
興下里 6 2 33.3
崇文里 7 5 71.4
仁徳里 1 0 0
合 計 77 52 67.5



七
七
、
そ
の
中
で
廊
橋
の
数
は
五
二
、
後
者
が
前
者
に
占
め
る
割
合
は
六
七
・
五
％
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
同
県
志
、
巻
一
の
⽛
橋

梁
⽜
の
項
に
は
⽛
見
存
⽜
と
し
て
五
八
の
橋
梁
し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
輿
図
に
描
か
れ
た
橋
梁
名
を
見
出
せ
な
い
場
合
も
あ
る

（
51
）。

輿

図
と
⽛
橋
梁
⽜
の
記
載
が
必
ず
し
も
実
態
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
と
も
い
え
る
が
、
明
末
の
建
寧
府
建
陽
県
で
は
橋
梁
全

体
の
半
分
以
上
と
い
う
数
多
の
廊
橋
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
事
実
で
あ
ろ
う
。

福
建
各
地
の
地
方
志
に
は
⽛
県
城
図
⽜⽛
県
域
全
図
⽜
或
い
は
⽛
坊
郭
図
⽜
等
と
い
う
地
図
的
要
素
の
強
い
輿
図
の
ほ
か
に
、
む
し
ろ
絵

画
的
要
素
の
強
い
⽛
名
勝
図
⽜⽛
八
景
図
⽜
等
と
い
わ
れ
る
絵
図
を
収
録
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
明
代
に
編
纂
さ
れ
た
地
方
志
よ
り
も

清
代
の
も
の
の
方
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、そ
う
し
た
絵
図
の
な
か
に
廊
橋
を
描
い
た
も
の
が
間
々
存
在
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
康
煕
⽝
漳
州
府
志
⽞
巻
首
に
は
⽛
名
蹟
図
⽜
と
し
て
一
八
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
⽛
白
鷺
洲
⽜
と
題
さ
れ
た
絵

図
に
は
遠
景
に
廊
橋
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
汀
州
府
の
康
煕
⽝
清
流
県
志
⽞
巻
前
、
図
説
、⽛
漁
滄
廟
図
⽜
か
ら
は
県
城
の
東

に
位
置
す
る
龍
津
橋
（
廊
橋
）
が
、
同
じ
く
康
煕
⽝
上
杭
県
志
⽞
巻
一
、
区
域
志
、
八
景
図
の
一
つ
で
あ
る
⽛
通
駟
樵
歌
⽜
か
ら
は
県
城

西
門
外
の
駟
馬
橋
（
石
拱
廊
橋
）
が
、
さ
ら
に
、
延
平
府
の
道
光
⽝
永
安
県
続
志
⽞
巻
一
、
図
考
の
⽛
永
安
続
志
輿
図
⽜
所
収
の
風
景
画

の
一
つ
⽛
百
丈
巖
⽜
に
も
石
拱
廊
橋
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
［
図
⚗
］
お
よ
び
［
図
⚘
］
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
前
者
は
、
延
平
府
将
楽
県
に
関
す
る

乾
隆
⽝
将
楽
県
志
⽞
巻
首
、
境
界
図
、⽛
将
楽
県
境
十
二
図
⽜
の
な
か
の
⽛
亀
山
絃
誦
⽜
と
題
さ
れ
た
絵
図
（
部
分
）
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

は
ま
さ
に
典
型
的
な
廊
橋
が
描
か
れ
て
い
る
。
当
該
の
橋
は
県
城
北
門
の
月
城
を
出
た
⽛
邑
の
北
郊
⽜
に
お
い
て
、
宋
代
の
咸
淳
二
年
（
一

二
六
六
）
に
建
て
ら
れ
た
亀
山
書
院
（
亀
山
祠
）
の
傍
ら
に
存
在
し
た
亀
山
橋
で
あ
る

（
52
）。［

図
⚗
］
で
は
き
わ
め
て
精
緻
に
、
亀
山
橋
が
あ

た
か
も
現
存
す
る
も
の
の
よ
う
に
三
墩
四
孔
の
木
伸
臂
廊
橋
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
永
春
州
の
乾
隆
⽝
永
春
州
志
⽞
巻
首
、
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絵
図
、
所
収
の
⽛
楽
山
図
⽜（
部
分
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
の
は
絵
図
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
東
関
橋
（
別
名
は
通
仙
橋
）
で

あ
る
。
東
関
橋
自
体
は
現
存
し
て
お
り
、
福
建
で
も
最
も
有
名
な
廊
橋
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
の
橋
は
長
さ
が
八
五
メ
ー
ト
ル
で
四
墩
五

孔
の
石
墩
木
伸
臂
廊
橋
で
あ
り
、［
図
⚘
］
の
東
関
橋
、
す
な
わ
ち
多
孔
の
石
拱
廊
橋
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
当
該
図
が
必
ず
し
も

乾
隆
時
期
の
東
関
橋
を
写
実
的
に
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
単
に
廊
橋
を
表
象
的
に
描
写
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
東
関
橋
は

乾
隆
四
年
（
一
七
三
九
）
に
重
建
さ
れ
、
同
治
年
間
の
修
復
を
経
て
、
同
十
三
年
（
一
八
七
四
）
に
火
事
で
焼
け
落
ち
た
後
、
光
緒
元
年

（
一
八
七
五
）
に
再
度
、
重
建
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
段
階
で
形
状
の
大
き
な
変
更
が
な
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い

（
53
）。

現
時
点
で
、
乾
隆
年
間

の
東
関
橋
と
現
存
す
る
も
の
と
が
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
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［図⚗］亀山橋（将楽県）

［図⚘］東関橋（永春州）



⛷

橋
名
一
覧

次
に
、
第
二
の
〈
橋
名
一
覧
〉
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
、
閩
北
の

邵
武
府
の
天
啓
⽝
邵
武
府
志
⽞
巻
一
七
、
建
置
志
七
、
津
梁
の
記
事
で
あ
る
。
附
郭
の
邵
武
県
に
つ
い
て
、
当
該
府
志
の
⽛
津
梁
⽜
に
は

全
部
で
一
三
四
の
橋
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
の
五
二
が
廊
橋
だ
と
思
わ
れ
る
。
一
例
と
し
て
⽛
長
春
橋
⽜
の
記
述
を
こ
こ

に
提
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

在
城
東
五
里
天
妃
宮
右
、
跨
樵
渓
、
抵
建
州
。
蓋
往
来
要
津
也
。
先
時
僅
設
以
渡
、
遇
濤
漲
、
舟
師
辟
易
、
咫
尺
千
里
。
万
暦
二
十

二
年
、
郡
守
周
裔
登
、
令
王
応
昌
、
創
議
建
橋
。
初
建
于
鹿
口
津
、
累
石
為
墩
、
釃
水
十
二
道
、
計
費
楮
銭
三
千
両
。
尋
為
水
壊
、

遷
延
未
挙
者
、
又
数
載
。
守
李
之
用
・
同
知
鍾
万
春
・
推
官
趙
賢
意
・
守
周
之
基
、
相
継
方
肩
其
事
、
徙
建
今
所
。
為
墩
一
十
有
五
、

梁
以
木
、
甃
以
陶
甓
、
覆
以
亭
屋
。
修
一
百
二
丈
五
尺
・
広
二
丈
三
尺
有
奇
。

城
東
五
里
の
天
妃
宮
の
右
に
在
り
、
樵
渓
を
跨
い
で
、
建
州
（
建
寧
府
）
に
到
る
。
蓋
し
往
来
の
要
津
で
あ
る
。
以
前
は
僅
か
に
渡
し
を
設
け
る
だ
け

で
あ
っ
た
が
、［
河
川
の
］
増
水
に
遇
う
と
、
船
頭
は
辟
易
し
、
咫
尺
［
の
間
］
も
千
里
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
万
暦
二
十
二
年
に
、［
邵
武
府
］
知
府
周

裔
登
は
、［
邵
武
県
知
県
］
王
応
昌
に
、
橋
の
建
設
を
提
議
さ
せ
た
。
初
め
鹿
口
津
に
建
造
し
、
石
を
重
ね
て
墩
を
造
り
、
水
は
十
二
道
に
分
か
れ
、
計

費
は
金
銭
で
三
千
両
に
も
な
っ
た
。
次
い
で
大
水
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
が
、［
工
事
は
］
遷
延
し
て
未
だ
挙
行
さ
れ
ず
、
ま
た
数
年
が
過
ぎ
た
。
知
府

李
之
用
・
同
知
鍾
万
春
・
推
官
趙
賢
意
、［
そ
し
て
］
知
府
周
之
基
が
、
相
継
い
で
そ
の
事
業
を
担
い
、
今
の
場
所
に
徙う

つ

し
て
建
造
し
た
。［
橋
］
墩
は

十
五
で
、
梁
に
は
木
材
を
、
甃
（
ア
ー
チ
）
に
は
陶
甓
（
レ
ン
ガ
）
を
用
い
、［
橋
を
］
亭
屋
で
覆
っ
た
。
長
さ
は
一
百
二
丈
五
尺
、
広
さ
は
二
丈
三
尺

餘
で
あ
る
。

最
終
的
に
、
万
暦
年
間
の
後
半
に
お
い
て
知
府
周
之
基
の
段
階
に
完
成
し
た
長
春
橋
は
⽛
修
一
百
二
丈
五
尺
⽜
と
あ
る
か
ら
約
三
三
〇
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メ
ー
ト
ル
の
長
大
な
、
い
わ
ゆ
る
石
拱
廊
橋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
⽛
覆
う
に
亭
屋

を
以
て
す
⽜
と
い
う
表
現
で
当
該
の
橋
が
廊
橋
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
同

じ
く
⽛
津
梁
⽜
に
は
⽛
魏
公
橋
⽜
に
つ
い
て
、

在
魏
家
坊
。
成
化
元
年
、
里
人
丘
孟
璟
、
募
衆
重
建
。
上
覆
以
屋
、
修
二
丈
、
広
一
丈
二
尺
。

魏
家
坊
に
在
る
。
成
化
元
年
に
、
里
人
の
丘
孟
璟
が
、
衆
人
か
ら
［
義
捐
金
を
］
募
集
し
て
重
建
し
た
。

上
は
家
屋
で
覆
わ
れ
、
長
さ
は
二
丈
、
広
さ
は
一
丈
二
尺
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
は
廊
橋
で
あ
る
こ
と
が
⽛
上
は
覆
う
に
屋
を
以
て
す
⽜
と
表
現

さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
啓
⽝
邵
武
府
志
⽞
に
記
載
さ
れ
た
邵
武
県
の
廊
橋
数

は
五
二
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
三
八
橋
に
つ
い
て
⽛
上
覆
以
屋
⽜
と
い
う
表
現
を
用
い
て
廊

橋
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
当
該
府
志
の
⽛
津
梁
⽜
─
邵
武
県
に
限
定
さ
れ
る
と
は
い
え

─
で
は
一
定
の
基
準
の
も
と
に
廊
橋
に
対
す
る
調
査
と
叙
述
が
行
わ
れ
た
と
看
做
す
こ
と
が
で

き
よ
う
。
但
し
、
邵
武
府
所
属
の
光
沢
・
泰
寧
・
建
寧
の
三
県
に
つ
い
て
は
廊
橋
数
の
少
な
さ
も
相
俟
っ
て
必
ず
し
も
同
一
の
記
述
が
見

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
［
表
⚓
］
は
、
天
啓
⽝
邵
武
府
志
⽞
巻
一
七
、
建
置
志
七
、
津
梁
に
お
け
る
各
県
の
橋
梁
お
よ
び
廊
橋
の

数
と
後
者
の
占
め
る
割
合
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
邵
武
県
に
お
け
る
橋
梁
の
調
査
が
そ
の
数
の
多
さ
か
ら
し
て
も
か
な
り
徹
底
し
て

行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
と
と
も
に
、
こ
こ
で
も
多
く
の
廊
橋
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

福
州
府
の
屛
南
県
は
清
代
前
期
の
雍
正
十
二
年
（
一
七
三
四
）
に
古
田
県
か
ら
析
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
屛
南
県
の
最
初
の
地

方
志
と
し
て
、
乾
隆
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
乾
隆
⽝
屛
南
県
志
⽞
巻
四
、
橋
梁
の
記
事
を
、
次
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た

伝
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［表 3］邵武府の廊橋（明末）

県 名 橋梁数 廊橋数 ％
邵武県 134 52 38.8
光沢県 30 11 36.7
泰寧県 39 3 7.7
建寧県 56 8 14.3
合 計 259 74 28.6



い
。
当
該
の
⽛
橋
梁
⽜
に
は
全
部
で
一
二
一
の
橋
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
七
五
が
廊
橋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
例

と
し
て
、
福
建
の
な
か
で
最
も
有
名
な
廊
橋
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
二
〇
二
二
年
の
夏
、
火
災
に
よ
っ
て
一
夜
の
う
ち
に
焼
け
落
ち
た

万
安
橋
（
別
名
は
長
橋
・
龍
江
公
済
橋
）
に
つ
い
て
の
記
事
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う

（
54
）。

こ
こ
で
は
⽛
長
橋
⽜
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

玉
田
志
略
称
、
両
渓
相
接
、
亘
如
長
虹
。
俗
云
、
仙
人
所
建
。
按
古
志
、
一
名
龍
江
公
済
橋
。
宋
時
建
、
畳
石
為
墩
五
、
搆
亭
於
其

上
。
戊
子
年
、
被
盗
焚
燬
、
今
僅
存
一
板
可
渡
而
已
。

玉
田
志
略
で
は
［
次
の
よ
う
に
］
言
っ
て
い
る
。
両
渓
が
相
接
し
て
お
り
、
亘
る
さ
ま
は
長
い
虹
の
よ
う
で
あ
る
、
と
。
俗
に
、
仙
人
が
建
て
た
も
の

だ
と
云
わ
れ
て
い
る
。
古
志
を
按
ず
る
に
、
一
名
は
龍
江
公
済
橋
で
あ
る
。
宋
代
に
建
て
ら
れ
、
石
を
積
み
重
ね
て
五
墩
を
造
り
、
そ
の
上
に
亭
屋
を

構
築
し
た
、
と
あ
る
。
戊
子
の
年
（
康
煕
四
十
七
年
）
に
、
盗
賊
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
、
今
で
は
僅
か
に
木
板
の
渡
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
存
在

し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

玉
田
は
古
田
県
の
雅
称
で
あ
り
、⽛
玉
田
志
略
⽜
は
崇
禎
⽝
玉
田
識
略
⽞
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る

（
55
）。

ま
た
⽛
古
志
⽜
も
万
暦
⽝
古
田
県
志
⽞

で
あ
ろ
う

（
56
）。

宋
代
に
建
造
さ
れ
た
万
安
橋
は
、
早
い
段
階
か
ら
五
墩
の
廊
橋
と
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
火
災
で
焼
失
し

た
後
に
⽛
一
板
⽜
を
渡
し
た
だ
け
の
簡
単
な
橋
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
だ
が
、
次
の
道
光
⽝
屛
南
県
志
⽞
に
は
、
乾
隆
県
志
の

刊
行
直
後
に
重
建
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（
57
）。

こ
こ
で
は
⽛
亭
を
其
の
上
に
搆
う
⽜
と
あ
る
よ
う
に
橋
屋
を
⽛
亭
⽜
と
表
現
し
て
い

る
が
、
ほ
か
の
橋
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
渓
源
橋
は
⽛
在
錦
厦
村
、
有
亭
⽜
と
あ
り
、
暗
橋
は
⽛
在
横
壠
、
有
亭
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
廊

橋
に
つ
い
て
は
⽛
有
亭
⽜
と
い
う
同
一
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
渓
源
橋
（
広
福
橋
）・
暗
橋
は
と
も
に
木
拱
廊
橋
と
し
て
現

存
し
て
い
る

（
58
）。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
乾
隆
⽝
屛
南
県
志
⽞
の
⽛
橋
梁
⽜
に
見
え
る
〈
橋
名
一
覧
〉
に
よ
れ
ば
、
全
橋
梁
数
一
二
一
に
対
し
て
廊
橋
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数
は
七
五
で
、
そ
の
割
合
は
六
二
・
〇
％
と
い
う
き
わ
め
て
高
い
数
値
と
な
っ

て
い
る
。
乾
隆
県
志
の
記
載
を
踏
襲
し
て
い
る
道
光
⽝
屛
南
県
志
⽞
巻
二
、
津

梁
で
は
、
全
橋
梁
数
が
一
三
六
で
、
廊
橋
の
数
も
七
七
と
若
干
増
加
し
て
い
る

が
、
後
者
の
割
合
は
五
六
・
六
％
で
あ
る
。
清
代
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

屛
南
県
の
境
域
で
は
橋
梁
の
過
半
が
屋
根
の
付
い
た
廊
橋
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ほ
か
に
い
く
つ
か
、
明
清
時
代
の
地
方
志
の
〈
橋
名
一
覧
〉
か
ら
廊
橋
の
割

合
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
各
々
の
地
方
志
の
記
載

内
容
に
統
一
的
な
基
準
は
な
く
、
た
と
い
廊
橋
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
こ
と

が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
々
あ
る
。
例
え
ば
、［
図
⚙
］
と
し
て
提
示
し

た
建
寧
府
松
渓
県
の
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
首
、
図
、⽛
城
郭
図
⽜
に
は
、
県
城

周
辺
の
河
川
─
部
分
的
に
護
城
河
を
形
成
し
て
い
る
─
に
架
か
る
七
つ
の

廊
橋
が
描
か
れ
て
い
る
。
当
該
図
の
右
葉
で
は
武
定
橋
・
広
蔭
橋
・
永
鎮
橋
を
、

左
葉
で
は
登
雲
橋
・
西
山
橋
・
迎
恩
橋
・
窑
場
橋
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

同
県
志
、
巻
一
、
地
理
志
、
橋
渡
に
よ
る
限
り
、
武
定
（
披
塘
）・
広
蔭
（
平
政
）・

永
鎮
の
三
橋
は
廊
橋
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の

（
59
）、

残
り
の
四
橋
に
つ
い
て
の
記
事
か
ら
は
橋
屋
の
存
在
を
窺
う
こ
と
は
で

き
な
い
。

福
州
府
の
閩
清
県
に
つ
い
て
、
乾
隆
⽝
閩
清
県
志
⽞
巻
二
、
津
梁
に
は
、
全
部
で
二
五
の
橋
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の

伝
統
中
国
社
会
と
廊
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九
橋
が
廊
橋
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
三
六
％
に
な
る
。
例
え
ば
、
現
在
で
も
木
拱
廊
橋
と
し
て
当
地
の
梅
渓
に
架
け
ら
れ
て
い
る
合
龍
橋

は
、
民
国
十
六
年
（
一
九
二
七
）
の
重
建
と
の
こ
と
で
あ
る
が

（
60
）、

乾
隆
県
志
の
⽛
津
梁
⽜
に
は
⽛
合
龍
大
橋
⽜
と
出
て
お
り
、

在
八
都
。
康
煕
三
十
四
年
、
邑
老
人
鄭
克
承
募
建
。
砌
石
為
墩
、
架
木
為
亭
、
共
一
十
六
橺
。
牢
実
堅
緻
、
可
通
車
輿
。

八
都
に
在
る
。
康
煕
三
十
四
年
、
県
の
老
人
鄭
克
承
が
［
義
捐
金
を
］
募
集
し
て
建
造
し
た
。
石
を
積
ん
で
墩
を
造
り
、
木
を
組
み
上
げ
て
亭
屋
と
し
、

共
に
一
十
六
間
で
あ
っ
た
。
堅
固
緻
密
で
あ
り
、
車
馬
も
通
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
橋
屋
は
⽛
亭
⽜
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
の
廊
橋
に
つ
い
て
も
⽛
有
亭
⽜
と
い
う
記
述
が
多
い

（
61
）。

延
平
府
の
順
昌
県
に
つ
い
て
、
正
徳
⽝
順
昌
邑
志
⽞
巻
三
、
橋
梁
志
、
橋
で
は
、
全
橋
梁
数
三
四
に
対
し
て
廊
橋
数
は
一
六
で
あ
り
、

そ
の
割
合
は
ほ
ぼ
四
七
％
に
な
る
。
こ
こ
で
も
⽛
覆
以
亭
⽜
或
い
は
⽛
為
亭
十
五
間
⽜
と
い
う
よ
う
に
、
橋
屋
は
す
べ
て
⽛
亭
⽜
と
表
現

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
龍
巖
州
の
漳
平
県
に
つ
い
て
、
道
光
⽝
漳
平
県
志
⽞
巻
二
、
規
制
志
、
橋
渡
の
記
載
は
、
全
二
四
の
橋
梁
に
対
し

て
廊
橋
の
数
は
一
〇
で
あ
り
、
そ
れ
は
四
一
・
七
％
と
い
う
割
合
に
な
る
。
当
該
県
志
で
も
廊
橋
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
⽛
有
亭
⽜
と
記
さ

れ
て
い
る

（
62
）。

⛸

橋
記

最
後
に
、
第
三
の
〈
橋
記
〉
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
清
の
地
方
志
で
は
藝
文
志
に
〈
橋
記
〉

が
収
録
さ
れ
る
場
合
が
最
も
多
い
が
、
他
方
で
〈
橋
名
一
覧
〉
に
お
い
て
個
々
の
橋
梁
の
成
り
立
ち
を
解
説
す
る
一
環
と
し
て
〈
橋
記
〉

を
引
用
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
前
者
の
事
例
を
一
つ
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

先
に
触
れ
た
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
一
〇
、
藝
文
志
、
文
に
は
、
一
〇
篇
の
〈
橋
記
〉
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
黄
元
亮

─ 28 ─

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 29 ─



⽛
乗
駟
橋
記
⽜、
②
張
湜
⽛
通
済
橋
記
⽜、
③
洗
文
淵
⽛
重
建
永
鎮
橋
記
⽜、
④
林
廷
選
⽛
重
創
登
雲
橋
記
⽜、
⑤
梁
彦
錦
⽛
重
建
龍
渓
橋
記
⽜、

⑥
郭
鐘
⽛
重
建
登
雲
橋
記
⽜、
⑦
葉
儒
⽛
重
修
恵
政
橋
記
⽜、
⑧
徐
民
式
⽛
重
建
杉
渓
橋
碑
記
⽜、
⑨
高
光
国
⽛
杉
渓
橋
碑
記
⽜、
そ
し
て
⑩

潘
拱
辰
⽛
重
建
杉
渓
橋
碑
記
⽜
で
あ
る
。
①
は
南
宋
の
乾
道
元
年
（
一
一
六
一
）
に
重
建
さ
れ
た
乗
駟
橋
の
⽛
記
⽜
で
あ
り
、
著
者
の
黄

元
亮
は
橋
の
再
建
に
尽
力
し
た
黄
明
の
子
で
あ
る
と
い
う

（
63
）。

②
の
張
湜
に
つ
い
て
は
⽛
正
統
間
教
諭
⽜
と
い
う
割
註
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

正
統
三
年
（
一
四
三
八
）
の
就
任
で

（
64
）、

橋
自
体
は
同
九
年
（
一
四
四
四
）
に
⽛
畢
工
⽜
し
て
い
る
。
③
の
洗
文
淵
も
⽛
弘
治
間
教
諭
⽜
と

さ
れ
て
い
る
が
、
弘
治
十
五
年
（
一
五
〇
二
）
の
就
任
で
あ
る

（
65
）。

永
鎮
橋
は
同
十
七
年
（
一
五
〇
四
）
に
重
建
さ
れ
た
と
い
う
。
④
の
林

廷
選
に
は
⽛
嘉
靖
間
工
部
尚
書
⽜
と
い
う
割
註
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
正
徳
十
年
（
一
五
一
五
）
就
任
の
南
京
工
部
尚
書
で
あ
る
。

林
廷
選
は
福
州
府
長
楽
県
の
出
身
で
、
成
化
十
七
年
（
一
四
八
一
）
の
進
士
で
あ
る
が
、
何
故
、
当
該
記
の
執
筆
に
至
っ
た
の
か
は
不
詳

で
あ
る

（
66
）。

こ
れ
は
登
雲
橋
が
嘉
靖
元
年
（
一
五
二
二
）
に
重
建
さ
れ
た
と
き
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑤
の
梁
彦
錦
も
割
註
に
は
⽛
嘉

靖
間
教
諭
⽜
と
あ
る
が
、
嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）
に
着
任
し
て
い
る

（
67
）。

⑥
は
登
雲
橋
が
万
暦
四
年
（
一
五
七
六
）
に
重
建
さ
れ
た
際
に

知
県
陳
惟
珪
の
依
頼
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
の
郭
鐘
に
つ
い
て
は
当
該
県
志
に
そ
の
足
跡
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
⑦
の
葉
儒
は
⽛
邑
人
、
郷
進
士
⽜
と
割
註
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
嘉
靖
七
年
（
一
五
二
八
）
の
挙
人
で
あ
る

（
68
）。⽛

恵
政
⽜
と
い
う
橋
名

は
南
宋
の
淳
祐
年
間
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
康
煕
十
一
年
（
一
六
七
二
）
の
段
階
に
は
⽛
広
蔭
橋
⽜
と
改
名
さ
れ
て
い
る
。
当
該
の
〈
橋

記
〉
で
は
⽛
此
の
橋
、
大
都
の
巨
観
な
り
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
県
城
の
平
政
門
─
南
門
に
相
当
す
る
─
外
の
大
き
な
橋
で
あ
っ
た
。

⑧
⑨
⑩
は
と
も
に
杉
渓
橋
に
関
す
る
⽛
碑
記
⽜
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）、
順
治
五
年
（
一
六
四
八
）
頃
、
お
よ

び
康
煕
三
十
八
年
（
一
六
九
九
）
の
重
建
に
際
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑧
の
徐
民
式
は
隣
接
す
る
浦
城
県
の
出
身
で
、
万
暦
八
年

（
一
五
八
〇
）
の
進
士
、
同
三
十
七
─
四
十
二
年
（
一
六
〇
九
─
一
四
）
に
応
天
巡
撫
と
し
て
均
田
均
役
改
革
を
実
施
し
た
こ
と
で
著
名
で

伝
統
中
国
社
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と
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橋
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あ
る

（
69
）。

⑨
の
高
光
国
は
順
治
五
年
（
一
六
四
八
）
就
任
の
松
渓
県
知
県
で
あ
り
、
⑩
の
潘
拱
辰
も
同
じ
く
康
煕
三
十
六
年
（
一
六
九
七
）

就
任
の
知
県
で
あ
る

（
70
）。

こ
こ
で
は
、
⑥
郭
鐘
⽛
重
建
登
雲
橋
記
⽜
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

邑
人
魏
鏘
、
視
民
之
病
、
若
痛
切
体
。
廼
子
魏
淶
承
徳
意
、
竟
出
嚢
貲
数
百
、
畳
石
三
址
、
架
木
為
梁
、
覆
以
三
亭
、
亭
凡
九
楹
。

蓋
匪
直
民
免
於
渉
、
而
行
者
息
肩
、
尤
可
以
為
風
雨
之
蔽
焉
。
且
結
搆
之
高
朗
、
甃
羅
之
壮
固
、
丹
艧
之
麗
美
、
一
縦
目
間
、
尤
令

人
気
爽
而
情
浹
焉
。
由
是
農
頌
於
野
、
民
歌
於
市
。
淶
之
功
誠
偉
矣
。
経
始
於
万
暦
丙
子
、
三
閲
月
而
竣
事
。
淶
之
弟
茂
才
濬
、
張

宴
於
亭
、
以
慶
其
成
。
邑
侯
琨
瑚
陳
公
、
二
尹
朱
公
、
三
尹
王
公
、
邑
尉
陸
公
、
邑
博
張
公
・
葉
公
咸
集
、
而
鐘
亦
与
焉
。

県
人
の
魏
鏘
は
、
民
が
［
川
を
渡
る
こ
と
に
］
病
む
の
を
視
て
、［
そ
れ
は
］
体
を
切
ら
れ
る
痛
み
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
子
魏
淶
は
［
鏘
の
］
徳
意

を
承
け
、
竟
に
嚢
貲
数
百
［
両
］
を
出
し
、
石
を
重
ね
て
三
址
［
の
橋
墩
］
を
作
り
、
木
を
架
け
て
梁
（
橋
桁
）
と
し
、［
そ
れ
を
］
三
亭
で
覆
い
、
亭

は
凡
そ
九
楹
（
間
）
で
あ
っ
た
。
蓋
し
た
だ
民
が
［
川
を
］
渉
る
こ
と
［
の
困
難
］
を
免
れ
る
だ
け
で
な
く
、
行
人
が
肩
を
休
め
る
と
き
、
尤
も
風
雨

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
且
つ
構
造
の
高
さ
、
甃
羅
（
橋
墩
の
ア
ー
チ
）
の
堅
固
さ
、
朱
色
の
美
し
さ
は
、
一
た
び
眺
望
す
る
間
に
、
尤
も

人
に
爽
や
か
で
潤
い
の
あ
る
気
持
ち
に
さ
せ
た
。
こ
れ
よ
り
農
民
は
田
野
に
頌
え
、
人
々
は
市
に
歌
っ
た
。［
魏
］
淶
の
功
績
は
誠
に
偉
大
で
あ
る
。

［
建
設
は
］
万
暦
丙
子
（
四
年
）
に
始
ま
り
、
三
ヵ
月
を
経
て
竣
工
し
た
。
淶
の
弟
で
生
員
の
濬
が
、
宴
席
を
［
橋
］
亭
に
設
け
、
そ
の
完
成
を
祝
っ
た
。

邑
侯
（
知
県
）
陳
琨
瑚
公
、
二
尹
（
県
丞
）
朱
公
、
三
尹
（
主
簿
）
王
公
、
邑
尉
（
典
史
）
陸
公
、
邑
博
（
教
諭
お
よ
び
訓
導
）
張
公
・
葉
公
の
皆
が

集
ま
り
、［
私
、
郭
］
鐘
も
ま
た
与
っ
た
。

登
雲
橋
は
、
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
首
、⽛
城
郭
図
⽜
に
も
廊
橋
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が

（
71
）、

三
個
の
橋
墩
と
三
棟
の
橋
亭
を
備
え
た
廊

橋
と
し
て
万
暦
四
年
（
一
五
七
六
）
に
重
建
さ
れ
た

（
72
）。

こ
こ
で
は
当
該
の
橋
が
道
行
く
人
々
に
と
っ
て
休
憩
の
場
所
と
し
て
風
雨
を
遮
蔽
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し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
朱
色
の
美
し
い
橋
屋
が
人
々
の
目
を
引
く
際
立
つ
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
橋

の
重
建
に
尽
力
し
た
魏
淶
の
弟
、
魏
濬
は
こ
の
後
、
万
暦
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
は
挙
人
に
、
同
三
十
二
年
（
一
六
〇
四
）
に
は
進
士

に
及
第
し
て
、
官
は
湖
広
巡
撫
に
至
っ
て
い
る

（
73
）。

康
煕
⽝
沙
県
志
⽞
巻
四
、
経
政
志
、
橋
梁
、
祥
鳳
橋
に
は
、
同
じ
く
延
平
府
属
の
大
田
県
の
出
身
で
、
隆
慶
二
年
（
一
五
六
八
）
の
進

士
で
あ
り
、
後
に
礼
部
左
侍
郎
に
ま
で
陞
っ
た
田
一
儁
に
よ
る
⽛
重
建
祥
鳳
橋
記
⽜
が
収
録
さ
れ
て
い
る

（
74
）。

余
髫
時
以
諸
生
、
往
来
沙
県
道
上
、
蓋
猶
及
見
所
謂
昔
時
祥
鳳
橋
者
云
。
橋
踞
城
南
門
、
横
跨
水
上
。
自
南
端
望
之
視
城
、
門
如
甕
、

人
如
蟻
。
行
至
橋
半
、
俯
視
巨
浸
、
波
光
蕩
漾
、
覚
欲
飛
動
状
。
数
歩
数
顧
問
、
而
水
声
在
足
底
下
也
。
其
長
如
此
。
嘉
靖
丙
辰
夏
、

大
水
冲
噛
没
其
半
、
是
秋
燬
於
火
。
更
二
十
餘
年
、
未
有
議
復
之
者
。
万
暦
戊
寅
秋
、
双
河
兪
侯
令
茲
邑
、
且
二
年
餘
矣
。
余
蒙
恩

帰
省
、
道
其
境
。
是
日
秋
水
灌
河
、
乗
小
艇
以
済
。
既
中
流
、
水
波
前
卻
者
数
四
、
遙
望
城
隅
、
飛
蓋
颭
颭
、
明
没
間
稍
近
似
有
人

立
者
。
注
視
久
之
、
至
前
則
侯
也
。
余
迎
前
執
手
語
曰
、
嗟
乎
余
之
済
此
也
。
令
橋
在
、
吾
豈
乗
危
哉
。
侯
謝
曰
、
日
不
佞
有
意
橋

之
、
而
先
生
至
、
若
済
巨
川
。
儻
其
有
幸
乎
。
余
唯
唯
。
既
以
私
問
諸
士
民
、
則
或
有
難
色
謂
、
工
大
費
鉅
、
難
卒
辦
也
。
後
二
年
、

余
北
上
復
道
其
境
。
諸
父
老
迓
余
於
道
上
、
争
前
讙
曰
、
敝
邑
橋
成
矣
。
且
曰
、
微
兪
侯
、
吾
民
罔
知
攸
済
。
愿
乞
一
言
記
之
。
余

遜
謝
未
之
許
也
。
行
日
侯
餞
余
于
橋
上
。
其
日
上
空
下
碧
、
丹
艧
之
色
、
与
水
相
涵
酒
中
。
余
憑
欄
四
顧
、
飄
然
有
跨
躡
虹
橋
、
逍

遙
銀
漢
之
意
。
因
憶
前
時
渡
処
喜
甚
、
把
酒
属
侯
、
為
詠
少
陵
題
柱
済
川
之
句
。

私
の
若
年
時
、
諸
生
［
の
身
分
］
で
、
沙
県
の
道
中
を
往
来
し
た
が
、
蓋
し
猶
、
所
謂
、
昔
時
の
祥
鳳
橋
な
る
も
の
を
見
る
に
及
ん
で
い
た
。
橋
は
［
沙

県
］
城
の
南
門
に
拠
り
、［
沙
渓
の
］
水
の
上
を
横
に
跨
が
っ
て
い
た
。［
橋
の
］
南
端
よ
り
こ
れ
を
望
ん
で
県
城
を
見
れ
ば
、
門
は
甕
の
よ
う
で
、
人

は
蟻
の
よ
う
だ
っ
た
。
橋
の
半
ば
ま
で
行
っ
て
、
巨
大
な
流
れ
を
俯
瞰
す
る
と
、
波
光
は
揺
れ
動
き
、
飛
び
揚
が
ろ
う
と
す
る
様
子
に
覚
え
た
。
何
歩
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か
進
ん
で
顧
み
る
と
、
水
の
音
は
足
の
下
に
在
っ
た
。
そ
の
長
さ
は
此
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
嘉
靖
丙
辰
（
三
十
五
年
）
の
夏
、［
橋
は
］
大
水
の
衝

撃
で
そ
の
半
ば
が
没
し
、
こ
の
秋
に
は
火
事
で
焼
か
れ
た
。
更
に
二
十
餘
年
を
経
て
も
、
未
だ
こ
れ
を
修
復
し
よ
う
と
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
万
暦

戊
寅
（
六
年
）
の
秋
、
双
河
［
出
身
］
の
兪
侯
が
こ
こ
の
知
県
と
な
り
、
二
年
餘
が
過
ぎ
た
。
私
は
恩
を
蒙
っ
て
帰
省
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
境
域

を
通
っ
た
。
こ
の
日
は
秋
水
が
河
を
［
盛
ん
に
］
流
れ
て
お
り
、
小
艇
に
乗
っ
て
渡
っ
た
。
既
に
中
流
に
至
る
と
、
水
波
の
前
後
す
る
も
の
は
多
く
、

遥
か
に
城
隅
を
望
む
と
、［
小
艇
は
］
飛
ぶ
よ
う
に
揺
れ
動
き
、
明
没
の
間
に
、
稍
や
近
く
に
人
の
立
っ
て
い
る
者
が
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
久
し
く
注

視
し
て
前
に
至
る
と
、
則
ち
［
そ
れ
は
兪
］
侯
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
前
で
手
を
執
っ
て
言
っ
た
。
あ
あ
私
は
こ
こ
を
渡
っ
た
の
だ
。
も
し
橋
が
存
在

し
て
い
た
な
ら
ば
、
吾
は
ど
う
し
て
危
険
を
冒
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
。
侯
は
謝
［
罪
］
し
て
言
っ
た
。
日
々
、
私
は
こ
こ
に
橋
を
架
け
よ
う
と
考
え

て
い
た
が
、
先
生
が
［
こ
こ
に
］
至
っ
た
こ
と
は
、
巨
大
な
川
を
渡
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
も
し
そ
れ
が
有
っ
た
な
ら
ば
幸
い
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
。

私
は
頷
い
た
。
既
に
私ひ

そ

か
に
こ
れ
を
士
民
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
則
ち
或
る
者
は
難
色
を
示
し
て
［
次
の
よ
う
に
］
謂
っ
た
。
工
事
は
巨
大
で
費
用
も
巨

額
で
あ
り
、最
後
ま
で
支
辦
す
る
の
は
難
し
い
、と
。
そ
の
二
年
後
、私
は
北
上
す
る
と
き
復
た
そ
の
境
域
を
通
っ
た
。
諸
父
老
が
私
を
途
中
で
迎
え
、

先
を
争
う
よ
う
に
歓
ん
で
言
っ
た
。
敝
邑
の
橋
は
完
成
し
た
、
と
。
且
つ
［
次
の
よ
う
に
］
言
っ
た
。
兪
侯
が
い
な
け
れ
ば
、
吾
が
民
は
［
橋
で
］
渡

る
の
を
知
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
願
わ
く
ば
こ
の
こ
と
を
記
し
て
ほ
し
い
、
と
。
私
は
謙
遜
し
て
辞
退
し
、
未
だ
そ
れ
を
許
可
し
な
か
っ
た
。
出
発
の

日
、［
兪
］
侯
は
私
を
橋
の
上
で
送
別
し
た
。
そ
の
日
は
空
の
碧
さ
、［
橋
の
］
朱
色
が
、
水
［
の
色
］
と
酒
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
た
。
私
は
欄
干
に

憑
り
か
か
っ
て
周
り
を
見
渡
し
た
と
き
、
飄
然
と
虹
橋
を
越
え
て
渡
り
、
銀
河
を
逍
遙
す
る
と
い
う
思
い
を
抱
い
た
。
そ
し
て
以
前
、［
小
艇
で
］
渡
っ

た
と
き
の
喜
び
が
甚
だ
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
酒
を
持
っ
て
［
兪
］
侯
に
傾
け
、
少
陵
（
杜
甫
）
の
⽛
題
柱
済
川
⽜
の
句
を
詠
じ
た
。

こ
こ
で
は
、
田
一
儁
が
嘉
靖
か
ら
万
暦
に
か
け
て
三
度
に
わ
た
っ
て
沙
県
城
の
南
を
流
れ
る
沙
渓
を
渡
っ
た
と
き
の
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
一
度
目
が
嘉
靖
三
十
五
年
（
一
五
五
六
）
に
水
・
火
に
よ
っ
て
橋
が
崩
壊
す
る
以
前
、
二
度
目
は
万
暦
八
年
（
一
五
八
〇
）、
そ
し

─ 32 ─

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 33 ─



て
三
度
目
が
同
十
年
（
一
五
八
二
）
で
あ
る
。
祥
鳳
橋
は
、
延
平
府
内
で
上
流
か
ら
永
安
・
沙
・
南
平
の
三
県
を
横
断
す
る
沙
渓
（
閩
江

の
支
流
）
に
架
け
ら
れ
た
長
大
な
橋
梁
で
あ
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
田
一
儁
が
三
度
目
に
沙
渓
を
渡
っ
た
橋
は
万
暦
九
年
（
一

五
八
一
）
に
重
建
さ
れ
た
⽛
長
さ
一
百
餘
丈
⽜
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
長
大
橋
と
し
て
の
実
感
は
、
田
一
儁
が
最
初
に
渡
っ
た
若
い

頃
の
記
述
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
文
章
か
ら
は
橋
が
崩
壊
し
た
後
、
二
度
目
に
⽛
小
艇
⽜
で
沙
渓
を
渡
っ
た
と
き

の
危
う
さ
を
も
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う

（
75
）。

次
に
、
建
寧
府
の
嘉
靖
⽝
建
陽
県
志
⽞
巻
六
、
藝
文
志
上
、
橋
梁
類
か
ら
、
建
陽
県
城
の
南
門
外
に
架
け
ら
れ
た
朝
天
橋
に
関
す
る
二

篇
の
〈
橋
記
〉
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
共
に
⽛
重
建
朝
天
橋
記
⽜
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
一
つ
は
、
⒜
永
楽
十
九
年
（
一

四
二
一
）
に
書
か
れ
た
王
羽
に
よ
る
も
の
で
、
い
ま
一
つ
は
、
⒝
嘉
靖
年
間
の
初
め
に
楊
亘
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

（
76
）。

⒜
経
始
於
庚
子
歳
之
秋
九
月
乙
未
、
累
石
為
址
、
架
木
為
梁
、
釃
水
十
二
道
。
長
以
丈
計
者
九
十
一
、
闊
以
尺
許
者
二
十
、
高
三
十
又

五
尺
、
以
通
舟
楫
。
屋
其
上
為
間
者
六
十
五
、
以
便
憩
止
。
中
作
亭
以
奉
観
音
大
士
。
結
構
彩
飾
、
宏
壮
華
麗
、
視
昔
有
加
。

庚
子
の
歳
（
永
楽
十
八
年
）
の
秋
九
月
乙
未
に
［
工
事
は
］
始
ま
り
、
石
を
重
ね
て
址
（
橋
脚
）
を
造
り
、
木
を
架
し
て
梁
（
橋
桁
）
を
造
り
、
水
の

流
れ
を
十
二
道
に
分
け
た
。
長
さ
は
丈
で
計
る
と
九
十
一
に
な
り
、
闊
さ
は
尺
に
任
せ
る
と
二
十
に
な
り
、
高
さ
は
三
十
五
尺
で
、
舟
楫
を
通
す
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
上
に
［
橋
］
屋
を
築
き
、
間
［
数
］
は
六
十
五
で
、［
渡
る
者
が
］
休
憩
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
中
に
亭
を
設
け
て
観
音
大
士
を

祀
っ
て
い
る
。［
橋
の
］
構
造
・
彩
飾
は
、
雄
壮
・
華
麗
で
、
昔
の
も
の
に
較
べ
て
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

⒝
天
順
間
、
復
燬
於
火
。
同
知
李
鉞
復
新
之
、
任
旧
制
、
累
石
十
二
洞
、
架
木
梁
于
上
、
長
九
十
丈
、
闊
二
丈
、
高
三
丈
五
尺
、
下
通

舟
楫
、
上
庇
屋
六
十
五
楹
。
倦
者
憩
、
游
者
適
、
納
波
光
於
襟
袖
、
挹
山
色
於
眉
睫
。
匪
直
壮
観
都
邑
而
已
。
嘉
靖
丁
亥
六
月
二
日
、

愚
民
張
英
者
、
列
肆
其
中
、
偶
不
謹
於
火
、
延
燬
其
半
。
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天
順
の
間
に
、
復
た
火
事
で
焼
か
れ
た
。
同
知
李
鉞
が
復
た
こ
れ
を
新
た
に
し
た
が
、
旧
制
に
倣
っ
て
、［
橋
脚
は
］
石
を
重
ね
て
十
二
洞
に
し
、
木
を

架
け
て
上
に
梁
（
橋
桁
）
を
つ
く
り
、
長
さ
は
九
十
丈
、
闊
さ
は
二
丈
、
高
さ
は
三
丈
五
尺
で
、
下
は
舟
楫
を
通
じ
、
上
は
［
橋
］
屋
で
覆
う
こ
と
六

十
五
間
で
あ
っ
た
。
疲
れ
た
者
は
［
こ
こ
に
］
憩
い
、
遊
ぶ
者
は
［
こ
こ
に
］
赴
き
、［
川
面
の
］
波
光
を
襟
袖
に
納
め
、
山
々
の
景
色
を
眉
睫
に
取
り

こ
む
。
た
だ
雄
壮
な
都
城
の
み
で
は
な
い
。
嘉
靖
丁
亥
（
六
年
）
六
月
二
日
、
愚
民
の
張
英
な
る
者
が
、
そ
の
中
に
商
肆
が
列
な
っ
て
い
る
の
に
、
偶

ま
た
ま
火
を
謹
ま
ず
、
そ
の
半
ば
を
延
焼
し
た
。

⒜
は
永
楽
十
四
年
（
一
四
一
六
）
の
水
害
に
よ
る
損
壊
後
の
重
建
時
に
、
⒝
は
嘉
靖
六
年
（
一
五
二
七
）
の
火
災
後
の
重
建
時
に
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。
朝
天
橋
自
体
は
長
さ
が
九
〇
～
九
一
丈
と
あ
る
よ
う
に
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
、
橋
屋
が
⽛
六
十
五
間
⽜
と
い
う
大

き
な
橋
で
あ
っ
た
。
⒜
に
よ
れ
ば
、
こ
の
廊
橋
が
道
行
く
人
々
に
休
憩
の
場
を
提
供
し
て
お
り
、
ま
た
橋
屋
に
は
お
そ
ら
く
は
神
龕
が
設

け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
⽛
観
音
大
士
⽜
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
他
方
、
⒝
で
は
⽛
肆
を
其
の
中
に
列
す
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
橋
屋
内
に

は
商
店
が
列
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
張
英
に
よ
る
火
の
不
始
末
が
大
き
な
火
災
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

万
暦
⽝
古
田
県
志
⽞
巻
一
二
、
藝
文
志
、
記
に
は
、
陳
一
元
の
筆
に
な
る
⽛
重
建
湯
寿
橋
記
⽜
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
を

提
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う

（
77
）。

経
始
於
丙
午
之
初
夏
、
至
暮
秋
而
落
成
。
址
仍
其
旧
、
有
煅
燬
崩
隙
、
則
負
砥
磨
稜
、
合
縫
稍
増
而
高
。
其
広
可
四
軌
、
修
幾
三
百

武
。
為
亭
三
十
有
七
間
、
翼
以
左
右
、
遮
蔽
風
雨
。
橋
頭
有
祠
。
其
堅
若
礪
、
其
矯
如
虹
。
徒
者
輿
者
日
相
踵
、
若
履
周
行
、
而
歓

呼
相
属
也
。

［
橋
の
工
事
は
］
丙
午
（
万
暦
三
十
四
年
）
の
初
夏
（
四
月
）
に
始
ま
り
、
暮
秋
（
八
月
）
に
至
っ
て
落
成
し
た
。［
橋
］
址
は
そ
の
旧
に
よ
り
、
焼
け

た
り
崩
れ
落
ち
た
り
し
た
も
の
が
有
れ
ば
、則
ち
砥
石
で
凸
凹
を
削
り
、継
ぎ
目
を
合
わ
せ
て
や
や
増
し
て
高
く
し
た
。
そ
の
広
さ
は
四
軌
ぐ
ら
い
で
、
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長
さ
は
ほ
ぼ
三
百
武
で
あ
る
。
亭
屋
三
十
七
間
を
造
り
、
左
右
の
両
翼
は
、［
板
で
］
風
雨
を
遮
蔽
し
て
あ
る
。
橋
頭
に
は
祠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
堅
固
さ
は
砥
石
の
よ
う
で
、そ
の
曲
が
り
ぐ
あ
い
は
虹
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
徒
歩
の
者
も
輿
の
者
も
、日
々
相
継
ぎ
、大
路
を
歩
む
よ
う
で
あ
り
、

歓
呼
［
の
声
］
は
次
々
と
続
い
た
。

湯
寿
橋
は
、
古
田
県
か
ら
省
会
福
州
へ
至
る
⽛
車
馬
晨
夕
必
経
の
道
⽜
に
架
け
ら
れ
て
い
た
が
、
万
暦
二
十
六
年
（
一
五
九
八
）
に
洪

水
で
流
さ
れ
、
そ
の
後
、
五
年
の
歳
月
を
経
て
再
建
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
同
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）
二
月
に
⽛
行
者
⽜
の
不
始
末

で
火
事
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
提
示
し
た
も
の
は
、
主
に
、
同
年
八
月
に
重
建
さ
れ
た
橋
の
ス
ペ
ッ
ク
に
関
す
る
箇
所
で

あ
る
。
長
さ
（⽛
修
⽜）
が
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
橋
屋
が
三
十
七
間
と
い
う
長
大
橋
に
は
そ
の
左
右
に
風
雨
を
防
ぐ
た
め
の
遮
蔽
板
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
⽛
そ
の
矯
は
虹
の
如
し
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
は
木
拱
廊
橋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
⽛
重
建
湯
寿
橋
記
⽜
に
は
、
当
該
の
重
建
に
際
し
て
、
次
の
よ
う
な
資
金
の
調
達
や
工
事
の
運
営
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
も
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

余
同
年
震
川
王
侯
、
治
邑
凡
五
載
、
以
子
恵
敷
政
、
属
邑
利
苦
、
靡
不
殫
赤
、
為
民
興
革
殆
尽
。
目
撃
橋
燼
、
嘆
曰
、
士
民
病
渉
、

責
在
主
者
。
第
橋
工
夥
覲
期
迫
、
不
能
観
厥
成
、
奈
何
。
雖
然
、
吾
不
忍
民
之
徘
徊
趦
趄
、
而
漂
且
溺
也
。
乃
亟
謀
於
縉
紳
文
学
三

老
里
氓
、
僉
曰
、
侯
為
邑
行
李
計
良
苦
。
第
度
費
甚
鉅
、
欲
藉
公
帑
、
則
銖
鏹
尺
緡
、
悉
登
版
籍
。
何
敢
自
愛
其
橐
、
且
以
我
民
之

故
重
煩
我
侯
為
。
侯
大
喜
首
捐
俸
若
干
石
為
民
勧
、
復
念
若
等
已
明
義
楽
輸
、
宜
如
糧
庶
輸
委
、
均
無
所
偏
吝
。
仍
爾
耆
老
等
司
出

内
。
於
是
民
亦
大
喜
、
不
両
月
而
輸
者
、
翕
然
告
充
。
迺
召
工
采
石
伐
木
、
而
丞
施
君
・
簿
汪
君
・
尉
陳
君
、
則
月
更
董
其
役
課
、

章
程
鼓
舞
之
、
匠
氏
亦
大
喜
胥
効
力
。

私
の
同
年
の
王
震
川
侯
は
、
知
県
と
し
て
凡
そ
五
年
に
な
る
が
、
仁
恵
に
よ
っ
て
敷
政
を
行
い
、
属
県
の
利
苦
に
つ
い
て
は
、
赤
誠
を
尽
く
さ
な
い
こ
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統
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と
は
な
く
、
民
の
為
の
興
革
は
殆
ど
尽
く
し
た
。
橋
が
燃
え
た
こ
と
を
目
撃
し
、
嘆
い
て
［
次
の
よ
う
に
］
言
っ
た
。
士
民
は
［
川
を
］
渉
る
の
が
困

難
で
あ
り
、
そ
の
責
は
［
県
］
主
た
る
者
に
在
る
。
た
だ
橋
工
は
繁
多
な
の
に
朝
覲
の
時
期
は
迫
っ
て
お
り
、
そ
の
完
成
を
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

奈ど

何う

す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
然
し
な
が
ら
、
私
は
民
が
徘
徊
し
て
進
め
ず
、［
川
に
］
漂
い
且
つ
溺
れ
る
の
［
を
見
る
］
に
忍
び
な
い
、
と
。
そ
こ

で
亟
か
に
縉
紳
・
文
学
・
三
老
・
里
氓
に
謀
っ
た
と
こ
ろ
、
皆
は
［
次
の
よ
う
に
］
言
っ
た
。
侯
は
県
の
行
李
の
予
定
が
有
る
為
に
や
や
苦
し
い
の
だ
。

た
だ
［
橋
工
の
］
費
用
を
度は

か

る
と
甚
だ
巨
額
に
な
る
。
公
帑
に
藉
り
よ
う
と
し
て
も
、
則
ち
銖
鏹
・
尺
緡
［
の
よ
う
な
些
少
な
金
銭
］
さ
え
、
悉
く
版

籍
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
何
し
て
敢
え
て
自
ら
そ
の
銭
袋
を
愛
し
、
且
つ
我
が
民
が
殊
更
に
重
く
我
が
侯
を
煩
わ
す
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
、
と
。
侯

は
大
い
に
喜
ん
で
最
初
に
俸
禄
若
干
石
を
義
捐
し
て
民
へ
の
奨
励
と
し
、
ま
た
［
次
の
よ
う
に
］
念
じ
た
。
汝
等
は
已
に
義
理
に
明
る
く
喜
ん
で
［
税

糧
の
］
納
付
を
行
っ
て
お
り
、
宜
し
く
数
多
の
税
糧
の
よ
う
に
納
入
し
、
均
し
く
吝
嗇
す
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
し
、
や
は
り
汝
、
耆
老
等
が
出
納
を

司
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。
こ
こ
に
民
も
ま
た
大
い
に
喜
び
、
両
月
も
経
た
ず
に
［
義
捐
を
］
輸お

さ

め
る
も
の
は
、
た
ち
ま
ち
充
足
し
た
。
迺
ち
工
人
を
集

め
、
石
を
採
掘
し
て
木
を
伐
採
し
、
県
丞
の
施
君
、
主
簿
の
汪
君
、
典
史
の
陳
君
が
、
則
ち
月
ご
と
に
そ
の
事
業
を
監
督
し
、
章
程
に
よ
っ
て
鼓
舞
し

た
と
こ
ろ
、
工
匠
も
大
い
に
喜
ん
で
み
な
尽
力
し
た
。

こ
こ
に
描
か
れ
た
内
容
は
、
明
清
時
代
の
橋
梁
建
設
を
め
ぐ
る
実
情
の
典
型
的
な
事
例
と
い
え
な
く
も
な
い
。
そ
れ
は
第
一
に
、
地
方

の
硬
直
し
た
公
的
財
政
に
と
も
な
っ
て
⽛
公
帑
⽜
を
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
民
間
の
資
金
に
ほ
ぼ
全
面
的
に
寄
り
掛
か
ら
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
た
め
の
足
掛
か
り
と
し
て
知
県
等
が
俸
給
の
寄
付
を
行
い
、
属
僚
の
各
官
が
工
事
の
監
督
者
と
な
り
、
官
民

の
協
同
と
い
う
形
態
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
78
）。

こ
こ
で
は
当
時
の
古
田
県
知
県
王
継
祀
の
主
導
と
義
捐
に
よ
っ
て
湯
寿
橋
の
重
建

が
ス
タ
ー
ト
し
、
県
丞
施
命
臣
・
主
簿
汪
廷
春
・
典
史
陳
一
厚
が
月
ご
と
に
交
替
で
工
事
の
監
督
を
務
め
る
と
い
う
体
制
で
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（
79
）。
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以
上
、
些
か
冗
長
に
な
る
こ
と
も
厭
わ
ず
、
明
清
時
代
の
福
建
の
地
方
志
に
収
録
さ
れ
た
廊
橋
の
〈
橋
記
〉
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

こ
こ
に
提
示
し
た
も
の
は
ご
く
一
部
の
事
例
に
す
ぎ
な
い
が
、明
清
時
代
の
廊
橋
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
も
の
が
存
在
し
て
い
た
。

第
一
に
、
廊
橋
は
そ
の
両
側
に
風
雨
を
防
ぐ
た
め
の
遮
蔽
板
が
設
置
さ
れ
、
道
行
く
人
々
の
休
憩
の
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、

廊
橋
の
橋
屋
内
に
設
け
ら
れ
た
神
龕
に
は
観
音
大
士
な
ど
神
仏
の
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
第
三
に
、
廊
橋
に
は
商
店
が
列
な
っ
て
い

る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
第
四
に
、
朱
色
な
ど
で
鮮
や
か
に
彩
色
さ
れ
た
廊
橋
は
、
そ
の
形
状
と
も
相
俟
っ
て
地
域
に
際

立
つ
壮
麗
な
建
造
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
そ
の
ま
ま
現
存
す
る
福
建
の
廊
橋
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
は
、
第
二
節
で
言
及
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、〈
橋
記
〉
の
最
後
に
提
示
し
た
廊
橋
建
設
事
業
─
財
政
面
も
含
め
て
─
の
分
析

に
つ
い
て
は
、
後
考
に
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。

四

廊
橋
と
市
・
墟

前
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
明
代
の
嘉
靖
年
間
に
建
寧
府
建
陽
県
の
朝
天
橋
の
橋
屋
内
に
は
商
店
が
列
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、

第
二
節
で
は
、寧
化
県
の
水
茜
双
虹
橋
上
で
現
在
も
定
期
市
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
明
清
時
代
に
お
い
て
福
建
の
廊
橋
は〈
商

業
空
間
〉
と
し
て
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

管
見
の
限
り
で
、
福
建
の
地
方
志
に
記
載
さ
れ
た
関
連
史
料
を
抽
出
し
、
整
理
し
た
の
が
［
表
⚔
］
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
史
料
の
な
か

か
ら
橋
屋
内
、
或
い
は
橋
上
に
お
い
て
⽛
店
⽜⽛
肆
⽜⽛
廛
⽜⽛
市
⽜⽛
貿
易
⽜
等
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
提
示
し
た

（
80
）。

こ
の
二
三
の
事
例
か
ら
、
お
よ
そ
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
に
、⽛
橋
店
⽜⽛
店
⽜⽛
廛
⽜
と
表
現
さ
れ
た
橋
内
の

伝
統
中
国
社
会
と
廊
橋
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［表 4］廊橋と市墟・店舗
府州名 県 名 橋 名 記 事

福州府 羅源県 崇徳橋 ①梁両旁有店、後被火。康煕二十五年、復架店。
泉州府 同安県 銅魚橋 ②其橋上店税、旧帰勢家。隆慶元年、知県鄷一相、議復入官、

半抵酒税、半入儒学。
西安橋 ③［康煕］三十七年、洪水暴発、為橋店阻漲、溺死無算。

漳州府 龍渓県 東美橋 ④今橋上蓋屋為市。
海澄県 月渓橋 ⑤左右居民、架屋貿易其上。正徳十一年丙午、……。万暦元年

六月、橋上店失火、全橋石梁、倶燬拆。
新 橋 ⑥左右亦翼、以小肆貿易其上。天啓七年丁卯十二月、海寇焚港

口城外市肆、延焼橋上西偏。
延平府 沙 県 祥鳳橋 ⑦崇禎六年十二月初九日、橋災。按、是橋建于万暦辛巳。画棟

飛甕、備極壮麗、中多列肆。
順昌県 泰亨橋 ⑧上建亭一十三間。毎年四月八日、於此集客商、以通物資。
永安県 翔燕橋 ⑨［隆慶三年］市民王仙祐者、餘有貲積、遂施所積以建之。後

因駐賈群多、宿守者弗慎、継燬焉。
建寧府 建陽県 朝天橋 ⑩嘉靖丁亥六月二日、愚民張英者、列肆其中、偶不謹於火事、

延燬其半。
崇安県 青雲橋 ⑪明崇禎年、……居民以此為市貨之所至。順治九年、又燬于賊。
政和県 星渓橋 ⑫豫造橋店数十間、無殊市井、日中為市。蓋取諸噬嗑、歳升租

息、有若恒産、為冲夬剥落之計。
邵武府 建寧県 万安橋 ⑬康煕二十二年癸丑、……架屋列廛、而収税焉。雍正十三年

乙卯燬。
汀州府 長汀県 済川橋 ⑭康煕二十七年戊辰八月、盗火燬橋。邑人陳禹玉等募、承業橋

店者、捐金督修。……乾隆己卯、復燬於火、設肆於橋上者、鳩
貲重建。

万安橋 ⑮落成於明年春（崇禎 10 年）。……即橋両楹為店十六間。
寧化県 寿寧橋 ⑯天啓五年、……而橋屋始成。列廛四十六植、年収租十三両有

奇、以備修葺。
帰化県 恵利橋 ⑰城内居民、貿易其上。

画 橋 ⑱附近郷民、逢二七墟期、均在橋上貿易。
連城県 文川橋 ⑲成化間又燬、県丞呉琬、率邑民桑信等重建。塁石為墩、架屋

十七間以覆之。市民胥聚貿易焉。
上杭県 青龍橋 ⑳石梁鰲立、覆楹翬飛、複道行空、日中為市。（嘉靖 19 年）
武平県 興龍橋 ㉑署県事趙良生、倡捐建橋于北。造店四楹、収租以備官修之用。
永定県 雄鎮橋 ㉒崇禎甲申年二月、流賊焼燬橋店。

永春州 徳化県 雲龍橋 ㉓順治三年、……併燬橋。令王榜鳩民重建、壮麗堅好、通往来、
列肆市、為邑下流鎖鑰。

典拠：①康煕⽝羅源県志⽞巻 2、建置、橋梁。②康煕⽝同安県志⽞巻 1、規制志、橋梁。③同前。④乾
隆⽝龍渓県志⽞巻 6、水利、津梁。⑤崇禎⽝海澄県志⽞巻 12、坊里志、橋梁。⑥同前。⑦康煕⽝沙
県志⽞巻 4、経政志、橋梁。⑧正徳⽝順昌邑志⽞巻 3、橋梁志、橋。⑨雍正⽝永安県志⽞巻 2、疆域、
橋。⑩嘉靖⽝建陽県志⽞巻 10、藝文志上、橋梁類、楊亘⽛重建朝天橋記⽜。⑪康煕⽝崇安県志⽞巻 3、
建置志、橋渡。⑫道光⽝政和県志⽞巻 10、藝文志、記、秦韞⽛星渓橋後記⽜。⑬乾隆⽝建寧県志⽞巻
5、津梁。⑭乾隆⽝長汀県志⽞巻 6、城池、橋梁。⑮同前。⑯康煕⽝寧化県志⽞巻 2、土地部、津梁
志。⑰康煕⽝帰化県志⽞巻 2、建置誌、津梁。⑱民国⽝明渓県志⽞巻 10、建置志、橋亭。⑲康煕⽝連
城県志⽞巻 2、橋梁。⑳康煕⽝上杭県志⽞巻 10、藝文志、古文、明、趙可興⽛青龍橋記⽜。㉑康煕⽝武
平県志⽞巻 3、建置誌、橋梁。㉒康煕⽝永定県志⽞巻 3、営建誌、橋渡。㉓康煕⽝徳化県志⽞巻 1、
橋渡。



店
舗
に
対
し
て
⽛
収
税
⽜⽛
収
租
⽜
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
が
五
例
ほ
ど
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
②
⑫
⑬
⑯
㉑
で
あ
る
。
②
の
⽛
収
税
⽜

が
元
来
は
⽛
勢
家
⽜
に
収
奪
さ
れ
て
い
た
も
の
を
同
安
県
の
⽛
酒
税
⽜
や
⽛
儒
学
⽜
の
経
費
に
充
当
し
て
お
り
、
ま
た
⑬
の
⽛
収
税
⽜
の

目
的
が
不
明
で
あ
る
の
を
除
い
て
、
⑫
⑯
㉑
で
は
各
々
の
店
舗
に
課
せ
ら
れ
た
⽛
租
⽜
が
当
該
橋
梁
の
修
繕
の
た
め
に
備
蓄
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
⑯
の
史
料
を
前
後
の
文
脈
を
含
め
て
提
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
康
煕
⽝
寧
化
県
志
⽞
巻
二
、
土
地
部
、
津

梁
志
、⽛
寿
寧
橋
⽜
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

万
暦
元
年
、
署
県
通
判
李
柷
、
捐
俸
七
十
餘
両
倡
建
。
蓋
経
営
十
数
年
、
至
柷
而
始
収
其
成
也
。
万
暦
四
十
四
年
、
橋
尽
圮
。
四
十

六
年
、
署
篆
同
知
熊
茂
松
倡
復
、
継
以
通
判
万
邦
憲
、
前
後
四
周
星
、
而
橋
墩
始
就
。
民
之
争
渡
、
而
隕
躯
者
時
有
。
天
啓
五
年
、

知
県
彭
徳
馨
入
覲
、
署
篆
同
知
黄
運
昌
至
、
而
橋
屋
始
成
。
列
廛
四
十
六
植
、
年
収
租
十
三
両
有
奇
、
以
備
修
葺
。
中
建
二
亭
、
祀

観
音
・
玄
武
。
首
尾
各
豎
坊
表
、
頗
為
壮
観
。
崇
禎
五
年
大
水
、
人
寓
橋
死
者
、
以
百
計
。

万
暦
元
年
、
署
知
県
の
通
判
李
柷
は
、
俸
給
七
十
餘
両
を
寄
付
し
て
［
寿
寧
橋
の
］
建
設
を
倡
え
た
。
蓋
し
経
営
す
る
こ
と
十
数
年
、［
李
］
柷
に
至
っ

て
始
め
て
そ
の
成
果
を
収
め
た
の
で
あ
る
。
万
暦
四
十
四
年
、
橋
は
尽
く
［
大
水
で
］
損
壊
し
た
。
四
十
六
年
、
署
知
県
の
同
知
熊
茂
松
が
修
復
を
倡

え
、
通
判
万
邦
憲
が
［
後
を
］
継
ぎ
、
前
後
四
年
を
以
て
、
橋
墩
が
始
め
て
完
成
し
た
。
民
が
争
っ
て
渡
ろ
う
と
し
て
、［
川
に
］
墜
落
す
る
者
が
時
々

い
た
。
天
啓
五
年
、
知
県
彭
徳
馨
が
入
覲
し
、
署
知
県
の
同
知
黄
運
昌
が
［
県
に
］
至
っ
て
、
橋
屋
は
始
め
て
完
成
し
た
。
店
舗
四
十
六
軒
が
並
び
、

年
に
租
十
三
両
有
奇
を
徴
収
し
て
、
修
葺
に
備
え
た
。［
橋
屋
の
］
中
に
二
亭
を
建
て
、
観
音
・
玄
武
を
祀
っ
た
。［
橋
の
］
首
尾
に
各
々
坊
表
を
立
て
、

頗
る
壮
観
で
あ
っ
た
。
崇
禎
五
年
の
大
水
で
、
人
が
橋
に
い
て
死
ん
だ
者
は
、
百
を
数
え
た
。

寿
寧
橋
は
寧
化
県
城
の
南
門
外
に
架
け
ら
れ
て
い
た
が
、
嘉
靖
お
よ
び
崇
禎
に
編
纂
さ
れ
た
二
種
類
の
⽝
汀
州
府
志
⽞
に
収
録
さ
れ
た

⽛
寧
化
県
図
⽜
に
は
と
も
に
屋
根
の
付
い
た
廊
橋
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

（
81
）。

こ
こ
で
は
万
暦
元
年
（
一
五
七
三
）
以
降
に
重
建
さ
れ
た
橋
が
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同
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）
に
大
水
で
流
さ
れ
た
後
、
同
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
以
降
に
重
修
が
行
わ
れ
、
天
啓
五
年
（
一
六
二
五
）

に
至
っ
て
橋
屋
が
完
成
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
橋
屋
内
に
は
四
六
軒
の
店
舗
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
は
賑
や
か
な
商
店
街

を
形
成
し
て
い
た
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
か
ら
毎
年
徴
収
さ
れ
た
⽛
租
十
三
両
有
奇
⽜
は
寿
寧
橋
の
修
理
の
た
め
に
備
蓄
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
観
音
菩
薩
・
玄
武
大
帝
を
祀
る
⽛
二
亭
⽜
も
建
造
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
一
方
、
橋
内
に
店
舗
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
で
、

火
の
不
始
末
に
よ
っ
て
橋
自
体
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
事
態
も
⑤
⑨
⑩
の
よ
う
に
間
々
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

泉
州
府
同
安
県
の
西
安
橋
の
よ
う
に
、
③
で
は
⽛
橋
店
⽜
の
存
在
が
⽛
洪
水
⽜
に
よ
る
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
直
後
、
次
の
よ
う
な
禁
令
が
出
さ
れ
、
石
碑
に
刻
ま
れ
た
と
い
う
。

記
曰
、
戊
寅
四
月
廿
八
夜
、
雨
暴
渓
漲
、
西
橋
上
下
左
右
、
漂
没
房
舎
万
餘
間
、
淹
死
男
女
三
千
餘
口
。
禍
因
橋
店
壅
水
所
致
、
以

後
如
有
修
善
賢
達
、
可
修
橋
、
不
可
蓋
店
。
闔
邑
立
石
、
書
此
志
戒
。

［
碑
］
記
に
は
［
次
の
よ
う
に
］
書
か
れ
て
い
た
。
戊
寅
（
康
煕
三
十
七
年
）
四
月
二
十
八
日
の
夜
、
大
雨
で
渓
流
が
溢
れ
、
西
橋
の
上
下
左
右
、
漂
没

し
た
房
舎
が
万
餘
の
間
、
溺
死
し
た
男
女
は
三
千
餘
口
で
あ
っ
た
。
禍
は
橋
店
が
水
の
流
れ
を
塞
い
だ
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
、
以
後
、
も
し
［
橋
を
］

修
繕
し
よ
う
と
い
う
賢
達
が
い
れ
ば
、
橋
は
修
復
し
て
も
よ
い
が
、
店
を
築
い
て
は
な
ら
な
い
。
全
県
で
石
碑
を
立
て
、
こ
の
こ
と
を
書
い
て
戒
め
と

せ
よ
、
と
。

洪
水
に
よ
る
溺
死
と
い
う
被
害
が
橋
店
に
よ
っ
て
拡
大
し
た
こ
と
を
原
因
と
し
て
、
そ
の
後
は
橋
内
に
店
舗
を
設
置
す
る
こ
と
の
禁
止

措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
橋
屋
内
で
⽛
市
⽜⽛
貿
易
⽜
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
廟
会
や
墟
（
定
期
市
）
が
開
か
れ
て
い
た
と
い
う
橋
が
一
〇
例
ほ
ど
存
在
す

る
。
④
⑤
⑥
⑧
⑫
⑰
⑱
⑲
⑳
㉓
が
そ
れ
で
あ
る
。
⑫
⑳
の
⽛
日
中
為
市
⽜
と
い
う
四
字
句
は
易
経
の
繋
辞
下
伝
に
見
え
る
表
現
で
あ
る
が
、
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易
で
は
続
け
て
⽛
致
天
下
之
民
、
聚
天
下
之
貨
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
繁
華
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
象
徴
す
る
言
説
だ
と
い
え
よ
う
。
ま

た
、汀
州
府
帰
化
県
の
恵
利
橋
は
県
城
内
の
県
衙
門
の
近
隣
に
所
在
す
る
廊
橋
で
、⑰
で
は⽛
城
内
の
居
民
、其
の
上
で
貿
易
す
⽜と
あ
り

（
82
）、

同
じ
く
連
城
県
城
南
門
外
の
文
川
橋
に
つ
い
て
⑲
で
は
⽛
市
民
、
胥
、
聚
ま
り
て
貿
易
す
⽜
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
と
も
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
賑
わ
い
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
延
平
府
順
昌
県
の
泰
亨
橋
（
⑧
）
に
つ
い
て
、
毎
年
四
月
八
日
に
⽛
客
商
⽜
が
各
地
か
ら
当
該
橋
に
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う

記
述
は
明
ら
か
に
廟
会
に
関
連
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る

（
83
）。

ま
た
、
汀
州
府
帰
化
県
の
画
橋
（
⑱
）
で
は
毎
月
六
回
、
二
と
七
の
日
に
橋

内
で
定
期
市
が
開
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
但
し
、
画
橋
に
つ
い
て
は
民
国
⽝
明
渓
県
志
⽞
の
記
載
で
あ
り
、
康
煕
⽝
帰
化
県
志
⽞
の
〈
橋

名
一
覧
〉
に
⽛
画
橋
⽜
の
名
は
見
出
せ
る
も
の
の
墟
市
関
連
の
記
載
は
存
在
し
な
い

（
84
）。

な
お
［
表
⚔
］
に
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、
漳
州
府

に
属
し
て
い
た
時
代
の
寧
洋
県
に
つ
い
て
、
南
明
の
永
暦
⽝
寧
洋
県
志
⽞
巻
三
、
建
置
志
、
街
市
に
は
⽛
寧
済
橋
市
⽜
と
⽛
青
雲
橋
市
⽜

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
前
者
が
⽛
今
廃
⽜
と
あ
る
一
方
で
、
後
者
に
は
、

毎
月
逢
三
八
日
、
聚
貨
交
易
。
名
曰
集
墟
。

毎
月
三
・
八
の
日
に
逢
え
ば
、
貨
物
が
聚
ま
っ
て
交
易
が
行
わ
れ
る
。
名
づ
け
て
集
墟
と
言
う
。

と
い
う
割
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。
青
雲
橋
自
体
は
⽛
城
南
⽜
に
位
置
し
、
同
県
志
、
巻
首
の
⽛
寧
洋
県
図
⽜
で
は
県
城
を
め
ぐ
る
二
渓
の

合
流
地
点
に
廊
橋
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
当
該
の
記
載
は
、
そ
の
後
、
康
煕
⽝
漳
州
府
志
⽞、
乾
隆
・
道
光
の
両
⽝
龍
巖
州
志
⽞
さ
ら
に

は
同
治
⽝
寧
洋
県
志
⽞
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る

（
85
）。

但
し
、
こ
れ
ら
の
地
方
志
の
〈
橋
名
一
覧
〉
で
は
墟
市
に
つ
い

て
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
青
雲
橋
を
中
心
と
す
る
地
域
で
明
末
清
初
か
ら
清
末
ま
で
月
に
六
日
、
三
・
八
の
日
に
定
期

市
が
持
続
的
に
開
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

伝
統
中
国
社
会
と
廊
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第
三
に
、
府
城
・
県
城
の
門
外
に
隣
接
す
る
廊
橋
の
周
辺
が
地
域
の
大
き
な
商
業
地
区
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
②
⑤
⑦
⑨
⑩

⑪
⑫
⑬
⑭
⑯
⑲
㉒
㉓
の
十
三
例
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
延
平
府
沙
県
の
祥
鳳
橋
（
⑦
）、
建
寧
府
建
陽
県
の
朝
天
橋
（
⑩
）、
汀
州
府
寧
化

県
の
寿
寧
橋
（
⑯
）
等
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
及
し
た
が
、
こ
こ
で
は
［
図
10
］
と
し
て
建
寧
府
政
和
県
の
道
光
⽝
政
和
県
志
⽞
巻
首
、

諸
図
、⽛
城
域
図
⽜を
、

［
図
11
］
と
し
て
汀

州
府
連
城
県
の
康
煕

⽝
連
城
県
志
⽞
巻
首
、

⽛
県
志
総
図
⽜
を
提

示
す
る
こ
と
に
し
た

い
。前

者
で
は
、
県
城

の
南
薫
門
に
連
結
す

る
か
た
ち
で
星
渓
橋

が
描
か
れ
て
い
る

が
、［
表
⚔
］
⑫
は
乾

隆
五
十
六
年
（
一
七

九
一
）
の
⽛
洪
水
⽜
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［図 11］連城県総図（康煕・部分）



で
損
壊
し
た
後
、嘉
慶
五
年（
一
八
〇
〇
）に
再
建
さ
れ
た
と
き
の
記
載
で
あ
る

（
86
）。

⽛
市
井
と
殊
な
る
無
く
、
日
中
、
市
を
為
す
⽜
と
あ
っ
て
星
渓
橋
附
近
が
繁
華
な

街
市
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
が
、城
内
の
県
衙
門
か
ら
南
薫
門
へ
、

星
渓
橋
か
ら
英
節
廟
へ
と
直
街
・
仁
美
街
が
連
続
し
て
い
た
と
い
う

（
87
）。

他
方
、

後
者
で
は
、
城
南
の
安
阜
門
に
近
接
す
る
文
川
橋
が
描
か
れ
て
い
る
。［
表
⚔
］

⑲
に
見
え
る
⽛
市
民
、
胥
、
聚
ま
り
て
貿
易
す
⽜
と
い
う
表
現
は
、
明
の
成
化

年
間
に
重
建
さ
れ
た
と
き
の
状
況
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
康
煕
県
志
に
よ

れ
ば
県
城
内
の
譙
楼
か
ら
文
川
橋
の
周
辺
ま
で
は
十
字
街
・
小
街
・
水
南
街
と

繁
華
な
街
並
み
が
列
な
っ
て
い
た
と
い
う

（
88
）。

次
に
、
汀
州
府
の
附
郭
で
あ
る
長
汀
県
の
済
川
橋
（
⑭
）
に
つ
い
て
見
て
い

く
こ
と
に
し
よ
う
。［
図
12
］
は
乾
隆
⽝
長
汀
県
志
⽞
巻
一
、
輿
図
、⽛
県
池
総

図
⽜
の
一
部
で
あ
る
。
当
該
図
の
⽛
紫
陽
祠
⽜
と
書
か
れ
た
と
こ
ろ
の
門
が
麗

春
門
で
あ
り
、そ
こ
を
出
た
と
こ
ろ
に
廊
橋
と
し
て
済
川
橋
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
麗
春
門
の
右
側
の
大
き
な
門
が
朝
天
門
で
、
そ
の
右
側
に
太
平
橋
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
橋
屋
は
見
ら
れ
な
い
。
前
掲
の
崇
禎
⽝
汀
州
府
志
⽞
所
載
の
［
図
⚔
］（
一
九
頁
）
と
比
較
す
る
と
き
、
済
川
橋
は
廊
橋
の

ま
ま
で
あ
る
が
、
太
平
橋
お
よ
び
済
川
橋
の
先
に
見
え
る
恵
政
橋
は
廊
橋
で
は
な
い
。
お
よ
そ
一
五
〇
年
と
い
う
歳
月
の
間
に
お
け
る
橋

梁
の
変
遷
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

伝
統
中
国
社
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と
廊
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汀
州
府
城
の
麗
春
門
外
の
済
川
橋
か
ら
朝
天
門
外
の
太
平
橋
に
か
け
て
、
そ
の
一
帯
は
水
東
街
と
い
わ
れ
る
地
域
で
あ
り
、
ま
た
水
東

街
市
と
い
う
一
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
形
成
し
て
い
た

（
89
）。

清
代
の
康
煕
三
十
四
年
（
一
六
九
五
）
か
ら
同
四
十
一
年
（
一
七
〇
二
）
ま
で
汀
州

府
の
知
府
と
し
て
在
任
し
た
王
廷
掄
は
、
江
西
か
ら
移
入
さ
れ
る
米
穀
が
当
地
の
糧
食
を
賄
う
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
を
認
識
し
、⽛
米
牙
・
店
家
、
奸
販
と
通
同
し
、
糶
米
し
て
出
境
す
る
を
禁
ず
⽜
と
い
う
布
告
を
発
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
90
）。

そ

こ
で
は
近
況
と
し
て
水
東
街
の
⽛
米
穀
行
家
⽜
や
⽛
歇
客
飯
店
⽜
が
多
く
の
利
益
を
貪
る
た
め
に
⽛
江
西
米
客
⽜
や
⽛
粤
省
奸
販
⽜
と
結

託
し
て
米
穀
を
買
い
占
め
、
そ
れ
を
域
外
へ
搬
出
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
91
）。

水
東
街
市
は
汀
州
府
最
大
の
米
穀
の
集
散
地
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
康
煕
三
十
三
年
（
一
六
九
四
）
に
火
事
で
損
壊
し
た
太
平
橋
は
、
当
時
の
汀
州
府
知
府
傅
燮
詷
の
主
導
に
よ
っ
て
重
修
が
行
わ

れ
た
が
、
傅
燮
詷
の
異
動
に
よ
っ
て
中
断
し
た
工
事
を
完
成
さ
せ
た
王
廷
掄
は
、
一
篇
の
〈
橋
記
〉
を
残
し
て
い
る
。
王
廷
掄
⽝
臨
汀
考

言
⽞
巻
一
、
碑
記
、⽛
続
成
太
平
橋
記
⽜
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

両
翼
其
欄
、
左
右
尚
有
隙
地
。
議
復
利
渉
、
亭
尸
胥
公
於
中
、
餘
基
間
為
四
、
瓦
以
屋
之
、
授
市
人
為
廛
、
歳
入
租
供
巴
陵
祭
事
。

汀
之
民
、
日
由
於
蕩
平
正
直
之
路
、
而
貨
又
不
棄
於
地
。
詎
非
汀
郡
一
盛
事
乎
哉
。

［
橋
の
］
両
翼
は
其
れ
欄
干
で
、
左
右
に
は
尚
お
隙
地
が
有
る
。
提
議
し
て
復
た
［
橋
で
］
渉
る
よ
う
に
し
、［
橋
］
亭
に
よ
っ
て
そ
の
中
に
胥
公
を
祀

り
、
餘
基
の
四
間
は
、
瓦
で
屋
根
を
つ
く
り
、
市
人
に
授
け
て
店
と
為
し
、
歳
ご
と
に
租
を
納
入
さ
せ
て
巴
陵
の
祭
事
に
供
さ
せ
た
。
汀
［
州
］
の
民

は
、
日
々
、
平
坦
で
真
っ
直
ぐ
な
路
に
由
り
、
貨
物
も
ま
た
［
川
が
渡
れ
な
く
て
］
地
に
棄
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
汀
州
府
の
一
盛

事
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

太
平
橋
に
は
⽛
胥
公
⽜（
伍
子
胥
）
を
祀
る
神
龕
と
と
も
に
商
店
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
太
平
橋
は
、
東
は
福
州
、
西
は
南
昌
、
南
は
広
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東
へ
通
ず
る
幹
線
道
路
に
架
け
ら
れ
て
お
り
、
各
地
の
商
人
が
足
繁
く
往
来
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
92
）。

五

廊
橋
と
神
龕

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
代
の
福
建
に
お
け
る
廊
橋
の
特
徴
の
一
つ
は
、
廊
橋
自
体
が
〈
祭
祀
空
間
〉
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
閩
北
に
現
存
す
る
廊
橋
の
九
〇
％
に
は
神
龕
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う

（
93
）。

第
二
節
で
は
、
私
自
身
が
実
際
に
訪
れ
た
廊

橋
六
座
に
つ
い
て
紹
介
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
寧
化
県
石
壁
鎮
の
維
藩
橋
お
よ
び
永
安
市
貢
川
鎮
の
会
清
橋
に
は
橋
屋
内
に
神
龕
が
設

け
ら
れ
、
異
な
る
神
仏
の
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
。［
写
真
⚗
］
は
前
者
の
観
音
菩
薩
像
で
あ
り
、［
写
真
⚘
］
は
後
者
の
玄
天
上
帝
像
で
あ

る
。
ま
た
、
会
清
橋
の
北
側
の
橋
門
の
向
か
い
側
に
は
臨
水
夫
人
を
祀
る
臨
水
宮
も
存
在
し
て
い
た
。
前
節
と
同
様
に
、
福
建
の
地
方
志

の
〈
橋
名
一
覧
〉
お
よ
び
〈
橋
記
〉
の
な
か
か
ら
廊
橋
と
神
龕
・
神
仏
の
関
連
に
つ
い
て
の
記
述
を
抽
出
し
て
整
理
し
た
の
が
［
表
⚕
］

で
あ
る
。

こ
こ
に
は
全
部
で
二
四
の
廊
橋
の
事
例
─
但
し
、
神
仏
が
重
複
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
─
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
き
わ

め
て
限
ら
れ
た
事
例
で
は
あ
る
が
、
お
お
ま
か
な
傾
向
を
窺
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。

第
一
に
、
橋
屋
内
に
祀
ら
れ
た
神
仏
と
し
て
最
も
多
い
も
の
は
観
音
菩
薩
像
で
あ
り
、
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑬
⑯
⑰
⑱
⑲
㉒
㉔
の
一
五

例
ほ
ど
に
な
る
。
そ
れ
は
史
料
に
⽛
観
音
⽜⽛
観
音
仏
⽜⽛
観
音
大
士
⽜⽛
円
通
大
士
⽜⽛
大
士
仏
⽜
或
い
は
単
に
⽛
大
士
⽜
と
書
か
れ
て
い

る
も
の
、
お
よ
び
⽛
観
音
亭
⽜⽛
観
音
院
⽜⽛
観
音
楼
⽜⽛
観
音
廟
⽜
と
建
物
・
神
龕
の
名
が
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
福
建
の
廊

橋
で
最
も
数
多
く
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
観
音
像
で
あ
る

（
94
）。

伝
統
中
国
社
会
と
廊
橋
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第
二
に
、
廊
橋
内
に
玄
天
上
帝
（
真
武
大
帝
）
を
祀
る
も
の
が
、
②
⑭
⑮
⑱
㉒
㉓
の
六
例
ほ
ど
存
在
す
る
。
各
地
の
地
方
志
で
は
そ
れ

ぞ
れ
⽛
真
武
帝
⽜⽛
元
天
上
帝
⽜⽛
元
武
⽜⽛
玄
武
⽜⽛
真
武
⽜
と
異
な
っ
た
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
同
一
の
神
明
で
あ
る
。
一

般
に
、
玄
天
上
帝
は
〈
水
神
〉
と
看
做
さ
れ
て
お
り
、
橋
屋
内
に
当
該
神
を
祀
る
こ
と
は
洪
水
・
大
水
か
ら
廊
橋
を
保
護
す
る
と
い
う
意

味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う

（
95
）。
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［表 5］廊橋と神仏
府州名 県 名 橋 名 記 事

福州府 屛南県 古下花橋 ①乾隆四十四年、……重修建。中祀臨水夫人。
長瀾橋 ②［嘉慶］十七年、……倡捐重建。内祀真武帝。

長楽県 下櫓橋 ③近郷人蓋五顕祠於其上。
永福県 永済橋 ④明永楽間、……橋上覆以亭七十二楹、中楹奉圓通大士。

興化府 莆田県 江口橋 ⑤上有人家及観音亭在焉。（南宋代）
仙遊県 攀龍橋 ⑥亭祀大士。

仙渓橋 ⑦明万暦間、里人於橋中懸流構閣。……西塑大士宝像、東塑
十八羅漢金身、中為通行要道。

石馬橋 ⑧崇禎元年、……西垾建亭祀大士、東垾建亭祀梓潼帝君。
漳州府 龍渓県 北橋 ⑨明万暦戊申（36 年）、……重建観音院於橋西、棟宇壮麗、是

橋更為奇勝。
新橋 ⑩於北建文昌閣、南建観音楼、刻文昌橋三字。（万暦中葉）

平和県 西門外橋 ⑪国朝嘉慶二十一年、……橋半有観音廟、名曰西河宮。
延平府 沙 県 祥鳳橋 ⑫為橋屋則百棟。其間南北為門、為坊、為亭、為大殿中殿、

為仏為神之像、為看守。（正徳年間）
建寧府 建陽県 朝天橋 ⑬経始於庚子歳（永楽 18 年）之秋九月乙未、……屋其上為間

六十五、以便憩止。中作亭奉観音大士。
邵武府 建寧県 万安橋 ⑭至［乾隆］十五年、……落成焉。橋甚平広、両旁翼以石欄、

中建一亭祀元武。
大石橋 ⑮二甕三墩、上覆以屋、中祀玄武。
石龍橋 ⑯伐石成橋、上架屋、中祀大士仏。
万寿橋 ⑰橋祀観音仏。

汀州府 寧化県 寿寧橋 ⑱天啓五年、……而橋屋始成。……中建二亭、祀観音・玄武。
帰化県 白沙橋 ⑲歳己卯（乾隆 24 年）……、又拆木鼎建八角楼三層、祀魁星

于其上、用光文運。橋中故祀大士、改製仏座、裱像装金。
福寧府 福安県 渓口橋 ⑳中鎮以塔、左右翼以扶攔。東庵延仏、西亭憩旅。（皇慶年間）
龍巖州 ─ 虎渡橋 ㉑中及両端岑為楼。其中為神祠、以安水怒。（宣徳年間）

万安橋 ㉒乾隆十九年、……架亭七間、中祀観音大士・元天上帝神像。
漳平県 燕渓橋 ㉓明嘉靖間、……里人祀真武於橋上。

永春州 徳化県 龍津橋 ㉔越己丑（乾隆 34 年）、……亭高一丈二尺、長如橋。……橋
南蓋一小祠、北接市肆。中屋観音大士龕。

典拠：①道光⽝屛南県志⽞巻 2、津梁。②同前。③崇禎⽝長楽県志⽞巻 2、経略志、橋渡。④乾隆⽝永
福県志⽞巻 2、建置、津梁。⑤弘治⽝興化府志⽞巻 52、工紀 1、道路志、橋、莆田県。⑥康煕⽝仙遊
県志⽞巻 14、里図志、功建里、橋。⑦同、巻 21、里図志、永興里、橋。⑧同、巻 24、里図志、香田
里、橋。⑨康煕⽝漳州府志⽞巻 6、規制下、橋梁、龍渓県。⑩乾隆⽝龍渓県志⽞巻 6、水利、津梁。
⑪道光⽝平和県志⽞巻 2、津梁志。⑫康煕⽝沙県志⽞巻 11、雑述志、古蹟。⑬嘉靖⽝建陽県志⽞巻
6、藝文志上、橋梁類、王羽⽛重建朝天橋記⽜。⑭乾隆⽝建寧県志⽞巻 5、津梁。⑮民国⽝建寧県志⽞
巻 3、津梁。⑯同前。⑰同前。⑱康煕⽝寧化県志⽞巻 2、土地部、津梁志。⑲民国⽝明渓県志⽞巻 10、
建置志、橋亭。⑳光緒⽝福安県志⽞巻 4、山川、橋梁。㉑乾隆⽝龍巖州志⽞巻 14、藝文志 2、記序碑、
王源⽛虎渡橋記⽜。㉒道光⽝龍巖州志⽞巻 2、規建志、橋、龍巖州。㉓道光⽝漳平県志⽞巻 2、規制
志、橋渡。㉔乾隆⽝徳化県続志稿⽞橋梁紀。



他
に
〈
文
章
・
学
問
の
神
〉
と
い
わ
れ
る
文
昌
帝
君
・
梓
潼
帝
君
を
祀
る
も
の
が
⑧
⑩
の
二
例
ほ
ど
存
在
し
、
同
様
の
神
で
文
昌
帝
君

と
組
み
合
せ
で
祀
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
魁
星
が
⑲
に
一
例
だ
け
見
ら
れ
る

（
96
）。

ま
た
、
臨
水
夫
人
が
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
が
①
の
一
例
、
五

顕
大
帝
（
華
光
大
帝
）
を
祀
る
五
顕
祠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
③
の
一
例
、
十
八
羅
漢
を
祀
る
も
の
が
⑦
の
一
例
だ
け
見
出
す
こ
と

が
で
き
、
単
に
⽛
為
仏
為
神
之
像
⽜⽛
延
仏
⽜⽛
神
祠
⽜
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
が
⑫
⑳
㉑
の
三
例
ほ
ど
存
在
す
る
。

近
年
、
屛
南
県
で
の
調
査
を
行
っ
た
呉
燕
霞
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
当
地
の
廊
橋
で
祀
ら
れ
る
神
と
し
て
は
⽛
観
音
・
臨
水
夫
人
・
真
武

大
帝
・
五
顕
大
帝
が
最
も
多
い
⽜
と
い
う

（
97
）。

文
昌
帝
君
・
魁
星
を
除
い
て
、
奇
し
く
も
［
表
⚕
］
か
ら
得
ら
れ
た
神
々
の
名
前
と
合
致
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
意
味
で
、
廊
橋
の
神
龕
に
祀
ら
れ
る
神
仏
の
像
、
す
な
わ
ち
廊
橋
で
の
信
仰
の
対
象
は
、
明
清
時
代
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
持
続
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
福
建
に
お
け
る
明
清
時
代
の
地
方
志
の
残
存
状
況

に
よ
る
限
り
、
特
に
現
在
の
行
政
区
画
で
寧
徳
市
所
属
の
市
・
県
の
も
の
は
比
較
的
少
な
く
、
ま
た
、
そ
の
記
載
内
容
の
乏
し
さ
と
も
相

俟
っ
て
、
閩
東
地
域
の
事
例
は
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

（
98
）。

す
で
に
［
表
⚑
］（
一
〇
頁
）
と
し
て
提
示
し
た
よ
う
に
、
寧
徳
市

に
は
現
時
点
で
確
認
し
え
る
福
建
の
廊
橋
の
半
数
近
く
が
現
存
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
明
清
時
代
の
廊
橋
で
祀
ら
れ
て
い
た
神
仏
を

確
認
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現
在
、
閩
東
・
閩
北
の
廊
橋
に
多
く
見
ら
れ
る
臨
水
夫
人
信
仰
の
事
例
も
屛
南

県
の
古
下
花
橋
に
わ
ず
か
一
例
し
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

（
99
）。

臨
水
夫
人
─
名
は
陳
靖
姑
、
生
没
は
七
六
七
─
七
九
〇
年
と

い
う
─
は
、
福
建
の
〈
地
方
神
〉
と
し
て
最
も
著
名
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
寧
徳
市
古
田
県
の
大
橋
鎮
中
村
に
祖
廟
と
し
て
臨
水

宮
が
存
在
し
て
お
り
、
唐
代
の
貞
元
八
年
（
七
九
二
）
の
初
建
と
さ
れ
て
い
る

（
100
）。

臨
水
夫
人
は
一
般
に
〈
婦
女
・
児
童
の
保
護
神
〉
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
中
国
へ
伝
来
し
た
後
、
宋
元
時
代
を
通
じ
て
〈
女
神
〉
へ
と
変
化
し
た
観
音
菩
薩
と
の
近
似
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
101
）。

ま
た
、
寿
寧
県
で
は
臨
水
夫
人
に
⽛
鎮
水
断
洪
⽜
の
神
と
し
て
の
性
格
も
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う

（
102
）。
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福
建
の
廊
橋
に
観
音
菩
薩
・
玄
天
上
帝
・
臨
水
夫
人
等
の
神
明
が
祀
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
辰
に
は
廟
会
が
開
か
れ
、

迎
神
賽
会
が
行
わ
れ
、
唱
戯
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
廊
橋
に
お
け
る
唱
戯
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
、
南
平
市
政
和
県
の
四
平
戯
や

同
市
光
沢
県
の
三
角
戯
の
存
在
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
103
）。

す
な
わ
ち
、
廊
橋
は
神
龕
の
存
在
を
媒
介
と
し
て
、
そ
れ
自
体
が
〈
祭
祀
〉〈
社
交
〉

〈
商
業
〉
の
三
位
一
体
の
空
間
と
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
は
明
清
時
代
の
福
建
に
お
け
る
廊
橋
の
存
在
形
態
を
探
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
当
代
の
廊
橋
研
究
か
ら
遡
及
し
て
歴
史

的
な
考
察
を
行
っ
て
き
た
が
、
き
わ
め
て
初
歩
的
な
も
の
に
終
始
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
当
該
時
期
の
福
建
各
地
の

地
方
志
、
特
に
〈
輿
図
・
絵
図
〉、〈
橋
名
一
覧
〉
お
よ
び
〈
橋
記
〉
の
分
析
を
通
じ
て
、
廊
橋
の
存
在
形
態
を
あ
る
程
度
は
復
元
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
活
況
を
呈
し
て
き
た
福
建
廊
橋
の
現
状
分
析
・
研
究
を
通
じ
て
、
廊
橋
に
は
橋
屋
と
い
う
上
部
構
造
を

有
す
る
こ
と
で
顕
在
化
し
た
五
つ
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
は
廊
橋
自
体
が
〈
社
交
空
間
〉〈
祭
祀
空
間
〉〈
商
業
空
間
〉

を
構
成
し
、
ま
た
〈
風
水
機
能
〉
を
も
ち
、
さ
ら
に
は
景
観
の
面
で
も
地
域
の
〈
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
〉
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
明
清
時
代
の
廊
橋
に
は
、
橋
屋
内
に
店
舗
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
墟
市
）
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
周
辺
の
街
市
を
含
め
て
地
域
の
重

要
な
〈
商
業
空
間
〉
を
構
成
す
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
橋
屋
内
に
は
神
龕
が
設
け
ら
れ
て
観
音
菩
薩
や
玄
天
上
帝
・
臨
水

夫
人
等
が
祀
ら
れ
る
こ
と
で
、
廊
橋
が
地
域
の
〈
祭
祀
空
間
〉
と
な
っ
て
い
た
こ
と
の
二
点
を
、
本
稿
で
は
各
地
方
志
の
分
析
を
通
じ
て

伝
統
中
国
社
会
と
廊
橋

─ 50 ── 51 ─



確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
廊
橋
に
神
龕
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
廊
橋
が
〈
祭
祀
〉
＋
〈
社
交
〉
＋
〈
商

業
〉
と
い
う
三
位
一
体
の
空
間
を
構
成
す
る
こ
と
が
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
明
清
時
代
の
廊
橋
も
地
域
の
〈
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
〉
す
な
わ
ち
表
象
的
建
造
物

と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
地
域
社
会
の
統
合
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
沙
県
の
祥

鳳
橋
は
、
そ
れ
自
体
が
沙
渓
を
跨
ぐ
長
大
橋
で
あ
っ
た
が
、
正
徳
年
間
お
よ
び
万
暦
年
間
に
重
建
さ
れ
た
橋
は
と
も
に
⽛
備
に
壮
麗
を
極

む
⽜
と
い
わ
れ
て
お
り
、
建
陽
県
に
お
い
て
永
楽
年
間
に
重
建
さ
れ
た
朝
天
橋
も
⽛
宏
壮
華
麗
⽜
な
橋
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
松
渓
県
の
恵

政
橋
（
広
蔭
橋
）
は
嘉
靖
年
間
に
⽛
此
の
橋
、
大
都
の
勝
致
な
り
⽜⽛
此
の
橋
、
大
都
の
巨
観
な
り
⽜
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
104
）。

こ
れ
ら
の
廊

橋
は
県
城
に
直
結
し
、
或
い
は
近
接
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
さ
し
く
地
域
を
代
表
す
る
雄
壮
・
華
麗
な
建
造
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
各
地
の
地
方
志
上
に
は
〈
橋
記
〉
が
数
多
く
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
地
域
社
会
の
な
か
で
廊
橋
は
〈
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
〉
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
証
的
か
つ
具
体
的
な
考

察
は
、
今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

註
（
⚑
）
陳
旭
輝
⽛
閩
北
廊
橋
的
功
能
与
特
色
⽜⽝
福
建
文
博
⽞
二
〇
一
六
年
一
期
、
七
八
頁
に
は
、
福
建
省
北
部
の
俗
称
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
⚒
）
劉
敦
楨
⽛
中
国
之
廊
橋
⽜
同
⽝
劉
敦
楨
全
集
⽞
第
四
巻
、
中
国
建
築
工
業
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
〇
七
年
、
所
収
、
六
九
頁
。
当
該
論
文
の
初
出
年
に
つ

い
て
⽝
劉
敦
楨
全
集
⽞
に
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
不
詳
で
あ
る
が
、
第
四
巻
が
一
九
四
〇
年
代
の
著
述
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た

い
。

（
⚓
）
世
界
都
市
研
究
会
編
⽝
倉
敷
市
瀬
戸
大
橋
架
橋
記
念
館
⽞
倉
敷
市
瀬
戸
大
橋
架
橋
記
念
館
、
一
九
八
八
年
、
五
四
・
六
六
頁
。
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（
⚔
）
張
可
永
⽛
寿
寧
木
拱
廊
橋
民
間
信
仰
之
橋
祀
研
究
⽜⽝
合
肥
工
業
大
学
学
報
⽞〈
社
会
科
学
版
〉
二
〇
二
一
年
四
期
、
一
一
六
頁
。

（
⚕
）
ジ
ョ
セ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム
／
田
中
淡
ほ
か
訳
⽝
中
国
の
科
学
と
文
明
⽞
第
一
〇
巻
〈
土
木
工
学
〉、
思
索
社
、
一
九
七
九
年
、
茅
以
升
編
⽝
中
国
古
橋
技
術
史
⽞

北
京
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
六
年
、
お
よ
び
唐
寰
澄
編
⽝
中
国
古
代
橋
梁
⽞
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
七
年
。

（
⚖
）
唐
寰
澄
編
、
前
掲
⽝
中
国
古
代
橋
梁
⽞
七
九
─
九
二
頁
。

（
⚗
）
ジ
ョ
セ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム
、
前
掲
⽝
中
国
の
科
学
と
文
明
⽞
第
一
〇
巻
、
特
に
二
〇
四
頁
、
唐
寰
澄
編
、
前
掲
⽝
中
国
古
代
橋
梁
⽞
お
よ
び
小
山
田
了
三
⽝
橋
⽞

〈
も
の
と
人
間
の
文
化
史
六
六
〉、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
一
年
、
等
、
参
照
。

（
⚘
）
ジ
ョ
セ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム
、
前
掲
⽝
中
国
の
科
学
と
文
明
⽞
第
一
〇
巻
、
二
二
六
頁
。

（
⚙
）
ニ
ー
ダ
ム
は
⽝
清
明
上
河
図
⽞
の
⽛
開
封
大
橋
⽜（⽛
虹
橋
⽜）
を
め
ぐ
っ
て
⽛
知
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
は
、
中
国
に
現
在
、
こ
の
種
の
多
角
形
状
に
跳
ね
上
が
っ

た
片
持
ち
梁
式
の
橋
は
存
在
し
な
い
⽜
と
述
べ
て
い
る
。
前
掲
⽝
中
国
の
科
学
と
文
明
⽞
第
一
〇
巻
、
二
三
一
頁
。

（
10
）
寧
徳
市
文
化
与
出
版
局
編
⽝
寧
徳
市
虹
梁
式
木
構
廊
屋
橋
考
古
調
査
与
研
究
⽞
科
学
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
〇
六
年
、
一
五
二
─
一
六
一
頁
、
沈
策
⽛
建

橋
即
建
廟
─
閩
浙
貫
木
拱
廊
橋
的
営
建
与
使
用
─
⽜⽝
河
南
教
育
学
院
学
報
⽞〈
哲
学
社
会
科
学
版
〉
二
〇
二
〇
年
一
期
、
一
七
頁
、
お
よ
び
韋
錦
城
⽛
福

建
木
拱
廊
橋
造
型
結
構
的
源
流
与
発
展
脈
略
⽜⽝
莆
田
学
院
学
報
⽞
二
〇
二
〇
年
四
期
、
六
六
─
六
七
頁
、
等
、
参
照
。

（
11
）
戴
志
堅
⽝
中
国
廊
橋
⽞
福
建
人
民
出
版
社
、
福
州
、
二
〇
〇
五
年
、
お
よ
び
寧
徳
市
文
化
与
出
版
局
編
、
前
掲
⽝
寧
徳
市
虹
梁
式
木
構
廊
屋
橋
考
古
調
査

与
研
究
⽞。

（
12
）
楊
敬
偉
⽛
松
渓
古
橋
概
述
⽜⽝
福
建
文
博
⽞
二
〇
一
〇
年
四
期
、
呉
燕
霞
⽛
廊
橋
中
的
民
間
信
仰
─
基
于
福
建
省
屛
南
県
的
田
野
調
査
─
⽜⽝
東
南
学
術
⽞

二
〇
一
二
年
五
期
、
連
明
森
⽛
徳
化
古
廊
橋
⽜⽝
中
国
文
化
遺
産
⽞
二
〇
一
五
年
五
期
、
王
建
成
⽛
閩
北
光
沢
看
古
廊
橋
⽜⽝
旅
游
⽞
二
〇
一
六
年
三
期
、
張

玉
文
⽛
福
安
古
代
橋
梁
的
類
型
与
特
徴
⽜⽝
福
建
文
博
⽞
二
〇
一
七
年
一
期
、
王
志
明
⽛
政
和
県
古
廊
橋
的
類
型
与
特
色
⽜⽝
福
建
文
博
⽞
二
〇
一
七
年
四
期
、

周
丕
鏵
⽛
閩
侯
建
古
代
木
拱
廊
橋
初
探
⽜⽝
福
建
文
博
⽞
二
〇
一
九
年
三
期
、
温
良
卿
⽛
閩
西
客
家
地
、
廊
橋
韻
味
長
─
閩
西
古
代
廊
橋
調
査
─
⽜⽝
炎
黄

地
理
⽞
二
〇
二
一
年
一
二
期
、
お
よ
び
張
可
永
、
前
掲
⽛
寿
寧
木
拱
廊
橋
民
間
信
仰
之
橋
祠
研
究
⽜
等
。

（
13
）
出
田
肇
⽝
中
国
木
造
屋
根
付
橋
⽞
地
域
環
境
研
究
所
、
一
九
九
八
年
。
な
お
、
出
田
の
著
作
と
し
て
は
⽝
日
本
の
屋
根
付
橋
─
四
国
奥
伊
予
─
⽞
地
域

環
境
研
究
所
、
一
九
九
七
年
、⽝
世
界
木
造
屋
根
付
橋
便
覧
⽞
出
田
肇
、
二
〇
〇
五
年
、
等
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
註
（
15
）
参
照
。
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（
15
）
茅
以
升
編
、
前
掲
⽝
中
国
古
橋
技
術
史
⽞、
戴
志
堅
、
前
掲
⽝
中
国
廊
橋
⽞、
寧
徳
市
文
化
与
出
版
局
編
、
前
掲
⽝
寧
徳
市
虹
梁
式
木
構
廊
屋
橋
考
古
調
査

与
研
究
⽞
の
ほ
か
、
潘
洪
萱
／
武
部
健
一
編
訳
⽝
中
国
名
橋
物
語
⽞
技
報
堂
出
版
、
一
九
八
七
年
、
李
長
傑
編
⽝
桂
北
民
間
建
築
⽞
中
国
建
築
工
業
出
版
社
、

北
京
、
一
九
九
〇
年
、
沈
策
、
前
掲
⽛
建
橋
即
建
廟
⽜、
韋
錦
城
、
前
掲
⽛
福
建
木
拱
廊
橋
造
型
結
構
的
源
流
与
発
展
脈
略
⽜
等
。

（
16
）
ま
た
、
林
思
翔
⽛
寧
化
客
家
屋
橋
⽜⽝
福
建
郷
土
⽞
二
〇
一
五
年
三
期
、
四
二
頁
、
参
照
。

（
17
）
ま
た
、
上
田
信
⽝
風
水
と
い
う
名
の
環
境
学
─
気
の
流
れ
る
大
地
─
⽞〈
図
説
中
国
文
化
百
華
〇
一
五
〉
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一

八
頁
、
参
照
。

（
18
）
王
世
懋
に
つ
い
て
は
⽝
閩
部
疏
⽞
小
序
に
⽛
歳
甲
申
、
詔
起
為
閩
督
学
使
者
⽜
と
あ
る
。
ま
た
周
亮
工
に
つ
い
て
は
、
銭
実
甫
編
⽝
清
代
職
官
年
表
⽞
第

三
冊
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
八
〇
年
、
一
七
六
二
─
一
七
六
七
頁
お
よ
び
一
九
七
八
─
一
九
七
九
頁
、
参
照
。

（
19
）
川
勝
守
⽛
東
ア
ジ
ア
石
橋
の
比
較
技
術
史
─
中
国
江
南
虹
橋
と
日
本
九
州
眼
鏡
橋
に
お
け
る
環
境
の
役
割
─
⽜⽝
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
⽞
三
九
号
、

一
九
九
四
年
、
相
田
洋
⽛
橋
と
境
界
⽜
同
⽝
橋
と
異
人
─
境
界
の
中
国
中
世
史
─
⽞
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
所
収
（
原
載
は
⽝
中
国
史
学
⽞
一
五
号
、

二
〇
〇
五
年
）。

（
20
）
川
勝
守
、
前
掲
⽛
東
ア
ジ
ア
石
橋
の
比
較
技
術
史
⽜
四
三
九
・
四
四
二
頁
。

（
21
）
相
田
洋
、
前
掲
⽛
橋
と
境
界
⽜
一
九
九
・
二
〇
三
・
二
一
五
頁
。

（
22
）
戴
志
堅
、
前
掲
⽝
中
国
廊
橋
⽞、
寧
徳
市
文
化
与
出
版
局
編
、
前
掲
⽝
寧
徳
市
虹
梁
式
木
構
廊
屋
橋
考
古
調
査
与
研
究
⽞
お
よ
び
国
家
文
物
局
編
⽝
中
国
文

物
地
図
集
・
福
建
分
冊
⽞
上
・
下
、
福
建
省
地
図
出
版
社
、
福
州
、
二
〇
〇
七
年
。
ま
た
、
註
（
12
）
の
各
論
文
を
参
照
。

（
23
）
連
明
森
、
前
掲
⽛
徳
化
古
廊
橋
⽜。

（
24
）
長
谷
川
英
男
・
伊
東
孝
・
市
古
太
郎
⽛
日
本
の
屋
根
付
き
橋
の
全
国
調
査
と
そ
の
概
要
⽜⽝
土
木
史
研
究
⽞
二
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
25
）
寧
化
県
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
稲
田
清
一
⽛
福
建
寧
化
県
⽛
黄
通
の
乱
⽜
関
係
史
跡
・
史
料
調
査
記
録
⽜⽝
甲
南
大
学
紀
要
⽞〈
文
学
編
〉
一
六
〇
号
、
二

〇
一
〇
年
、
同
⽛
福
建
省
寧
化
県
檔
案
館
所
蔵
資
料
紹
介
⽜⽝
甲
南
大
学
紀
要
⽞〈
文
学
編
〉
一
六
一
号
、
二
〇
一
一
年
、
同
⽛
謝
氏
族
譜
と
地
籍
史
料
に
つ

い
て
の
覚
え
書
き
─
福
建
省
寧
化
県
の
事
例
か
ら
─
⽜
吉
尾
寛
編
⽝
民
衆
反
乱
と
中
華
世
界
─
新
し
い
中
国
史
の
構
築
に
向
け
て
─
⽞
汲
古
書
院
、

二
〇
一
二
年
、
所
収
、
森
正
夫
⽛
民
衆
反
乱
史
研
究
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
─
明
末
清
初
福
建
省
寧
化
県
に
お
け
る
黄
通
の
抗
租
反
乱
に
即
し
て
─
⽜
吉

尾
寛
編
、
前
掲
⽝
民
衆
反
乱
と
中
華
世
界
⽞
所
収
、
お
よ
び
三
木
聰
⽛
乾
隆
年
間
の
福
建
寧
化
県
に
お
け
る
長
関
抗
租
に
つ
い
て
─
新
史
料
二
種
の
紹
介
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を
中
心
に
─
⽜
同
⽝
伝
統
中
国
と
福
建
社
会
⽞
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
所
収
（
原
載
は
吉
尾
寛
編
、
前
掲
⽝
民
衆
反
乱
と
中
華
世
界
⽞
所
収
）、
参
照
。

（
26
）
中
華
人
民
共
和
国
新
編
⽝
連
城
県
志
⽞
巻
九
、
交
通
、
第
一
章
、
線
路
、
第
三
節
、
橋
梁
、
一
、
古
橋
（
群
衆
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
三
年
、
二
八
七

頁
）。
ま
た
、
戴
志
堅
、
前
掲
⽝
中
国
廊
橋
⽞
一
〇
四
頁
で
は
⽛
始
建
⽜
が
康
煕
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）
で
、
長
さ
は
⽛
二
八
・
二
メ
ー
ト
ル
⽜
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
温
良
卿
、
前
掲
⽛
閩
西
客
家
地
、
廊
橋
韻
味
長
⽜
七
〇
頁
に
よ
れ
ば
⽛
始
建
⽜
は
明
代
の
万
暦
年
間
で
、
康
煕
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）
は
⽛
重

修
⽜
の
年
で
あ
り
、⽛
橋
長
二
八
メ
ー
ト
ル
⽜
で
あ
る
と
い
う
。

（
27
）
馬
伝
永
⽛
連
城
県
四
堡
郷
馬
屋
村
民
間
習
俗
⽜
楊
彦
杰
編
⽝
閩
西
的
城
郷
廟
会
与
村
落
文
化
⽞
国
際
客
家
学
会
・
海
外
華
人
研
究
社
・
法
国
遠
東
学
院
、

香
港
、
一
九
九
七
年
、
所
収
、
三
三
〇
頁
。

（
28
）
厦
門
大
学
閩
台
建
築
文
化
研
究
所
編
⽝
三
明
市
寧
化
県
石
壁
鎮
保
護
与
発
展
規
画
⽞
同
研
究
所
、
厦
門
、
二
〇
〇
九
年
、
二
八
頁
。

（
29
）
国
家
文
物
局
編
、
前
掲
⽝
中
国
文
物
地
図
集
・
福
建
分
冊
⽞
下
、
五
三
五
頁
、
お
よ
び
厦
門
大
学
閩
台
建
築
文
化
研
究
所
編
、
前
掲
⽝
三
明
市
寧
化
県
石

壁
鎮
保
護
与
発
展
規
画
⽞
二
五
頁
。

（
30
）
中
華
人
民
共
和
国
新
編
⽝
寧
化
県
志
⽞
巻
一
〇
、
交
通
、
第
一
章
、
陸
路
交
通
、
第
一
節
、
橋
梁
、
一
、
古
橋
（
福
建
人
民
出
版
社
、
福
州
、
一
九
九
二

年
、
二
九
三
頁
）。

（
31
）
戴
志
堅
、
前
掲
⽝
中
国
廊
橋
⽞
一
二
五
頁
。

（
32
）
林
思
翔
、
前
掲
⽛
寧
化
客
家
屋
橋
⽜
四
二
頁
。

（
33
）
戴
志
堅
、
前
掲
⽝
中
国
廊
橋
⽞
一
二
五
頁
で
は
⽛
長
さ
は
八
〇
メ
ー
ト
ル
⽜
と
さ
れ
、
林
思
翔
、
前
掲
⽛
寧
化
客
家
屋
橋
⽜
四
二
頁
で
は
⽛
全
長
六
〇
メ
ー

ト
ル
⽜
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
34
）
康
煕
⽝
寧
化
県
志
⽞
巻
二
、
土
地
部
、
津
梁
志
に
は
⽛
其
在
邑
治
之
水
西
門
者
、
曰
双
虹
橋
〈
紹
定
間
、
燬
。
淳
煕
間
、
建
、
又
圮
。
知
県
事
林
公
玉
又

建
、
又
圮
。
永
楽
間
、
又
建
又
圮
。
崇
禎
□
年
、
砌
石
為
墩
、
架
板
其
上
。
今
仍
之
〉⽜
と
書
か
れ
て
お
り
、
康
煕
県
志
の
段
階
で
橋
屋
は
存
在
し
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
明
清
時
代
に
お
け
る
福
建
の
地
方
志
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
ほ
ぼ
、
橋
梁
が
洪
水
・
大
水
に
よ
っ
て
損
壊
・
流
失
し
た
場
合
は
⽛
圮
⽜

と
、
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
場
合
は
⽛
燬
⽜
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）
康
煕
⽝
寧
化
県
志
⽞
巻
一
、
土
地
部
、
疆
域
志
に
は
⽛
其
在
県
之
東
北
九
十
里
、
為
招
賢
里
。
領
図
者
三
。
為
墟
者
一
、
曰
水
西
〈
毎
月
以
一
六
日
〉⽜
と

あ
り
、
民
国
⽝
寧
化
県
志
⽞
巻
四
、
城
市
志
二
、
坊
巷
・
墟
市
・
郷
村
に
は
⽛
其
在
県
之
東
北
九
十
里
、
為
招
賢
里
。
為
墟
者
三
、
曰
水
茜
〈
毎
月
以
一
六

伝
統
中
国
社
会
と
廊
橋
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日
〉、
曰
廟
前
〈
毎
月
以
三
八
日
〉、
曰
沿
口
〈
毎
月
以
四
九
日
〉⽜
と
あ
る
。

（
36
）
陳
利
華
⽛
試
論
閩
北
廊
橋
内
伝
承
困
境
与
廊
橋
礼
俗
的
生
命
走
向
⽜⽝
武
夷
学
院
学
報
⽞
二
〇
一
四
年
三
期
、
一
七
頁
に
は
、
閩
北
で
は
同
様
の
墟
市
が
⽛
橋

市
⽜
と
称
さ
れ
て
い
る
と
あ
り
、
ま
た
具
体
的
な
事
例
と
し
て
南
平
市
順
昌
県
の
文
昌
橋
・
万
載
橋
・
泰
亨
橋
、
建
陽
県
の
龍
鳳
橋
、
浦
城
県
の
鎮
安
橋
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
37
）
戴
志
堅
、
前
掲
⽝
中
国
廊
橋
⽞
一
二
〇
頁
。

（
38
）
本
文
四
七
頁
、［
写
真
⚘
］
参
照
。

（
39
）
な
お
、
弘
治
⽝
八
閩
通
志
⽞
巻
一
九
、
地
理
、
橋
梁
、
延
平
府
、
永
安
県
に
も
⽛
会
清
橋
⽜
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
因
み
に
雍
正
⽝
永
安
県
志
⽞

巻
二
、
疆
域
、
橋
に
は
⽛
会
清
橋
・
卓
歩
橋
〈
倶
貢
川
〉⽜
と
あ
る
の
み
で
、
道
光
⽝
永
安
県
続
志
⽞
巻
三
、
津
梁
史
に
は
橋
名
さ
え
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
40
）
中
国
科
学
院
北
京
天
文
台
編
⽝
中
国
地
方
志
聯
合
目
録
⽞
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
八
五
年
、
五
一
七
─
五
四
八
頁
。

（
41
）
⽛
記
⽜
と
い
う
文
章
に
つ
い
て
は
、
宋
代
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
梅
村
尚
樹
⽛
宋
代
学
記
の
変
遷
⽜⽝
東
洋
史
研
究
⽞
八
〇
巻
三
号
、
二
〇
二
一
年
、

参
照
。

（
42
）
崇
禎
⽝
汀
州
府
志
⽞
巻
七
、
建
置
誌
、
橋
梁
、
長
汀
に
⽛
済
川
橋
〈
麗
春
門
外
、
俗
呼
水
東
橋
。
…
…
〉⽜
と
あ
る
。

（
43
）
本
文
四
四
頁
、
参
照
。

（
44
）
乾
隆
⽝
長
汀
県
志
⽞
巻
六
、
城
池
、
橋
梁
の
⽛
太
平
橋
⽜
に
は
⽛
乾
隆
庚
子
年
、
橋
面
頽
壊
。
貢
生
葉
訓
、
独
力
重
修
⽜
と
あ
り
、
同
じ
く
⽛
恵
政
橋
⽜

に
は
⽛
乾
隆
丙
申
年
、
又
圮
。
邑
令
田
錫
元
、
議
裁
冗
款
重
建
⽜
と
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
乾
隆
⽝
長
汀
県
志
⽞
は
、
乾
隆
四
十
七
年
（
一
七
八
二
）
の

刊
行
で
あ
る
。

（
45
）
康
煕
⽝
沙
県
志
⽞
巻
四
、
経
政
志
、
橋
梁
、
祥
鳳
橋
、
田
一
儁
⽛
重
建
祥
鳳
橋
記
⽜
に
⽛
橋
凡
広
三
丈
四
尺
、
長
一
百
丈
餘
、
為
石
墩
一
十
三
座
、
為
屋

八
十
三
間
。
工
始
於
戊
寅
年
七
月
十
五
日
、
落
成
于
辛
巳
年
九
月
初
十
日
⽜
と
見
え
る
。⽛
戊
寅
年
⽜
は
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）、⽛
辛
巳
年
⽜
は
同
九
年
（
一

五
八
一
）
で
あ
る
。
ま
た
、
三
木
聰
⽛
沙
県
─
清
代
福
建
の
一
地
方
社
会
─
⽜
同
⽝
明
清
福
建
農
村
社
会
の
研
究
⽞
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇

二
年
、
所
収
（
原
載
は
⽝
史
朋
⽞
二
四
号
、
一
九
九
一
年
）、
一
一
八
─
一
一
九
頁
、
参
照
。

（
46
）
道
光
⽝
沙
県
志
⽞
巻
四
、
経
政
、
渡
橋
の
⽛
祥
鳳
橋
⽜
に
は
⽛
至
乾
隆
甲
申
、
又
為
洪
水
冲
壊
。
今
只
遺
石
墩
一
十
三
座
⽜
と
あ
り
、
民
国
⽝
沙
県
志
⽞

巻
四
、
水
利
、
橋
の
⽛
祥
鳳
橋
⽜
に
は
、
そ
の
後
の
状
況
と
し
て
⽛
歳
久
橋
不
復
建
、
石
墩
亦
崩
。
今
惟
存
一
墩
於
中
流
而
已
⽜
と
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、

─ 54 ─

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 55 ─



張
卿
雄
⽛
祥
鳳
橋
話
古
⽜
沙
県
非
物
質
文
化
遺
産
叢
書
編
纂
委
員
会
編
⽝
沙
県
掌
故
史
話
⽞
厦
門
大
学
出
版
社
、
厦
門
、
二
〇
一
七
年
、
所
収
、
一
八
七
頁

に
は
、
一
九
六
四
年
に
撮
影
さ
れ
た
一
枚
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
沙
県
城
の
南
門
付
近
か
ら
対
岸
に
か
け
て
浮
橋
と
簡
単
な
板
橋
（
桁
橋
）

と
が
途
中
で
連
結
さ
れ
た
も
の
が
架
け
ら
れ
て
お
り
、
併
せ
て
⽛
祥
鳳
橋
の
原
址
⽜
と
し
て
一
個
の
石
墩
が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）
三
木
聰
、
前
掲
⽛
沙
県
⽜
一
一
五
頁
。

（
48
）
康
煕
⽝
建
陽
県
志
⽞
巻
首
に
は
⽛
輿
地
図
⽜
と
し
て
万
暦
県
志
の
も
の
を
踏
襲
し
た
各
里
の
輿
図
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
⽛
崇
化
里
⽜
で
は
登
雲

橋
が
廊
橋
と
し
て
明
確
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
49
）
万
暦
⽝
建
陽
県
志
⽞
巻
一
、
輿
地
誌
、
橋
梁
に
⽛
雲
衢
橋
在
崇
化
里
書
坊
。
歩
雲
橋
在
書
坊
渓
尾
。
興
文
橋
在
書
坊
南
。
同
文
橋
在
書
坊
黄
墩
。
登
雲
橋

在
書
坊
石
渓
。
状
元
橋
在
書
坊
西
⽜
と
あ
る
。
建
陽
県
書
坊
に
つ
い
て
は
、
井
上
進
⽝
中
国
出
版
文
化
史
─
書
物
世
界
と
知
の
風
景
─
⽞
名
古
屋
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
お
よ
び
李
子
帰
⽛
明
代
建
陽
的
書
戸
与
書
坊
⽜⽝
香
港
大
学
中
国
研
究
所
紀
要
⽞
六
六
期
、
二
〇
一
八
年
、
等
、
参
照
。

（
50
）
嘉
靖
⽝
建
陽
県
志
⽞
巻
三
、
封
域
志
、
郷
市
の
⽛
書
市
⽜
に
は
⽛
在
崇
化
里
、
比
屋
皆
鬻
書
籍
。
天
下
客
商
、
販
者
如
織
。
毎
月
以
一
六
日
集
⽜
と
書
か

れ
て
い
る
。

（
51
）
万
暦
⽝
建
陽
県
志
⽞
巻
一
、
輿
地
誌
、
橋
梁
の
記
載
の
末
尾
近
く
に
⽛
以
上
、
橋
伍
拾
捌
座
、
現
存
⽜
と
あ
り
、
加
え
て
二
橋
名
と
各
々
の
説
明
が
あ
っ

て
、
最
後
に
⽛
以
上
、
橋
二
座
、
今
廃
⽜
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
52
）
亀
山
橋
は
、
乾
隆
⽝
将
楽
県
志
⽞
巻
首
、⽛
県
城
図
⽜
に
も
廊
橋
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
県
志
、
巻
三
、
土
地
部
、
水
利
、
橋
梁
の
⽛
亀
山
橋
⽜

に
よ
れ
ば
、
当
該
橋
は
康
煕
五
十
四
年
（
一
七
一
五
）
に
流
失
（⽛
圮
⽜）
し
た
後
に
重
建
さ
れ
、
乾
隆
十
年
（
一
七
四
五
）
と
同
十
五
年
（
一
七
五
〇
）
の

二
度
に
わ
た
っ
て
重
修
さ
れ
た
と
い
う
。

（
53
）
現
在
の
東
関
橋
に
つ
い
て
は
、
戴
志
堅
、
前
掲
⽝
中
国
廊
橋
⽞
九
一
─
九
二
頁
、
参
照
。

（
54
）
万
安
橋
に
つ
い
て
は
、
戴
志
堅
、
前
掲
⽝
中
国
廊
橋
⽞
四
五
─
四
七
頁
、
お
よ
び
寧
徳
市
文
化
与
出
版
局
編
、
前
掲
⽝
寧
徳
市
虹
梁
式
木
構
廊
屋
橋
考
古

調
査
与
研
究
⽞
一
六
─
一
八
頁
、
参
照
。

（
55
）
中
国
科
学
院
北
京
天
文
台
編
、
前
掲
⽝
中
国
地
方
志
聯
合
目
録
⽞
五
二
九
頁
、
参
照
。

（
56
）
万
暦
⽝
古
田
県
志
⽞
巻
三
、
経
略
志
、
橋
渡
の
⽛
龍
江
公
済
橋
⽜
に
は
⽛
在
横
渓
里
。
宋
時
建
、
累
石
為
墩
五
、
搆
亭
其
上
⽜
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
57
）
道
光
⽝
屛
南
県
志
⽞
巻
二
、
津
梁
に
は
⽛
長
橋
、
両
渓
相
接
、
亘
如
長
虹
。
按
古
志
、
一
名
龍
江
公
済
橋
。
宋
時
建
、
畳
石
為
墩
五
、
搆
亭
於
其
上
。
乾

伝
統
中
国
社
会
と
廊
橋

─ 56 ── 57 ─



隆
七
年
、
重
建
有
亭
⽜
と
あ
る
。

（
58
）
寧
徳
市
文
化
与
出
版
局
編
、
前
掲
⽝
寧
徳
市
虹
梁
式
木
構
廊
屋
橋
考
古
調
査
与
研
究
⽞
二
二
─
二
六
頁
、
参
照
。

（
59
）
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
一
、
地
理
志
、
橋
渡
に
は
⽛
平
政
橋
⽜
に
つ
い
て
⽛
覆
屋
三
十
二
間
⽜
と
、⽛
永
鎮
橋
⽜
に
つ
い
て
⽛
覆
屋
十
餘
楹
⽜
と
、
ま
た
⽛
披

塘
橋
⽜
に
つ
い
て
⽛
中
為
漢
寿
亭
侯
祠
⽜
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
60
）
戴
志
堅
、
前
掲
⽝
中
国
廊
橋
⽞
六
二
─
六
三
頁
、
参
照
。

（
61
）
乾
隆
⽝
閩
清
県
志
⽞
巻
二
、
津
梁
に
見
え
る
九
の
廊
橋
の
う
ち
四
橋
に
つ
い
て
⽛
有
亭
⽜
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
62
）
道
光
⽝
漳
平
県
志
⽞
巻
二
、
規
制
志
、
橋
渡
に
見
え
る
一
〇
の
廊
橋
の
う
ち
八
橋
に
つ
い
て
⽛
有
亭
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
63
）
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
一
、
地
理
志
、
橋
渡
に
は
⽛
乗
駟
橋
⽜
に
つ
い
て
⽛
宋
建
炎
間
建
、
後
廃
。
紹
興
末
、
黄
明
重
建
、
復
圮
於
水
⽜
と
書
か
れ
て
い

る
。

（
64
）
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
七
、
職
官
志
、
題
名
、
教
諭
、
明
、⽛
張
湜
⽜。

（
65
）
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
七
、
職
官
志
、
題
名
、
教
諭
、
明
、⽛
洗
文
淵
⽜。

（
66
）
崇
禎
⽝
長
楽
県
志
⽞
巻
八
、
選
挙
志
、
進
士
、
国
朝
、⽛［
成
化
］
十
七
年
〈
辛
丑
〉
王
華
榜
⽜。
ま
た
、
同
県
志
、
巻
七
、
人
物
志
、
名
臣
、
国
朝
に
は
劉

廷
選
の
伝
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
67
）
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
七
、
職
官
志
、
題
名
、
教
諭
、
明
、⽛
梁
彦
錦
⽜。

（
68
）
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
八
、
選
挙
志
、
挙
人
、
明
、⽛
嘉
靖
七
年
戊
子
科
⽜。

（
69
）
徐
民
式
の
進
士
及
第
に
つ
い
て
は
、
乾
隆
⽝
重
修
浦
城
県
志
⽞
巻
八
、
選
挙
、
科
目
、
進
士
、⽛
万
暦
八
年
庚
辰
張
懋
修
榜
⽜、
応
天
巡
撫
の
在
任
期
間
に

つ
い
て
は
、
呉
廷
燮
⽝
明
督
撫
年
表
⽞
巻
四
、
応
天
（
同
書
、
上
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
八
二
年
、
三
六
九
頁
）。
ま
た
、
濱
島
敦
俊
⽝
明
代
江
南
農
村

社
会
の
研
究
⽞
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
、
三
五
五
─
三
六
六
頁
、
参
照
。

（
70
）
高
光
国
・
潘
拱
辰
の
知
県
就
任
に
つ
い
て
は
、
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
七
、
職
官
志
、
題
名
、
知
県
、
国
朝
、⽛
高
光
国
⽜
お
よ
び
⽛
潘
拱
辰
⽜。

（
71
）
本
文
二
八
頁
、［
図
⚙
］
参
照
。

（
72
）
こ
の
記
事
に
見
え
る
⽛
邑
侯
琨
瑚
陳
公
⽜
は
知
県
陳
惟
珪
、⽛
二
尹
朱
公
⽜
は
県
丞
朱
恒
、⽛
三
尹
王
公
⽜
は
主
簿
王
之
道
、⽛
邑
尉
陸
公
⽜
は
典
史
陸
科
、

⽛
邑
博
張
公
・
葉
公
⽜
は
教
諭
張
浩
と
訓
導
葉
茂
元
で
あ
る
。
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
七
、
職
官
志
、
知
県
、
明
、
同
、
丞
、
明
、
同
、
主
簿
、
明
、
同
、
典
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史
、
明
、
同
、
教
諭
、
明
、
お
よ
び
同
、
訓
導
、
明
に
よ
る
。
な
お
、
登
雲
橋
に
つ
い
て
、
同
県
志
、
巻
一
、
地
理
志
、
橋
渡
、
橋
に
は
⽛
登
雲
橋
、
在
県

北
。
元
至
正
間
、
范
文
正
建
。
後
圮
。
明
嘉
靖
元
年
、
主
簿
邵
軾
募
建
。
万
暦
丙
子
、
魏
淶
重
建
、
有
記
。
国
朝
康
煕
五
年
、
邑
諸
生
陳
又
実
重
修
⽜
と
書

か
れ
て
い
る
。

（
73
）
魏
濬
の
科
挙
登
第
に
つ
い
て
は
、
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
八
、
選
挙
志
、
進
士
、
明
お
よ
び
同
、
挙
人
、
明
に
よ
る
。
前
者
に
よ
れ
ば
、
明
代
に
お
け
る

松
渓
県
出
身
者
の
進
士
及
第
は
僅
か
七
名
で
あ
り
、
嘉
靖
年
間
以
降
は
魏
濬
と
同
年
の
真
憲
時
の
二
名
だ
け
で
あ
る
。
魏
濬
の
伝
は
、
同
県
志
、
巻
九
、
人

物
志
、
名
臣
、
明
に
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
呉
廷
燮
、
前
掲
⽝
明
督
撫
年
表
⽞
下
、
五
四
三
頁
に
よ
れ
ば
、
魏
濬
は
天
啓
五
年
（
一
六
二
五
）
に
湖
広
巡

撫
に
就
任
し
て
い
る
。

（
74
）
田
一
儁
の
科
挙
登
第
に
つ
い
て
は
、
康
煕
⽝
大
田
県
志
⽞
巻
六
、
選
挙
、
科
甲
、
明
、⽛
田
一
儁
⽜
の
項
に
よ
る
。

（
75
）
な
お
、
当
該
史
料
に
見
え
る
⽛
兪
侯
⽜
は
、
万
暦
五
年
（
一
五
七
七
）
に
沙
県
知
県
と
し
て
就
任
し
た
兪
序
で
あ
る
。
康
煕
⽝
沙
県
志
⽞
巻
八
、
官
師
志
、

県
歴
官
表
、
明
、
神
宗
の
⽛
兪
序
⽜
の
項
に
は
⽛
諸
曁
人
。
由
恩
貢
、
五
年
任
、
論
去
。
平
易
愷
悌
、
与
民
相
安
。
督
建
祥
鳳
橋
、
民
免
病
渉
。
邑
甚
徳
之
⽜

と
書
か
れ
て
い
る
。

（
76
）
王
羽
は
、
浙
江
の
杭
州
府
仁
和
県
の
出
身
で
、
洪
武
二
十
四
年
（
一
三
九
一
）
の
進
士
、
官
は
太
常
寺
少
卿
に
至
っ
て
い
る
。
嘉
靖
⽝
仁
和
県
志
⽞
巻
八
、

科
貢
、
進
士
、
皇
明
、
お
よ
び
巻
九
、
人
物
、
宦
蹟
、
皇
明
、⽛
王
羽
⽜
の
項
。
楊
亘
は
、
建
寧
府
建
安
県
の
出
身
で
、
成
化
十
三
年
（
一
四
七
七
）
の
挙
人
、

官
は
南
京
太
僕
寺
少
卿
に
至
っ
て
い
る
。
嘉
靖
⽝
建
寧
府
志
⽞
巻
一
五
、
選
挙
上
、
郷
挙
、
明
、⽛
成
化
十
三
年
丁
酉
科
⽜
に
は
⽛
楊
晃
⽜（
原
名
）
と
そ
の

略
伝
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
77
）
陳
一
元
は
、
福
州
府
侯
官
県
の
出
身
で
、
万
暦
二
十
年
（
一
五
九
二
）
の
進
士
で
あ
る
。
当
該
〈
橋
記
〉
の
末
に
⽛
万
暦
丙
午
歳
季
秋
之
吉
、
□
進
士
第
、

文
林
郎
・
知
南
海
県
事
、
侯
官
陳
一
元
撰
文
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
、
彼
は
広
東
の
広
州
府
南
海
県
の
知
県
と
し
て
在
任
し
て
い
た
。
ま
た
何
故
、
陳
一

元
が
〈
橋
記
〉
を
撰
し
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
本
文
後
述
の
史
料
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
湯
寿
橋
重
建
に
尽
力
し
た
古
田
県
知
県
が
進
士
及

第
の
⽛
同
年
⽜
で
あ
る
王
継
祀
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
陳
一
元
の
伝
は
、
万
暦
41
⽝
福
州
府
志
⽞
巻
五
〇
、
人
物
二
、

列
伝
、
侯
官
、
明
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
78
）
李
宝
⽛
論
明
代
福
建
橋
梁
建
設
的
成
就
及
原
因
⽜⽝
福
建
文
博
⽞
二
〇
二
一
年
二
期
、
参
照
。

（
79
）
当
時
の
古
田
県
の
地
方
各
官
に
つ
い
て
は
、
乾
隆
⽝
古
田
県
志
⽞
巻
五
、
職
官
、
明
、
知
県
・
県
丞
・
主
簿
・
典
史
に
よ
る
。
な
お
、
知
県
王
継
祀
に
つ

伝
統
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社
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廊
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い
て
は
、
同
県
志
、
巻
五
、
名
宦
、
明
に
⽛
字
懋
承
、
帰
安
人
、
万
暦
辛
丑
進
士
。
令
古
田
、
政
尚
寛
厚
、
一
切
束
湿
鈎
鉅
之
術
、
挙
無
所
用
。
蓋
慈
恵
長

也
。
修
学
宮
、
治
城
濠
、
懲
金
礦
之
害
民
、
剏
橋
渡
以
利
渉
。
凡
有
益
于
民
者
、
次
第
挙
⽜
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
80
）
［
表
⚔
］
に
提
示
し
た
橋
の
全
て
が
廊
橋
で
あ
る
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
漳
州
府
海
澄
県
の
月
渓
橋
（
⑤
）・
新
橋
（
⑥
）
が
廊

橋
で
あ
る
か
は
不
詳
で
あ
る
。
特
に
月
渓
橋
は
、
崇
禎
⽝
海
澄
県
志
⽞
巻
首
、
図
、⽛
海
澄
県
図
⽜
で
は
⽛
県
城
⽜
と
⽛
学
城
⽜
の
間
に
描
か
れ
て
い
る
が
、

当
該
図
で
は
屋
根
は
付
い
て
い
な
い
。
一
六
世
紀
前
半
に
仇
英
が
張
択
端
の
も
の
を
模
し
た
と
さ
れ
る
⽝
清
明
上
河
図
⽞
は
蘇
州
お
よ
び
そ
の
近
郊
を
描
写

し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、⽛
虹
橋
⽜
の
上
で
四
軒
の
店
舗
は
個
別
に
小
屋
掛
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
月
渓
橋
の
記
事
に
見
え
る
⽛
左
右
居
民
、
架
屋
貿
易

其
上
⽜
も
個
々
の
店
舗
に
小
屋
掛
け
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
な
お
、
許
楽
安
・
崔
陟
・
李
穆
編
⽝
仇
英
／
清
明
上
河
図
⽞
文
物
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
〇
七
年
、
参
照
。

（
81
）
嘉
靖
⽝
汀
州
府
志
⽞
巻
首
、
汀
州
府
八
邑
治
所
図
、⽛
寧
化
県
図
⽜
お
よ
び
崇
禎
⽝
汀
州
府
志
⽞
誌
図
、⽛
寧
化
県
図
⽜。
な
お
、
新
編
⽝
寧
化
県
志
⽞
巻
三

一
、
文
物
、
第
一
章
、
歴
史
文
物
、
第
三
節
、
古
建
築
、
一
、
古
橋
（
福
建
人
民
出
版
社
・
福
州
、
一
九
九
二
年
、
七
八
二
頁
）
に
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に

重
修
さ
れ
た
寿
寧
橋
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
城
門
側
の
半
分
が
屋
根
の
な
い
石
拱
橋
で
あ
る
の
に
対
し
て
残
り
の
半
分
が
木
伸
臂
廊
橋
で

あ
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
特
異
な
形
態
の
橋
で
あ
っ
た
。

（
82
）
万
暦
⽝
帰
化
県
志
⽞
巻
首
、
帰
化
県
図
目
、⽛
帰
化
県
坊
郭
図
⽜
に
も
恵
利
橋
は
廊
橋
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
同
県
志
、
巻
三
、
建
置
誌
、
橋
渡

に
は
⽛
貿
易
⽜
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

（
83
）
現
在
で
も
泰
亨
橋
で
は
定
期
市
（⽛
橋
市
⽜）
が
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
註
（
36
）
参
照
。

（
84
）
康
煕
⽝
帰
化
県
志
⽞
巻
二
、
建
置
誌
、
津
梁
に
は
⽛
画
橋
、
在
城
西
二
十
五
里
柳
楊
里
⽜
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
民
国
⽝
明
渓
県
志
⽞
巻
一

〇
、
建
置
志
、
墟
市
に
も
⽛
画
橋
墟
、
在
県
西
北
二
十
五
里
。
毎
逢
二
七
日
貿
易
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
。
帰
化
県
は
民
国
二
十
二
年
（
一
九
三
三
）
に
県
名

が
明
渓
に
変
更
さ
れ
た
。

（
85
）
康
煕
⽝
漳
州
府
志
⽞
巻
三
、
疆
域
、
市
鎮
、
寧
洋
県
に
は
⽛
寧
済
橋
市
〈
在
県
南
〉。
青
雲
橋
市
⽜
と
、
乾
隆
⽝
龍
巖
州
志
⽞
巻
二
、
規
建
志
、
街
市
、
寧

洋
県
に
は
⽛
寧
済
橋
市
〈
今
廃
〉。
青
雲
橋
市
〈
毎
月
三
八
日
、
聚
貨
交
易
、
曰
墟
〉⽜
と
、
道
光
⽝
龍
巖
州
志
⽞
巻
二
、
規
制
志
、
街
市
、
寧
洋
県
、
墟
市

に
は
⽛
寧
済
橋
市
〈
今
廃
〉。
青
雲
橋
市
〈
毎
月
三
八
日
、
聚
貨
交
易
〉⽜
と
、
そ
し
て
同
治
⽝
寧
洋
県
志
⽞
巻
三
、
建
置
志
、
街
市
に
は
⽛
青
雲
橋
市
〈
毎

月
逢
三
八
日
、
聚
貨
交
易
、
名
曰
集
墟
〉。
寧
済
橋
市
〈
久
廃
〉⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
86
）
道
光
⽝
政
和
県
志
⽞
巻
二
、
建
置
志
、
津
梁
、⽛
星
渓
橋
⽜
に
は
⽛
乾
隆
五
十
六
年
、
為
洪
水
衝
塌
。
嘉
慶
五
年
、
知
県
王
宗
徽
、
以
邑
中
通
衢
、
人
皆
病

渉
、
捐
俸
倡
建
、
挙
邑
紳
魏
漢
蟜
・
秦
宗
培
・
秦
得
霈
・
孫
喬
樑
・
趙
城
瑤
・
余
大
賓
・
范
成
名
・
金
時
彦
・
楊
曰
泰
・
楊
曰
瑞
・
趙
定
功
・
范
維
陽
・
呉

学
賢
・
范
大
経
・
范
正
芳
・
劉
文
炎
等
、
勧
捐
督
建
。
閲
歳
落
成
、
費
銭
二
千
六
百
餘
緡
。
又
置
橋
店
三
十
四
間
、
毎
年
徴
租
、
以
資
修
葺
。
店
佃
逋
租
、

名
存
実
亡
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
87
）
道
光
⽝
政
和
県
志
⽞
巻
二
、
建
置
志
、
坊
郷
、
街
市
に
⽛
直
街
、
隷
陞
朝
坊
、
自
県
治
前
、
抵
南
薫
門
。
仁
美
街
、
隷
愷
悌
坊
、
自
星
渓
橋
、
抵
英
節
廟
⽜

と
あ
る
。

（
88
）
康
煕
⽝
連
城
県
志
⽞
巻
二
、
輿
地
志
、
坊
里
、
街
に
は
⽛
十
字
街
〈
譙
楼
前
。
南
通
文
川
橋
、
東
接
接
官
亭
、
西
通
福
僊
観
、
北
抵
県
治
〉。
…
…
小
街
・

水
南
街
〈
倶
県
南
文
川
橋
前
〉⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
89
）
崇
禎
⽝
汀
州
府
志
⽞
巻
一
、
方
輿
誌
、
街
市
、
郡
治
、
長
汀
に
は
⽛
水
東
街
〈
済
川
橋
東
、
直
上
接
太
平
橋
〉⽜
と
あ
り
、
ま
た
⽛
水
東
街
市
〈
済
川
橋
左
〉⽜

と
あ
る
。
乾
隆
⽝
長
汀
県
志
⽞
巻
六
、
城
池
、
街
市
に
は
⽛
水
東
街
〈
済
川
橋
東
、
上
至
太
平
橋
、
中
為
大
井
頭
。
馬
方
伯
坊
、
跨
其
中
。
今
廃
〉⽜
と
あ
り
、

ま
た
⽛
水
東
門
市
〈
即
水
東
街
市
、
在
済
川
橋
左
〉⽜
と
あ
る
。

（
90
）
王
廷
掄
⽝
臨
汀
考
言
⽞
巻
一
七
、
檄
示
、⽛
禁
米
牙
店
家
、
通
同
奸
販
、
糶
米
出
境
⽜。

（
91
）
三
木
聰
⽛
中
国
福
建
の
社
会
空
間
⽜
島
田
竜
登
編
⽝
一
六
八
三
年
─
近
世
世
界
の
変
容
─
⽞〈
歴
史
の
転
換
期
七
〉、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
所

収
、
一
七
六
─
一
八
一
頁
。

（
92
）
王
廷
掄
⽝
臨
汀
考
言
⽞
巻
一
、
碑
記
、⽛
続
成
太
平
橋
記
⽜
の
冒
頭
に
は
⽛
郡
城
東
関
登
俊
坊
之
太
平
橋
、
前
太
守
霊
寿
傅
公
浣
嵐
之
所
剏
造
也
。
是
橋
東

聯
省
会
、
西
達
豫
章
、
南
通
東
粤
、
貿
遷
有
無
者
、
往
来
假
道
焉
⽜
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
93
）
陳
旭
輝
、
前
掲
⽛
閩
北
廊
橋
的
功
能
与
特
色
⽜
七
九
頁
。

（
94
）
呉
燕
霞
、
前
掲
⽛
廊
橋
中
的
民
間
信
仰
⽜
一
九
六
頁
、
陳
旭
輝
、
前
掲
⽛
閩
北
廊
橋
的
功
能
与
特
色
⽜
七
九
頁
、
沈
策
、
前
掲
⽛
建
橋
即
建
廟
⽜
二
〇
頁
、

お
よ
び
黄
続
⽛
論
中
国
木
拱
廊
橋
建
築
的
営
造
技
藝
及
其
保
護
策
略
⽜⽝
藝
術
百
家
⽞
二
〇
一
三
年
八
期
、
八
八
頁
、
等
、
参
照
。

（
95
）
呉
燕
霞
、
前
掲
⽛
廊
橋
中
的
民
間
信
仰
⽜
一
九
七
頁
。
ま
た
、
玄
天
上
帝
に
つ
い
て
は
、
窪
徳
忠
⽝
道
教
の
神
々
⽞
平
河
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
一
五

二
─
一
五
五
頁
、
参
照
。

（
96
）
文
昌
帝
君
・
梓
潼
帝
君
・
魁
星
に
つ
い
て
は
、
窪
徳
忠
、
前
掲
⽝
道
教
の
神
々
⽞
一
六
二
─
一
六
九
頁
、
お
よ
び
二
階
堂
善
弘
⽛
文
昌
帝
君
と
書
院
─
台

伝
統
中
国
社
会
と
廊
橋
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湾
に
お
け
る
文
昌
帝
君
廟
を
例
に
─
⽜⽝
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
⽞
四
号
、
二
〇
一
一
年
、
参
照
。

（
97
）
呉
燕
霞
、
前
掲
⽛
廊
橋
中
的
民
間
信
仰
⽜
一
九
六
頁
。

（
98
）
例
え
ば
、〈
福
建
木
拱
廊
橋
文
化
の
郷
〉
と
い
わ
れ
る
寿
寧
県
に
つ
い
て
、
馮
夢
龍
の
著
作
と
し
て
有
名
な
崇
禎
⽝
寿
寧
待
志
⽞
に
は
橋
梁
の
記
載
が
な
く
、

康
煕
⽝
寿
寧
県
志
⽞
に
は
橋
梁
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
（
巻
二
、
建
置
誌
、
津
梁
）、
廊
橋
や
神
龕
・
神
仏
に
つ
い
て
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
99
）
呉
燕
霞
、
前
掲
⽛
廊
橋
中
的
民
間
信
仰
⽜
お
よ
び
張
可
永
、
前
掲
⽛
寿
寧
木
拱
廊
橋
民
間
信
仰
之
橋
祀
研
究
⽜
参
照
。

（
100
）
臨
水
夫
人
に
つ
い
て
は
、
取
り
敢
え
ず
、
葉
明
生
⽛
女
神
陳
靖
姑
の
儀
礼
と
芸
能
伝
統
⽜
野
村
伸
一
編
⽝
東
ア
ジ
ア
の
女
神
信
仰
と
女
性
生
活
⽞
慶
應
義

塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
所
収
、
お
よ
び
徐
暁
望
⽛〈
臨
水
夫
人
〉
考
⽜
同
⽝
福
建
民
間
信
仰
論
集
⽞
光
明
日
報
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
、
所

収
（
原
載
は
⽝
海
峡
両
岸
文
化
交
流
⽞
史
料
第
一
輯
、
華
藝
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
〇
年
、
所
収
）、
唐
詩
瑀
⽛
臨
水
夫
人
信
仰
研
究
─
以
地
方
史
書
・

史
料
記
載
及
伝
説
故
事
発
展
為
例
─
⽜⽝
史
匯
⽞
一
〇
期
、
二
〇
〇
六
年
、
龔
俊
文
・
陳
業
新
⽛
歴
史
景
観
地
理
視
角
下
的
明
清
福
建
臨
水
夫
人
信
仰
研
究
⽜

⽝
中
国
農
史
⽞
二
〇
二
二
年
六
期
、
等
、
参
照
。

（
101
）
徐
暁
望
、
前
掲
⽛〈
臨
水
夫
人
〉
考
⽜
二
〇
八
頁
。

（
102
）
張
可
永
、
前
掲
⽛
寿
寧
木
拱
廊
橋
民
間
信
仰
之
橋
祀
研
究
⽜
一
一
七
頁
。

（
103
）
野
村
伸
一
⽛
四
平
戯
（
そ
の
⚒
）
─
福
建
省
政
和
県
禾
洋
村
の
祭
祀
藝
術
─
⽜⽝
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
⽞〈
言
語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
三
八

号
、
二
〇
〇
七
年
、
お
よ
び
王
建
成
、
前
掲
⽛
閩
北
光
沢
看
古
廊
橋
⽜
参
照
。

（
104
）
祥
鳳
橋
・
朝
天
橋
・
恵
政
橋
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
康
煕
⽝
沙
県
志
⽞
巻
四
、
経
政
志
、
橋
梁
、⽛
祥
鳳
橋
⽜、
嘉
靖
⽝
建
陽
県
志
⽞
巻
六
、
藝
文
志

上
、
橋
梁
類
、
王
羽
⽛
重
建
朝
天
橋
記
⽜
お
よ
び
康
煕
⽝
松
渓
県
志
⽞
巻
一
〇
、
藝
文
志
、
文
、
葉
儒
⽛
重
修
恵
政
橋
記
⽜
に
よ
る
。

［
付
記
］
こ
れ
ま
で
私
が
廊
橋
の
研
究
を
進
め
る
過
程
で
、
金
沢
大
学
名
誉
教
授
持
井
康
孝
氏
よ
り
関
連
文
献
の
紹
介
か
ら
入
手
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
御
教

示
・
御
援
助
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢

─
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
代
表
⽜
楊
砥
中
伝
（
中
篇
再
続
）
─

吉

開

将

人

《
目
次
》

一
、
は
じ
め
に

二
、
研
究
動
向
と
問
題
の
所
在

三
、
郷
里
に
お
け
る
楊
砥
中
─
家
族
史
と
社
会
的
地
位

［
以
上
、
前
篇
］

四
、
黔
滇
川
三
省
境
界
地
域
の
諸
勢
力
と
現
地
社
会
の
実
状

［
前
篇
続
］

五
、
成
年
期
の
楊
砥
中
と
郷
里
の
武
装
勢
力

［
前
篇
再
続
］

六
、⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
へ
の
参
加
─
⽛
滇
川
黔
辺
区
夷
苗
代
表
⽜
の
自
称

七
、
楊
砥
中
来
渝
の
背
景
─
黔
・
滇
夷
族
土
目
の
連
帯

八
、
貴
州
当
局
と
中
央
の
警
戒
─
夷
族
エ
リ
ー
ト
の
請
願
運
動
か
ら
⽛
夷
苗
⽜
の
広
汎
な
覚
醒
へ

［
以
上
、
中
篇
］
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九
、⽛
滇
黔
川
三
省
土
司
民
衆
駐
京
代
表
⽜
─
表
舞
台
へ
の
浮
上

十
、⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
⽜
─
高
玉
柱
の
継
承
者

［
以
上
、
中
篇
続
］

十
一
、
連
帯
へ
と
向
か
う
⽛
夷
苗
⽜

─
三
つ
の
史
料
群
か
ら
見
た
一
九
四
五
年
の
政
権
中
枢
、
楊
砥
中
、⽛
夷
苗
⽜
名
士
・
青
年
［
以
下
、
本
篇
］

（
⚑
）
蔣
介
石
か
ら
楊
砥
中
へ
の
回
答
─
楊
砥
中
の
歓
喜

（
⚒
）
雲
南
省
政
府
か
ら
の
情
報
─
楊
砥
中
に
よ
る
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
が
地
方
に
与
え
た
波
紋

（
⚓
）
選
挙
総
事
務
所
か
ら
の
報
告
─
楊
砥
中
を
取
り
巻
く
⽛
夷
苗
⽜
名
士
群
像

（
⚔
）
選
挙
総
事
務
所
報
告
が
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
─
楊
砥
中
を
取
り
巻
く
⽛
夷
苗
⽜
青
年
群
像
と
そ
の
周
辺

十
二
、⽛
国
大
代
表
⽜
─
制
憲
国
民
大
会
へ
の
参
加

［
以
下
、
後
篇
］

十
三
、
国
共
内
戦
─
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
⽛
夷
苗
⽜
の
領
袖

十
四
、
西
昌
戦
役
と
楊
砥
中
─
公
署
委
員
と
し
て
夷
族
⽛
起
義
⽜
頭
人
に
保
護
さ
れ
る

十
五
、
一
九
五
〇
年
の
三
省
境
界
地
域
─
西
南
⽛
剿
匪
⽜
と
楊
砥
中
の
縁
故
者
た
ち

十
六
、
北
京
・
成
都
に
お
け
る
楊
砥
中
の
足
跡

十
七
、
結
論
─
⽛
夷
苗
⽜
の
連
帯
と
分
断

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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十
一
、
連
帯
へ
と
向
か
う
⽛
夷
苗
⽜

─
三
つ
の
史
料
群
か
ら
見
た
一
九
四
五
年
の
政
権
中
枢
、
楊
砥
中
、⽛
夷
苗
⽜
名
士
・
青
年

本
研
究
で
は
、
非
漢
民
族
（
中
国
少
数
民
族
）
の
集
住
す
る
西
南
中
国
に
お
い
て
二
十
世
紀
前
半
に
民
族
運
動
の
中
核
的
役
割
を
果
た

し
た
貴
州
省
の
夷
族
（
現
彝
族
）
エ
リ
ー
ト
の
楊
砥
中
と
い
う
人
物
に
注
目
し

（
⚑
）、

こ
れ
ま
で
歴
史
に
埋
没
し
て
き
た
こ
の
人
物
の
事
跡
と

西
南
中
国
民
族
運
動
の
歴
史
を
、
中
国
近
代
史
の
一
部
と
し
て
掘
り
起
こ
す
試
み
を
続
け
て
き
た
。

伝
統
的
世
襲
土
司
家
系
（
且
蘭
（
扯
勒
）
楊
氏
）
後
裔
と
し
て
出
生
し
た
楊
砥
中
は
、
中
国
共
産
党
（
以
下
⽛
中
共
⽜）
の
中
国
工
農
紅

軍
（
以
下
⽛
紅
軍
⽜）
の
通
過
（
長
征
）
を
契
機
に
、
黔
（
貴
州
省
）・
滇
（
雲
南
省
）・
川
（
四
川
省
）
境
界
地
域
（
以
下
⽛
三
省
境
界
地

域
⽜）
の
実
力
者
の
一
人
と
し
て
、
蔣
介
石
（
中
正
）
派
遣
の
中
央
軍
と
接
点
を
持
つ
に
至
っ
た

（
⚒
）。

そ
の
後
、
元
々
は
首
都
南
京
で
始
動
し

た
西
南
中
国
各
地
の
⽛
夷
苗
⽜（
現
彝
族
・
苗
族
な
ど
西
南
中
国
の
各
種
非
漢
民
族
を
包
括
し
た
当
時
の
総
称
）
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
政

権
中
枢
へ
の
請
願
運
動
（
以
下
⽛⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
⽜）
の
影
響
が
日
中
戦
争
下
で
貴
州
に
及
ぶ
と
、
楊
砥
中
は
そ
の
刺
激
を
受
け
、
郷

里
を
離
れ
て
重
慶
に
入
り
、
一
九
三
八
年
九
月
以
後
、
請
願
運
動
の
一
員
と
し
て
、
他
地
域
出
身
の
夷
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
と
共
に
積
極
的

な
活
動
を
展
開
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
抗
戦
下
で
西
南
中
国
が
蔣
介
石
政
権
の
生
命
線
と
な
る
こ
と
で
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
へ
の
関
心
は
、

政
界
・
社
会
に
お
い
て
高
ま
り
を
見
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
運
動
の
中
核
で
あ
っ
た
高
玉
柱
が
一
九
四
二
年
に
急
逝
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

後
継
者
の
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、高
玉
柱
の
生
前
か
ら
彼
ら
の
駐
京
代
表
と
し
て
重
慶
で
頭
角
を
現
し
つ
つ
あ
っ
た
楊
砥
中
で
あ
っ
た
。

彼
が
三
省
境
界
地
域
の
苗
族
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
中
核
で
あ
っ
た
石
門
坎
の
地
に
、
他
の
⽛
夷
苗
⽜
エ
リ
ー
ト
た
ち
と
協
力
し
合
っ
て
⽛
西
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南
辺
疆
私
立
石
門
坎
初
級
中
学
⽜
を
設
立
し
た
の
は
、
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
以
後
楊
砥
中
は
、
急
逝
し
た
高
玉
柱
の
事
業
を
継
承

し
、
西
南
中
国
各
地
を
舞
台
に
実
力
者
・
篤
志
家
・
実
業
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
し
て
一
九
四
五
年
一
月
、
楊
砥
中
は
⽛
西
南
辺
疆
土

司
民
衆
駐
京
代
表
⽜
を
名
乗
り
、
単
独
で
蔣
介
石
に
面
会
し
て
、
近
年
の
自
ら
の
実
績
を
報
告
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
彼

が
試
み
た
の
は
⽛
国
民
大
会
代
表
⽜
の
定
員
の
中
に
二
十
名
の
⽛
西
南
辺
疆
土
司
夷
苗
代
表
⽜
の
枠
を
設
け
る
と
い
う
、⽛
夷
苗
⽜
参
政
要

求
で
あ
っ
た

（
⚓
）。

⽛
国
民
大
会
⽜
と
は
、
憲
法
を
制
定
し
て
中
央
の
統
治
権
を
行
使
す
る
民
意
機
関
で
、
そ
こ
に
お
い
て
ま
ず
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
憲

法
の
下
で
全
国
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
政
権
は
民
選
政
府
に
移
譲
さ
れ
て
、
建
国
大
業
が
完
成
さ
れ
る
、
と
い
う
構
想
を
孫
文
が
か
つ
て
提

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
過
渡
段
階
の
政
治
体
制
で
あ
る
中
国
国
民
党
（
以
下
⽛
国
民
党
⽜）
一
党
独
裁
の
⽛
訓
政
⽜
は
、
憲
法
制
定
の
た
め

の
国
民
大
会
（
制
憲
国
民
大
会
）
を
開
催
し
て
国
民
の
代
表
が
憲
法
を
制
定
す
る
こ
と
を
も
っ
て
終
了
し
、
中
華
民
国
の
政
治
体
制
は
以

後
⽛
憲
政
⽜
へ
と
移
行
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
国
民
大
会
は
、
実
際
に
は
抗
戦
勝
利
か
ら
一
年
あ
ま
り
を
経
た
一
九
四
六
年
に
首
都
南
京

で
よ
う
や
く
開
催
の
運
び
と
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
以
前
、
実
に
一
九
三
五
年
か
ら
何
度
も
召
集
が
予
告
さ
れ
な
が
ら
延
期

を
重
ね
て
き
た
の
で
あ
る

（
⚔
）。

⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
の
中
で
参
政
要
求
自
体
は
、
そ
の
運
動
初
期
の
一
九
三
六
年
か
ら
国
民
大
会
を
目
標
と
し
て
明
確
に
存
在
し
続
け
て

き
た

（
⚕
）。

そ
し
て
抗
戦
後
の
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け
て
の
時
期
に
な
る
と
、
西
南
中
国
各
地
の
広
汎
な
⽛
夷
苗
⽜
エ
リ
ー
ト

た
ち
に
と
っ
て
も
、
憲
法
制
定
の
た
め
の
国
民
大
会
に
自
ら
の
代
表
者
を
送
り
出
す
こ
と
が
優
先
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る

（
⚖
）。

こ
の
過
程
で
、⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
は
、
単
な
る
請
願
運
動
の
枠
を
越
え
、
広
く
連
帯
し
て
自
民
族
の
権
益
を
中
央
に
訴
え
る
⽛
夷
苗
⽜

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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民
族
運
動
と
し
て
の
性
質
を
見
せ
始
め
る
。
重
要
な
の
は
、
一
九
四
五
年
一
月
に
蔣
介
石
と
の
面
会
を
実
現
し
た
楊
砥
中
が
生
み
出
し
た

波
紋
が
そ
の
要
因
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

以
下
、
一
九
四
五
年
に
記
録
さ
れ
た
三
つ
の
史
料
群
、
す
な
わ
ち
楊
砥
中
に
よ
る
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
に
対
す
る
蔣
介
石
か
ら
の
回
答
、

雲
南
省
か
ら
政
権
中
枢
に
寄
せ
ら
れ
た
報
告
、お
よ
び
国
民
大
会
の
選
挙
機
関
か
ら
政
権
中
枢
に
寄
せ
ら
れ
た
報
告
を
軸
に
検
討
を
試
み
、

⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
の
後
継
者
と
し
て
蔣
介
石
と
の
面
会
を
果
た
し
た
楊
砥
中
が
、
長
ら
く
基
盤
と
し
た
三
省
境
界
地
域
の
辺
境
社
会
だ
け

で
は
な
く
、
苗
族
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
広
汎
に
展
開
す
る
西
南
中
国
各
地
に
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を

背
景
と
し
て
成
起
し
た
⽛
夷
苗
⽜
民
族
運
動
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
い

（
⚗
）。

（
⚑
）
蔣
介
石
か
ら
楊
砥
中
へ
の
回
答
─
楊
砥
中
の
歓
喜

一
九
四
五
年
一
月
二
二
日
朝
、
楊
砥
中
は
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
⽜
を
自
称
し
て
、
重
慶
で
蔣
介
石
に
面
会
し
、
報
告
と
陳

情
を
行
っ
た
。
前
稿
で
は
、
こ
の
面
会
に
際
し
て
楊
砥
中
が
用
意
し
て
同
月
二
十
日
に
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
に
提
出
し

た
⽛
摘
要
（
レ
ジ
ュ
メ

（
⚘
））⽜

に
注
目
し
、
そ
の
内
容
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
高
玉
柱
の
死
後
、
一
九
四
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
楊
砥
中
の
動

静
に
つ
い
て
多
く
の
史
実
を
明
ら
か
に
し
た
。

楊
砥
中
に
関
す
る
⽛
案
件
⽜
の
檔
案
を
専
ら
収
録
す
る
⽛
案
巻
（
文
書
フ
ァ
イ
ル
）⽜
は
、
管
見
の
限
り
、
計
二
巻
存
在
す
る
が

（
⚙
）、

本
⽛
摘

要
⽜
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
、〈
西
南
辺
政
〉
の
案
巻
に
収
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
案
巻
に
は
、
当
該
史
料
に
続
い
て
少
な
か
ら
ず
の
関

連
史
料
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
史
料
群
に
よ
っ
て
、
楊
砥
中
の
蔣
介
石
と
の
面
会
そ
の
も
の
に
加
え
、
そ
れ
に
起
因
し
た
以
後

の
展
開
も
ま
た
明
ら
か
に
な
る
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
見
て
み
よ
う
。
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面
会
の
際
の
陳
情
内
容
に
対
し
、
同
年
三
月
十
三
日
に
な
り
、
楊
砥
中
に
以
下
の
回
答
が
蔣
介
石
の
名
義
で
送
ら
れ
て
い
る
。

楊
砥
中
君
：〔
一
九
四
五
年
〕
一
月
二
十
日
の
報
告
〔
摘
要
〕
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
結
果
を
示
し
ま
す
。

（
一
）
要
請
の
第
一
項
、
国
民
大
会
の
代
表
の
中
に
西
南
辺
疆
土
司
夷
苗
代
表
の
定
員
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
民
大
会
代

表
の
選
出
は
、
省
ご
と
に
行
う
の
が
主
で
あ
り
、
変
更
で
き
な
い
が
、
辺
境
人
民
〔⽛
夷
苗
⽜〕
の
代
表
に
配
分
す
る
た
め
に
、
す
で

に
内
政
部
に
命
じ
、〔⽛
夷
苗
⽜〕
所
属
の
各
省
の
〔
区
域
選
挙
枠
と
し
て
〕
規
定
さ
れ
た
〔
各
省
〕
定
員
内
で
、
運
用
し
て
配
分
す
る

こ
と
に
つ
い
て
斟
酌
す
る
よ
う
検
討
さ
せ
て
い
ま
す
。（
二
）
要
請
の
第
二
項
、〔
川
滇
東
路
〕
民
衆
護
路
指
揮
へ
の
任
命
に
つ
い
て

は
、
先
例
が
な
く
、
許
可
で
き
ま
せ
ん
。（
三
）
要
請
の
第
三
項
、
辺
境
の
現
地
事
情
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、〔
当
事
者
は
〕
地
方
に

お
い
て
は
省
や
県
の
政
府
に
連
絡
し
、
も
し
特
殊
な
案
件
な
ら
、
中
央
に
報
告
し
て
、
内
政
部
に
連
絡
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
っ
て
、

特
別
に
機
関
を
設
け
た
り
専
門
家
を
指
名
し
た
り
し
て
連
絡
さ
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
四
）
要
請
の
第
四
項
、
陸
大
〔
陸
軍
大

学
〕
お
よ
び
政
大
〔
中
央
政
治
学
校
大
学
部
〕
の
両
校
に
、
毎
学
期
、
資
格
と
学
歴
を
も
つ
〔⽛
夷
苗
⽜
学
生
〕
二
人
を
推
薦
入
学
さ

せ
て
訓
練
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
陸
大
に
入
学
す
る
人
員
は
、
す
で
に
〔
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
〕
軍
令
部
に
電
報
を
送
り
、
西

北
地
域
〔
非
漢
民
族
〕
の
優
待
方
法
に
準
じ
て
処
理
す
る
よ
う
に
さ
せ
て
お
り
、
政
校
に
推
薦
す
る
人
員
も
、
す
で
に
当
該
学
校
の

程
〔
天
放
〕
教
育
長
に
伝
え
、
優
待
方
法
を
検
討
さ
せ
て
い
ま
す
。
回
答
を
待
っ
て
そ
れ
に
従
う
よ
う
に
。〔
蔣
〕
中
正
。
寅
〔
三
月
〕

元
〔
十
三
日
〕。〔
軍
事
委
員
会
委
員
長
〕
侍
従
室
秘
書

（
10
）【

写
真
⚑
】。

四
項
目
の
う
ち
、
公
職
の
任
命
、
担
当
機
関
の
設
置
や
担
当
者
の
指
名
に
つ
い
て
は
拒
否
さ
れ
た
も
の
の
、
国
民
大
会
へ
の
参
政
要
求

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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に
つ
い
て
は
検
討
継
続
が
明
言
さ
れ
、
ま
た
⽛
夷
苗
⽜
学
生
の
進
学
要
求
に
至
っ
て
は
実
現
に
向
か
う
段
取
り
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

早
速
彼
は
蔣
介
石
に
宛
て
、⽛（
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
）
駐
京
代
表
⽜
名
義
で
、
同
年
三
月
二
九
日
に
以
下
の
内
容
の
返
信
を
し
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
。

閣
下
か
ら
の
〔
民
国
〕
三
四
〔
一
九
四
五
〕
年
三
月
十
三
日
の
⽛
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
〔
快
郵
〕
代
電
⽜
を
拝
受
し
ま
し
た

（
原
文
省
略
）。
ご
指
示
を
拝
読
し
、
深
く
感
動
し
ま
し
た
。
西
南
中
国
の
辺
境
同
胞
を
代
表
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
辺

境
各
地
の
土
司
民
衆
に
〔
指
示
内
容
を
〕
伝
達
す
る
と
と
も
に
、
閣
下
の
お
考
え
を

踏
ま
え
、
内
政
部
お
よ
び
辺
境
教
育
を
主
管
す
る
機
関
〔
教
育
部
〕
と
頻
繁
に
連
絡

す
る
た
め
、
辺
境
事
務
を
行
う
便
宜
か
ら
、
従
前
の
徳
興
里
十
六
号
所
在
の
〔
西
南

辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
〕
駐
渝
辦
事
処
を
、
ひ
と
ま
ず
本
市
〔
重
慶
中
心
部
の
〕

民
権
路
五
十
号
に
移
転
し
て
正
式
に
仕
事
を
始
め
ま
す
の
で
、
今
後
の
全
て
の
指
示

文
書
は
、
当
該
住
所
に
お
届
け
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
内
政
部
・
軍
令

部
・
中
央
政
治
学
校
に
、
そ
れ
ぞ
れ
書
面
で
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
三
月
二
十
五
日
の

⽛
侍
秘
字
第
二
七
〇
七
一
号
函
⽜
を
拝
受
し
、⽛
中
央
政
治
学
校
は
、
辺
疆
学
生
〔⽛
夷

苗
⽜
学
生
〕
に
対
し
、
事
情
を
斟
酌
し
、
特
別
に
入
学
基
準
を
引
き
下
げ
ま
す
が
、

試
験
は
必
ず
受
け
て
も
ら
い
ま
す
⽜
と
の
こ
と
。〔
こ
れ
を
受
け
て
〕
辦
事
処
は
ま
ず

〔
推
薦
候
補
の
〕
選
考
を
行
い
、
候
補
者
の
人
数
を
二
倍
〔
四
名
〕
に
増
や
し
て
、
正
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式
に
推
薦
し
て
試
験
を
受
け
さ
せ
、
割
り
当
て
定
員
〔
二
名
〕
を
優
待
入
学

さ
せ
て
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
…
…
謹
ん
で
蔣
委
員
長
に

申
し
上
げ
ま
す
。
駐
京
代
表
楊
砥
中

（
11
）【

写
真
⚒
】。

こ
こ
に
言
う
⽛
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
代
電
⽜
が
上
掲
の
蔣
介
石
か
ら
の
回

答
を
指
す
の
は
疑
い
な
い
。
楊
砥
中
の
喜
び
と
そ
の
⽛
前
の
め
り
⽜
な
姿
勢
が
う

か
が
え
よ
う
。
彼
は
蔣
介
石
か
ら
の
回
答
を
受
け
、
た
だ
ち
に
自
ら
が
当
事
者
と

な
っ
て
、
選
挙
問
題
で
内
政
部
と
、
進
学
問
題
で
教
育
関
連
機
関
と
、
そ
れ
ぞ
れ
交
渉
に
入
ろ
う
と
し
、
そ
の
た
め
に
辦
事
処
の
移
転
ま

で
決
め
て
い
た
。
さ
ら
に
進
学
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
は
別
に
三
月
二
五
日
侍
従
室
か
ら
受
け
取
っ
た
回
答
⽛
侍
秘
字
第
二
七
〇
七

一
号
函
⽜
を
踏
ま
え
、
推
薦
人
員
の
選
考
作
業
に
い
ち
早
く
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
礼
状
は
、
そ
こ
ま
で
の
経
緯
を

ま
と
め
て
報
告
し
た
た
め
、
蔣
介
石
の
回
答
を
受
領
し
て
か
ら
二
週
間
以
上
遅
れ
、
三
月
二
九
日
に
発
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
理
解

さ
れ
る
。

（
⚒
）
雲
南
省
政
府
か
ら
の
情
報
─
楊
砥
中
に
よ
る
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
が
地
方
に
与
え
た
波
紋

以
上
の
政
権
中
枢
と
の
こ
う
し
た
や
り
取
り
を
踏
ま
え
、
楊
砥
中
は
西
南
中
国
各
地
に
向
け
て
積
極
的
な
活
動
に
動
き
出
し
た
と
見
ら

れ
る
。
こ
れ
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
楊
砥
中
を
主
題
と
し
た
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
も
う
一
つ
、〈
黔
民
楊
砥
中
擅
設
辦
事
処
〉
所
収

の
一
九
四
五
年
に
雲
南
省
政
府
か
ら
政
権
中
枢
に
寄
せ
ら
れ
た
史
料
群
で
あ
る
。

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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楊
砥
中
に
よ
る
各
地
へ
の
伝
達

そ
の
中
の
一
つ
、⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
致
辺
疆
父
老
書
（
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
が
辺
境
地
域
の
有

力
者
た
ち
に
送
る
書
状
）⽜
の
以
下
の
内
容
は
、
問
題
を
読
み
解
く
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
を
提
供
す
る
。

わ
た
く
し
が
、
わ
が
西
南
辺
境
同
胞
〔
辺
胞
／
辺
民
＝
⽛
夷
苗
⽜〕
の
委
託
を
受
け
て
以
来
、〔
辺
胞
の
〕
民
意
を
代
表
し
、
辺
境

の
現
実
を
陳
情
し
て
十
年
に
な
り
ま
す
。
…
…
今
年
十
一
月
十
二
日
に
〔
国
民
党
に
よ
る
訓
政
を
終
え
て
〕
人
民
に
政
権
を
奉
還
し

〔
憲
政
に
移
行
し
〕、
国
民
代
表
大
会
〔
国
民
大
会
〕
を
開
催
す
る
と
、
す
で
に
最
高
領
袖
〔
蔣
介
石
〕
が
発
表
し
ま
し
た
が
、
…
…

わ
が
辺
胞
た
ち
は
…
…
大
会
の
重
要
性
を
知
ら
ず
、
大
会
に
参
加
し
て
政
治
に
関
与
す
る
機
会
も
持
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
わ
た

く
し
は
政
府
に
繰
り
返
し
政
府
に
陳
情
し
、
辺
胞
の
代
表
数
十
名
が
大
会
に
出
席
し
て
辺
民
の
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
を
認
め
、
辺

境
を
良
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
求
め
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
召
さ
れ
て
重
慶
に
出
向
き
拝
謁
し
た
際
、
領
袖
に
対
面
し
て
申
し
入

れ
、
懇
願
し
た
と
こ
ろ
、
軍
事
委
員
会
の
〔
民
国
〕
三
十
四
年
三
月
十
三
日
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
代
電
で
…
…
回
答
を
受
け
取

り
、
…
…
辺
胞
を
代
表
し
て
、
最
高
領
袖
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
内
政
部
に
対
し
て
、
各
省
に
割
り
当
て
る
辺
胞
の
定
員

を
確
定
し
、
各
省
に
伝
達
し
て
そ
れ
に
従
っ
て
割
り
当
て
て
人
選
さ
せ
る
よ
う
、
書
面
で
申
し
入
れ
ま
し
た
。
事
は
民
族
〔
辺
胞
〕

の
将
来
の
生
き
残
り
戦
略
に
関
係
し
、
貴
殿
は
人
徳
と
名
望
の
高
い
方
と
日
頃
か
ら
わ
た
く
し
は
崇
敬
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
と

も
辺
民
を
指
導
し
て
参
選
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
ま
た
領
袖
〔
蔣
介
石
〕
に
〔
辺
胞
へ
の
〕
優
遇
の
ご
高
配
に
感
謝

を
〔
貴
殿
か
ら
〕
お
伝
え
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
わ
た
く
し
の
〔
西
南
辺
疆
民
衆
駐
京
代
表
〕
駐
渝
辦
事
処
と
密
接
に
連
携
し
て
〔
辺

民
候
補
者
の
〕
人
選
を
進
め
、〔
国
民
〕
大
会
の
開
会
時
に
わ
が
辺
胞
の
代
表
が
出
席
し
て
発
言
で
き
る
よ
う
に
お
取
り
計
ら
い
い
た

─ 70 ─

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 71 ─



だ
き
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
諸
々
に
成
果
が
あ
れ
ば
、
将
来
諸
々
に
裨
益
し
、
辺
民
参
政
と
自
主
自
治
の
基
礎
を
切

り
開
く
で
し
ょ
う
。
絵
空
事
と
は
決
し
て
思
わ
な
い
で
下
さ
い
。
辺
胞
青
年
の
人
材
養
成
に
つ
い
て
は
、
…
…
わ
が
辺
境
の
青
年
た

ち
の
中
で
、
向
上
心
の
あ
る
者
は
み
な
〔
わ
た
く
し
の
西
南
辺
疆
民
衆
駐
京
代
表
〕
駐
渝
辦
事
処
、
お
よ
び
各
省
区
通
訊
処
に
書
面

で
申
し
出
て
も
ら
い
、〔
入
学
〕
期
日
前
に
推
薦
作
業
が
終
わ
る
よ
う
に
し
ま
す
（
駐
渝
辦
事
処
、
各
省
区
通
訊
処
の
住
所
、
お
よ
び

〔
各
処
〕
常
駐
責
任
者
は
附
表
を
参
照
）。
事
は
わ
が
辺
民
す
べ
て
の
生
き
残
り
戦
略
に
関
係
し
ま
す
の
で
、〔
わ
が
辺
胞
〕
一
人
一
人

が
奮
起
し
、
皆
が
考
え
て
努
力
し
合
い
、
共
に
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
上
、
書
面
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
査

収
の
上
、
関
係
す
る
同
胞
た
ち
に
伝
達
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。〔
雲
南
省
政
府
民
政
庁
〕
庁
長
陸
子
安
先
生
。
西
南

辺
疆
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
。
三
月
十
六
日
（〔
軍
事
委
員
会
〕
委
員
長
〔
蔣
介
石
〕
拝
謁
時
の
略
報
内
容
お
よ
び
回
答
代
電
一
通
を

添
付

（
12
））。

陸
崇
仁
（
子
安
）
は
、
雲
南
省
巧
家
県
（
現
昭
通
市
巧
家
県
）
出
身
の
夷
人
（
現
彝
族
）
で
、
昭
通
同
郷
夷
人
の
雲
南
省
政
府
主
席
龍

雲
の
統
治
下
の
雲
南
省
に
あ
っ
て
、
省
財
政
庁
庁
長
な
ど
省
政
府
の
理
財
関
係
の
要
職
を
歴
任

し
、
一
九
四
三
年
六
月
以
来
、
省
政
府
民
政
庁
庁
長
の
任
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る

（
13
）【

写
真
⚓
】。

当
時
、
彼
は
民
政
庁
庁
長
と
し
て
省
辺
境
の
開
発
に
並
外
れ
た
関
心
を
持
ち
、
様
々
な
実
践
を

試
み
よ
う
と
す
る
強
い
熱
意
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
14
）。

本
書
状
に
お
い
て
、
楊
砥
中
の
主
た
る
関
心
は
国
民
大
会
に
向
け
ら
れ
、
そ
こ
に
辺
境
同
胞

（
辺
民
＝
⽛
夷
苗
⽜）
の
代
表
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
中
心
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
、

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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⽛
辺
民
参
政
と
自
主
自
治
の
基
礎
を
切
り
開
く
⽜
も
の
で
あ
る
と
そ
の
意
義
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
代
表
選
出
問
題
に
関
し
、
必
ず
し
も
自
己
の
存
在
を
主
張
す
る
具
体
的
文
言
は

含
ま
れ
な
い
が
、
自
ら
が
主
導
す
る
⽛
西
南
辺
疆
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
⽜
と
陸
崇

仁
と
が
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
へ
の
期
待
が
示
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
実
際
に
は
楊

砥
中
本
人
へ
の
支
持
が
陸
崇
仁
に
対
し
て
求
め
ら
れ
て
い
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
書
状
を
受
け
取
っ
た
陸
崇
仁
は
、
こ
れ
を
問
題
視
し
て
民
政
庁
名
義
で
雲
南
省
政
府

に
報
告
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
楊
砥
中
は
⽛
西
南
土
司
代
表
⽜
の
名
義
で
来
庁
し
て
面

会
を
求
め
、⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
代
表
⽜
名
義
の
⽛
発
辺
疆
致
父
老
書
⽜
を
印
刷
し
て
民

政
庁
に
送
っ
て
き
た
と
い
う

（
15
）。

前
掲
の
書
状
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
致

辺
疆
父
老
書
⽜
は
、
ま
さ
に
そ
の
⽛
写
し
⽜
な
の
で
あ
る
。

こ
の
⽛
写
し
⽜
そ
の
も
の
に
は
⽛
三
月
十
六
日
⽜
と
い
う
日
付
し
か
見
え
な
い
が
、
民

政
庁
か
ら
報
告
を
受
け
た
雲
南
省
政
府
が
一
九
四
五
年
八
月
十
三
日
に
中
央
の
内
政
部
に

そ
れ
を
転
送
し
て
き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
か
ら

（
16
）、⽛

一
九
四
五
年
三
月
十
六
日
⽜
の
書
状

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
蔣
介
石
か
ら
回
答
が
示
さ
れ
た
わ
ず
か
三

日
後
に
、
楊
砥
中
は
そ
の
内
容
を
雲
南
の
陸
崇
仁
に
速
報
し
、
楊
砥
中
と
同
じ
三
省
境
界

地
域
出
身
の
辺
境
同
胞
（⽛
辺
胞
⽜）
で
あ
る
彼
を
通
じ
、
雲
南
各
地
の
有
力
者
た
ち
（⽛
辺

疆
父
老
⽜）
に
さ
ら
な
る
情
報
伝
達
を
依
頼
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
楊
砥
中
の
喜
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び
の
大
き
さ
と
行
動
の
迅
速
さ
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
書
状
に
は
、
文
中
で
言
及
さ
れ
る
辺
境
同
胞
の
人
材
養
成
問
題
に
関
係
し
、
進
学
を
希
望
す
る
青
年
た
ち
の
連
絡
先
と
し
て
、
自
ら

が
主
宰
す
る
⽛
駐
渝
辦
事
処
⽜
お
よ
び
西
南
中
国
各
地
の
⽛
各
省
区
通
訊
処
⽜
責
任
者
を
示
し
た
一
覧
表
が
添
付
さ
れ
て
い
る
【
写
真
⚔
】。

設
置
地
点
は
い
ず
れ
も
⽛
夷
苗
⽜
の
集
住
地
で
あ
り
、
責
任
者
は
い
ず
れ
も
各
地
を
代
表
す
る
⽛
夷
苗
⽜
エ
リ
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
人

物
で
あ
る

（
17
）。

こ
れ
ら
の
拠
点
が
実
在
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
疑
う
べ
き
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
れ
が
こ
の
当
時
の
楊
砥
中
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
反
映
し
て
お
り
、
自
ら
の
人
脈
を
誇
示
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
そ
し
て
楊
砥
中
か

ら
の
速
報
は
、
陸
崇
仁
一
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
人
物
に
も
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
ま
た
各
地
の
関
係
者
た
ち
に
広
く
伝
え
ら
れ

た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

影
響
と
し
て
の
重
慶
在
住
⽛
苗
夷
⽜
青
年
の
参
政
要
求

こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
の
は
、
雲
南
省
政
府
が
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
致
辺
疆
父
老
書
⽜
と
と
も
に
内
政
部
に
転
送

し
た
も
う
一
つ
の
文
書
、⽛
毛
臣
忠
等
原
呈
（
毛
臣
忠
ら
の
呈
文
の
原
文
）⽜
の
以
下
の
内
容
で
あ
る
。

苗
夷
民
族
の
国
民
大
会
代
表
に
つ
い
て
、
す
で
に
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
代
表
の
楊
砥
中
が
国
民
政
府
主
席
に
呈
文
で
要
請
し
て
、

軍
事
委
員
会
の
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
代
電
を
受
け
取
り
、
そ
こ
に
は
、⽛
…
…

マ

マ

（
一
）
要
請
の
第
一
項
、
国
民
大
会
の
代
表
の
中

に
西
南
辺
疆
土
司
夷
苗
代
表
の
定
員
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
民
大
会
代
表
の
選
出
は
、
省
ご
と
に
行
う
の
が
主
で
あ
り
、

変
更
で
き
な
い
が
、
辺
境
人
民
〔⽛
夷
苗
⽜〕
の
代
表
に
配
分
す
る
た
め
に
、
す
で
に
内
政
部
に
命
じ
、〔⽛
夷
苗
⽜〕
所
属
の
各
省
の
〔
区

⽛
夷
苗
⽜
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域
選
挙
枠
と
し
て
〕
規
定
さ
れ
た
〔
各
省
〕
定
員
内
で
、
運
用
し
て
配
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
斟
酌
す
る
よ
う
検
討
さ
せ
て
い
ま
す
。

（
二
）（
三
）
…
…

マ

マ

⽜
と
い
う
指
示
が
あ
り
、
選
出
派
遣
が
許
可
さ
れ
た
次
第
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
雲
南
の
私
た
ち
苗
夷
人
民
は

人
口
七
百
万
人
あ
ま
り
で
、
憲
法
草
案
〔
五
五
憲
草
〕
が
規
定
し
て
い
る
人
口
五
十
万
人
ご
と
に
一
名
の
代
表
を
選
出
す
る
と
い
う

比
率
か
ら
す
れ
ば
、
私
た
ち
〔
雲
南
の
〕
苗
夷
族
の
民
衆
は
、
少
な
く
と
も
代
表
十
四
名
を
選
出
す
べ
き
で
す
。
こ
の
十
四
名
の
中

で
〔
そ
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
〕、
私
た
ち
重
慶
在
住
の
雲
南
籍
の
苗
族
青
年
は
、
王
弘
道
が
代
表
と
な
り
、
こ
の
任
に
あ
た
っ
て
、

民
情
を
代
弁
す
る
こ
と
を
、
一
致
し
て
支
持
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
王
氏
は
〔
雲
南
省
〕
禄
勧
の
人
で
、
省
の
党
部
の
幹
事
を
務
め

た
こ
と
が
あ
り
、
雲
南
省
中
部
の
禄
勧
な
ど
七
県
で
辺
地
小
学
校
二
十
校
あ
ま
り
と
民

族
中
学
校
一
校
を
設
立
し
、〔
そ
れ
ら
各
校
の
〕校
長
を
兼
任
し
て
お
り
、人
格
は
高
尚
、

学
識
も
豊
か
で
、
能
力
は
非
凡
、
人
徳
は
優
れ
、
人
望
は
大
き
く
、
私
た
ち
苗
族
の
指

導
者
で
あ
り
、私
た
ち
民
族
の
代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
す
。
彼
の
辺
地
教
育
と〔
辺

地
〕
建
設
に
対
す
る
功
績
は
、
す
で
に
表
彰
さ
れ
て
お
り
、〔
中
央
〕
政
府
に
対
し
て
長

年
に
わ
た
り
非
常
に
多
く
の
貢
献
が
あ
り
ま
す
。
彼
が
代
表
と
な
っ
て
辺
境
事
情
を
代

弁
す
る
こ
と
は
、〔
省
〕
政
府
に
と
っ
て
も
辺
民
に
と
っ
て
も
有
益
で
す
。
こ
の
た
め
、

私
た
ち
重
慶
在
住
の
雲
南
籍
の
苗
族
青
年
は
、
こ
こ
に
連
署
し
一
致
支
持
し
て
、
王
弘

道
を
私
た
ち
の
国
民
大
会
代
表
に
推
挙
し
ま
す
。
…
…
省
主
席
龍
雲
閣
下
。
重
慶
在
住

雲
南
籍
苗
族
青
年
：
毛
臣
忠
・
張
斐
然
・
陸
新
鳳
・
呉
道
安
・
許
才
興
・
王
建
明
・
張

有
倫
・
李
学
高
・
朱
明
道
・
石
明
清
・
張
俊
才

（
18
）【

写
真
⚕
】。
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こ
れ
に
よ
り
、
楊
砥
中
が
陸
崇
仁
に
対
し
て
自
ら
の
成
果
を
報
告
し
た
の
と
同
時
期
に
、
毛
臣
忠
と
い
う
人
物
以
下
、
総
計
十
一
名
の

⽛
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
（
重
慶
在
住
の
雲
南
籍
の
苗
族
青
年
）⽜
た
ち
が
重
慶
で
、
雲
南
省
の
国
民
大
会
代
表
選
出
を
め
ぐ
っ
て
⽛
苗
夷
⽜

人
口
に
見
合
う
参
政
要
求
を
掲
げ
、
雲
南
省
の
彼
ら
⽛
苗
族
⽜
の
国
民
大
会
代
表
と
し
て
⽛
苗
族
之
領
導
人
物
⽜
の
王
弘
道
と
い
う
人
物

を
選
出
す
る
よ
う
、
雲
南
省
政
府
に
求
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
楊
砥
中
に
よ
る
⽛
夷

苗
⽜
参
政
要
求
と
そ
れ
に
対
す
る
蔣
介
石
か
ら
の
回
答
で
あ
る
（
毛
臣
忠
・
王
弘
道
に
つ
い
て
は
次
節
以
下
の
議
論
を
参
照
）。

日
付
が
見
え
な
い
が
、
楊
砥
中
が
得
た
⽛
軍
事
委
員
会
代
電
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
⽜（
一
九
四
五
年
三
月
十
三
日
）
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
上
に
、
こ
の
⽛
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜
は
一
九
四
五
年
八
月
十
三
日
に
雲
南
省
政
府
か
ら
重
慶
の
内
政
部
に
転
送
さ
れ
て
い
る
の
で

（
19
）、

一
九
四
五
年
三
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
時
期
に
龍
雲
に
提
出
さ
れ
た
呈
文
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
重
慶
を
拠
点
と
し
た
楊
砥
中
に

よ
る
活
動
の
成
果
が
、
重
慶
在
住
の
苗
族
に
速
や
か
に
伝
わ
り
、
彼
ら
を
介
し
て
そ
の
郷
里
で
あ
る
西
南
中
国
各
地
に
広
く
及
ん
だ
こ
と

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

（
⚓
）
選
挙
総
事
務
所
か
ら
の
報
告
─
楊
砥
中
を
取
り
巻
く
⽛
夷
苗
⽜
名
士
群
像

以
上
の
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
致
辺
疆
父
老
書
⽜（
一
九
四
五
年
三
月
十
六
日
）
と
⽛
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜（
一
九
四
五

年
三
～
八
月
）
は
、
雲
南
省
政
府
を
介
し
て
重
慶
に
送
ら
れ
、
受
け
取
っ
た
内
政
部
は
、
そ
れ
を
見
て
問
題
の
所
在
を
把
握
し
、
一
九
四

五
年
十
二
月
十
日
に
行
政
院
に
対
し
て
意
見
を
具
申
し
、
指
示
を
仰
い
だ

（
20
）。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
一
件
の
反
響
は
そ
こ
で
終
わ
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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総
選
挙
事
務
所
の
困
惑
─
各
地
で
相
次
ぐ
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求

事
は
国
民
大
会
に
関
係
す
る
。
国
民
大
会
選
挙
を
主
管
す
る
国
民
大
会
代
表
選
挙
総
事
務
所
（
以
下
⽛
選
挙
総
事
務
所
⽜）
の
史
料
群
の

中
に
、
一
九
四
五
年
十
二
月
二
二
日
に
蔣
介
石
に
送
っ
た
⽛
元
字
第
七
三
五
号
⽜
呈
文
が
あ
り
、
そ
れ
を
基
礎
に
す
る
と
、
そ
の
後
の
経

過
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
分
析
が
可
能
と
な
る
。

本
呈
文
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
（
段
落
は
小
文
筆
者
が
内
容
に
基
づ
き
便
宜
的
に
区
分
）。

〔
民
国
〕
二
九
〔
一
九
四
〇
〕
年
五
月
、
滇
黔
川
三
省
土
司
民
衆
代
表
を
自
称
す
る
楊
砥
中
等
が
区
域
を
分
け
て
西
南
辺
疆
の
苗
夷

を
指
定
〔
指
名
〕
し
て
国
民
大
会
代
表
と
す
る
よ
う
呈
文
で
要
請
し
て
き
た
の
で
、
同
年
六
月
七
日
、〔
本
事
務
所
は
〕⽛
総
字
第
一

九
七
八
号
⽜
呈
文
で
原
文
書
を
添
付
し
て
閣
下
の
参
考
に
供
し
た
と
こ
ろ
、
ご
指
示
が
あ
り
、
本
件
の
原
文
書
は
本
事
務
所
経
由
で

〔
楊
砥
中
等
に
〕
差
し
戻
し
ま
し
た
。

一
方
で
、〔
本
事
務
所
が
〕
内
政
部
か
ら
受
け
継
い
だ
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
は
、〔
民
国
〕
三
四
〔
一
九
四
五
〕
年
五
月
十
九
日
、
行

政
院
か
ら
の
通
知
で
、
貴
州
省
政
府
か
ら
の
呈
文
に
重
慶
在
住
の
苗
族
青
年
の
張
斐
然
等
が
呈
文
で
梁
聚
五
・
呉
性
純
の
二
名
を
貴

州
省
苗
夷
の
国
民
大
会
代
表
と
す
る
こ
と
を
〔
行
政
院
に
〕
要
請
し
て
き
た
の
で
検
討
し
て
回
答
す
る
よ
う
〔
内
政
部
に
〕
指
示
が

あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
貴
州
省
政
府
か
ら
の
〔
内
政
部
宛
て
〕
咨
文
が
転
送
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
同
年
七
月
二
六
日
、
行
政
院

か
ら
の
通
知
で
、
龍
昌
雲
等
が
王
弘
道
を
国
民
大
会
の
雲
南
省
苗
族
代
表
に
指
定
〔
指
名
〕
す
る
こ
と
を
〔
行
政
院
に
〕
要
請
し
て

き
た
の
で
検
討
す
る
よ
う
〔
内
政
部
に
〕
指
示
が
あ
り
、
七
月
十
六
日
、
雲
南
省
苗
民
選
挙
代
表
人
の
龍
雲
昌
が
呈
文
で
〔
内
政
部

に
直
接
〕
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
て
き
た
こ
と
、
八
月
二
二
日
、〔
国
民
参
政
会
の
〕
西
南
辺
疆
土
司
夷
苗
代
表
の
定
員
を
指
定
〔
指
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名
〕
す
る
よ
う
楊
砥
中
が
求
め
た
件
に
つ
い
て
検
討
し
て
処
理
す
る
よ
う
国
民
参
政
会
秘
書
処
が
〔
内
政
部
に
〕
要
請
し
て
き
た
こ

と
な
ど
、
い
ず
れ
も
内
政
部
が
ま
と
め
て
対
応
す
る
案
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
方
、〔
本
事
務
所
に
あ
っ
て
も
〕
本
年
九
月
、
川
滇

黔
辺
地
苗
夷
代
表
の
韓
可
林
〔
介
休
？
〕
等
が
代
表
を
選
挙
し
て
国
民
大
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
政
府
に
転
送
し
て
ほ
し
い
と
呈

文
で
要
請
し
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
十
一
月
に
は
、
朱
有
成
等
が
王
弘
道
を
苗
族
代
表
に
推
挙
し
て
い
る
の
で
検
討
さ
れ
た
し
と
い

う
雲
南
省
政
府
か
ら
の
咨
文
を
内
政
部
が
〔
本
事
務
所
に
〕
転
送
し
て
き
て
お
り
、
本
事
務
所
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
〔
閣
下
の
〕

参
考
に
供
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

〔
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
〕
今
ま
た
内
政
部
か
ら
の
⽛
渝
字
第
五
五
五
七
号
⽜
公
函
を
受
け
取
っ
た
と
こ
ろ
、
貴
州
省
民
の
楊
砥
中
が

辺
疆
土
司
代
表
の
名
義
で
各
地
に
散
布
し
て
い
る
⽛
致
辺
疆
父
老
書
⽜
と
毛
臣
忠
が
〔
雲
南
省
政
府
主
席
龍
雲
に
〕
王
弘
道
を
雲
南

省
の
国
民
大
会
代
表
と
す
る
よ
う
要
請
し
た
呈
文
に
つ
い
て
雲
南
省
政
府
が
咨
文
で
知
ら
せ
て
き
た
の
で
、
原
文
書
の
⽛
写
し
⽜
を

作
成
し
、〔
本
事
務
所
に
〕
検
討
を
任
せ
る
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、
添
付
さ
れ
て
い
た
雲
南
省
政
府
の
咨
文
が
述
べ
る
内
容
を
見
た
と

こ
ろ
、
確
か
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。
以
上
の
経
緯
に
よ
り
、
各
案
件
に
つ
い
て
調
べ
て
ま
と
め
、〔
民
国
〕
二
九

年
に
〔
本
事
務
所
か
ら
楊
砥
中
等
に
〕
差
し
戻
し
た
呈
文
と
あ
わ
せ
、
総
計
十
一
件
の
文
書
を
、
一
括
し
て
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ご
検
討
を
賜
り
た
く
、
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

（
21
）。

本
呈
文
は
、
各
地
⽛
夷
苗
⽜
か
ら
の
参
政
要
求
に
言
及
し
た
後
、
最
後
に
楊
砥
中
と
毛
臣
忠
か
ら
の
文
書
の
⽛
写
し
⽜
を
内
政
部
を
介

し
て
受
け
取
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
⽛
写
し
⽜
が
、
上
述
の
楊
砥
中
本
人
に
よ
る
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代

表
楊
砥
中
致
辺
疆
父
老
書
⽜（
一
九
四
五
年
三
月
十
六
日
）
と
、
彼
の
成
果
伝
達
の
結
果
と
し
て
の
⽛
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜（
一
九
四
五
年
三

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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～
八
月
）
の
⽛
写
し
⽜
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

一
方
、
冒
頭
に
述
べ
ら
れ
た
一
九
四
〇
年
五
月
の
⽛
自
称
滇
黔
川
三
省
土
司
民
衆
代
表
楊
砥
中
⽜
に
よ
る
国
民
大
会
へ
の
⽛
夷
苗
⽜
参

政
要
求
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
史
料
を
見
出
し
得
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
時
期
と
内
容
は
、
前
稿
で
論
じ
た
⽛
西
南
辺
疆
土
司
夷

苗
民
衆
請
願
代
表
高
玉
柱
・
喩
杰
才
等
⽜
の
国
民
大
会
へ
の
参
政
要
求
（
一
九
四
〇
年
五
月
）
と
基
本
的
に
一
致
す
る

（
22
）。

両
者
は
同
一
の

参
政
要
求
を
反
映
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
楊
砥
中
に
よ
る
国
民
大
会
を
目
的
と
し
た
参
政
要
求
は
、
こ
こ
に
始
ま
っ
た
と
見

ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
が
、
蔣
介
石
の
指
示
を
踏
ま
え
た
本
人
へ
の
⽛
差
し
戻
し
⽜
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
選
挙
総
事
務
所
の
呈

文
は
明
ら
か
に
す
る

（
23
）。

本
呈
文
は
、
冒
頭
の
こ
の
経
緯
に
続
け
て
、
各
地
の
⽛
夷
苗
⽜
か
ら
の
参
政
要
求
を
列
挙
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
選
挙
総
事
務
所

は
、
一
九
四
五
年
を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
を
内
政
部
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
直
接
受
け
取
り
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
た
と

見
え
る
。
そ
し
て
、
に
わ
か
に
沸
き
起
こ
っ
た
よ
う
に
見
え
た
西
南
中
国
各
地
の
⽛
夷
苗
⽜
社
会
に
お
け
る
広
汎
な
参
政
意
識
の
高
揚
が
、

実
は
全
て
楊
砥
中
の
活
動
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
由
来
は
根
深
く
、
一
九
四
〇
年
の
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
も
の
で
あ
る
と
最
終
的
に
認
識
す
る
に
至
っ
た
。
本
呈
文
は
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

選
挙
総
事
務
所
の
こ
う
し
た
認
識
は
正
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
呈
文
の
中
段
部
分
に
列
挙
さ
れ
た
本

事
務
所
が
間
接
的
、
直
接
的
に
受
け
取
っ
た
参
政
要
求
が
、
果
た
し
て
誰
に
よ
っ
て
誰
を
推
挙
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
彼
ら
が
実

際
に
楊
砥
中
の
関
係
者
で
あ
っ
た
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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貴
州
苗
族
名
士
─
張
斐
然
・
梁
聚
五
・
呉
性
純

選
挙
総
事
務
所
が
列
挙
す
る
一
九
四
五
年
の
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
の
中
で
、
第
一
の
貴
州
省
の
⽛
張
斐
然
等
⽜
に
よ
る
⽛
貴
州
省
苗
夷

代
表
⽜
の
推
挙
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
史
料
が
確
認
で
き
る
。
一
九
四
五
年
四
月
の
日
付
で
、
張
斐
然
ほ
か
総
計
三
十
名
の
⽛
貴

州
旅
渝
苗
夷
族
青
年
（
貴
州
籍
の
重
慶
在
住
の
苗
夷
族
青
年
）⽜
た
ち
が
、
楊
砥
中
に
よ
る
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
と
そ
れ
に
対
す
る
蔣
介
石

か
ら
の
回
答
に
言
及
し
つ
つ
、
貴
州
省
の
国
民
大
会
代
表
選
出
を
め
ぐ
っ
て
⽛
苗
夷
⽜
人
口
に
見
合
う
参
政
要
求
を
掲
げ
、
貴
州
省
の
彼

ら
⽛
苗
夷
民
族
⽜
の
国
民
大
会
代
表
と
し
て
⽛
苗
族
中
之
領
導
人
物
⽜
の
呉
性
純
と
梁
聚
五
と
い
う
人
物
を
選
出
す
る
よ
う
、
貴
州
省
政

府
主
席
楊
森
に
求
め
た
史
料
、⽛
張
斐
然
等
擁
護
梁
聚
五
為
貴
州
省
苗
夷
族
国
民
代
表
大
会
之
代
表
致
貴
州
省
長
楊
主
席
信
（
梁
聚
五
が
貴

州
省
苗
夷
族
の
国
民
代
表
大
会
代
表
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
張
斐
然
ら
が
支
持
し
貴
州
省
政
府
主
席
の
楊
森
に
送
る
書
状
）⽜
が
存
在
す

る
の
で
あ
る

（
24
）。

本
史
料
と
、
先
に
紹
介
し
た
⽛
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜（
一
九
四
五
年
三
～
八
月
）
の
構
成
は
細
部
ま
で
一
致
し
、
文
面
も
重
複
す
る
と
こ
ろ

が
多
い
。
ま
た
何
よ
り
も
、⽛
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜
に
見
え
る
総
計
十
一
名
の
連
署
者
⽛
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
⽜
の
全
て
は
、
本
史
料
に
見
え

る
総
計
三
十
名
の
⽛
貴
州
旅
渝
苗
夷
族
青
年
⽜
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
重
慶
の
⽛
苗
夷
⽜
青
年
た
ち
に
よ
っ
て
郷
里
の
雲
南
・
貴
州
に

そ
れ
ぞ
れ
送
ら
れ
た
こ
れ
ら
二
つ
の
陳
情
書
は
、
一
定
の
関
係
を
持
つ
人
々
に
よ
っ
て
、
軌
を
一
に
し
て
行
わ
れ
た
参
政
要
求
で
あ
っ
た

と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

連
署
者
の
筆
頭
に
見
え
る
張
斐
然
は
、
三
省
境
界
地
域
の
一
角
、
貴
州
省
威
寧
（
現
畢
節
市
威
寧
彝
族
回
族
苗
族
自
治
県
）
出
身
の
苗

族
で
、
英
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
（
循
道
会
）
の
英
国
人
宣
教
師
ポ
ラ
ー
ド
（
Sam
uelPollard、
柏
格
理
）
が
貴
州
省
石
門
坎
（
現
威
寧
彝

族
回
族
苗
族
自
治
県
石
門
郷
）
に
設
立
し
た
教
会
学
校
の
石
門
坎
光
華
小
学

（
25
）で

学
び
（
四
年
制
初
級
小
学
＋
二
年
制
高
級
小
学
）、
以
後
、

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
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雲
南
省
昭
通
の
明
誠
中
学
初
中
（
三
年
制
初
級
中
学
）、
首
都
南
京
の
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
学
校
（
次
節
（
⚔
）
参
照
）
高
中
（
三
年

制
高
級
中
学
）
に
進
学
し
た
後
、
抗
戦
下
に
重
慶
の
中
央
政
治
学
校
専
修
部
辺
政
専
修
科
（
五
年
制
専
修
学
校
）
で
修
学
、
一
九
四
二
年

の
卒
業
後
に
は
帰
郷
し
て
省
都
貴
陽
の
貴
州
省
民
政
庁
に
勤
務
し
た
人
物
で
あ
る

（
26
）。

前
稿
で
見
た
よ
う
に
、楊
砥
中
が
石
門
坎
の
地
に⽛
西

南
辺
疆
私
立
石
門
坎
初
級
中
学
⽜
を
設
立
す
る
の
は
一
九
四
三
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら

（
27
）、

少
な
く
と
も
教
育
段
階
に
お
い
て
は
両
者
の
間

に
直
接
の
関
係
は
な
い
。
し
か
し
一
九
四
七
年
の
情
報
と
し
て
は
、
当
時
張
斐
然
が
⽛
貴
州
威
寧
石
門
坎
私
立
石
門
中
学
推
広
主
任
⽜
の

職
務
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
そ
の
二
年
前
の
一
九
四
五
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
、
彼
と
楊
砥
中
と
は
石
門
坎
を
め
ぐ
る
地
縁
で

結
び
付
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
28
）。

張
斐
然
を
筆
頭
と
し
て
連
署
し
た
呈
文
の
冒
頭
に
、
楊
砥
中
に
よ
る
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
と
そ
れ
に
対

す
る
蔣
介
石
か
ら
の
回
答
に
言
及
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
時
点
で
の
両
者
の
関
係
を
反
映
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

一
方
、
推
挙
対
象
者
に
つ
い
て
も
、
梁
聚
五
は
貴
州
省
雷
山
（
現
黔
東
南
苗
族
侗
族
自
治
州
雷
山
県
）
出
身
の
苗
族
で
、
丹
江
（
現
雷

山
県
城
）
小
学
堂
を
経
て
、
貴
陽
模
範
中
学
に
入
学
し
、
貴
州
西
南
法
政
行
政
研
究
所
で
学
び
、
一
九
三
六
年
に
雷
山
県
か
ら
貴
州
省
参

議
員
に
当
選
し
た
こ
と
を
機
に
、
一
九
三
七
年
に
国
民
党
に
加
入
、
一
九
三
八
年
か
ら
貴
州
省
国
民
党
党
部
の
監
察
委
員
な
ど
を
歴
任
し
、

戦
後
に
は
民
主
運
動
に
身
を
投
じ
た
、
貴
州
省
東
南
部
を
代
表
す
る
⽛
夷
苗
⽜
エ
リ
ー
ト
で
あ
る

（
29
）。

楊
砥
中
と
は
貴
州
省
の
地
縁
で
結
ば

れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

も
う
一
人
の
推
挙
対
象
者
の
呉
性
純
は
、
威
寧
石
門
坎
出
身
の
苗
族
で
、
石
門
坎
光
華
小
学
に
一
九
一
一
年
に
入
学
、
以
後
、
雲
南
省

昭
通
の
宣
道
中
学
（
明
誠
中
学
の
前
身
）
を
経
て
、
四
川
省
成
都
の
華
西
協
合
大
学
医
学
院
で
医
学
を
学
び
、
一
九
二
九
年
に
卒
業
し
、

医
学
博
士
の
学
位
を
得
て
石
門
坎
に
戻
っ
て
医
療
と
教
育
に
従
事
し
、
後
に
昭
通
を
拠
点
に
医
療
に
従
事
し
た
人
物
で
あ
る
。
昭
通
を
拠

点
と
し
た
時
期
に
あ
っ
て
も
、
楊
砥
中
に
よ
る
石
門
坎
初
級
中
学
の
設
立
に
協
力
し
た
と
さ
れ

（
30
）、

彼
と
楊
砥
中
と
は
、
張
斐
然
と
同
様
、
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石
門
坎
と
学
校
を
め
ぐ
る
地
縁
で
結
び
付
い
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

雲
南
中
部
苗
族
名
士
─
滇
中
キ
リ
ス
ト
教
社
会
と
王
弘
道
（
魯
格
夫
爾
）

選
挙
総
事
務
所
の
呈
文
が
第
二
に
挙
げ
る
、
一
九
四
五
年
七
月
に
お
け
る
雲
南
省
の
⽛
龍
運
昌
等
⽜
に
よ
る
⽛
雲
南
省
苗
族
代
表
⽜
の

推
挙
に
つ
い
て
は
、そ
れ
に
該
当
す
る
史
料
を
見
出
し
得
て
い
な
い
。
た
だ
し
推
挙
対
象
者
が
、先
に
検
討
し
た
毛
臣
忠
に
よ
る
推
挙（⽛
毛

臣
忠
等
原
呈
⽜）
の
例
と
同
じ
く
、⽛
王
弘
道
⽜
と
い
う
人
物
で
あ
る
こ
と
が
、
考
証
の
手
掛
か
り
と
な
る
。

毛
臣
忠
ら
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
王
弘
道
は
⽛〔
雲
南
省
〕
禄
勧
の
人
で
、
省
の
党
部
の
幹
事
を
務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
雲
南
省

中
部
の
禄
勧
な
ど
七
県
で
辺
地
小
学
校
二
十
校
あ
ま
り
と
民
族
中
学
校
一
校
を
設
立
し
、〔
そ
れ
ら
各
校
の
〕
校
長
を
兼
任
し
て
⽜
い
た
と

い
う

（
31
）。

雲
南
省
禄
勧
（
現
昆
明
市
禄
勧
彝
族
苗
族
自
治
県
）
周
辺
で
こ
れ
に
該
当
す
る
人
物
は
、
旧
禄
勧
県
太
華
郷
（
現
昆
明
市
富
民
県

東
村
郷
）
柿
花
箐
（
現
祖
庫
辦
事
処
（
村
）
柿
花
箐

（
32
））

の
王
弘
道
（
同
音
の
宏
道
、
洪
道
、
鴻
道
と
記
す
文
献
も
あ
る
）
以
外
に
あ
り
得

な
い
。

王
弘
道
は
柿
花
箐
出
身
の
苗
族
で
、
一
九
二
六
年
に
柿
花
箐
の
小
学
校
で
学
ん
だ
後
、
一
九
三
三
年
に
尋
甸
（
現
昆
明
市
尋
甸
回
族
彝

族
自
治
県
）
大
水
井
の
苗
族
教
会
学
校
で
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
り
、
一
九
三
七
年
に
雲
南
省
国
民
党
党
部
幹
部
訓
練
班
に
参
加
し
た

後
、
省
内
各
県
で
国
民
党
党
務
を
担
い
、
尋
甸
県
党
部
の
書
記
に
任
じ
ら
れ
る
も
辞
去
し
て
帰
郷
、
一
九
四
二
年
に
省
都
昆
明
の
中
華
基

督
教
堂
会
に
よ
っ
て
宣
教
師
に
任
命
さ
れ
て
柿
花
箐
に
教
堂
（
教
会
）
を
設
立
し
た
人
物
で
あ
る
。
兄
の
王
有
道
を
支
え
て
、
王
有
道
が

一
九
四
〇
年
に
柿
花
箐
に
設
立
し
た
⽛
滇
中
七
県
辺
族
聯
合
私
立
民
楽
小
学
（
私
立
民
楽
小
学
）⽜
を
中
核
と
し
て
、
近
隣
の
崇
明
（
現
昆

明
市
崇
明
県
）・
武
定
（
現
楚
雄
彝
族
自
治
州
武
定
県
）・
禄
勧
・
羅
次
（
現
楚
雄
彝
族
自
治
州
禄
豊
県
東
北
部
）
な
ど
旧
滇
中
道
の
七
県

⽛
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苗
⽜
連
帯
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に
ま
た
が
る
教
堂
と
学
校
の
一
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
上
げ
た
。
そ
し
て
一
九
四
六
年

に
兄
の
王
有
道
が
武
定
県
長
嶺
岡
（
現
武
定
県
挿
甸
郷
和
尚
荘
長
嶺
岡
村
）
小
学
校
長
と

な
る
と
、
王
弘
道
が
一
九
四
七
年
に
私
立
民
楽
小
学
校
長
と
な
っ
た
の
だ
と
い
う

（
33
）【

写
真

⚖
左
・
右
】。

王
弘
道
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
教
育
者
と
し
て
の
側
面
以
外
に
、
彼
が
強
烈
な
苗

族
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
思
想
と
し
て
持
つ
民
族
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。

一
九
三
九
年
、
雲
南
省
の
省
都
昆
明
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
⽝
益
世
報
（
昆
明
）⽞
に
、
以

下
の
注
目
す
べ
き
内
容
の
読
者
か
ら
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
た
。

近
ご
ろ
、
苗
夷

マ

マ

漢
同
源
論
を
大
い
に
提
唱
す
る
人
が
い
ま
す
。
わ
た
し
は
苗
夷

マ

マ

の

一
人
で
す
。
わ
た
し
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
賛
成
も
し
な
い
し
、反
対
も
し
ま
せ
ん
。

し
か
し
わ
た
し
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
今
日
団
結
し
て
と
も
に
国
難
に
立
ち
向
か
う
た

め
に
、
何
も
学
者
た
ち
が
声
高
に
同
源
論
を
唱
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

〔
苗
夷
〕
は
言
う
の
を
は
ば
か
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
、
苗
夷

マ

マ

の
歴
史
は
そ
れ
を
書
い

た
史
書
が
な
く
て
も
、
漢
族
と
同
源
で
あ
る
と
は
、
夷
苗

マ

マ

自
身
は
決
し
て
承
認
し
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
。
同
源
か
同
源
で
な
い
か
は
、
夷
苗

マ

マ

は
関
知
せ
ず
、
た
だ
政
府
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当
局
が
本
当
の
平
等
の
権
利
を
与
え
る
こ
と
を
望
む
だ
け
で
す
。
敬
具
。
魯
格
夫
爾
拝
。〔
一
九
三
九
年
〕
四
月
二
十
九
日
。

こ
の
全
面
抗
戦
の
時
に
あ
た
り
、
由
来
を
宣
伝
し
て
民
族
意
識
を
見
き
わ
め
、
高
め
る
の
が
主
流
で
す
が
、
宣
伝
の
担
い
手
た
ち

は
⽛
民
族
⽜
に
つ
い
て
の
宣
伝
に
あ
ま
り
注
意
を
払
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
よ
そ
国
内
の
民
族
の
団
結
に
か
か
わ
る
言
論
は
慎
重
に
執

り
行
な
う
べ
き
で
あ
り
、軽
率
に
取
り
上
げ
て
む
や
み
に
声
を
上
げ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
近
ご
ろ
非
常
に
多
く
の
図
書
雑
誌
の
言
論
、

お
よ
び
要
人
名
士
の
演
説
で
は
、
そ
ろ
っ
て
⽛
我
ら
は
黄
帝
の
子
孫
で
あ
る
⽜
と
言
っ
て
い
ま
す
。
民
家
で
も
入
口
の
対
聯
に
⽛
黄

帝
の
子
孫
は
漢
奸
に
な
ら
な
い
⽜と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
表
面
的
に
は
悪
く
な
さ
そ
う
で
す
が
、詳
し
く
考
え
る
と
実
に
大
き
く
誤
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
宣
伝
は
、
抗
戦
の
目
的
は
国
の
た
め
で
は
な
く
漢
族
の
た
め
、
建
国
と
は
漢
族
の
国
を
建
て
る
こ
と
だ
、

と
示
す
も
の
で
す
。
も
し
蒙
古
・
西
蔵
・
回
・
夷
苗

マ

マ

の
同
胞
が
聞
け
ば
、
当
然
反
対
す
る
は
ず
で
す
。
彼
ら
が
盲
目
的
に
、
漢
人
が

む
や
み
に
上
げ
る
声
に
追
従
し
て
、
黄
帝
を
祖
宗
と
認
め
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
各
民
族
を
団
結
さ
せ
て
一
致
抗
日
さ
せ

た
い
の
な
ら
、
か
た
ち
を
変
え
た
大
漢
族
主
義
の
宣
伝
に
つ
い
て
は
絶
対
に
禁
止
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
民
族
間
の
摩
擦

を
引
き
起
こ
し
、
敵
に
分
裂
の
口
実
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。
編
者
様
、
い
わ
ゆ
る
⽛
国
族
⽜
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
⽛
黄
帝
の
子
孫
⽜
を
大
い
に
提
唱
す
る
政
策
に
、
私
た
ち
黄
帝
の
子
孫
で
な
い
者
た
ち
は
引
き
続
き
労
力
を
供
出
し
資
金
を
供

出
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
私
の
こ
の
考
え
を
貴
紙
に
掲
載
し
て
下
さ
い
。
…
…
蛮
夷
之
民
魯
格
夫
爾
拝
。
三
苗
子
孫
〔
印

章
？
〕。〔
一
九
三
九
年
〕
四
月
三
十
日

（
34
）。

こ
の
投
稿
文
に
通
底
す
る
の
は
、⽛
黄
帝
子
孫
⽜
言
説
に
対
す
る
投
稿
者
の
反
発
と
そ
の
根
底
に
あ
る
⽛
三
苗
子
孫
⽜
意
識
で
あ
る

（
35
）。

投

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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稿
者
の
⽛
魯
格
夫
爾
⽜
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
た
例
を
見
な
い
が
、

今
回
改
め
て
注
意
し
て
み
る
と
、
王
弘
道
が
一
九
五
一
年
に
牧
師
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
関

連
し
て
⽛
俄
文

ロ
シ
ア
語

名
魯
格
夫
爾
・
扎
蒙
⽜
と
い
う
別
名
を
持
っ
て
い
た
と
附
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
が
付
い
た

（
36
）。

こ
れ
を
手
掛
か
り
と
す
れ
ば
、
一
九
三
九
年
に
当
時
流
行
の
中
華
民
族

主
義
を
批
判
し
た
⽛
蛮
夷
之
民
魯
格
夫
爾
⽜
こ
そ
、
こ
の
王
弘
道
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
推
測
は
、
王
弘
道
の
経
歴
に
お
い
て
こ
の
時
期
が
、
郷
里
の
柿
花
箐
を
離
れ
、

雲
南
省
の
国
民
党
の
青
年
幹
部
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
と
も
矛

盾
し
な
い
。

さ
ら
に
、
王
弘
道
の
宗
教
指
導
者
と
し
て
の
一
面
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

民
国
期
の
当
該
地
域
に
お
い
て
、
苗
族
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
、
教
会
教
育
の
最

大
拠
点
は
、
武
定
洒
普
山
（
現
武
定
県
獅
山
鎮
烏
龍
村
洒
普
山
、
同
音
の
撒
普
山
と
記
す
文

献
も
あ
る
）
に
一
九
〇
七
年
に
設
立
さ
れ
た
洒
普
山
教
堂
（
中
華
基
督
教
堂
、
一
九
〇
九
年

に
総
堂
）【
写
真
⚗
左
・
右
】
で
あ
り
、
一
九
一
一
年
に
設
立
さ
れ
た
洒
普
山
小
学
（
私
立
恩

光
小
学
）
で
あ
っ
た
。
教
堂
や
学
校
を
設
立
し
た
の
は
、
中
国
内
地
会
（
China
Inland

M
ission）
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
宣
教
師
ア
ー
サ
ー
・
ニ
コ
ル
ズ
（
A
rthurG.N
icholls、

ᷤ
秀
峰
）
だ
っ
た
が
、
当
地
で
の
布
教
は
ポ
ラ
ー
ド
に
よ
る
一
九
〇
二
年
の
訪
問
を
端
緒
と

し
、
以
後
も
石
門
坎
か
ら
苗
族
伝
道
員
が
繰
り
返
し
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
石
門
坎
と
洒
普
山
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と
の
関
係
は
長
き
に
わ
た
っ
て
密
接
で
あ
っ
た

（
37
）。

王
弘
道
と
洒
普
山
と
の
直
接
の
関
係
を
示
す
史
料
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
兄
の
王
有
道
は
、
洒
普
山
小
学
（
高
小
＝
高
級
小
学
校

〔
二
年
制
〕
班
）
に
学
ん
だ
経
歴
を
持
ち
、
宣
教
師
ニ
コ
ル
ズ
（
漢
人
教
師
と
記
す
文
献
も
あ
る
）
と
対
立
し
て
除
籍
に
な
り
、
石
門
坎
か

ら
派
遣
さ
れ
て
こ
の
地
に
定
住
し
て
い
た
石
門
坎
光
華
小
学
出
身
の
苗
族
韓
杰
（
後
に
⽛
基
督
復
臨
安
息
日
会
（
安
息
日
会
）⽜
に
出
奔
）

と
と
も
に
、
一
九
二
五
年
尋
甸
大
水
井
に
独
立
教
派
と
し
て
⽛
中
国
基
督
教
苗
族
自
立
会
⽜（
自
立
会
）
を
設
立
す
る
に
至
っ
た
人
物
で
あ

る
。
そ
の
後
、
自
立
会
は
一
九
二
九
年
に
王
有
道
の
郷
里
の
柿
花
箐
に
拠
点
を
移
し
（
柿
花
箐
基
督
教
自
立
会
）、
以
後
の
紆
余
曲
折
を
経

て
柿
花
箐
が
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
洒
普
山
に
次
ぐ
、
教
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
核
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う

（
38
）。

つ
ま
り
、
王
弘
道
は
民
族
主
義
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
地
の
有
力
な
教
育
者
で
あ
り
、
宗
教
指
導
者
で
あ
り
、
国
民
党
の
地
方
幹

部
で
も
あ
っ
た
。
苗
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
っ
て
雲
南
苗
族
を
代
表
す
る
名
士
と
し
て
国
民
大
会
代
表
に
推
挙
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
当
局

に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
素
地
は
十
分
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
王
弘
道
自
身
に
つ
い
て
は
、
楊
砥
中
と
の
直
接
の
関
係
を
示
す
史
料

は
見
当
た
ら
な
い
が
、
兄
や
そ
の
同
志
を
介
し
て
石
門
坎
と
結
び
付
い
て
い
た
の
だ
か
ら
、
楊
砥
中
と
の
間
に
間
接
的
な
関
係
を
推
測
す

る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

王
弘
道
を
推
挙
し
た
滇
中
苗
族
─
教
育
者
龍
運
昌
と
実
力
者
朱
有
成

以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
、
こ
の
王
弘
道
を
⽛
雲
南
省
苗
族
代
表
⽜
に
推
挙
し
た
雲
南
省
の
⽛
龍
運
昌
等
⽜
も
ま
た
、
当
該
地
域

の
人
物
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
う
し
た
見
通
し
の
下
で
関
係
資
料
を
精
査
し
て
み
る
と
、
武
定
県
挿
甸
郷
和
尚
荘
長
嶺
岡
村
の
苗
族
で
、
一
九
三
八
年
以
後
各
地
の

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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小
学
校
で
教
鞭
を
執
り
、
一
九
四
〇
年
に
は
郷
里
の
長
嶺
岡
に
小
学
校
を
設
立
す
る
な
ど
し
た
名
士
と
し
て
、
龍
運
昌
と
い
う
人
物
が
地

方
志
伝
記
中
に
見
出
さ
れ
る

（
39
）。

地
方
志
に
は
こ
の
龍
運
昌
が
教
会
関
係
者
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
が
、
他
の
関
連
史

料
に
は
一
九
三
六
年
に
省
立
武
定
中
学
簡
易
師
範
班
に
進
学
し
た
⽛
洒
普
山
苗
族
学
生
⽜
と
し
て
龍
運
昌
の
名
が
あ
る
。
ま
た
柿
花
箐
の

王
有
道
故
居
に
は
、
龍
運
昌
が
一
九
四
〇
年
代
に
民
楽
小
学
傘
下
の
武
定
⽛
長
崗
⽜
の
分
校
で
王
有
道
と
共
に
教
師
を
務
め
た
こ
と
を
示

す
展
示
パ
ネ
ル
や
、
民
楽
小
学
傘
下
に
⽛
長
領
干
⽜
の
分
校
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
展
示
パ
ネ
ル
が
あ
り

（
40
）、

さ
ら
に
王
有
道
に
つ
い
て
一

九
四
六
年
に
長
嶺
岡
小
学
校
長
と
な
っ
た
と
す
る
記
事
が
あ
っ
て

（
41
）、⽛

長
崗
⽜
す
な
わ
ち
⽛
長
領
干
⽜
は
、
同
義
・
同
音
の
⽛
長
嶺
岡
⽜（
現

武
定
県
挿
甸
郷
和
尚
荘
長
嶺
岡
村
）
を
指
す
と
理
解
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
龍
運
昌
は
王
有
道
と
同
じ
く
洒
普
山
小
学
の
出
身
者
で
、
王
有
道
が
始
め
た
⽛
自
立
会
⽜
に
参
加
し
、
民
楽
小
学
傘

下
の
分
校
で
現
地
教
育
を
担
当
し
て
、
王
弘
道
と
同
様
、
王
有
道
の
事
業
を
支
え
た
教
会
関
係
者
、
教
育
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

龍
運
昌
は
、
王
弘
道
の
推
挙
者
と
し
て
き
わ
め
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
選
挙
総
事
務
所
の
呈
文
は
、
第
五
に
⽛
朱
有
成
等
⽜
が
こ
の
王
弘
道
を
⽛
苗
族
代
表
⽜
に
推
挙
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
一
件
に
対
応
す
る
史
料
を
見
出
し
得
て
い
な
い
が
、
龍
運
昌
の
例
と
同
様
に
、
当
該
地
域
の
関
係
資
料
を
調
べ
て
み
る
と
、
武
定
県

猫
街
鎮
干
壩
の
苗
族
に
朱
有
成
と
い
う
人
物
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

武
定
苗
族
の
朱
氏
は
、
十
九
世
紀
に
貴
州
威
寧
州
（
現
畢
節
市
威
寧
彝
族
回
族
苗
族
自
治
県
）
の
天
生
橋
（
汛
）
か
ら
そ
の
地
に
移
り

住
ん
だ
最
初
の
苗
族
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
朱
有
成
は
、
も
と
も
と
従
兄

い
と
こ

（
兄
？
）
の
朱
有
林
と
同
様
に
洒
普
山
小
学
で
学
ん
で
い
た

が
、
宣
教
師
ニ
コ
ル
ズ
と
対
立
し
て
除
籍
に
な
っ
た
後
、
一
九
二
四
年
に
県
主
催
⽛
鎮
長
培
訓
班
⽜
を
経
て
⽛
高
橋
三
区
区
長
⽜
と
な
り
、

朱
有
林
が
一
九
二
六
年
に
省
の
⽛
滇
中
七
県
剿
匪
大
隊
長
⽜
に
任
じ
ら
れ
た
の
を
契
機
に
そ
の
副
官
と
な
っ
た
人
物
で
、
従
兄
弟
で
苗
族
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武
装
勢
力
を
率
い
た
実
力
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
率
い
た
苗
族
武
装
勢
力
の
苗
族
隊
員
は
ほ
と
ん
ど
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
一
九
二

六
年
に
は
朱
有
林
は
洒
普
山
教
堂
か
ら
苗
文
字
で
危
急
を
知
ら
せ
る
手
紙
を
受
け
取
っ
て
教
会
を
土
匪
（
匪
賊
）
の
襲
撃
か
ら
救
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
柿
花
箐
の
王
有
道
故
居
の
展
示
パ
ネ
ル
に
は
朱
氏
兄
弟
の
郷
里
の
武
定
⽛
干
壩
⽜
に
民
楽
小
学
の
分
校
が
一

九
四
三
年
に
置
か
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
尋
甸
県
に
よ
る
表
彰
を
記
念
し
て
王
有
道
に
扁
額
を
贈
っ
た
⽛
七
県
辺
民
代
表
⽜
の
筆

頭
に
朱
有
成
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る

（
42
）。

以
上
に
よ
れ
ば
、
朱
有
成
は
王
有
道
・
龍
運
昌
と
同
じ
く
洒
普
山
小
学
の

出
身
者
で
、
王
有
道
の
⽛
自
立
会
⽜
と
も
関
係
し
た
地
元
の
実
力
者
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
王
弘
道
の
推
挙
者
と
し
て

完
全
に
適
合
す
る
。

以
上
か
ら
、
選
挙
総
事
務
所
の
呈
文
が
楊
砥
中
の
参
政
要
求
に
関
連
し
て
列
挙
し
た
龍
運
昌
と
朱
有
成
は
、
共
に
雲
南
省
中
部
の
キ
リ

ス
ト
教
社
会
を
代
表
す
る
苗
族
で
あ
り
、
ポ
ラ
ー
ド
の
布
教
に
由
来
す
る
洒
普
山
教
堂
所
縁
の
苗
族
エ
リ
ー
ト
と
し
て
、
石
門
坎
と
は
古

い
地
縁
も
あ
り
、
一
定
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
。
彼
ら
と
楊
砥
中
と
の
直
接
の
関
係
を
示
す
史
料
は
見
ら
れ
な
い
が
、
楊

砥
中
が
⽛
西
南
辺
疆
私
立
石
門
坎
初
級
中
学
⽜
を
設
立
し
た
の
は
一
九
四
三
年
の
こ
と
だ
か
ら
、
龍
運
昌
と
朱
有
成
が
王
弘
道
を
雲
南
苗

族
の
代
表
に
推
挙
し
た
一
九
四
五
年
当
時
、
楊
砥
中
と
彼
ら
と
の
間
に
間
接
的
な
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
推
測
さ
れ
よ
う
。

四
川
南
部
苗
族
名
士
─
韓
介
休

こ
の
他
、
上
掲
の
選
挙
総
事
務
所
の
呈
文
は
、
第
四
に
一
九
四
五
年
九
月
に
お
け
る
⽛
川
滇
黔
辺
地
苗
夷
代
表
⽜
の
⽛
韓
可
林
等
⽜
と

い
う
人
物
に
よ
る
参
政
要
求
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
も
対
応
す
る
史
料
を
見
出
し
得
な
い
が
、
そ
れ
と
は
別
に
同
月
、

⽛
韓
介
休
⽜
を
筆
頭
と
す
る
総
計
十
六
名
が
連
署
し
、⽛
川
滇
黔
辺
地
苗
夷
代
表
⽜
と
称
し
て
国
民
政
府
主
席
蔣
介
石
に
⽛（
快
郵
）
代
電
⽜

⽛
夷
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を
送
っ
て
陳
情
し
、
参
政
要
求
を
行
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
存
在
す
る

（
43
）。

字
形
の
近
さ
か
ら
見
て
⽛
韓
可
林
⽜
は
⽛
韓
介
休
⽜
の
誤
記

で
あ
り
、
選
挙
総
事
務
所
の
呈
文
が
言
及
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
⽛
代
電
⽜
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
別
途
当
該
事
務
所
に
直
接
送
ら
れ
た

参
政
要
求
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
⽛
代
電
⽜
原
文
に
は
彼
ら
と
楊
砥
中
と
の
直
接
の
関
係
を
示
す
記
述
は
な
い
が
、
韓
介
休
の
連
絡
先
と
し
て
⽛
叙
永
県
洛
窩
⽜
と

い
う
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
さ
ら
な
る
考
察
の
手
掛
か
り
と
な
る
。

一
九
四
三
年
四
月
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
民
族
学
者
の
芮
逸
夫
が
叙
永
県
⽛
落
窩
郷
⽜
を
現
地
調
査
し
て
お
り
、
こ
の
⽛
落

窩
⽜
が
韓
介
休
の
い
う
⽛
洛
窩
⽜
に
相
当
し
、
三
省
境
界
地
域
の
一
角
を
占
め
る
現
四
川
省
瀘
州
市
叙
永
県
正
東
鎮
（
旧
震
東
公
社
）
を

指
す
と
理
解
さ
れ
る

（
44
）。

芮
逸
夫
は
調
査
日
誌
を
残
し
て
お
り
、⽛
韓
介
休
⽜
と
い
う
⽛
苗
民
⽜
が
、
落
窩
郷
で
苗
語
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト

を
務
め
、
現
地
の
案
内
も
担
当
し
た
こ
と
、
韓
が
郷
民
代
表
会
に
参
加
す
る
唯
一
の
苗
民
代
表
、⽛
英
気
の
あ
る
青
年
で
、
能
弁
で
、〔
貴

州
省
〕
畢
節
の
小
学
校
の
高
小
班
を
卒
業
し
た
後
に
、
成
都
の
中
学
で
学
び
、
某
機
関
の
書
記
を
務
め
、〔
民
国
〕
二
九
〔
一
九
四
〇
〕
年

に
帰
郷
し
、
三
十
〔
一
九
四
一
〕
年
に
⽛
叙
〔
永
・
古
〕
藺
辺
民
文
化
促
進
会
⽜
を
組
織
し
、
三
一
〔
一
九
四
一
〕
年
に
は
辺
民
学
校
八

校
を
設
立
し
、
今
で
は
十
二
校
ま
で
増
え
た
⽜
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る

（
45
）。

選
挙
総
事
務
所
の
呈
文
に
い
う
⽛
川
滇
黔
辺
地
苗
夷
代
表

韓
可
林
⽜
に
つ
い
て
は
、
こ
の
⽛
韓
介
休
⽜
以
外
に
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

芮
逸
夫
は
韓
介
休
に
つ
い
て
、⽛
介
紹
〔
介
休
〕
と
苗
族
の
諸
問
題
に
つ
い
て
話
し
た
が
、〔
彼
は
〕
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を
持
っ
て

い
た
。
耶
蘇
教
徒
で
あ
り
な
が
ら
耶
蘇
教
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
特
に
得
難
く
貴
重
で
あ
る
⽜
と
そ
の
印
象
を
述
べ
て
お
り

（
46
）、

彼

が
優
れ
た
人
材
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
芮
が
当
地
苗
族
の
宗
教
に
つ
い
て
記
録
し
た
内
容

は
決
し
て
多
く
な
い
が
、
韓
と
対
面
す
る
前
に
訪
れ
た
近
隣
の
村
々
で
は
、
ポ
ラ
ー
ド
が
石
門
坎
で
創
出
し
た
苗
文
字
（
ポ
ラ
ー
ド
苗
文
）
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に
接
し
、
ま
た
⽛
石
門
檻
〔
坎
〕
循
道
会
⽜
が
一
九
三
五
年
に
苗
文
字
で
発
行
し
た
⽝
川
苗
福
音
詩
⽞（
聖
歌
集
）
の
実
物
も
目
に
し
た
よ

う
で
あ
る

（
47
）。

韓
本
人
を
含
め
、
三
省
境
界
地
域
の
一
角
に
立
地
す
る
こ
の
地
の
苗
族
が
、
省
境
の
向
こ
う
側
で
キ
リ
ス
ト
教
の
一
大
拠
点

と
な
っ
て
い
た
石
門
坎
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

さ
ら
に
、⽛
川
滇
黔
辺
地
苗
夷
代
表
⽜
が
国
民
政
府
主
席
蔣
介
石
に
送
っ
た
前
述
の
⽛
代
電
⽜
が
、
韓
介
林
を
筆
頭
と
す
る
連
署
者
の
中

に
、⽛
余
祥
銘
⽜
と
い
う
人
物
を
含
ん
で
い
た
こ
と
が
注
目
に
値
す
る

（
48
）。

時
期
・
内
容
の
一
致
か
ら
見
れ
ば
、
上
掲
の
選
挙
総
事
務
所
の
呈

文
が
言
及
し
た
⽛
韓
可
林
等
⽜
の
参
政
要
求
に
も
、
こ
の
余
祥
銘
は
連
署
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
余
祥

銘
は
、
韓
介
休
と
同
じ
く
四
川
省
叙
永
県
で
非
漢
民
族
の
教
育
事
業
に
貢
献
し
た
名
士
で
あ
り
、
し
か
も
土
司
家
系
後
裔
（
通
雍
余
氏
）

の
夷
族
エ
リ
ー
ト
で
、
楊
砥
中
の
近
隣
の
親
戚
で
あ
り
、
ま
た
通
雍
余
氏
は
彼
の
人
生
で
特
に
所
縁
の
深
い
一
族
で
あ
っ
た

（
49
）。

以
上
か
ら
、
上
掲
の
選
挙
総
事
務
所
の
呈
文
が
楊
砥
中
の
参
政
要
求
に
関
連
し
て
列
挙
し
た
⽛
韓
可
林
⽜
す
な
わ
ち
韓
介
休
は
、
四
川

省
南
部
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
を
代
表
す
る
苗
族
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
石
門
坎
と
間
接
的
に
結
び
付
い
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
。
彼
と
楊
砥

中
と
の
直
接
の
関
係
を
示
す
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
楊
砥
中
の
関
係
者
で
あ
る
夷
族
エ
リ
ー
ト
の
余
祥
銘
が
韓
介
休
と
共
に
連
署
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
推
測
を
後
押
し
す
る
。

貴
州
同
郷
夷
族
旧
知
─
王
桂
馥
（
王
奮
飛
）

さ
ら
に
上
掲
の
選
挙
総
事
務
所
の
呈
文
は
、
第
三
に
一
九
四
五
年
八
月
に
お
け
る
国
民
参
政
会
秘
書
処
へ
の
楊
砥
中
本
人
に
よ
る
参
政

要
求
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
も
対
応
す
る
史
料
は
見
出
し
得
て
い
な
い
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
同
年
三
月
十
三
日
と

同
月
二
十
日
に
、⽛
王
桂
馥
⽜
と
い
う
人
物
と
⽛
許
才
興
⽜
と
い
う
人
物
が
、
楊
砥
中
を
第
四
届
国
民
参
政
会
（
一
九
四
五
年
七
月
第
一
次

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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大
会
）
に
参
政
員
と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
よ
う
求
め
る
呈
文
を
国
民
政
府
に
送
っ
て
い
た
こ
と
が
、
史
料
と
し
て
確
認
さ
れ
る

（
50
）。

こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
楊
砥
中
が
蔣
介
石
か
ら
⽛
軍
事
委
員
会
代
電
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
⽜（
一
九
四
五
年
三
月
十
三
日
）
を
得
た

直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
二
人
の
陳
情
は
そ
れ
と
無
関
係
で
あ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
選
挙
総
事
務
所
の
呈
文
が

記
す
と
こ
ろ
の
楊
砥
中
本
人
に
よ
る
国
民
参
政
会
秘
書
処
へ
の
参
政
要
求
と
も
関
係
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
史
料
で
あ
り
、
検
討
に

値
す
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
楊
砥
中
を
推
挙
し
た
う
ち
の
一
人
、⽛
王
桂
馥
⽜
と
い
う
人
物
に
注
目
し
よ
う
（⽛
許
才
興
⽜
に
つ
い
て
は
次
節
（
⚔
）

を
参
照
）。
王
桂
馥
は
、
本
研
究
に
お
い
て
以
前
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
の
前
史
に
つ
い
て
論
じ
た
際
に
、
一
度
言
及
し
た
こ
と
の
あ
る
人
物

で
あ
る
。
抗
戦
前
の
首
都
南
京
で
西
康
省
夷
族
青
年
と
貴
州
西
北
部
夷
族
青
年
た
ち
の
連
携
を
基
礎
と
し
て
⽛
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
⽜

と
い
う
名
称
の
結
社
が
組
織
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
（
次
節
（
⚔
）
で
再
論
）、
そ
の
人
員
の
一
人
の
⽛
王
奮
飛
⽜
が
、
字
が
⽛
奮
飛
⽜、
名

は
⽛
桂
馥
⽜
で
、
楊
砥
中
の
実
家
で
あ
る
中
箐
楊
氏
土
目
衙
門
の
故
地
（
現
貴
州
省
畢
節
市
大
方
県
八
堡
彝
族
苗
族
郷
中
箐
村
村
公
所
）

近
隣
の
橋
辺
村
出
身
の
夷
族
で
あ
っ
た

（
51
）【

写
真
⚘
】。
一
九
四
五
年
三
月
に
楊
砥
中
が
陸
崇
仁
に
送
っ
た
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表

楊
砥
中
致
辺
疆
父
老
書
⽜
に
附
さ
れ
た
⽛
西
南
辺
疆
土
司
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
及
各
省
区
通
訊
処
負
責
人
姓
名
一
覧
表
⽜
に
は
、
彼
の

駐
渝
辦
事
処
の
責
任
者
と
し
て
そ
の
名
が
記
さ
れ
、
備
考
欄
に
は
⽛〔
楊
〕
砥
中
が
重
慶
を
離
れ
て
い
る
時
は
、
総
務
主
任
の
王
奮
飛
が
代

理
と
な
る
⽜
と
あ
る

（
52
）。

ま
た
張
斐
然
ら
が
楊
森
に
送
っ
た
、
前
述
の
⽛
張
斐
然
等
擁
護
梁
聚
五
為
貴
州
省
苗
夷
族
国
民
代
表
大
会
之
代
表

致
貴
州
省
長
楊
主
席
信
⽜（
一
九
四
五
年
四
月
）
に
も
⽛
貴
州
旅
渝
苗
夷
族
青
年
⽜
の
一
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る

（
53
）。

王
桂
馥
（
王
奮
飛
）

は
、
抗
戦
末
期
に
お
い
て
楊
砥
中
の
補
佐
役
の
立
場
に
あ
り
、
重
慶
在
住
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
王
奮
飛
の
伝
記
な
ど
に
も
、
彼
は
兵
工
学

校
【
写
真
⚙
】
に
大
専
軍
械
技
術
班
二
期
（
一
九
三
六
年
八
月
～
一
九
三
九
年
七
月
）
と
し
て
在
籍
し
、
南
京
陥
落
後
、
学
校
と
共
に
武
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漢
を
経
て
重
慶
に
移
り
、
卒
業
後
に
は
重
慶
の
軍
政
部
兵
工
署
な
ど
で
技
術
者
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る

（
54
）。

以
上
全
て
の
事
実
は
い
ず
れ
も
矛
盾
し
な
い
。

つ
ま
り
王
桂
馥
は
、南
京
以
来
の⽛
夷
苗
⽜請
願
運
動
の
最
古
参
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ

た
が
、
一
九
四
五
年
当
時
な
お
も
重
慶
に
お
い
て
第
一
線
に
あ
る
⽛
夷
苗
⽜
エ
リ
ー
ト
と
し

て
活
躍
し
、
郷
里
の
地
縁
で
つ
な
が
る
楊
砥
中
を
西
南
辺
疆
土
司
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
の

実
質
的
な
副
責
任
者
と
し
て
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
先
立
つ
一
九
四
四
年
九
月
、⽛
国
民
参
政
会
組
織
条
例
⽜
が
修
正
公
布
さ
れ
て
、
参

政
員
の
定
員
が
総
数
二
百
四
十
か
ら
二
百
九
十
人
に
加
増
さ
れ
、
新
参
政
員
名
簿
が
国
民
政

府
に
よ
っ
て
一
九
四
五
年
四
月
に
公
表
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

（
55
）。

同
年
三
月
に
楊
砥
中
が
蔣

介
石
か
ら
得
た
⽛
軍
事
委
員
会
代
電
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
⽜
を
前
提
に
、
新
た
に
召
集

さ
れ
る
第
四
届
国
民
参
政
会
を
目
標
と
し
て
、
ま
ず
は
王
桂
馥
が
楊
の
推
挙
を
試
み
、
そ
れ

が
失
敗
し
た
後
、
楊
本
人
が
同
年
八
月
に
国
民
参
政
会
秘
書
処
に
対
し
て
参
政
要
求
を
試
み
た
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

選
挙
総
事
務
所
の
呈
文
か
ら
見
た
一
九
四
五
年
の
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
の
連
鎖

以
上
、
国
民
大
会
選
挙
を
主
管
す
る
国
民
大
会
代
表
選
挙
総
事
務
所
が
一
九
四
五
年
十
二
月
に
国
民
政
府
主
席
蔣
介
石
に
送
っ
た
⽛
元

字
第
七
三
五
号
⽜
呈
文
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。

当
該
呈
文
は
、
一
九
四
〇
年
五
月
の
⽛
滇
黔
川
三
省
土
司
民
衆
代
表
⽜
楊
砥
中
に
よ
る
国
民
大
会
を
め
ぐ
る
参
政
要
求
か
ら
説
き
起
こ

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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し
、
各
地
か
ら
届
い
た
参
政
要
求
を
列
挙
し
て
、
最
後
に
内
政
部
か
ら
受
け
取
っ
た
二
つ
の
文
書
の
⽛
写
し
⽜
に
言
及
す
る
。
選
挙
総
事

務
所
は
、
一
九
四
五
年
を
通
じ
て
繰
り
返
し
見
ら
れ
た
⽛
夷
苗
⽜
社
会
に
お
け
る
広
汎
な
参
政
意
識
の
高
揚
が
、
由
来
と
し
て
一
九
四
〇

年
の
楊
砥
中
に
よ
る
参
政
要
求
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
代
表
⽜
楊
砥
中
の
⽛
夷
苗
⽜

参
政
要
求
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
、
政
権
中
枢
に
対
し
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
報
告
し
た
の
で
あ
る
。

今
回
、
各
参
政
要
求
の
主
体
と
な
っ
た
人
物
と
推
挙
対
象
と
な
っ
た
人
物
に
つ
い
て
以
上
で
考
証
し
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
が
い
ず
れ

も
各
地
の
代
表
的
な
⽛
夷
苗
⽜
名
士
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
楊
砥
中
と
関
係
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
選
挙
総
事
務
所
の
認
識
が
根
拠
の
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
改
め
て
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
⚔
）
選
挙
総
事
務
所
報
告
が
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
─
楊
砥
中
を
取
り
巻
く
⽛
夷
苗
⽜
青
年
群
像
と
そ
の
周
辺

し
か
し
問
題
は
そ
れ
で
終
わ
ら
な
い
。
そ
れ
ら
が
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
代
表
⽜
楊
砥
中
の
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
に
触
発
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
選
挙
総
事
務
所
の
認
識
は
、
根
拠
が
あ
る
と
は
い
え
、
本
当
に
正
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
判
断
す
る
に

は
、
こ
れ
ら
の
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
の
背
後
に
目
を
向
け
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
状
況
が
実
際
こ
の
時
期
に
あ
っ
た
の
か
否
か
、
さ
ら
に

検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

⽛
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
⽜⽛
貴
州
旅
渝
苗
夷
族
青
年
⽜
毛
臣
忠

注
目
す
べ
き
も
の
は
、
本
稿
で
以
上
の
検
討
の
出
発
点
と
し
、
ま
た
選
挙
総
事
務
所
も
ま
た
呈
文
の
最
後
に
言
及
し
た
二
つ
の
文
書
の

⽛
写
し
⽜
の
う
ち
の
一
つ
、
楊
砥
中
に
よ
る
成
果
伝
達
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
⽛
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜（
一
九
四
五
年
三
～
八
月
）、
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お
よ
び
こ
れ
と
同
じ
背
景
を
持
つ
と
見
ら
れ
る
前
述
の
⽛
張
斐
然
等
擁
護
梁
聚
五
為
貴
州
省
苗
夷
族
国
民
代
表
大
会
之
代
表
致
貴
州
省
長

楊
主
席
信
⽜（
一
九
四
五
年
四
月
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
参
政
要
求
に
連
署
し
た
⽛
毛
臣
忠
⽜
と
い
う
人
物
、
お
よ
び
そ
れ
に
名
を
連

ね
た
⽛
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
⽜⽛
貴
州
旅
渝
苗
夷
族
青
年
⽜
に
つ
い
て
、
前
節
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
て
み
よ
う
。

中
心
人
物
の
一
人
、
毛
臣
忠
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
理
解
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
貴
州
東
南
部
に
立
地
す
る
黄
平
（
現
黔
東
南

苗
族
侗
族
自
治
州
黄
平
県
）
出
身
の
苗
族
で
、
一
九
四
五
年
に
重
慶
の
⽛
国
立
辺
疆
学
校
⽜
に
進
学
し
、
そ
の
後
、
学
校
と
共
に
首
都
南

京
に
移
転
、
一
九
四
九
年
か
ら
は
北
京
に
移
っ
て
苗
語
研
究
者
と
し
て
活
躍
し
た
、
潘
昌
栄
と
い
う
人
物
が
残
し
た
日
記
で
あ
る

（
56
）。

貴
州
省
の
各
地
苗
族
地
域
の
う
ち
、
西
北
部
の
石
門
坎
は
元
々
貧
困
地
域
で
あ
る
上
に
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が
排
除
さ
れ
た
こ
と
も
あ

い
ま
っ
て
、
中
共
政
権
下
で
は
著
し
く
衰
退
し
た
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
省
都
貴
陽
に
近
接
し
て
相
対
的
に
開
発
が
早
か
っ
た
東
南
部

に
は
、
中
共
政
権
下
で
多
く
の
苗
族
エ
リ
ー
ト
を
輩
出
す
る
地
域
が
あ
っ
て
、
彼
ら
に
よ
る
先
人
顕
彰
が
盛
ん
で
あ
る

（
57
）。

潘
昌
栄
は
ま
さ

に
こ
の
地
域
出
身
の
苗
族
エ
リ
ー
ト
の
一
人
で
あ
り
、
本
稿
が
主
題
と
す
る
戦
後
間
も
な
い
時
期
の
重
慶
・
南
京
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。

近
年
そ
の
顕
彰
の
一
環
と
し
て
出
版
さ
れ
た
彼
の
日
記
は
、
史
料
的
に
き
わ
め
て
大
き
な
価
値
を
持
つ
。

潘
昌
栄
の
日
記
に
は
、
南
京
復
員
後
の
一
九
四
七
年
五
月
の
記
事
と
し
て
、⽛
卒
業
す
る
雲
南
・
貴
州
同
郷
人
の
毛
臣
忠
・
許
方
興
…
…

の
た
め
に
簡
単
な
送
別
会
を
開
い
た
⽜
と
あ
り

（
58
）、

毛
臣
忠
の
名
前
が
見
え
る
。
そ
こ
に
並
ん
で
見
え
る
⽛
許
方
興
⽜
に
つ
い
て
は
、
該
当

す
る
者
が
他
の
史
料
に
見
当
た
ら
な
い
が
、
文
字
の
誤
植
と
見
な
せ
ば
、
前
節
で
検
討
し
た
名
士
の
一
人
、
王
桂
馥
と
並
行
し
て
同
時
期

に
楊
砥
中
を
国
民
参
政
会
に
推
挙
し
た
も
う
一
人
の
人
物
、⽛
許
才
興
⽜
が
存
在
す
る
。
許
才
興
は
、⽛
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜
の
み
な
ら
ず
⽛
張

斐
然
等
擁
護
梁
聚
五
為
貴
州
省
苗
夷
族
国
民
代
表
大
会
之
代
表
致
貴
州
省
長
楊
主
席
信
⽜
に
お
い
て
も
、
毛
臣
忠
に
続
く
連
署
者
と
し
て

名
前
が
見
え
る
人
物
で
あ
る
。⽛
許
方
興
⽜
は
す
な
わ
ち
⽛
許
才
興
⽜
で
あ
り
、
毛
と
許
は
潘
昌
栄
と
同
じ
く
⽛
国
立
辺
疆
学
校
⽜
の
学
生

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢

─ 94 ── 95 ─



で
あ
っ
て
、
他
の
⽛
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
⽜⽛
貴
州
旅
渝
苗
夷
族
青
年
⽜
も
ま
た
、
彼
ら
に
近
い
関
係
に
あ
っ
た
重
慶
在
住
青
年
た
ち
で
は

な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
推
測
が
生
ま
れ
る
。

国
立
辺
疆
学
校
と
そ
の
周
辺

⽛
国
立
辺
疆
学
校
⽜
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
抗
戦
下
の
重
慶
近
郊
に
お
い
て
設
立
さ
れ
、
戦
後
に
首
都
南
京
に
移
り
、
南
京
陥
落
後
に
接

収
さ
れ
て
歴
史
か
ら
消
え
た
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
。
そ
の
前
身
の
⽛
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙

蔵

モ
ン
ゴ
ル
チ
ベ
ッ
ト

学
校
⽜（
以
下
⽛
蒙
蔵
学
校
⽜）
に

つ
い
て
の
史
料
は
一
定
程
度
あ
り
、
ま
た
研
究
者
の
関
心
も
比
較
的
高
い
の
に
対
し

（
59
）、⽛

国
立
辺
疆
学
校
⽜
は
わ
ず
か
八
年
の
短
命
で
、
機

関
と
し
て
も
中
共
政
権
下
で
存
続
せ
ず
、
台
湾
で
も
復
校
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
各
種
文
献
に

記
録
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く

（
60
）、

今
日
に
お
い
て
歴
史
を
顕
彰
す
る
当
事
者
が
存
在
せ
ず
、

研
究
者
の
関
心
も
乏
し
い

（
61
）。

し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
潘
昌
栄
の
経
歴
に
見
る
よ
う
に
そ
の
遺
産

の
一
部
は
確
実
に
中
共
政
権
下
へ
と
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
重
視
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。

国
立
辺
疆
学
校
の
淵
源
は
、
首
都
南
京
に
お
い
て
国
民
党
の
幹
部
と
国
家
建
設
の
人
材
を
養
成

す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
（
国
民
党
）
中
央
党
務
学
校
（
後
の
中
央
政
治
学
校
、
現
国
立
政
治
大

学（
台
北
市
文
山
区
））に
あ
る
。
一
九
二
八
年
、蒙
蔵
学
生
が
入
学
し
て⽛
蒙
蔵
及
華
僑
補
習
班ク

ラ
ス

⽜

を
特
設
、
一
九
二
九
年
、
正
式
に
⽛
蒙
蔵
及
華
僑
特
別
班
⽜
が
設
け
ら
れ
、
同
年
、
中
央
党
務
学

校
は
中
央
政
治
学
校
と
改
称
、
一
九
三
〇
年
に
は
同
校
に
⽛
蒙
蔵
班
⽜
が
新
設
さ
れ
、
同
班
は
一

九
三
一
年
夏
に
南
京
近
郊
の
暁
荘
（
現
南
京
市
栖
霞
区
燕
子
磯
街
道
暁
荘
村
）
の
暁
荘
試
験
郷
村
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師
範
旧
址
に
移
転
【
写
真
10
】、
一
九
三
三
年
に
そ
れ
が
拡
充
改
称
さ
れ
て
⽛
中
央
政
治
学
校
附

設
蒙
蔵
学
校
⽜
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
同
校
は
、
抗
戦
下
に
疎
開
で
各
地
を
転
々
と
し
た
後
、

一
九
三
八
年
一
月
に
湖
南
省
芷
江
（
現
懐
化
市
芷
江
侗
族
自
治
県
）
に
移
転
、
さ
ら
に
同
年
九

月
に
重
慶
近
郊
の
巴
県
界
石
場
（
現
重
慶
市
巴
南
区
界
石
鎮
）
に
移
転
し
て
、
一
九
三
九
年
七

月
に
⽛
中
央
政
治
学
校
附
設
辺
疆
学
校
⽜
と
改
称
す
る
に
至
る
。
そ
の
後
、
一
九
四
一
年
八
月

に
界
石
で
中
央
政
治
学
校
か
ら
独
立
し
た
専
科
学
校
、⽛
国
立
辺
疆
学
校
⽜
と
な
っ
て
国
民
政
府

教
育
部
管
轄
下
に
入
り
、
戦
後
の
一
九
四
六
年
夏
に
界
石
か
ら
江
蘇
無
錫
へ
と
移
転
、
南
京
光

華
門
外
の
地
に
新
校
園
を
獲
得
し
、一
九
四
七
年
七
月
に
学
生
た
ち
も
そ
こ
に
移
り【
写
真
11
】、

旧
蒙
蔵
学
校
は
国
立
辺
疆
学
校
と
し
て
首
都
へ
の
帰
還
を
果
た
し
た
の
で
あ
る

（
62
）。

蒙
蔵
学
校
は
、
そ
の
名
称
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
設
立
当
初
の
学
生
の
多
く
は
蒙
蔵
地
域
出

身
の
青
年
た
ち
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
う
ち
の
相
当
数
を
蒙
古

モ
ン
ゴ
ル

・
西
蔵

チ
ベ
ッ
ト

民
族
が
占
め
て
い
た

と
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
抗
戦
初
期
の
一
九
三
八
年
六
月
段
階
（
在
湖
南
芷
江
時
期
）
に
な

る
と
、
蒙
蔵
学
校
の
初
級
中
学
（
中
学
）・
高
級
中
学
（
高
校
）
に
は
、
遼
寧
九
人
・
吉
林
一
人
・

熱
河
十
六
人
・
察
哈
爾
七
人
・
綏
遠
六
人
・
寧
夏
四
人
・
甘
粛
六
人
・
新
疆
十
一
人
・
青
海
二

五
人
・
西
康
十
八
人
・
西
蔵
二
人
・
四
川
一
人
・
貴
州
三
人
・
雲
南
一
人
（
お
よ
び
調
査
欠
席

者
十
四
人
）
の
総
計
百
二
十
四
人
の
辺
境
各
省
出
身
の
学
生
が
学
ぶ
に
至
っ
て
い
た

（
63
）。

蒙
蔵
学

校
は
、
次
第
に
各
地
辺
境
エ
リ
ー
ト
た
ち
を
広
汎
に
受
け
入
れ
る
全
国
レ
ベ
ル
の
学
校
と
し
て

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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の
性
質
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る【
写
真
12
】。
当
時
そ
れ
が⽛
中
央
政
治
学
校
附
設
辺
疆
学
校
⽜に
改
称
さ
れ
た
理
由
も
、

ま
さ
に
そ
の
た
め
で
あ
っ
た

（
64
）。

戦
前
の
首
都
南
京
に
進
学
し
た
⽛
夷
苗
⽜
青
年
た
ち
の
交
流
と
覚
醒

南
京
の
蒙
蔵
学
校
で
学
ん
だ
学
生
の
民
族
区
分
に
つ
い
て
の
統
計
は
見
出
し
得
て
い
な
い
が
、
上
記
各
省
出
身
の
非
漢
族
学
生
が
相
当

数
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
中
に
は
、
西
南
中
国
各
地
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
も
一
定
数
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

最
初
期
の
例
は
、
一
九
二
九
年
に
中
央
党
務
学
校
蒙
蔵
及
華
僑
特
別
班
に
進
学
（
一
九
三
一
年
中
央
政
治
学
校
卒
業
）
し
た
四
川
省
（
一

九
三
九
年
に
西
康
省
）
越
雟
（
越
嶲
、
現
四
川
省
涼
山
彝
族
自
治
州
越
西
県
）
夷
族
の
汪
済
西
（
王
治
（
志
）
国
、
後
に
曲
木
蔵
堯
）
で

あ
り
、
一
九
三
六
年
に
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
学
校
専
修
部
第
一
期
師
範
科
に
進
学
（
一
九
三
八
年
卒
業
）
し
た
雲
南
省
大
関
河
東
郷

（
現
昭
通
市
大
関
県
天
星
鎮
）
の
苗
族
で
石
門
坎
の
光
華
小
学
出
身
の
王
建
明
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
弟
で
、
兄
に
続
い
て
一
九
三
七
年
に
蒙

蔵
学
校
専
修
部
第
二
期
農
業
経
済
科
に
進
学
（
一
九
三
九
年
卒
業
）
し
た
石
門
坎
の
光
華
小
学
出
身
の
王
建
光
で
あ
り
、
さ
ら
に
王
建
明

と
と
も
に
一
九
三
六
年
に
蒙
蔵
学
校
高
中
部
第
三
期
農
林
墾
牧
科
に
進
学
（
一
九
三
九
年
卒
業
、
国
立
中
央
大
学
畜
牧
獣
医
専
修
科
（
重

慶
）
一
九
四
二
年
卒
業
）
し
た
貴
州
省
威
寧
龍
街
（
現
威
寧
彝
族
回
族
苗
族
自
治
県
龍
街
鎮
）
の
苗
族
で
石
門
坎
の
光
華
小
学
出
身
の
李

学
高
で
あ
る

（
65
）。

一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
首
都
南
京
に
は
、
中
央
政
治
学
校
に
在
籍
し
た
彼
ら
の
他
に
も
西
南
中
国
各
省
出
身
の
複
数
の
⽛
夷
苗
⽜
青
年

た
ち
が
上
京
進
学
し
て
い
た
。
第
一
は
、
上
述
の
汪
済
西
（
曲
木
蔵
堯
）
と
同
郷
、
四
川
省
（
一
九
三
九
年
に
西
康
省
）
越
雟
（
越
嶲
）

田
壩
（
現
四
川
省
涼
山
彝
族
自
治
州
甘
洛
県
）
の
夷
族
で
土
司
家
系
後
裔
の
嶺
光
電
で
あ
り
、
彼
は
一
九
三
三
年
に
南
京
城
内
の
中
央
陸
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軍
軍
官
学
校
に
進
学
し
て
い
た
（
十
期
一
総
隊
歩
兵
科
、
一
九
三
六
年
卒
業

（
66
））。

第
二
は
、
前

述
の
よ
う
に
後
に
楊
砥
中
を
重
慶
で
補
佐
す
る
こ
と
に
な
る
、
貴
州
省
夷
族
の
王
桂
馥
（
王

奮
飛
、
現
畢
節
市
大
方
県
八
堡
彝
族
苗
族
郷
中
箐
橋
辺
村
）
で
あ
り
、
彼
は
一
九
三
六
年
に

南
京
中
華
門
外
の
兵
工
学
校
に
進
学
し
て
い
た
（
大
専
軍
械
技
術
班
二
期
、
一
九
三
九
年
重

慶
で
卒
業

（
67
））。

さ
ら
に
彼
ら
の
他
に
も
、
汪
済
西
（
曲
木
蔵
堯
）
の
兄
の
王
（
汪
）
済
民
（
王

治
普
、
王
杰
民
、
曲
木
倡
民
）
が
、
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
蒙
蔵
学
校
で
学
ん

で
い
た
と
さ
れ
る

（
68
）。

郊
外
の
暁
荘
で
学
ぶ
彼
ら
は
週
末
に
な
る
と
南
京
城
内
に
や
っ
て
来
た
り
、
連
れ
立
っ
て

物
見
遊
山
に
遠
出
し
た
り
す
る
と
い
う
、
気
ま
ま
な
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る

（
69
）。

こ
う
し
た
生
活
の
中
で
、
西
南
中
国
各
省
の
辺
境
出
身
の
⽛
夷
苗
⽜
青
年
た
ち
は
互

い
に
面
識
を
得
て
、
都
会
で
交
流
を
深
め
た
。
そ
う
し
た
関
係
を
下
敷
き
に
、
さ
ら
に
外
地

で
暮
ら
す
中
で
民
族
意
識
を
覚
醒
さ
せ
、⽛
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
⽜（
一
九
三
四
年
五
月
成

立
、
常
務
委
員
曲
木
蔵
堯
、
執
行
委
員
嶺
光
電
・
王
奮
飛
ほ
か
、
後
補
委
員
曲
木
倡
民
）
が

結
成
【
写
真
13
】
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
研
究
に
お
い
て
先
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（
70
）。

そ
し

て
そ
の
活
動
に
は
、
在
京
の
苗
族
学
生
も
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
蒙
蔵
学
校
に
学
ん
で

い
た
雲
南
苗
族
の
王
建
明
は
、⽛
促
進
会
⽜
の
会
誌
で
あ
る
⽝
新
夷
族
⽞
誌
上
に
、⽛
夷
苗
両

大
民
族
⽜⽛
夷
苗
両
個
民
族
⽜
の
覚
醒
を
宣
言
し
、
夷
族
が
苗
族
を
支
配
す
る
伝
統
的
社
会
関

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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係
を
打
破
し
て
連
帯
を
実
現
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
郷
里
に
取
り
残
さ
れ
た
苗
族
同
胞
を
救
お
う
と
す
る
、
情
熱
あ
ふ
れ
る
論
文
を
投
稿
し

て
い
る

（
71
）。

ま
だ
人
数
と
し
て
は
少
な
い
も
の
の
、
都
会
を
舞
台
に
し
て
、
西
南
中
国
各
省
出
身
の
夷
族
青
年
と
苗
族
青
年
と
の
間
に
、⽛
夷

苗
⽜
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
確
か
な
交
流
が
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
【
写
真
14
】。

抗
戦
前
夜
・
初
期
に
お
け
る
政
権
中
枢
に
よ
る
⽛
夷
苗
⽜
重
視
の
動
き
と
⽛
夷
苗
⽜
教
育
の
実
践

一
九
三
四
年
に
始
ま
っ
た
首
都
南
京
で
の
⽛
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
⽜
の
活
動
は
、
一
九
三
六
年
六
月
の
高
玉
柱
・
喩
杰
才
の
上
京
を

契
機
と
し
て
、
政
権
中
枢
に
向
け
た
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
へ
と
発
展
し
、
さ
ら
に
抗
戦
に
よ
っ
て
、
舞
台
を
重
慶
に
移
し
た
。
そ
の
過
程

で
、
三
省
境
界
地
域
の
郷
里
の
実
力
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
楊
砥
中
が
合
流
し
、
つ
い
に
は
彼
が
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
の
中
心
人
物
と
し
て

抬
頭
し
て
い
っ
た
経
過
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
研
究
で
前
稿
ま
で
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
は
、
い
か
な
る
動
き
を
見
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
関
心
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
が
⽛
国
立
辺
疆
学

校
⽜
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
⽛
国
立
辺
疆
学
校
⽜
は
、
抗
戦
下
の
一
九
四
一
年
八
月
、
重
慶
郊
外
の
界
石
で
中
央
政
治
学
校
か
ら
独
立
し
て

成
立
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
身
の
蒙
蔵
学
校
は
中
央
政
治
学
校
の
附
設
で
あ
っ
た
た
め
、
中
央
政
治
学
校
の
歴
代
学
生
同
窓
名
簿

が
編
纂
さ
れ
れ
ば
そ
こ
に
⽛
夷
苗
⽜
学
生
も
収
録
さ
れ
る
が
、
分
離
し
た
後
の
国
立
辺
疆
学
校
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
に
つ
い
て
は
当
然
収
録

さ
れ
な
い
。
短
命
で
あ
っ
た
た
め
か
、
同
校
と
し
て
も
歴
代
学
生
同
窓
名
簿
の
独
自
の
編
纂
は
な
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後

身
の
国
立
政
治
大
学
が
回
顧
す
る
歴
史
に
も
国
立
辺
疆
学
校
は
含
ま
れ
ず
、
そ
の
関
連
史
料
は
史
料
集
に
も
収
録
は
さ
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
国
立
辺
疆
学
校
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
の
根
本
的
な
手
掛
か
り
は
皆
無
で
あ
る
（
と
思
わ
れ
た
）。
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と
こ
ろ
が
先
頃
、
一
部
時
期
の
学
生
名
簿
・
学
籍
簿
な
ど
を
含
め
、
国
立
辺
疆
学
校
関
係
史
料
の
相
当
数
が
、
実
は
台
湾
に
お
い
て
教

育
部
檔
案
の
一
部
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
先
に
言
及
し
た
毛
臣
忠
・
許
才
興
が
国
立
辺
疆
学
校
の

学
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
、
楊
砥
中
が
蔣
介
石
か
ら
回
答
を
得
た
こ
と
を
契
機
に
一
九
四
五
年
に
西
南
中
国
各
地
で
盛
り
上

が
っ
た
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
が
、
実
は
彼
ら
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
の
覚
醒
と
連
帯
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

以
下
、
そ
れ
を
論
じ
て
み
よ
う
。

楊
砥
中
が
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
の
中
心
人
物
と
し
て
抬
頭
し
た
時
期
、
抗
戦
下
の
重
慶
に
は
、
か
つ
て
南
京
で
決
起
し
た
汪
済
西
（
曲

木
蔵
堯
）・
王
建
明
た
ち
の
次
世
代
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
が
、
飛
躍
的
に
数
を
増
し
て
進
学
を
実
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
が
こ
の
時
期
に
見
ら
れ
た
の
は
、
国
家
体
制
の
整
備
が
進
み
、
国
民
大
会
の
開
催
と
憲
法
の
制
定
が
視
野
に
入
る
一
方

で
、
東
北
に
満
洲
国
が
出
現
し
、
西
南
・
西
北
を
中
共
紅
軍
が
転
戦
（
長
征
）
し
て
陝
西
北
部
の
辺
境
に
根
拠
地
が
樹
立
さ
れ
る
な
ど
、

国
家
統
合
が
危
う
く
な
る
事
態
が
生
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
後
、
国
民
党
政
権
が
辺
境
を
重

視
し
始
め
、
辺
境
住
民
に
対
す
る
辺
境
教
育
が
国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
対
象
と
し
て
西
南
中
国
に
数
多
く
暮
ら
す

⽛
夷
苗
⽜
と
い
う
存
在
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
72
）。

当
時
、
政
権
中
枢
が
西
南
中
国
の
⽛
夷
苗
⽜
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
一
九
三
五
年
十
一
月
に
南
京
で
開
か
れ
た
中
国
国

民
党
第
五
次
全
国
代
表
大
会
（
五
全
大
会
）
で
通
過
（
採
択
）
し
た
⽛
中
国
国
民
党
第
五
次
全
国
代
表
大
会
宣
言
⽜
か
ら
、
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
同
宣
言
は
、
条
項
の
一
つ
に
⽛
辺
政
を
重
ん
じ
、
教
化
を
ひ
ろ
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
族
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て

統
一
を
達
成
す
る
⽜
こ
と
を
掲
げ
、
そ
の
実
施
対
象
と
し
て
、⽛
辺
疆
各
地
と
西
南
各
省
に
散
在
す
る
民
族
⽜⽛
国
内
の
蒙
族
・
蔵
族
・
新

疆
回
族
〔
現
ウ
イ
グ
ル
族
〕、
お
よ
び
内
地
に
散
在
す
る
各
小
族
⽜
を
明
記
し
、
教
育
分
野
に
つ
い
て
も
、⽛
上
記
各
民
族
の
教
育
に
つ
い

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢

─ 100 ── 101 ─



て
、
中
央
は
妥
当
な
方
案
を
し
っ
か
り
と
制
定
し
て
、
努
め
て
そ
の
発
展
を
図
り
、
国
家
は
各
族
の
教
育
に
つ
い
て
、
経
費
を
広
く
準
備

し
、
予
算
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜
と
明
言
し
た
の
で
あ
る

（
73
）。

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、⽛
西
南
各
省
⽜
は
⽛
辺
疆
各
地
⽜
と
対
置
さ

れ
、⽛
西
南
各
省
に
散
在
す
る
民
族
⽜
も
⽛
蒙
族
・
蔵
族
・
新
疆
回
族
⽜
と
同
等
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
⽛
西
南
各
省
に

散
在
す
る
民
族
⽜
が
本
研
究
の
主
題
で
あ
る
⽛
夷
苗
⽜
に
相
当
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
宣
言
は
⽛
夷
苗
⽜
教
育
の
推
進
の
た
め
に
、

国
家
方
針
と
し
て
根
本
的
な
裏
付
け
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

本
宣
言
の
前
年
に
当
た
る
一
九
三
四
年
に
、首
都
南
京
の
蒙
蔵
学
校
な
ど
で
学
ぶ
西
南
中
国
各
省
出
身
の
夷
族
青
年
た
ち
に
よ
っ
て⽛
西

南
夷
族
文
化
促
進
会
⽜
が
結
成
さ
れ
、
本
宣
言
の
翌
年
に
当
た
る
一
九
三
六
年
に
高
玉
柱
・
喩
杰
才
が
上
京
し
、
彼
ら
が
連
携
し
て
政
権

中
枢
に
向
け
た
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
を
展
開
し
た
の
は
、
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
強
調
し
た
い
の
は
、
彼
ら
の

⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
が
、⽛
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
⽜
の
結
成
以
来
、
本
稿
で
の
議
論
に
直
結
す
る
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
と
と
も
に
、⽛
夷
苗
⽜

教
育
の
振
興
要
求
を
一
貫
し
て
要
求
内
容
と
し
て
掲
げ
続
け
て
い
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る

（
74
）。

一
九
三
六
年
十
月
、
教
育
部
は
全
国
の
各
省
教
育
庁
と
各
学
校
に
⽛
訓
令
⽜
を
発
し
、⽛
格
外
優
待
⽜
と
し
て
⽛
苗
夷
学
生
で
中
央
あ
る

い
は
各
省
に
進
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
⽛
修
正
待
遇
蒙
蔵
学
生
章
程
⽜
を
応
用
し
て
処
理
す
る
⽜
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
当
該
⽛
訓
令
⽜

に
は
、⽛
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
南
京
総
会
⽜
の
陳
情
を
受
け
た
蒙
蔵
委
員
会
が
教
育
部
に
問
い
合
わ
せ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
の
言

及
が
あ
り

（
75
）、

そ
れ
が
南
京
在
住
の
⽛
夷
苗
⽜
青
年
た
ち
に
よ
る
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
の
成
果
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。⽛
訓
令
⽜

に
は
⽛
中
国
国
民
党
第
五
次
全
国
代
表
大
会
宣
言
⽜
に
つ
い
て
言
及
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
に
こ
う
し
た
⽛
格
外
優
待
⽜
の
判
断
が
速
や

か
に
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、
そ
れ
が
す
で
に
国
家
方
針
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
疑
い
の
な
い
点
で
あ
る
。

こ
う
し
て
初
め
て
西
南
中
国
各
省
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
は
⽛
蒙
蔵
⽜
学
生
と
同
等
の
待
遇
を
法
規
的
に
得
て
、
首
都
南
京
を
含
め
た
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各
地
高
等
教
育
機
関
に
優
待
進
学
し
、
給
付
金
や
奨
学
金
を
得
て
学
ぶ
道
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る

（
76
）。

そ
の
後
の
首
都
陥
落
や
抗
戦
激
化
と
い
う
新
た
な
局
面
に
あ
っ
て
も
、⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
は
舞
台
を
重
慶
に
移
し
て
続
き
、
そ
こ
に
楊

砥
中
が
参
加
し
抬
頭
し
て
い
っ
た
過
程
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
で
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
が
重
慶
で
再
始
動

し
た
一
九
三
八
年
九
月
当
時
の
彼
ら
の
請
願
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
の
議
論
に
直
結
す
る
⽛
夷
苗
⽜
参
政
の
み
な
ら
ず
、⽛
夷
苗
⽜
教
育
振

興
が
要
求
内
容
と
し
て
引
き
続
き
掲
げ
ら
れ
て
い
た

（
77
）。

そ
し
て
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
の
盛
り
上
が
り
を
受
け
、
一
九
三
八
年
十
二
月
に
は
、

政
権
中
枢
で
⽛
夷
苗
等
族
に
関
す
る
問
題
⽜
が
正
式
な
議
題
と
し
て
審
議
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る

（
78
）。

こ
の
結
果
、⽛
夷
苗
⽜
参
政
や
辦
事
処
の
設
立
な
ど
、
政
治
的
分
野
で
の
要
求
が
こ
と
ご
と
く
⽛
門
前
払
い
⽜
で
拒
否
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
本
研
究
で
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
ら
に
よ
る
教
育
分
野
で
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
抗
戦
前
夜
の
南
京
に
お

け
る
結
果
と
同
様
、
今
回
も
ま
た
一
定
の
成
果
を
生
ん
だ
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
顕
著
な
事
例
は
、
一
九
三
九
年
一
月
に
重
慶
で
開
か
れ
た
国
民
党
の
第
五
届
中
央
執
行
委
員
会
第
五
次
全
体
会
議
（
五
届
五
中
全

会
）
で
通
過
（
採
択
）
し
た
、⽛
教
育
報
告
に
対
す
る
決
議
案
⽜
で
あ
る
。
同
決
議
案
の
一
項
目
と
し
て
採
択
さ
れ
た
内
容
に
は
、⽛
辺
区

〔
辺
境
地
域
〕
の
教
育
は
蒙

モ
ン
ゴ
ル

・
回

ウ
イ
グ
ル

・
蔵

チ
ベ
ッ
ト

の
政
策
推
進
に
つ
い
て
は
、
当
局
は
す
で
に
理
解
し
て
重
視
し
て
い
る
が
、
西
南
苗
胞
の
教

育
に
つ
い
て
も
ま
た
、
計
画
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
抗
戦
下
に
あ
っ
て
苗
民
で
国
家
に
協
力
す
る
者
が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
教
育
も
ま
た
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
苗
民
教
育
と
い
う
名
目
を
新
た
に
用
意
す
る
必
要
は
な
く
、〔
漢
人
と
の
〕
混
合
教
化
の

方
法
を
採
用
し
て
し
っ
か
り
と
計
画
的
に
進
め
、
教
育
を
受
け
て
沈
静
化
さ
せ
、
民
族
意
識
を
消
し
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜
と
い
う

文
言
が
含
ま
れ
た

（
79
）。⽛

苗
胞
／
苗
民
⽜
と
は
本
研
究
の
⽛
夷
苗
⽜
と
同
等
の
概
念
と
言
え
る
。
西
南
中
国
に
立
地
す
る
重
慶
が
抗
戦
の
拠
点

と
な
り
、⽛
夷
苗
⽜
エ
リ
ー
ト
た
ち
と
の
接
触
機
会
が
増
え
る
中
で
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
⽛
夷
苗
⽜
教
育
を
他
の
辺
境
地
域
に
対
す
る
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も
の
と
同
等
に
重
視
す
る
政
策
が
継
続
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
一
方
で
、
当
時
現
れ
つ
つ
あ
っ
た
⽛
夷
苗
⽜

民
族
意
識
の
高
揚
に
対
す
る
政
権
中
枢
の
警
戒
感
が
反
映
さ
れ
、
こ
の
政
策
が
教
育
同
化
に
よ
る
そ
の
解
決
策
と
し
て
の
一
面
を
持
っ
て

い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

さ
ら
に
こ
の
年
、
二
月
に
重
慶
で
開
か
れ
た
、
国
民
大
会
召
集
前
の
民
意
反
映
諮
問
機
関
で
あ
る
国
民
参
政
会
の
第
一
届
第
三
次
大
会

で
は
、
参
政
員
の
居
勱
今
ら
に
よ
っ
て
⽛
西
北
と
西
南
を
開
発
す
る
に
は
ま
ず
先
に
蒙
・
蔵
・
回
・
苗
各
族
を
団
結
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
⽜
と
す
る
提
案
が
な
さ
れ
、
や
は
り
蒙
・
蔵
・
回
と
並
ぶ
存
在
と
し
て
⽛
苗
⽜（
す
な
わ
ち
⽛
夷
苗
⽜）
が
辺
境
政
策
の
対
象
と
し
て

示
さ
れ
、⽛
政
府
の
参
考
に
供
す
る
⽜
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る

（
80
）。

こ
れ
に
続
き
、
同
年
三
月
に
重
慶
で
開
か
れ
た
第
三
次
全
国
教
育
会
議
で
も
、
内
政
部
提
案
の
⽛
推
広
西
南
辺
疆
教
育
案
⽜
な
ど
を
踏

ま
え
て
教
育
部
が
提
案
し
た
⽛
辺
疆
教
育
改
進
案
⽜
の
一
項
目
⽛
確
立
辺
疆
勧
学
制
度
⽜
と
し
て
、⽛
辺
疆
学
生
は
斟
酌
し
て
給
付
金
と
奨

学
金
を
得
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
相
当
す
る
徭
役
免
除
を
得
る
⽜⽛
専
門
学
校
以
上
の
学
校
は
辺
疆
学
生
の
公
費
枠
定
員
を
広
く
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
⽜⽛
辺
疆
各
級
学
校
の
学
生
の
給
付
補
助
金
は
、
全
面
的
に
優
遇
し
て
支
給
し
、
最
低
の
生
活
を
維
持
さ
せ
て
、
安
心
し
て

学
ば
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜
な
ど
の
内
容
が
、
議
決
を
経
て
採
択
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
81
）。

こ
れ
ら
の
根
本
的
な
動
機
は
抗
戦
の
生
命
線
と
な
っ
た
辺
境
に
対
す
る
⽛
同
化
⽜
政
策
と
社
会
の
安
定
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
抗

戦
下
の
重
慶
に
お
い
て
、
特
に
教
育
面
で
⽛
夷
苗
⽜
青
年
た
ち
に
対
す
る
重
視
の
姿
勢
が
顕
在
化
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
82
）。

こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
抗
戦
終
結
前
夜
の
重
慶
で
、
楊
砥
中
も
ま
た
参
政
要
求
と
並
び
、
自
ら
の
石
門
坎
で
の
初
級
中
学
設
立
の
成
果
を
誇
り
、⽛
夷

苗
⽜
学
生
を
推
薦
し
て
中
央
政
治
学
校
な
ど
に
優
待
進
学
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に
つ
い
て
蔣
介
石
か
ら
回
答
を
得

て
、
そ
れ
を
広
く
宣
伝
し
た
結
果
、
覚
醒
し
た
各
地
⽛
夷
苗
⽜
青
年
・
学
生
た
ち
に
よ
る
参
政
要
求
の
高
ま
り
を
見
た
の
で
あ
る
。
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次
世
代
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
の
抗
戦
下
の
重
慶
に
お
け
る
交
流
と
覚
醒
─
連
帯
す
る
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち

こ
う
し
た
背
景
の
下
、
こ
の
時
期
の
重
慶
に
は
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
が
急
増
し
、
国
立
辺
疆
学
校
が
彼
ら
の
拠
点
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
二
月
に
国
立
辺
疆
学
校
に
在
学
し
て
い
た
⽛
辺
生
（
辺
疆
学
生
）⽜
名
簿
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
⽛
辺
生
⽜
総
数
五
二
人
の
う
ち
、

⽛
蔵
族
⽜
十
人
、⽛
蒙
族
⽜
十
九
人
、⽛
苗
族
⽜
六
人
、⽛
夷
族
⽜
八
人
、⽛
維
吾
尓マ

マ

族
⽜
九
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
モ
ン
ゴ
ル
族
が
十

九
人
と
突
出
し
て
多
い
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
見
る
と
、⽛
苗
⽜⽛
夷
⽜
両
族
を
合
計
す
る
な
ら
十
四
人
で
、
モ
ン
ゴ
ル
族
に
次
ぐ
こ
と

に
な
り
、
チ
ベ
ッ
ト
族
や
ウ
イ
グ
ル
族
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

（
83
）。

国
立
辺
疆
学
校
の
前
身
で
あ
る
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
学
校
の
南

京
時
期
お
よ
び
湖
南
疎
開
時
期
に
お
け
る
上
述
の
状
況
と
比
較
す
る
な
ら
、
こ
の
間
に
お
け
る
変
化
は
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

彼
ら
は
、
前
世
代
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
が
か
つ
て
南
京
で
経
験
し
た
よ
う
に
、
都
会
へ
の
進
学
を
契
機
に
重
慶
で
省
籍
や
民
族
区
分

を
越
え
て
盛
ん
に
交
流
し
、
覚
醒
を
遂
げ
た
と
見
ら
れ
る
。

一
九
四
三
年
五
月
、⽛
西
南
苗
夷
学
生
⽜
覃
啓
賢
ほ
か
総
計
四
十
四
（
も
し
く
は
四
十
三
）
人
が
、
国
立
辺
疆
学
校
を
連
絡
先
と
し
て
記

し
、
国
防
最
高
委
員
会
委
員
長
蔣
介
石
（
も
し
く
は
国
民
政
府
主
席
林
森
）
に
対
し
て
呈
文
を
送
り
、
彼
ら
⽛
苗
夷
学
生
⽜
た
ち
の
窮
状

を
訴
え
、
優
待
を
今
後
も
継
続
す
る
よ
う
陳
情
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
同
年
四
月
に
教
育
部
令
で
⽛
蒙
・
蔵
・
新
〔
疆
籍
〕
の
学

生
に
は
毎
月
補
助
金
十
五
元
を
給
付
し
、
非
蒙
・
蔵
・
新
の
学
生
に
は
毎
月
補
助
金
五
元
を
給
付
す
る
⽜
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
彼
ら
は
、
前
述
し
た
一
九
三
五
年
以
来
の
中
央
に
よ
る
西
南
非
漢
民
族
に
対
す
る
政
策
を
、⽛
夷
苗
⽜
教
育
重
視
政
策
を
含

め
、
歴
史
的
に
説
明
し
た
上
で
、⽛
苗
夷
学
生
は
こ
れ
ま
で
中
央
の
優
待
を
受
け
て
き
て
、
一
重
に
蒙
・
蔵
・
回
〔
新
疆
籍
〕
の
学
生
と
同

等
だ
っ
た
が
、〔
今
回
の
〕
教
育
部
令
が
苗
夷
の
〔
優
待
〕
待
遇
を
明
示
せ
ず
、
普
通
の
学
生
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
や
る

気
と
学
業
に
き
わ
め
て
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
⽜⽛
初
め
中
央
の
優
待
を
受
け
て
重
慶
に
進
学
し
、
今
に
な
っ
て
教
育
部
が
突
然
そ
の
待
遇
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を
停
止
す
る
の
は
、
私
た
ち
の
前
途
を
閉
ざ
す
こ
と
に
等
し
い
⽜
と
不
満
を
述
べ
、⽛
苗
夷
⽜
の
貧
困
と
い
う
特
殊
事
情
も
考
慮
す
る
よ
う
、

切
々
と
訴
え
た
の
で
あ
る

（
84
）。

さ
ら
に
同
年
七
月
に
な
り
、⽛〔
民
国
〕
二
十
九
〔
一
九
四
〇
〕
年
に
国
立
辺
疆
学
校
（
旧
中
央
政
治
学
校
附
設
）
高
中
部
に
推
薦
入
学
⽜

し
た
⽛
国
立
辺
疆
学
校
土
著
〔
着
〕
学
生
⽜
龍
正
学
ほ
か
総
計
八
人
が
、
入
学
か
ら
三
年
し
て
卒
業
を
控
え
、
進
学
の
た
め
の
補
助
金
給

付
を
求
め
て
、
国
防
最
高
委
員
会
委
員
長
蔣
介
石
に
対
し
、
連
署
し
て
呈
文
を
送
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る

（
85
）。

こ
こ
に
連
署
し
た
八
人
の

名
前
は
、
先
の
⽛
西
南
苗
夷
学
生
⽜
総
計
四
十
四
人
の
中
に
も
確
認
で
き
、⽛
西
南
苗
夷
学
生
⽜
が
国
立
辺
疆
学
校
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
を
中

心
と
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
抗
戦
下
の
重
慶
に
お
い
て
、
一
九
四
三
年
に
国
立
辺
疆
学
校
に
在
学
し
て
い
た
⽛
夷
苗
⽜
学
生
の

人
数
規
模
と
、
彼
ら
の
積
極
的
な
活
動
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
抗
戦
下
の
重
慶
に
集
っ
た
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
は
、
前
世
代
が
か
つ
て
南
京
で
経
験
し
た
よ
う
に
、
都
会
で
交
流
し
、

覚
醒
し
て
、
連
帯
し
た
行
動
を
見
せ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
前
世
代
と
比
べ
て
、
は
る
か
に
規
模
を
大
き
く
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

二
つ
の
参
政
要
求
に
連
署
し
た
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
─
国
立
辺
疆
学
校
学
生
毛
臣
忠
と
そ
の
周
辺

以
上
は
一
九
四
三
年
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
の
動
向
で
あ
り
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
国
立
辺
疆
学
校
（
旧
蒙
蔵

学
校
）
を
中
心
に
検
討
を
試
み
た
。

そ
も
そ
も
本
節
に
お
い
て
国
立
辺
疆
学
校
と
そ
こ
で
学
ん
だ
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
に
関
心
を
持
っ
て
考
察
を
深
め
た
の
は
、
一
九
四
五

年
の
楊
砥
中
に
よ
る
国
民
大
会
へ
の
参
政
要
求
を
軸
と
し
た
動
向
の
中
に
、
関
係
者
と
し
て
⽛
毛
臣
忠
⽜
と
い
う
人
物
名
が
見
ら
れ
る
こ
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と
に
注
目
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
名
前
が
、
潘
昌
栄
と
い
う
貴
州
苗
族
青
年
の
日
記
に
国
立
辺
疆
学
校
の
一
九
四
七
年
卒
業

生
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、
以
上
に
お
い
て
当
該
学
校
そ
の
も
の
と
そ
こ
で
学
ん
だ
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
に
目
を
向
け
て

検
討
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
⽛
毛
臣
忠
⽜
と
い
う
人
物
に
焦
点
を
絞
っ
て
史
料
を
精
査
し
て
み
る
と
、
国
立
辺
疆
学
校
関
係
史
料
の
中
に
顔
写
真
付

き
の
卒
業
生
カ
ー
ド
が
発
見
さ
れ
、
毛
臣
忠
が
貴
州
台
江
（
現
黔
東
南
苗
族
侗
族
自
治
州
台
江
県
）
出
身
で
一
九
四
七
年
七
月
に
卒
業
し

た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

（
86
）、

さ
ら
に
一
九
四
五
年
二
月
作
成
の
同
校
学
生
名
簿
に
よ
っ
て
、
当
時
彼
が
五
年
制
師
範
専
修
科
三
年
次

に
在
学
す
る
二
二
歳
で
、
苗
族
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り

（
87
）、

潘
昌
栄
の
日
記
の
信
頼
性
が
確
認
さ
れ
る
。
一
九
四
五
年
に
雲
南
省

の
国
民
大
会
代
表
と
し
て
⽛
苗
族
之
領
導
人
物
⽜
の
王
弘
道
を
選
出
す
る
よ
う
省
政
府
主
席
龍
雲
に
求
め
た
⽛
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
⽜
毛

臣
忠
は
、
当
時
国
立
辺
疆
学
校
在
学
中
の
貴
州
苗
族
青
年
だ
っ
た
の
で
あ
る

（
88
）。

同
様
に
潘
昌
栄
の
日
記
に
見
ら
れ
る
⽛
許
方
興
⽜
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
毛
臣
忠
の
同
級
生
に
⽛
許
方
興
⽜
は
見
当
た
ら
な
い
が
⽛
許

才
興
⽜
が
い
て
、
毛
臣
忠
の
場
合
と
同
様
に
、
顔
写
真
付
き
の
許
才
興
の
卒
業
生
カ
ー
ド
か
ら
、
彼
が
貴
州
鑪
山
（
現
黔
東
南
苗
族
侗
族

自
治
州
凱
里
市
）
出
身
で
一
九
四
七
年
七
月
に
卒
業
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

（
89
）、

さ
ら
に
一
九
四
五
年
二
月
作
成
の
同
校
学
生
名

簿
に
よ
っ
て
、
当
時
彼
が
五
年
制
師
範
専
修
科
三
年
次
に
在
学
す
る
二
二
歳
で
、
苗
族
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り

（
90
）、

潘
昌
栄
の
日

記
中
の
⽛
許
方
興
⽜
は
⽛
許
才
興
⽜
を
意
味
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
許
才
興
は
、
毛
臣
忠
と
同
様
、
一
九
四
五
年
の
一
連
の
⽛
夷
苗
⽜

参
政
要
求
に
お
い
て
、⽛
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
⽜⽛
貴
州
旅
渝
苗
夷
族
青
年
⽜
の
一
員
と
し
て
連
署
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
に
は
、
前
述
し

た
王
桂
馥
と
同
様
、
第
四
届
国
民
参
政
会
に
楊
砥
中
を
参
政
員
と
し
て
推
挙
し
て
お
り

（
91
）、

楊
砥
中
の
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る

（
92
）。
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以
上
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
一
九
四
五
年
の
二
つ
の
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
、
す
な
わ
ち
⽛
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜⽛
張
斐
然
等
擁
護
梁
聚
五

為
貴
州
省
苗
夷
族
国
民
代
表
大
会
之
代
表
致
貴
州
省
長
楊
主
席
信
⽜
の
双
方
に
名
を
連
ね
た
人
物
全
て
に
考
証
対
象
を
広
げ
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
そ
の
大
部
分
に
つ
い
て
人
物
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
九
四
五
年
上
半
期
推
定
状
況
）。

国
立
辺
疆
学
校

五
年
制
師
専
科
三
年
次
学
生
：
毛
臣
忠
・
許
才
興
・
賀
啓
聖
・
李
文
・
呉
道
安
（
以
上
、
貴
州
苗
族
）、
陸
新
鳳
（
雲
南

尋
甸
苗
族
）

五
年
制
師
専
科
二
年
次
学
生
：
李
紹
軒
（
貴
州
苗
族
）

初
中

三
年
次
学
生
：
安
鼎
賢
・
蘇
士
明
・
蘇
文
光
（
以
上
、
貴
州
夷
族
）、
石
明
清
（
貴
州
苗
族
）

＊
一
九
四
五
年
九
月
五
年
制
師
専
科
進
学
：
安
鼎
賢
・
蘇
文
光
・
禄
大
鵬
（
以
上
、
貴
州
夷
族
）、

朱
明
道
〔
・
潘
昌
栄
〕（
以
上
、
貴
州
苗
族
）

初
中

一
年
次
学
生
：
陳
恩
科
（
貴
州
夷
族
）

卒
業
生
：
張
有
倫
（
貴
州
苗
族
）

＊
一
九
四
三
年
六
月
高
中
卒
業
、
一
九
四
六
年
九
月
中
央
政
治
学
校
大
学
部
第
十
五
期
進
学
：
張

有
倫
（
貴
州
苗
族
）

中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
／
辺
疆
学
校
卒
業
生
：
李
学
高
・
張
斐
然
・
王
玉
璽
（
以
上
、
貴
州
苗
族
）、
王
建
明
（
雲
南
大
関
苗
族
）

江
津
県
国
立
第
九
中
学
第
三
分
校
三
年
次
学
生
：
楊
忠
義
（
雲
南
彝
良
苗
族
）

西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処

：
王
桂
馥
（
貴
州
夷
族
）
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不
明

：
張
俊
才
・
李
沄
江
・
池
永
光
・
馬
雲
・
石
玉
振
・
石
遠
謀
・
陶
士
倫
・
禄
昌
彬
・
楊
士
鳳

（
93
）

こ
れ
に
よ
り
、
一
九
四
五
年
の
二
つ
の
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
に
連
署
し
た
⽛
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
⽜⽛
貴
州
旅
渝
苗
夷
族
青
年
⽜
の
う
ち
、

人
物
同
定
可
能
な
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
国
立
辺
疆
学
校
の
在
学
生
・
卒
業
も
し
く
は
そ
の
前
身
の
蒙
蔵
学
校
の
卒
業
生
、
あ
る
い
は
そ
の

関
係
者
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

重
慶
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
と
楊
砥
中
と
の
関
係

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
大
部
分
が
国
立
辺
疆
学
校
に
在
学
中
の
⽛
夷
苗
⽜
青
年
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
が
連
署
し

た
二
つ
の
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
は
、
い
ず
れ
も
一
九
四
五
年
に
楊
砥
中
が
蔣
介
石
か
ら
回
答
を
得
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
楊
砥
中

に
よ
る
活
動
か
ら
刺
激
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
ら
国
立
辺
疆
学
校
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
と
楊
砥
中
と
は
、

果
た
し
て
い
か
な
る
関
係
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
楊
砥
中
の
⽛
夷
苗
⽜
教
育
へ
の
関
与
に
つ
い
て
さ
ら

な
る
検
討
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
。

本
研
究
で
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
楊
砥
中
は
一
九
三
六
年
十
一
月
ご
ろ
ま
で
は
、
三
省
境
界
地
域
が
紅
軍
⽛
長
征
⽜
と
そ
の

余
波
の
影
響
を
被
る
中
で
地
域
社
会
の
実
力
者
と
し
て
三
省
境
界
地
域
の
治
安
維
持
（
三
省
会
剿
）
で
活
躍
し
た
、
一
介
の
地
方
名
士
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
八
年
ま
で
に
高
玉
柱
が
率
い
た
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
に
合
流
を
果
た
し
、
彼
ら
が
軍
事
委
員
会
委

員
長
の
蔣
介
石
（
当
時
、
武
漢
駐
在
）
に
提
出
し
た
同
年
九
月
十
日
の
呈
文
に
お
い
て
、
そ
の
連
署
者
の
一
人
と
し
て
中
央
の
同
時
代
史

料
に
初
め
て
楊
砥
中
の
動
静
を
見
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
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⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
の
請
願
内
容
に
、
本
稿
で
の
議
論
に
直
結
す
る
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
と
と
も
に
、⽛
夷
苗
⽜
教
育
の
振
興
要
求
も
含

ま
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
楊
砥
中
個
人
に
つ
い
て
は
、
彼
が
地
方
名
士
と
し
て
自
身
の

郷
里
で
学
校
設
立
や
運
営
に
参
加
し
た
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。
一
方
、
楊
砥
中
に
と
っ
て
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
の
同
郷
の
同
志
で
あ
っ

た
、
貴
州
西
北
部
の
夷
族
土
司
家
系
後
裔
の
安
慶
吾
は
、
一
九
三
六
年
、
郷
里
の
以
角
（
現
畢
節
市
納
雍
県
新
房
彝
族
苗
族
郷
以
角
村
）

に
小
学
校
を
開
設
す
る
こ
と
を
貴
州
省
政
府
に
申
し
出
て
、
私
産
を
投
じ
て
⽛
省
立
以
角
辺
疆
小
学
⽜
を
翌
一
九
三
七
年
に
成
立
さ
せ
た

人
物
で
あ
る
。
安
慶
吾
が
一
九
三
八
年
九
月
に
政
権
中
枢
に
送
っ
た
呈
文
に
楊
砥
中
は
連
署
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
陳
情
項
目
の
一
つ

に
も
⽛
切
実
推
行
辺
疆
夷
苗
教
育
⽜
が
含
ま
れ
た

（
94
）。

最
初
期
に
お
い
て
楊
砥
中
は
、
同
志
の
安
慶
吾
を
介
し
て
、⽛
夷
苗
⽜
教
育
に
間
接
的

に
関
与
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
史
資
料
の
記
事
が
参
考
に
な
る
。

一
九
三
六
年
、〔
貴
州
〕
省
政
府
は
安
慶
吾
ら
の
申
請
を
批
准
し
、⽛
省
立
以
角
辺
疆
小
学
⽜（
以
下
⽛
以
角
小
学
⽜）
を
以
角
に
設

立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
一
九
三
七
年
春
、
学
校
が
成
立
し
た
。
省
政
府
は
沈
文
英
を
…
…
校
長
に
任
命
し
、
…
…
一
九
三
九
年
、

…
…
以
角
小
学
の
名
声
が
大
い
に
高
ま
っ
た
が
、
同
時
に
ま
た
そ
れ
は
国
民
党
〔
水
城
〕
県
党
部
の
疑
念
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
に
も

な
っ
た
。
…
…
情
報
が
以
角
に
伝
わ
る
と
、
沈
校
長
は
…
…
不
安
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
以
角
小
学
の
四
年
生
が
初
小
〔
四
年
制
初

級
小
学
校
〕
を
卒
業
す
る
時
期
に
当
た
り
、
安
慶
吾
は
畢
節
〔
出
身
〕
の
⽛
西
南
彝
〔
夷
〕
苗
代
表
⽜
楊
抵
〔
砥
〕
中
と
雲
南
〔
出

身
〕
の
彝
〔
夷
〕
族
代
表
余
×
×

マ

マ

〔
喩
杰
才
〕
ら
に
宛
て
て
手
紙
を
書
い
て
推
薦
を
依
頼
し
、〔
そ
の
結
果
〕
国
民
党
監
察
院
長
の
于

佑
〔
右
〕
任
の
賛
同
を
得
、
ま
た
国
民
党
政
府
の
批
准
も
経
て
、
こ
れ
ら
の
生
徒
た
ち
が
重
慶
に
行
っ
て
⽛
辺
疆
中
学
〔
中
央
政
治
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学
校
附
設
辺
疆
学
校
初
中
〕⽜
で
学
ぶ
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
。
そ
こ
で
〔
校
長
〕
沈
文
英
は

…
…
生
徒
た
ち
を
重
慶
ま
で
送
る
と
い
う
名
目
で
、
安
慶
吾
と
一
緒
に
三
十
人
余
り
の
生

徒
た
ち
を
連
れ
て
水
城
を
離
れ
、
危
機
を
脱
し
た
の
で
あ
る
。
…
…
こ
れ
ら
の
生
徒
た
ち

は
⽛
辺
疆
中
学
⽜
に
入
学
後
、
重
慶
の
酷
暑
と
教
育
レ
ベ
ル
に
適
応
で
き
ず
、
一
学
期
も

し
な
い
う
ち
に
結
局
は
大
多
数
が
家
に
逃
げ
帰
り
、
勉
強
を
続
け
て
卒
業
し
た
の
は
、
以

角
の
冉
崇
文
・
何
大
明
・
張
文
彬
と
水
城
の
左
全
達
ら
数
人
だ
け
で
あ
っ
た

（
95
）。

さ
ら
に
、
一
九
四
〇
年
九
月
の
重
慶
の
新
聞
に
は
、
楊
砥
中
と
安
慶
吾
が
⽛
苗
夷
学
生
⽜
た

ち
を
引
率
し
て
監
察
院
院
長
の
于
右
任
に
面
会
し
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
が
確
認
さ
れ
る
ほ
か

（
96
）【

写
真
15
】、
各
種
文
史
資
料
に
も
こ
の
内

容
と
関
係
す
る
記
事
が
複
数
見
ら
れ
る
が

（
97
）、

い
ず
れ
も
内
容
的
に
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
楊
砥
中
と
重
慶
で
出
会
っ
た

人
物
が
、
当
時
の
彼
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
回
顧
を
残
し
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
。

民
国
二
九
〔
一
九
四
〇
〕
年
夏
、
筆
者
が
貴
州
か
ら
重
慶
を
経
て
成
都
に
行
っ
て
黄
埔
軍
官
学
校
〔
中
央
陸
軍
軍
官
学
校
〕
を
受

験
し
た
時
、
族
兄
〔
父
方
の
従
兄

い
と
こ

〕
の
〔
郭
〕
佩
徳
が
太
行
山
の
前
線
か
ら
手
紙
を
寄
こ
し
、
重
慶
を
経
由
す
る
際
に
高
〔
玉
柱
〕

女
史
を
訪
ね
る
よ
う
に
言
っ
て
き
た
。
…
…
彼
女
〔
高
玉
柱
〕
は
重
慶
市
夫
子
池
の
三
合
院
の
二
階
建
て
の
建
物
に
住
ん
で
い
て
、

正
房
は
彼
女
の
生
活
空
間
と
来
客
時
の
客
間
、
左
廂
房
は
辦
公
室
兼
会
議
室
で
、
右
側
〔
右
廂
房
〕
は
貴
州
の
苗
族
代
表
の
楊
砥
中

氏
の
住
居
だ
っ
た
。
楊
代
表
〔
楊
砥
中
〕
は
〔
重
慶
の
中
央
政
治
学
校
附
設
〕
辺
疆
学
校
で
学
ぶ
学
生
を
と
て
も
よ
く
世
話
し
て
お
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り
、
ま
た
喜
ん
で
人
助
け
を
し
て
い
た
。
…
…
彼
女
〔
高
玉
柱
〕
の
秘
書
は
喩
杰
才
氏
で
、〔
雲
南
〕
鶴
慶
の
白
族
で
あ
っ
た

（
98
）。

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
全
く
異
な
る
性
質
の
も
の
だ
が
、
互
い
に
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
補
完
し
あ
う
。
各
内
容
の
信
頼
度
は
高
い
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
楊
砥
中
は
当
初
、
同
志
の
安
慶
吾
を
介
し
て
⽛
夷
苗
⽜
教
育
に
間
接
的
に
関
与
し
、
さ
ら
に
以
角
小
学
卒
業
生
た
ち
の

一
九
四
〇
年
の
上
京
を
機
に
政
権
中
枢
と
接
触
し
、
ま
た
彼
ら
の
世
話
を
す
る
こ
と
で
、
中
央
政
治
学
校
附
設
辺
疆
学
校
（
こ
の
翌
年
に

⽛
国
立
辺
疆
学
校
⽜
と
し
て
改
組
改
称
）
と
接
点
を
持
つ
に
至
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
国
立
辺
疆
学
校
が
成
立
す
る
前
の
一
九
四
〇
年
の
状
況
を
示
す
事
例
で
あ
り
、
そ
の
四
年
余
り
後
、
抗
戦
末
期
の
一
九
四
五
年

一
月
に
楊
砥
中
は
蔣
介
石
に
面
会
し
て
陳
情
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。
前
稿
で
見
た
よ
う
に
、
面
会
時
の
⽛
活
動
報
告
⽜
に
は
⽛
民

国
三
三
〔
実
際
は
三
二
〕
年
に
〔
貴
州
省
〕
威
寧
県
の
石
門
坎
に
辺
疆
中
学
を
設
立
⽜
し
た
と
い
う
実
績
誇
示
が
あ
り
、⽛
要
請
事
項
⽜
に

は
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
な
ど
と
並
ん
で
⽛
特
別
許
可
を
与
え
、〔
重
慶
の
〕
陸
軍
大
学
お
よ
び
政
治
大
学
〔
中
央
政
治
学
校
大
学
部
〕
の
二

校
に
、
ふ
さ
わ
し
い
資
格
と
経
歴
を
も
つ
辺
疆
〔
夷
苗
〕
の
人
員
二
人
を
毎
年
入
学
さ
せ
て
訓
練
〔
教
育
〕
し
、
広
く
人
材
育
成
す
る
こ

と
を
要
請
⽜
す
る
と
い
う
⽛
夷
苗
⽜
教
育
に
関
す
る
陳
情
内
容
が
あ
っ
た

（
99
）。

一
九
四
三
年
の
⽛
西
南
辺
疆
私
立
石
門
坎
初
級
中
学
⽜
設
立

を
経
て
、
楊
砥
中
は
⽛
夷
苗
⽜
教
育
に
対
す
る
間
接
的
な
関
与
者
か
ら
直
接
的
な
推
進
者
に
な
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
面
会
後
、
参
政
要
求
に
つ
い
て
は
同
年
三
月
に
侍
従
室
か
ら
蔣
介
石
名
義
の
回
答
を
得
て
、
楊
砥
中
が
各
方
面
に
誇
示
し
た
結
果
、

西
南
中
国
各
地
で
⽛
夷
苗
⽜
参
政
運
動
が
高
揚
を
見
せ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
先
に
詳
細
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
時
に
行
な
わ
れ
た
⽛
夷
苗
⽜
教
育
に
つ
い
て
の
陳
情
に
つ
い
て
も
、
侍
従
室
経
由
で
中
央
政
治
学
校
に
検
討
が
命
じ
ら
れ
た
結

果
、
事
情
を
斟
酌
し
て
優
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
が
受
験
は
必
須
（
推
薦
入
学
は
不
可
）
で
あ
る
、
と
す
る
判
断
が
示
さ
れ
、
参
政
要
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求
と
同
じ
く
、
三
月
に
そ
の
回
答
が
楊
砥
中
に
伝
達
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

（
100
）。

以
後
、
毎
年
二
人
を
受
験
さ
せ
る
方
向
で
陳
情
が
繰
り
返

さ
れ
た
よ
う
だ
が

（
101
）、

中
央
政
治
学
校
に
つ
い
て
そ
の
成
果
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

他
方
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
中
央
政
治
学
校
か
ら
分
離
し
て
い
た
国
立
辺
疆
学
校
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
師
範
学
校
・
簡
易
師
範
・
高

級
中
学
を
卒
業
し
た
学
生
が
、⽛
西
南
辺
疆
中
学
⽜
か
ら
の
推
薦
で
国
立
辺
疆
学
校
に
入
学
し
た
例
が
、
一
九
四
五
年
九
月
入
学
の
師
範
専

修
科
新
入
生
で
三
人
認
め
ら
れ
る

（
102
）。

こ
れ
ら
の
学
生
が
い
ず
れ
も
貴
州
威
寧
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、⽛
西
南
辺
疆
中
学
⽜
と
い
う

名
称
で
該
当
す
る
の
は
、
楊
砥
中
が
一
九
四
三
年
に
設
立
し
た
⽛
西
南
辺
疆
私
立
石
門
坎
初
級
中
学
⽜
以
外
に
あ
り
得
な
い
。
そ
し
て
そ

れ
が
推
薦
機
関
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
の
母
校
が
当
該
学
校
で
あ
っ
た
と
考
え
る
他
な
い
。
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
後
、
一
九
四
七
年

九
月
に
も
国
立
辺
疆
学
校
師
範
専
修
科
に
⽛
威
寧
私
立
石
門
〔
坎
〕
初
級
中
学
⽜
か
ら
五
人
が
推
薦
さ
れ
、
少
な
く
と
も
そ
の
う
ち
の
四

人
は
進
学
を
実
現
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

（
103
）。

い
ず
れ
も
き
わ
め
て
断
片
的
な
手
掛
か
り
で
あ
る
が
、
一
九
四
五
年
度
以
後
、
石
門
坎
初

級
中
学
か
ら
国
立
辺
疆
学
校
へ
の
推
薦
入
学
枠
が
事
実
上
設
け
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
当
然

そ
れ
は
、
先
の
楊
砥
中
に
よ
る
陳
情
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
楊
砥
中
は
西
南
中
国
各
地
出
身
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
の
国
立
辺
疆
学
校
へ
の
進
学
に
、
一
九
四
五
年
以
後
、
大
き
く

関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
楊
砥
中
は
、
こ
れ
と
同
時
に
、
一
九
四
〇
年
の
状
況
と
同
じ
く
、
一
九
四
五
年
当
時
に
お
い
て
も
、

三
省
境
界
地
域
か
ら
進
学
の
た
め
に
都
会
に
や
っ
て
来
た
⽛
夷
苗
⽜
学
生
に
対
し
、
進
学
そ
の
も
の
の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
基
盤

と
な
る
彼
ら
の
生
活
の
支
援
ま
で
を
、
重
慶
で
熱
心
に
行
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

石
門
坎
光
華
小
学
出
身
の
苗
族
楊
忠
義
は
、
楊
砥
中
の
援
助
を
受
け
た
一
つ
の
例
と
見
ら
れ
る
。
彼
の
弟
で
あ
る
楊
忠
信
は
、
兄
の
経

歴
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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楊
忠
義
は
、
苗
族
で
、
一
九
二
四
年
二
月
二
四
日
に
雲
南
省
彝
良
県
龍
街
郷
〔
現
昭
通
市
彝
良
県
龍
街
苗
族
彝
族
郷
〕
の
卓
基
村

小
寨
の
貧
し
い
農
民
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
父
親
は
毎
年
領
主
〔
梭
戛
隴
氏
〕
の
家
の
土
地
を
小
作
し
、
…
…
彼
の
父
親
と
叔
父
は
共

に
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
。
…
…
一
九
三
一
年
三
月
に
彼
の
父
親
は
彼
を
家
か
ら
十
里
あ
ま
り
離
れ
た
彝
良
県
〔
梭
戛
〕

の
拖
姑
梅
小
学
に
送
っ
て
学
ば
せ
た
が
、
そ
れ
は
教
会
学
校
で
、〔
貴
州
省
〕
威
寧
の
石
門
坎
光
華
小
学
の
第
四
分
校
で
あ
っ
た
。
一

九
三
四
年
七
月
に
彼
は
そ
の
〔
四
年
制
〕
初
級
小
学
課
程
を
卒
業
し
、
同
年
八
月
に
石
門
坎
光
華
小
学
の
高
級
小
学
に
進
学
、
二
年

後
に
〔
二
年
制
〕
高
級
小
学
課
程
を
卒
業
し
た
。
一
九
三
七
年
九
月
に
雲
南
省
昭
通
の
明
誠
初
級
中
学
に
進
学
し
た
が
、
こ
れ
も
ま

た
教
会
が
経
営
す
る
中
学
で
あ
り
、
…
…
一
九
四
〇
年
七
月
に
彼
は
〔
三
年
制
〕
初
級
中
学
課
程
を
卒
業
し
た
が
、
彼
の
家
庭
は
さ

ら
な
る
進
学
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
九
月
初
め
に
彼
は
招
聘
に
応
じ
て
石
門
坎
光
華
小
学
の
教
師
と
な
っ
た
。
…
…
一
九
四

二
年
十
月
、
彼
の
家
庭
は
耕
牛
を
売
却
し
、
彼
を
重
慶
青
木
関
の
戦
区
学
生
指
導
農
墾
班
に
送
っ
て
〔
三
年
制
〕
高
級
中
学
課
程
に

進
学
さ
せ
た
。
…
…
戦
区
農
墾
班
で
は
半
年
だ
け
学
び
、
一
九
四
三
年
四
月
に
彼
は
四
川
江
津
県
白
沙
〔
現
重
慶
市
江
津
区
白
沙
鎮
〕

の
国
立
十
七
中
学
に
転
校
し
た
。
一
九
四
四
年
八
月
に
江
津
県
の
国
立
第
九
中
学
第
三
分
校
に
転
校
し
、
一
九
四
五
年
六
月
に
高
中

課
程
を
卒
業
し
た
。
…
…
一
九
四
五
年
七
月
か
ら
一
九
四
六
年
二
月
に
か
け
て
、
彼
は
重
慶
南
岸
の
界
石
場
の
〔
国
立
〕
辺
疆
学
校

に
間
借
り
し
、
仕
事
を
し
な
が
ら
、
独
学
を
続
け
た
。
同
年
三
～
六
月
に
は
重
慶
の
和
豊
銀
行
で
研
修
生
と
な
り
、
七
～
十
月
に
は

成
都
の
華
西
壩
に
行
っ
て
仕
事
を
し
な
が
ら
進
学
の
道
を
探
っ
た
。
一
九
四
六
年
十
一
月
か
ら
一
九
四
七
年
六
月
に
か
け
て
ま
た
重

慶
に
戻
っ
て
西
校
場
の
軍
校
の
総
機
室
で
仕
事
を
し
な
が
ら
進
学
の
道
を
探
っ
た
。
そ
し
て
一
九
四
七
年
八
月
、
彼
は
つ
い
に
成
都

の
華
西
大
学
数
理
系
に
合
格
し
た
の
で
あ
る

（
104
）。
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三
省
境
界
地
域
の
苗
族
キ
リ
ス
ト
教
徒
子
弟
が
、
故
郷
を
離
れ
て
石
門
坎
そ
し
て
昭
通
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
学
び
、
つ
い
に
は
重
慶

に
進
学
を
果
た
し
、
苦
学
し
な
が
ら
成
都
の
名
門
大
学
に
進
学
を
果
た
す
ま
で
の
過
程
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
文
中
に
楊
砥
中
の
名
前
は

見
え
な
い
が
、⽛
重
慶
の
和
豊
銀
行
⽜
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
和
豊
銀
行
が
抗
戦
末
期
の
重
慶
で
創
業
さ
れ

た
金
融
機
関
で
、
楊
砥
中
が
そ
の
⽛
総
経
理
代
理
⽜（
支
配
人
代
理
）
で
あ
っ
た
（
後
に
⽛
総
経
理
⽜）
こ
と
は
、
す
で
に
前
稿
で
論
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
る

（
105
）。

高
校
卒
業
後
、
進
路
の
決
ま
ら
な
か
っ
た
楊
忠
義
は
、
お
そ
ら
く
石
門
坎
の
縁
者
を
頼
っ
て
国
立
辺
疆
学
校
に
身
を
寄

せ
た
も
の
の
追
い
出
さ
れ
て
行
き
場
を
失
っ
た
と
こ
ろ
に
、
幸
い
に
も
楊
砥
中
が
経
営
し
て
い
た
こ
の
銀
行
に
臨
時
職
を
得
て
、
何
と
か

重
慶
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

楊
砥
中
が
⽛
西
南
辺
疆
私
立
石
門
坎
初
級
中
学
⽜
を
設
立
し
た
の
は
一
九
四
三
年
の
こ
と
で
あ
り
、
上
記
の
楊
忠
義
の
経
歴
に
お
い
て

直
接
の
接
点
は
持
ち
得
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
兄
の
楊
忠
徳
は
⽛
西
南
辺
疆
私
立
石
門
坎
初
級
中
学
⽜
の
設
立
に
参
加
し
た
人
物
の
一
人

で
あ
り

（
106
）、

し
か
も
彼
ら
の
父
母
は
梭
戛
隴
氏
の
佃
戸
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
梭
戛
隴
氏
が
楊
砥
中
の
妻
の
実
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
は

前
稿
で
考
証
し
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
楊
忠
義
と
楊
砥
中
と
は
、
間
接
的
な
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
上
記
の
楊
忠
義
の
伝

記
の
内
容
は
、
雲
南
東
北
部
出
身
の
一
介
の
貧
困
苗
族
青
年
が
石
門
坎
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
通
じ
て
覚
醒
し
、
重
慶
に
出
た
後
に
は
、

本
来
無
縁
で
あ
る
は
ず
の
外
地
の
貴
州
夷
族
土
司
家
系
後
裔
の
楊
砥
中
に
、
お
そ
ら
く
石
門
坎
お
よ
び
梭
戛
隴
氏
の
縁
で
世
話
に
な
り
、

そ
の
結
果
さ
ら
な
る
飛
躍
の
契
機
を
得
た
事
例
と
し
て
、
歴
史
的
背
景
を
補
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
楊
砥
中
は
、
石
門
坎
を
軸
と
し
た
個
人
的
縁
故
者
だ
け
で
は
な
く
、
三
省
境
界
地
域
出
身
の
⽛
夷
苗
⽜
青
年
全
般
に
対
し
て
、

国
立
辺
疆
学
校
へ
の
入
学
の
た
め
に
尽
力
し
た
よ
う
で
あ
る
。
大
涼
山
（
現
四
川
省
涼
山
彝
族
自
治
州
）
か
ら
都
会
に
流
れ
着
い
た
一
人

の
夷
族
青
年
が
当
時
語
っ
た
以
下
の
人
生
史
は
、⽛
夷
苗
⽜
青
年
を
取
り
巻
い
た
非
情
な
現
実
の
中
で
楊
砥
中
が
果
た
し
た
役
割
を
記
録
し
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て
お
り
、
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。

私
は
西
部
〔
奥
地
〕
の
生
ま
れ
で
、
古
来
未
開
化
の
大
涼
山
夷
族
の
い
わ
ゆ
る
蛮
人
で
す
。
…
…
私
が
い
か
に
し
て
漢
地
に
や
っ

て
来
た
か
、
話
し
ま
し
ょ
う
。
私
の
父
は
涼
山
の
〔
奥
地
か
ら
漢
地
に
接
し
た
〕
縁
辺
地
域
に
出
向
き
、
漢
人
に
接
し
、
次
第
に
少

し
漢
語
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
漢
人
は
〔
涼
山
か
ら
出
て
き
た
〕
彼
を
殺
さ
な
か
っ
た
の
で
す
。
時
間
が
経
過

す
る
に
つ
れ
て
、
父
に
は
漢
人
の
友
人
が
で
き
て
、
父
は
、
漢
人
の
生
活
が
、
食
べ
物
が
よ
く
、
ま
た
き
れ
い
な
も
の
が
あ
る
、
そ

う
い
う
生
活
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
私
が
六
歳
に
な
る
と
、
漢
人
の
友
人
の
家
に
連
れ
て
行
っ
て
遊
ば
せ
、
私
に
き
れ
い
な
絵
や
お

菓
子
を
与
え
、
私
は
涼
山
に
帰
り
た
く
な
く
な
り
ま
し
た
。
三
年
後
、
父
は
涼
山
に
戻
っ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
の
兄
た
ち
は
、

漢
語
を
理
解
し
な
い
た
め
、
私
を
引
き
取
り
に
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
当
時
、
私
は
す
で
に
漢
語
を
完
全
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、〔
父
の
元
〕
友
人
の
家
で
、
漢
語
の
文
章
を
読
み
、
漢
人
の
生
活
習
慣
を
学
び
、
そ
の
後
、
小
学
校
を
卒
業
し
た
の
で
す
が
、

〔
そ
の
先
の
〕
進
学
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
漢
人
た
ち
は
、
み
な
私
を
蛮
人
の
子
と
罵
り
、
本
当
に
つ
ら
く
、
い
つ

も
い
じ
め
ら
れ
て
、
私
は
た
だ
逃
げ
回
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、
ず
っ
と
勉
強
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
夷
文
〔
夷

語
の
文
章
〕
が
遅
れ
た
も
の
で
あ
り
、
懸
命
に
漢
文
を
勉
強
し
て
私
た
ち
夷
人
の
生
活
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
私

は
知
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
重
慶
に
逃
げ
て
き
ま
し
た
が
、
漢
人
の
生
活
習
慣
を
理
解
し
て
は
い
る
も
の
の
、

一
人
も
知
り
合
い
が
な
く
、
お
金
が
尽
き
、
何
日
も
空
腹
で
し
た
。
最
後
に
私
を
〔
重
慶
郊
外
〕
巴
県
の
界
石
〔
場
〕
の
国
立
辺
疆

学
校
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま
し
た
が
、
学
校
に
着
い
て
み
る
と
、
王
〔
衍
康
〕
校
長
は
学
内
で
暮
ら
す
こ
と
を
許
し
て

く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
ま
た
重
慶
に
逃
げ
戻
り
、
楊
砥
忠
〔
中
〕
代
表
に
会
い
、〔
楊
〕
代
表
が
教
育
部
に
要
請
し
、
私
の
保
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証
人
と
な
っ
て
く
れ
て
、
よ
う
や
く
〔
国
立
辺
疆
〕
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
昨
年
に
抗
戦
勝
利
に
よ
っ
て
、〔
一

九
四
六
年
夏
、
国
立
辺
疆
〕
学
校
は
南
京
に
復
員
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
は
…
…
学
校
と
と
も
に
南
京
に
復
員
し
て
勉
強
す
る
ほ
か

な
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
復
員
途
中
に
あ
っ
て
、
他
の
学
生
た
ち
は
み
な
お
金
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
だ
け
は
孤
立
無
援
で
、

誰
も
お
金
を
く
れ
ず
、
た
だ
学
校
だ
け
が
頼
り
で
し
た
。
…
…
〔
今
〕
私
は
…
…
江
南
〔
南
京
〕
に
来
ま
し
た
が
、
誰
も
頼
る
人
は

い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
は
〔
教
育
部
〕
部
長
〔
朱
家
驊
〕
閣
下
に
、
夷
人
学
生
を
特
別
に
援
助
し
、
何
と
か
救
済
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
こ
こ
に
心
か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で
す

（
107
）。

三
省
境
界
地
域
の
夷
族
下
層
民
の
苦
境
を
知
る
に
は
、
十
分
す
ぎ
る
内
容
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
重
慶
で
途
方
に
暮
れ
る
彼
を
助
け
た

存
在
と
し
て
、
楊
砥
中
（
忠
）
の
名
前
が
見
え
て
い
る
。
国
立
辺
疆
学
校
の
学
生
名
簿
を
調
べ
て
み
る
と
、
一
九
四
五
年
十
月
に
初
級
中

学
の
補
習
ク
ラ
ス
に
入
学
し
た
、⽛
四
川
筠
県
⽜
出
身
の
十
九
歳
の
新
入
生
と
し
て
⽛
馬
大
林
⽜
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
四
川
省
に
⽛
筠

県
⽜
は
存
在
し
な
い
が
、
四
川
省
南
部
の
小
涼
山
地
域
（
現
馬
辺
・
峨
辺
・
屏
山
県
一
帯
）
に
近
接
し
て
⽛
筠
連
県
⽜（
現
四
川
省
宜
賓
市

筠
連
県
）
が
存
在
す
る
。
小
涼
山
は
、
大
涼
山
と
同
様
に
、
今
日
に
至
る
ま
で
彝
族
（
夷
族
）
の
集
住
地
で
あ
る
。⽛
筠
県
⽜
と
は
筠
連
県

を
指
す
の
だ
ろ
う
。
楊
砥
中
は
、
涼
山
か
ら
流
れ
流
れ
て
重
慶
に
や
っ
て
来
た
、
見
ず
知
ら
ず
の
夷
族
青
年
に
も
援
助
を
与
え
、
国
立
辺

疆
学
校
へ
の
入
学
も
手
助
け
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
108
）。

こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
さ
ら
に
雲
南
省
西
南
部
（
以
下
⽛
滇
西
⽜）
中
緬
国
境
地
域
の
有
力
な
現
傣
族
の
土
司
（
以
下
⽛
タ

イ
系
土
司
⽜）
た
ち
の
子
弟
の
進
学
を
め
ぐ
っ
て
、⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
⽜
す
な
わ
ち
同
代
表
の
楊
砥
中
が
、
国

立
辺
疆
学
校
に
要
請
し
た
例
も
あ
る
。
楊
砥
中
は
教
育
部
に
も
呈
文
を
送
り
、
教
育
部
は
そ
れ
を
即
時
却
下
し
た
の
だ
が
、
当
事
者
の
辺

⽛
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⽜
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疆
学
校
が
す
で
に
聴
講
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
教
育
部
が
知
り
、
結
局
は
特
例
と
し
て
追
認
す
る
決
裁
が
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
彼
が
か
な
り
強
引
な
手
法
を
取
っ
て
ま
で
、
滇
西
タ
イ
系
土
司
の
子
弟
た
ち
を
聴
講
生
と
し
て
入
学
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と

が
わ
か
る

（
109
）。

以
上
で
見
た
よ
う
に
、
楊
砥
中
は
、
石
門
坎
を
軸
と
し
た
個
人
的
縁
故
者
は
も
ち
ろ
ん
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
三
省
境
界
地

域
お
よ
び
西
南
中
国
広
域
出
身
の
⽛
夷
苗
⽜
青
年
全
般
に
対
し
て
も
、
重
慶
で
の
進
学
や
生
活
の
た
め
に
、
多
方
面
に
わ
た
る
尽
力
を
し

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
重
点
が
国
立
辺
疆
学
校
で
あ
っ
た
。
当
時
、
国
立
辺
疆
学
校
で
学
ん
だ
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、

楊
砥
中
は
結
び
付
き
の
深
い
、
重
要
な
援
助
者
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
一
九
四
五
年
、
楊
砥
中
が
蔣
介
石
か
ら
回
答
を
得
た
こ
と
を
契

機
に
、
彼
ら
の
中
で
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
が
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
当
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

中
核
と
し
て
の
楊
砥
中
と
媒
介
と
し
て
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
─
一
九
四
五
年
の
参
政
要
求
に
見
る
⽛
夷
苗
⽜
の
連
帯

以
上
、
本
節
で
は
、
国
民
大
会
選
挙
を
主
管
す
る
選
挙
総
事
務
所
が
一
九
四
五
年
十
二
月
に
国
民
政
府
主
席
蔣
介
石
に
送
っ
た
⽛
元
字

第
七
三
五
号
⽜
呈
文
に
つ
い
て
の
前
節
の
議
論
を
踏
ま
え
、⽛
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜（
一
九
四
五
年
三
～
八
月
）
お
よ
び
こ
れ
と
同
じ
背
景
を

持
つ
と
見
ら
れ
る
⽛
張
斐
然
等
擁
護
梁
聚
五
為
貴
州
省
苗
夷
族
国
民
代
表
大
会
之
代
表
致
貴
州
省
長
楊
主
席
信
⽜（
一
九
四
五
年
四
月
）
に

連
署
し
た
⽛
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
⽜⽛
貴
州
旅
渝
苗
夷
族
青
年
⽜
た
ち
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。

そ
の
結
果
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
国
立
辺
疆
学
校
の
在
学
生
と
そ
の
関
係
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
背
景
と

し
て
あ
っ
た
の
は
、
政
権
中
枢
に
よ
る
⽛
夷
苗
⽜
の
重
視
と
⽛
夷
苗
⽜
教
育
の
拡
充
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
条
件
の
下
で
、
西
南
中
国
各
地

か
ら
進
学
し
た
彼
ら
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
は
、
か
つ
て
南
京
で
交
流
し
あ
っ
た
前
世
代
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
と
同
様
に
、
抗
戦
下
の
重
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慶
で
省
籍
や
民
族
区
分
を
越
え
、
同
級
生
・
同
窓
生
と
し
て
連
携
を
強
め
た
。
そ
し
て
彼
ら
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
を
重
慶
で
支
え
た
の
が
、

楊
砥
中
で
あ
っ
た
。
楊
砥
中
が
重
慶
を
拠
点
に
進
め
た
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
な
ど
の
活
動
成
果
が
、
彼
ら
⽛
夷
苗
⽜
学
生
を
媒
介
と
し
て
、

当
時
各
地
で
様
々
な
背
景
の
下
で
抬
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
⽛
夷
苗
⽜
エ
リ
ー
ト
た
ち
を
刺
激
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。
一
九
四
五
年
に
相
次

い
で
起
こ
っ
た
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
は
、
楊
砥
中
を
起
点
に
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
が
媒
介
と
な
っ
て
現
れ
た
、
実
に
一
連
の
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

選
挙
総
事
務
所
が
、
そ
れ
ら
を
楊
砥
中
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
た
こ
と
は
、
大
筋
で
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ

う
。
し
か
し
、以
上
で
の
検
討
成
果
は
、選
挙
総
事
務
所
の
認
識
の
確
か
さ
を
追
認
し
た
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
今
回
、楊
砥
中
に
よ
っ

て
取
り
結
ば
れ
た
人
々
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
り
、
い
か
な
る
関
係
で
楊
砥
中
と
結
び
付
い
て
い
た
の
か
、
具
体
的
な
様
相
を
時
代
背

景
と
合
わ
せ
て
解
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
以
上
の
動
き
の
中
に
、
省
籍
や
今
日
的
な
民
族
区
分
、
あ
る
い
は
信
仰
や
世
代
の
垣
根
を
越
え
、

広
汎
な
連
帯
へ
と
向
か
う
様
子
が
見
て
取
れ
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
西
南
中
国
各
地
の
⽛
夷
苗
⽜
名
士
・
青
年
た
ち
は
、
地
縁
的
、
宗
教
的
結
び
つ
き
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に
覚
醒
を
遂
げ
て
い
た
。

西
南
中
国
各
地
か
ら
重
慶
に
進
学
し
た
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
は
、
教
育
面
で
の
優
待
を
求
め
て
連
帯
し
始
め
て
い
た
。
そ
こ
に
楊
砥
中
と

い
う
中
核
が
現
れ
、
彼
に
刺
激
さ
れ
た
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
が
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
で
、
個
別
の
覚
醒
と
連
帯
が
、
よ
り
広

汎
な
も
の
へ
と
転
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
生
存
保
障
と
権
益
確
保
を
主
に
陳
情
し
た
夷
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運

動
は
、
こ
う
し
た
広
汎
な
⽛
夷
苗
⽜
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
覚
醒
と
連
帯
を
基
礎
に
、
参
政
要
求
を
軸
と
し
た
政
治
運
動
へ
と
質
的
な
転
換
を

遂
げ
、⽛
夷
苗
⽜
民
族
運
動
へ
と
形
を
変
え
た
の
で
あ
る
。

以
後
、⽛
夷
苗
⽜
民
族
運
動
は
、
将
来
召
集
さ
れ
る
国
民
大
会
に
焦
点
を
絞
り
、
よ
り
規
模
を
拡
大
し
、
継
続
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
こ

⽛
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連
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と
に
な
る
。
本
稿
で
以
上
に
お
い
て
論
じ
た
出
来
事
は
、
楊
砥
中
に
対
す
る
政
権
中
枢
の
困
惑
と
地
方
当
局
の
警
戒
を
引
き
起
こ
す
の
だ

が
、
結
局
、
時
勢
を
味
方
に
つ
け
、
一
九
四
六
年
十
一
月
、
南
京
で
開
催
さ
れ
た
国
民
大
会
に
、
楊
砥
中
は
正
式
な
⽛
夷
苗
⽜
の
代
表
と

し
て
登
場
し
、⽛
夷
苗
⽜
の
権
益
を
堂
々
と
主
張
し
て
、
衆
目
を
集
め
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

〈
以
下
、
続
篇
〉

註
（
⚑
）
拙
稿
⽛
楊
砥
中
と
民
国
晩
期
の
西
南
中
国
─
忘
れ
ら
れ
た
西
南
民
族
の
⽛
領
袖
⽜⽜⽝
北
大
史
学
⽞
五
七
、
札
幌
：
北
大
史
学
会
、
二
〇
一
七
年
、
六
八
～

九
四
頁
。

（
⚒
）
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
─
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
代
表
⽜
楊
砥
中
伝
（
前
篇
）⽜⽝
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
⽞
一
五
七
、
札
幌
：
同
研
究
科
、
二

〇
一
九
年
、
一
～
四
七
頁
、⽛
同
（
前
篇
続
）⽜⽝
北
海
道
大
学
文
学
研
究
院
紀
要
⽞
一
五
九
、
札
幌
：
同
研
究
院
、
二
〇
一
九
年
、
一
～
六
十
頁
、⽛
同
（
前

篇
再
続
）⽜
同
前
一
六
三
、
二
〇
二
一
年
、
一
～
六
六
頁
。

（
⚓
）
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
─
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
代
表
⽜
楊
砥
中
伝
（
中
篇
）⽜⽝
北
海
道
大
学
文
学
研
究
院
紀
要
⽞
一
六
六
、
二
〇
二
二
年
、
一
～
五

二
頁
、⽛
同
（
中
篇
続
）⽜
同
前
一
六
九
、
一
～
六
五
頁
。
本
篇
（
本
稿
）
で
の
以
下
の
議
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
続
）⽜

を
⽛
前
稿
⽜
と
略
称
す
る
。

（
⚔
）
孫
文
の
建
国
構
想
に
つ
い
て
は
、
孫
文
⽛
国
民
政
府
建
国
大
綱
（
一
九
二
四
年
一
月
二
三
日
）⽜
広
東
省
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
ほ
か
編
⽝
孫
中
山
全
集
⽞

九
、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
、
一
二
六
～
一
二
九
頁
（
孫
文
（
深
町
英
夫
編
訳
）⽝
孫
文
革
命
文
集
⽞
東
京
：
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
三
八
九

～
三
九
五
頁
）
を
、
国
民
大
会
開
催
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
国
民
大
会
秘
書
処
編
⽝
国
民
大
会
実
録
⽞
南
京
：
同
処
、
一
九
四
六
年
を
参
照
。

民
国
期
に
お
け
る
憲
法
制
定
、
お
よ
び
そ
の
議
会
選
挙
制
度
と
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
郎
裕
憲
ほ
か
編
⽝
中
華
民
国
選
挙
史
⽞
台
北
：
中
央
選
挙
委
員

会
、
一
九
八
七
年
、
居
伯
均
主
編
⽝
中
国
選
挙
法
規
輯
覧
（
第
二
輯
）⽞
台
北
：
中
央
選
挙
委
員
会
、
一
九
八
五
年
、
横
山
宏
章
⽝
中
華
民
国
史
─
専
制
と
民

主
の
相
剋
⽞
東
京
：
三
一
書
房
、
一
九
九
六
年
、
西
村
成
雄
編
⽝
二
〇
世
紀
中
国
政
治
史
研
究
⽞（
放
送
大
学
大
学
院
教
材
）、
東
京
：
放
送
大
学
教
育
振
興

会
、
二
〇
一
一
年
、
深
町
英
夫
編
⽝
中
国
議
会
百
年
史
─
誰
が
誰
を
代
表
し
て
き
た
の
か
⽞
東
京
：
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
、
中
村
元
哉
⽝
対
立

─ 118 ─

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 119 ─



と
共
存
の
日
中
関
係
史
─
共
和
国
と
し
て
の
中
国
⽞（
叢
書
東
ア
ジ
ア
の
近
現
代
史
（
二
））、
東
京
：
講
談
社
、
二
〇
一
七
年
、
金
子
肇
⽝
近
代
中
国
の
国
会

と
憲
政
─
議
会
専
制
の
系
譜
⽞
東
京
：
有
志
舎
、
二
〇
一
九
年
を
参
照
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
め
ぐ
る
研
究
史
と
論
点
に
つ
い
て
は
、
吉
見
崇
⽝
中
国
司
法
の

政
治
史
─
一
九
二
八
─
一
九
四
九
⽞
東
京
：
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
、
一
～
十
一
頁
に
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
論
評
が
あ
る
。

（
⚕
）
前
掲
註
⚓
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
続
）⽜
十
～
十
五
頁
。
な
お
、
楊
砥
中
の
事
績
の
前
提
と
な
る
高
玉
柱
と
そ
の
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
に
関
す

る
先
行
研
究
と
し
て
、
張
兆
和
（
瀬
川
昌
久
訳
）⽛⽛
押
し
つ
け
ら
れ
た
表
象
⽜
か
ら
⽛
自
己
表
象
⽜
へ
─
民
国
期
中
国
・
苗
族
知
識
人
に
み
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
模
索
と
実
践
⽜
末
成
道
男
編
⽝
中
原
と
周
辺
─
人
類
学
的
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
視
点
⽞
東
京
：
風
響
社
、
一
九
九
九
年
、
三
三
一

～
三
五
九
頁
（
Cheung
Siu-w
oo,“M
iaoIdentities,Indigenism
and
thePoliticsofA
ppropriation
in
Southw
estChinaduring
theRepublican

Period”,A
sian
E
thnicity,V
ol.4,N
o.1,A
bingdon:T
aylor&
Francis,2003,pp.142-169、
李
菲
訳
⽛
従
⽛
他
者
描
写
⽜
到
⽛
自
我
表
述
⽜
─
民
国
時

期
石
啓
貴
関
於
湘
西
苗
族
身
份
的
探
索
与
実
践
⽜⽝
広
西
民
族
大
学
学
報
〔
哲
学
社
会
科
学
版
〕⽞
三
〇
─
五
、
南
寧
：
広
西
民
族
大
学
、
二
〇
〇
八
年
、
三

七
～
四
五
頁
）、
清
水
享
⽛
イ
─
涼
山
イ
族
を
中
心
に
⽜
末
成
道
男
ほ
か
編
⽝
講
座
世
界
の
先
住
民
族
─
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
の
現
在
（
〇
一
東
ア
ジ

ア
）⽞
東
京
：
明
石
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
二
六
一
～
二
七
六
頁
、
李
列
⽛
本
土
学
者
的
彝
族
研
究
─
自
鑑
位
的
視
覚
⽜⽝
民
族
想
像
与
学
術
選
択
─
彝
族
研

究
現
代
学
術
的
建
立
⽞
北
京
：
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
五
八
～
四
一
八
頁
、
婁
貴
品
⽛
不
遠
万
里
、
為
謀
団
結
─
一
九
三
七
年
西
南
少
数
民
族
請

願
代
表
在
上
海
的
活
動
追
述
⽜⽝
中
国
民
族
報
⽞
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十
日
第
七
版
、
婁
貴
品
⽛
一
九
三
七
年
西
南
夷
苗
民
族
請
願
代
表
在
滬
活
動
述
論
─

以
⽝
申
報
⽞
為
中
心
的
考
察
⽜⽝
民
国
檔
案
⽞
二
、
南
京
：
民
国
檔
案
雑
誌
社
、
二
〇
一
〇
年
、
七
九
～
八
七
頁
、
伊
利
貴
⽛
永
勝
高
氏
土
司
与
⽛
改
土
帰
流
⽜⽜

⽝
学
理
論
⽞
四
、
哈
爾
濱
：
哈
爾
濱
市
社
会
科
学
院
、
二
〇
一
〇
年
、
一
二
九
～
一
三
二
頁
・
一
三
四
頁
、
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
五
）⽜⽝
北
海
道
大
学
文

学
研
究
科
紀
要
⽞
一
三
一
、
二
〇
一
〇
年
、
一
六
～
三
二
頁
、
伊
利
貴
⽝
民
国
時
期
西
南
⽛
夷
苗
⽜
的
政
治
承
認
訴
求
─
以
高
玉
柱
的
事
迹
為
主
線
⽞
北
京
：

中
央
民
族
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
一
年
、
趙
崢
⽝⽛
少
数
民
族
⽜
的
政
治
建
構
─
以
民
国
時
期
西
康
寧
属
彝
族
問
題
為
中
心
⽞
上
海
：
復
旦
大
学
博
士

学
位
論
文
、
二
〇
一
五
年
、
婁
貴
品
⽛
民
族
平
等
与
国
族
整
合
─
全
面
抗
戦
時
期
西
南
夷
苗
請
願
代
表
活
動
述
論
⽜⽝
学
術
探
索
⽞
四
、
昆
明
：
雲
南
省
社
会

科
学
界
聯
合
会
、
二
〇
一
六
年
、
一
一
四
～
一
二
一
頁
、
伊
利
貴
⽛
民
国
時
期
西
南
少
数
民
族
精
英
的
身
份
叙
事
与
主
体
塑
造
─
基
於
話
語
権
力
視
角
的
分

析
⽜⽝
中
央
民
族
大
学
学
報
⽞
二
、
北
京
：
同
大
学
、
二
〇
一
六
年
、
一
〇
一
～
一
〇
九
頁
、
A
ndresRodriguez,“A
‘W
eak
and
Sm
all’Racein
China’s

Southw
est:Y
iElites
and
the
Struggle
for
Recognition
in
Republican
China”,A
sian
E
thnicity,V
ol.18,N
o.4,2017,pp.563-586、
温
春
来

⽛⽛
五
族
共
和
⽜
之
外
⽜⽝
身
份
、
国
家
与
記
憶
─
西
南
経
験
⽞
北
京
：
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
三
一
～
二
六
三
頁
（
一
部
改
稿
し
て
内
容
補

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢

─ 120 ── 121 ─



訂
し
た
も
の
が
同
⽛⽛
五
族
共
和
⽜
之
外
⽜⽝
身
份
、
国
家
与
記
憶
─
西
南
経
験
⽞
香
港
：
中
華
書
局
、
二
〇
二
二
年
、
十
九
～
一
七
五
頁
）、
温
春
来
⽛
高
玉

柱
─
民
国
時
期
西
南
非
漢
民
族
的
代
言
人
（
代
序
）⽜
政
協
麗
江
市
委
員
会
編
⽝
民
国
女
傑
高
玉
柱
⽞（
麗
江
市
文
史
資
料
十
三
）、
昆
明
：
雲
南
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
、
一
～
四
十
頁
、
婁
貴
品
⽛
土
司
与
辺
地
社
会
的
抗
戦
動
員
─
従
⽛
遠
東
⽜
対
辺
疆
宣
慰
団
的
評
論
説
起
⽜⽝
貴
州
民
族
研
究
⽞
五
、
貴
陽
：
貴

州
省
民
族
研
究
院
、
二
〇
一
九
年
、
一
八
七
～
一
九
二
頁
、
お
よ
び
趙
崢
⽛
尋
求
国
家
統
治
的
藝
術
─
一
九
三
〇
年
代
西
南
⽛
夷
族
⽜
代
表
請
願
活
動
⽜⽝
中

央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
⽞
一
一
二
、
台
北
：
同
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
、
五
五
～
九
九
頁
が
あ
る
。
そ
れ
を
主
題
と
し
て
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

関
連
す
る
内
容
を
含
む
先
行
研
究
と
し
て
は
、
馬
玉
華
⽝
国
民
政
府
対
西
南
少
数
民
族
調
査
之
研
究
⽞
昆
明
：
雲
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
張
久
瑛

⽛
民
国
年
間
⽛
辺
胞
⽜
改
造
運
動
与
⽛
苗
夷
⽜
精
英
的
民
族
建
構
活
動
⽜《
張
振
珮
先
生
生
誕
一
百
周
年
紀
念
文
集
》
編
輯
委
員
会
編
⽝
張
振
珮
先
生
生
誕
一

百
周
年
紀
念
文
集
⽞
貴
陽
：
貴
州
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
一
五
～
二
二
九
頁
、
王
文
光
ほ
か
⽛
承
認
与
認
同
─
民
国
西
南
少
数
民
族
的
身
份
建
構
⽜

⽝
広
西
民
族
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）⽞
一
、
南
寧
：
同
大
学
、
二
〇
一
二
年
、
八
四
～
九
二
頁
、
楊
思
機
⽛
以
行
政
区
域
統
馭
国
内
民
族
─
抗
戦
前

国
民
党
対
少
数
民
族
的
基
本
策
略
⽜⽝
民
族
研
究
⽞
三
、
北
京
：
中
国
社
会
科
学
院
民
族
学
与
人
類
学
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
、
六
五
～
七
五
頁
、
段
金
生
⽝
南

京
国
民
政
府
的
辺
政
⽞
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
李
月
華
⽛
湘
西
苗
疆
土
著
民
族
与
国
民
政
府
対
話
渠
道
的
建
立
⽜⽝
民
族
論
壇
⽞
四
、
長
沙
：
湖
南
省

民
族
事
務
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
、
七
六
～
七
九
頁
、
関
昉
⽛
従
民
国
報
刊
資
料
看
彝
族
土
司
嶺
光
電
両
次
赴
南
京
請
願
事
迹
─
以
四
川
、
南
京
報
刊
為
核

心
⽜⽝
民
族
史
研
究
⽞
十
二
、
北
京
：
中
央
民
族
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
四
六
五
～
四
八
一
頁
、
陳
征
平
⽝
近
代
西
南
辺
疆
民
族
地
区
内
地
化
進
程
研

究
⽞
北
京
：
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
張
伝
躍
⽛
抗
戦
爆
発
前
後
之
湘
西
革
屯
運
動
探
析
⽜⽝
民
族
論
壇
⽞
二
、
二
〇
一
六
年
、
二
五
～
三
一
頁
、
同
⽛
試

析
改
土
帰
流
与
湘
西
政
治
格
局
変
動
⽜⽝
民
族
論
壇
⽞
六
、
二
〇
一
六
年
、
三
七
～
四
一
頁
、
何
一
民
⽛
抗
戦
時
期
国
家
与
中
華
民
族
認
同
之
構
建
及
影
響
─

以
西
南
少
数
民
族
為
例
⽜⽝
四
川
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）⽞
三
、
成
都
：
同
大
学
、
二
〇
一
六
年
、
十
四
～
二
二
頁
、
劉
波
児
⽛
政
治
統
一
与
文
化

多
元
─
民
国
時
期
西
南
少
数
民
族
的
民
族
共
生
訴
求
⽜⽝
湖
北
民
族
学
院
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
）⽞
六
、
武
漢
：
同
学
院
、
二
〇
一
七
年
、
六
二
～
六
五
・

一
八
三
頁
、
蔣
正
虎
⽛
二
十
世
紀
三
〇
年
代
西
南
少
数
民
族
精
英
与
近
代
国
家
建
構
⽜⽝
北
方
民
族
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）⽞
六
、
銀
川
：
同
大
学
、

二
〇
一
八
年
、
四
七
～
五
六
頁
、
伊
利
貴
⽛
嶺
光
電
先
生
民
族
教
育
思
想
初
探
⽜
爾
布
什
哈
主
編
⽝
嶺
光
電
民
族
教
育
思
想
学
術
研
討
会
論
文
集
⽞
北
京
：

民
族
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
一
六
一
～
一
六
八
頁
、
関
昉
⽛
従
民
国
報
刊
資
料
看
嶺
光
電
先
生
両
次
赴
南
京
請
願
事
迹
⽜
同
前
書
、
二
一
一
～
二
二
二
頁
、

清
水
享
⽛
涼
山
彝
族
土
司
嶺
光
電
の
教
育
活
動
⽜⽝
史
叢
⽞
一
〇
四
、
東
京
：
日
本
大
学
史
学
会
、
二
〇
二
一
年
、
二
八
～
四
三
頁
、
朱
映
占
⽛
民
国
時
期
西

南
辺
疆
民
族
赴
内
地
活
動
情
形
述
論
⽜⽝
昆
明
学
院
学
報
⽞
四
四
─
一
、
昆
明
：
同
編
輯
部
、
二
〇
二
二
年
、
三
二
～
三
九
頁
、
伊
利
貴
⽛
抗
日
戦
争
時
期
西

─ 120 ─

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 121 ─



南
少
数
民
族
精
英
中
華
民
族
認
同
的
表
述
与
実
践
⽜⽝
中
央
民
族
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）⽞
一
、
二
〇
二
二
年
、
七
十
～
七
七
頁
、
お
よ
び
拙
稿
⽛
現

地
調
査
は
難
し
い
、
し
か
し
史
料
の
中
に
は
過
去
の
現
地
が
無
限
に
あ
る
─
貴
州
・
雲
南
・
四
川
境
界
地
域
の
近
代
史
研
究
を
例
と
し
て
⽜⽝
日
中
社
会
学
研

究
⽞
三
〇
、
浜
田
：
日
中
社
会
学
会
、
二
〇
二
三
年
、
二
五
～
三
八
頁
が
あ
る
。
以
上
の
諸
研
究
の
中
で
、
高
玉
柱
に
関
す
る
先
行
研
究
の
多
く
は
楊
砥
中

に
言
及
す
る
が
、
両
者
の
事
績
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
考
証
は
不
十
分
で
、
未
解
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。

（
⚖
）
⽛
夷
苗
⽜
参
政
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
⚕
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
五
）⽜、
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
七
）⽜⽝
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
⽞

一
三
四
、
二
〇
一
一
年
、
一
～
五
五
頁
、
拙
稿
（
王
曉
梅
・
李
炯
里
訳
）⽛
近
代
⽛
苗
夷
⽜
精
英
的
自
我
認
同
─
⽛
古
苗
疆
走
廊
⽜
在
国
族
建
構
中
的
転
型
⽜

貴
州
大
学
編
⽝⽛
一
帯
一
路
⽜
視
野
下
的
中
国
西
南
文
化
走
廊
専
題
研
討
会
論
文
集
⽞
貴
陽
：
同
大
学
、
二
〇
一
七
年
、
三
〇
七
～
三
二
〇
頁
、
前
掲
註
⚑
拙

稿
⽛
楊
砥
中
と
民
国
晩
期
の
西
南
中
国
⽜、
お
よ
び
前
掲
註
⚓
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
続
）⽜
を
参
照
。
特
に
湖
南
省
苗
族
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
⽛
土

著
民
族
⽜
参
政
運
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
五
）⽜
一
六
～
三
二
頁
、
お
よ
び
前
掲
註
⚓
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
続
）⽜
四

九
～
五
十
頁
註
35
を
参
照
。

（
⚗
）
以
下
、
本
篇
内
容
の
骨
子
は
、
す
で
に
前
掲
註
⚖
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
七
）⽜、
拙
稿
（
王
曉
梅
・
李
炯
里
訳
）⽛
近
代
⽛
苗
夷
⽜
精
英
的
自
我
認
同
⽜、

お
よ
び
前
掲
註
⚑
拙
稿
⽛
楊
砥
中
と
民
国
晩
期
の
西
南
中
国
⽜
に
発
表
済
み
で
あ
る
。
な
お
、
本
篇
で
扱
う
時
期
の
楊
砥
中
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時

期
の
夫
人
で
あ
る
戴
瓊
英
の
事
績
と
関
連
し
て
、
楊
耀
健
⽛
土
司
夫
人
伝
奇
⽜⽝
紅
岩
春
秋
⽞
四
、
重
慶
：
中
共
重
慶
市
委
党
史
研
究
室
、
二
〇
〇
三
年
、
五

十
～
五
二
頁
、
同
⽛
土
司
夫
人
戴
瓊
英
⽜⽝
文
史
天
地
⽞
一
、
貴
陽
：
貴
州
省
政
協
辦
公
庁
、
二
〇
〇
四
年
、
二
六
～
二
八
頁
（
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
重

慶
市
渝
中
区
委
員
会
文
史
資
料
委
員
会
編
⽝
重
慶
渝
中
区
文
史
資
料
⽞
十
六
、
重
慶
：
同
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
九
～
二
一
三
頁
再
収
録
）
に
言
及

が
あ
り
、
ま
た
楊
砥
中
の
伝
記
記
事
の
一
部
と
し
て
、
中
共
畢
節
市
七
星
関
区
委
党
史
研
究
室
ほ
か
編
⽝
七
星
関
区
史
志
人
物
選
⽞
北
京
：
方
志
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
、
十
三
～
十
四
頁
⽛
楊
砥
中
⽜、
お
よ
び
畢
節
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
畢
節
地
区
通
志
（
十
）⽞
北
京
：
方
志
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
三

八
六
六
頁
⽛
楊
砥
中
⽜
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
考
証
が
不
十
分
で
あ
り
、
訛
伝
が
多
い
。
こ
の
他
、
前
掲
註
⚕
温
春
来
⽛⽛
五
族
共
和
⽜
之
外
⽜

二
〇
一
八
年
、
三
一
～
二
六
三
頁
に
は
、
当
該
期
に
お
け
る
楊
砥
中
の
事
跡
の
概
略
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
が
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
事

績
の
考
証
と
考
察
が
な
お
も
不
足
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
は
、
二
〇
二
二
年
九
月
十
二
日
に
死
去
し
た
安
毅
夫
（
安
健
の
子
、
前
掲
註
⚒
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜

連
帯
の
夢
（
前
篇
）⽜
三
八
～
四
十
頁
註
37
参
照
）
の
追
悼
に
関
連
し
て
、
馮
利
⽛
高
山
仰
止
、
景
行
行
止
─
我
対
両
位
彝
族
前
輩
充
満
敬
意
（
二
〇
二
二
年

九
月
十
四
～
十
六
日
）⽜（
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
⽛
彝
族
人
網
⽜
w
w
w
.yizuren.com
/people/yryj/43662.htm
l所
載
、
二
〇
二
二
年
十
月
十
八

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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日
閲
覧
）
が
、
上
記
諸
論
著
の
訛
伝
の
一
部
修
正
と
情
報
の
追
加
を
行
っ
て
お
り
、
参
考
に
す
べ
き
内
容
を
含
む
が
、
採
録
さ
れ
た
史
実
は
断
片
的
で
、
な

お
も
訛
伝
が
残
る
。
本
研
究
は
こ
れ
ら
の
不
足
を
補
い
、
当
該
時
期
の
楊
砥
中
の
事
跡
の
全
体
像
を
初
め
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
⚘
）
⽛
報
告
書
（
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
晋
謁
委
座
簡
要
報
告
説
明
書
）⽜（
一
九
四
五
年
一
月
二
二
日
）、（⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊

砥
中
呈
軍
事
委
員
会
委
員
長
蔣
中
正
為
報
告
四
年
来
西
南
辺
疆
工
作
概
況
及
請
求
事
項
⽜、〈
西
南
辺
政
〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇

一
〇
〇
〇
〇
〇
五
〇
六
八
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
五
九
四
〇
〇
─
〇
〇
〇
〇
二
─
〇
〇
一
）、
〇
〇
四
～
〇
〇
六
頁
）。

（
⚙
）
前
掲
註
⚘
〈
西
南
辺
政
〉、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
五
〇
六
八
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
五
九
四
〇
〇
─
〇
〇
〇
〇
二
─
〇
〇
一
）、

お
よ
び
〈
黔
民
楊
砥
中
擅
設
辦
事
処
〉、《
行
政
院
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
一
四
〇
〇
〇
〇
〇
四
二
二
〇
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
一
四
─
〇
一
一
三

〇
〇
─
〇
一
一
三
）。

（
10
）
⽛
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
第
二
処
〔
軍
事
委
員
会
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
〕
稿
⽜（
一
九
四
五
年
三
月
十
三
日
）、（
前
掲
註
⚘
⽛
西
南
辺

疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
呈
軍
事
委
員
会
委
員
長
蔣
中
正
為
報
告
四
年
来
西
南
辺
疆
工
作
概
況
及
請
求
事
項
⽜、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
五

〇
六
八
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
五
九
四
〇
〇
─
〇
〇
〇
〇
二
─
〇
〇
一
）、
〇
一
二
～
〇
一
三
頁
）、
お
よ
び
⽛
軍
事
委
員
会
代
電
侍
秘
字
第
二
六

八
七
七
号
⽜（
一
九
四
五
年
三
月
十
三
日
）、（⽛
照
抄
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
致
辺
疆
父
老
書
⽜、
前
掲
註
⚙
〈
黔
民
楊
砥
中
擅
設
辦
事
処
〉、

十
三
～
十
四
頁
附
件
）。
原
文
は
、⽛
楊
砥
中
君
鑑
：
一
月
廿
日
報
告
悉
。
茲
分
別
核
示
如
次
。（
一
）
所
請
第
一
項
、
於
国
民
大
会
代
表
中
指
定
西
南
辺
疆
土

司
夷
苗
代
表
名
額
一
節
、
査
国
大
代
表
之
産
生
、
係
以
省
区
為
主
、
不
便
変
更
、
惟
為
配
選
辺
疆
人
民
代
表
起
見
、
已
令
内
政
部
研
究
、
酌
就
所
属
省
份
規

定
名
額
内
、
運
用
配
選
矣
。（
二
）
所
請
第
二
項
、
畀
以
民
衆
護
路
指
揮
名
義
一
節
、
無
此
先
例
、
未
便
照
准
。（
三
）
所
請
第
三
項
、
関
於
接
洽
辺
情
一
節
、

在
地
方
可
与
省
県
政
府
接
洽
、
如
有
特
殊
事
件
、
応
報
告
中
央
者
、
可
与
内
政
部
接
洽
、
無
須
另
行
指
定
機
関
、
或
専
人
接
洽
。（
四
）
所
請
第
四
項
、
特
准

在
陸
大
及
政
大
両
校
、
毎
期
保
送
資
歴
合
格
者
二
人
受
訓
一
節
、
除
入
陸
大
人
員
、
已
電
軍
令
部
、
准
照
優
待
西
北
方
面
投
考
辦
法
辦
理
外
、
関
於
保
送
政

校
人
員
部
份
、
並
已
交
該
校
程
教
育
長
、
核
議
優
待
辦
法
。
俟
復
到
再
行
飭
遵
可
也
。
中
正
。
寅
元
。
侍
秘
⽜
で
あ
る
。
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
に
つ

い
て
は
、《
蔣
公
侍
従
人
員
史
》
編
纂
小
組
編
⽝
蔣
公
侍
従
見
聞
録
⽛
侍
従
人
員
史
⽜⽞
台
北
：
国
防
部
史
政
編
訳
局
、
一
九
九
七
年
、
張
瑞
徳
（
鬼
頭
今
日

子
訳
）⽛
遠
隔
操
縦
─
蔣
介
石
の
⽛
手
令
（
直
接
指
令
）⽜
研
究
⽜
姫
田
光
義
ほ
か
編
⽝
日
中
戦
争
の
国
際
共
同
研
究
（
一
）
中
国
の
地
域
政
権
と
日
本
の
統

治
⽞
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
四
九
～
六
九
頁
、
同
⽝
無
声
的
要
角
─
蔣
介
石
的
侍
従
室
与
戦
時
中
国
⽞
新
北
：
台
湾
商
務
印
書
館
、
二
〇

一
七
年
、
お
よ
び
劉
維
開
⽛
導
読
⽜
楼
文
淵
編
⽝
老
蔣
在
幹

？
─
従
蔣
介
石
侍
従
日
誌
解
密
一
九
四
九
大
撤
退
⽞
新
北
：
聯
経
出
版
事
業
股
份
有
限
公
司
、
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二
〇
一
九
年
、
九
～
十
五
頁
を
参
照
。

（
11
）
⽛〔
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
〕
呈
為
元
寅
〔
寅
元
〕
侍
秘
代
電
ᷫ
悉
特
呈
致
敬
并
遵
諭
示
各
点
遷
設
前
辦
事
処
於
民
権
路
五
十
号
以
便

辦
理
保
送
事
宜
及
与
内
政
部
等
接
洽
由
（
忠
渝
字
第
一
一
五
一
号
）⽜（
一
九
四
五
年
三
月
二
九
日
）、（
前
掲
註
⚘
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中

呈
軍
事
委
員
会
委
員
長
蔣
中
正
為
報
告
四
年
来
西
南
辺
疆
工
作
概
況
及
請
求
事
項
⽜、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
五
〇
六
八
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇

〇
一
─
〇
五
九
四
〇
〇
─
〇
〇
〇
〇
二
─
〇
〇
一
）、
〇
二
一
頁
）。
原
文
は
、⽛
奉
鈞
座
三
十
四
年
三
月
十
三
日
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
代
電
、
原
文
避
免

冗
録
、
諭
示
各
点
拝
読
之
餘
、
至
深
銘
感
。
特
代
表
西
南
全
体
辺
胞
、
忠
誠
致
敬
。
茲
除
転
告
辺
疆
各
地
土
司
民
衆
外
、
為
貫
澈
鈞
座
意
旨
、
経
常
与
内
政

部
及
各
辺
教
主
管
機
関
接
洽
、
以
利
辺
務
起
見
、
特
前
徳
興
里
十
六
号
駐
渝
辦
事
処
、
暫
遷
於
本
市
民
権
路
五
十
号
正
式
辦
公
、
此
後
所
有
指
示
文
件
、
祈

逕
交
該
処
。
又
内
政
部
・
軍
令
部
・
中
央
政
治
学
校
、
業
已
分
別
函
呈
接
洽
、
復
奉
三
月
二
十
五
日
侍
秘
字
第
二
七
〇
七
一
号
函
示
、⽛
中
央
政
校
、
対
於
辺

疆
学
生
、
雖
可
斟
酌
情
形
、
特
予
降
低
録
取
標
準
、
但
亦
非
経
過
考
試
不
可
⽜
等
因
。
奉
此
。
擬
由
辦
事
処
先
行
考
選
、
与
考
人
員
一
倍
至
二
倍
、
正
式
保

送
各
該
校
応
考
、
仍
請
照
配
額
従
優
録
取
。
…
…
謹
呈
委
員
長
蔣
。
駐
京
代
表
楊
砥
中
⽜
で
あ
る
。
文
中
で
言
及
さ
れ
た
⽛
三
月
二
十
五
日
侍
秘
字
第
二
七

〇
七
一
号
函
⽜
に
相
当
す
る
も
の
が
、⽛
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
第
二
処
〔
侍
秘
字
第
二
七
〇
七
一
号
〕
稿
⽜（
一
九
四
五
年
三
月
二
五
日
）、

（⽛
中
央
政
治
学
校
教
育
長
程
天
放
呈
校
長
蔣
中
正
為
簽
復
奉
令
核
議
西
南
辺
区
土
司
駐
京
代
表
楊
砥
中
呈
請
准
毎
期
保
送
辺
疆
人
員
二
人
受
訓
一
案
⽜、〈
西

南
辺
政
〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
五
〇
六
八
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
五
九
四
〇
〇
─
〇
〇
〇
〇
二
─
〇

〇
二
）、
〇
一
五
頁
）
で
あ
る
。

（
12
）
⽛
照
抄
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
致
辺
疆
父
老
書
⽜、
前
掲
註
⚙
〈
黔
民
楊
砥
中
擅
設
辦
事
処
〉、
十
一
～
十
二
頁
。
原
文
は
、⽛
敬
逕
者
。
砥

中
自
受
我
西
南
辺
胞
重
託
以
来
、
代
表
民
意
、
陳
述
辺
情
十
載
。
…
…
業
経
最
高
領
袖
宣
佈
、
将
於
本
年
十
一
月
十
二
日
還
政
於
民
、
召
開
国
民
代
表
大
会
、

…
…
惟
我
辺
胞
…
…
鮮
知
大
会
之
重
要
、
亦
無
参
於
大
会
問
政
門
之
機
会
。
因
此
、
砥
中
曾
先
後
向
政
府
請
求
、
准
許
辺
胞
代
表
数
十
名
、
出
席
大
会
、
発

紓
〔
抒
〕
辺
民
意
見
、
造
福
辺
疆
。
此
次
奉
召
、
到
渝
観
見
時
、
面
呈
領
袖
、
重
加
要
懇
、
昨
奉
軍
委
会
三
十
四
年
三
月
十
三
日
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号

代
電
、
…
…
除
代
辺
胞
、
向
最
高
領
袖
、
深
致
敬
謝
外
、
並
函
呈
内
政
部
、
確
定
毎
省
配
選
辺
胞
代
表
名
額
、
転
令
各
省
照
例
配
選
。
以
事
関
係
民
族
将
来

生
存
大
計
、
素
稔
〔
念
〕
台
端
為
我
徳
高
望
重
之
人
、
敬
希
領
導
辺
民
及
時
努
力
争
取
競
選
、
一
面
致
電
領
袖
答
謝
優
待
之
徳
意
、
一
面
与
砥
中
駐
渝
辦
事

処
切
取
連
繫
、
以
便
辦
理
配
選
事
宜
、
俾
能
於
大
会
開
会
時
、
有
我
辺
胞
代
表
出
席
発
言
。
対
現
在
種
種
必
能
有
済
、
将
来
種
種
必
能
有
利
、
開
創
辺
民
参

政
、
自
主
自
治
之
基
礎
。
望
勿
河
漢
斯
言
、
是
為
慶
幸
。
至
於
辺
胞
青
年
之
培
植
、
…
…
凡
我
辺
地
青
年
、
有
志
深
造
者
、
統
希
致
函
駐
渝
辦
事
処
、
及
各
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省
区
通
訊
処
、俾
能
期
前
辦
理
保
送
事
宜（
駐
渝
辦
事
処
各
省
区
通
訊
処
之
地
址
及
常
駐
負
責
人
見
附
表
）。
事
関
我
全
体
辺
民
生
存
至
計
、務
期
人
人
奮
起
、

群
策
群
力
、
共
同
奮
闘
。
相
応
函
達
、
即
希
査
照
、
并
転
告
有
関
同
胞
知
照
。
此
致
。
陸
庁
長
子
安
先
生
。
西
南
辺
疆
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
敬
。
三
月
十

六
日
（
坿
晋
謁
委
員
長
簡
要
報
告
及
批
示
代
電
一
份
）⽜
で
あ
る
。

（
13
）
陸
崇
仁
に
つ
い
て
は
、〈
陸
崇
仁
（
陸
子
安
）〉、《
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
一
二
九
〇
〇
〇
一
〇
二
二
九
二
Ａ
（
数
位

典
蔵
号
：
一
二
九
─
二
一
〇
〇
〇
〇
─
二
二
九
二
）、
李
珪
⽝
雲
南
地
方
官
僚
資
本
簡
史
⽞
昆
明
：
雲
南
民
族
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
三
六
～
七
七
頁
、
お

よ
び
盧
義
⽛
一
代
財
経
大
員
陸
崇
仁
⽜
沙
瑪
・
加
甲
主
編
⽝
彝
族
人
物
録
⽞
呼
和
浩
特
：
内
蒙
古
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
一
九
八
～
二
〇
〇
頁
を
参

照
。

（
14
）
陸
崇
仁
⽛
告
辺
疆
行
政
人
員
⽜
江
応
樑
編
著
⽝
辺
疆
行
政
人
員
手
冊
⽞
昆
明
：
雲
南
省
民
政
庁
辺
疆
行
政
設
計
委
員
会
、
一
九
四
四
年
、
一
～
四
頁
、
お

よ
び
江
暁
林
⽝
江
応
樑
伝
⽞
桂
林
：
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
一
一
～
一
二
一
頁
。
一
方
で
、
前
掲
註
13
李
珪
⽝
雲
南
地
方
官
僚
資
本
簡

史
⽞
三
八
頁
に
は
⽛
到
一
九
四
四
年
時
、
陸
〔
崇
仁
〕
因
病
経
常
処
於
瘋
狂
状
態
、
雖
然
還
当
着
民
政
庁
長
、
省
企
業
局
総
経
理
、
但
一
切
政
治
経
済
事
務

已
不
能
主
持
⽜
と
あ
る
が
、
そ
の
特
異
な
個
性
を
誇
張
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。

（
15
）
⽛
抄
雲
南
省
政
府
原
咨
⽜、
前
掲
註
⚙
〈
黔
民
楊
砥
中
擅
設
辦
事
処
〉、
八
頁
。

（
16
）
⽛〔
内
政
部
密
呈
〕
准
雲
南
省
政
府
咨
転
黔
民
楊
砥
中
以
辺
疆
土
司
代
表
名
義
散
発
致
辺
疆
父
老
書
及
毛
臣
忠
呈
請
以
王
弘
道
為
滇
省
国
大
代
表
一
案
呈
請

鑑
核
示
遵
由
（
渝
民
字
第
五
五
五
六
号
）⽜（
一
九
四
五
年
十
二
月
十
日
）、
前
掲
註
⚙
〈
黔
民
楊
砥
中
擅
設
辦
事
処
〉、
四
頁
。

（
17
）
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
及
各
通
訊
処
系
統
表
⽜（
前
掲
註
⚙
〈
黔
民
楊
砥
中
擅
設
辦
事
処
〉、
十
四
～
十
五
頁
（
前
掲
註
12
⽛
照
抄
西

南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
致
辺
疆
父
老
書
⽜
附
件
）、
お
よ
び
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
及
各
省
区
通
訊
処
負
責
人
姓
名
一
覧

表
⽜（
同
十
五
～
十
六
頁
）。⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
及
各
省
区
通
訊
処
負
責
人
姓
名
一
覧
表
⽜
の
原
文
は
、⽛（
名
称
）：（
地
址
）、（
負

責
人
）、（
備
攷
）。
重
慶
駐
渝
辦
事
処
：
重
慶
民
権
路
五
十
号
、
楊
砥
中
・
王
奮
飛
・
王
玉
璽
（
如
砥
中
離
渝
時
期
、
由
総
務
主
任
王
奮
飛
代
辦
）。
雲
南
省

通
訊
処
：
昆
明
正
義
路
五
九
六
号
、
李
呈
祥
・
安
鵬
。
貴
州
省
通
訊
処
：
貴
陽
後
街
安
康
旅
館
、
梁
聚
五
・
伍
文
正
。
四
川
省
通
訊
処
：
成
都
南
較
場
軍
官

分
校
、
伍
仲
侯
。
西
康
省
通
訊
処
：〔
軍
事
委
員
会
委
員
長
〕
西
昌
行
轅
、
嶺
光
電
。
湘
西
〔
湖
南
〕
省
通
訊
処
：
乾
城
短
寨
信
箱
、
龍
雲
飛
・
石
遠
謀
。
桂

西
区
通
訊
処
：
容
県
楊
梅
圩
〔
墟
〕
交
、
蘇
麗
群
。
粤
西
区
通
訊
処
：
信
宜
鎮
隆
圩
〔
墟
〕
交
、
梁
幹
禎
。
思
〔
茅
〕
普
〔
洱
〕
区
通
訊
処
：
募
廼
土
司
暑
、

石
秉
鈞
。
滇
南
区
通
訊
処
：
蒙
自
転
江
外
金
平
県
。
龍
鵬
程
・
白
日
新
。
滇
東
区
通
訊
処
：
昭
通
集
賢
街
、
文
光
華
。
滇
西
区
通
訊
処
：
耿
馬
土
司
暑
、
罕

─ 124 ─

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 125 ─



裕
卿
。
黔
西
区
通
訊
処
：
畢
節
咸
〔
威
〕
寧
路
八
五
号
、
楊
伯
瑶
。
黔
東
区
通
訊
処
：
丹
江
郵
政
局
転
、
侯
正
林
。
黔
南
区
通
訊
処
：
興
義
県
政
府
転
、
龍

宇
乾
。
会
理
区
通
訊
処
：
塩
源
・
木
裏
安
撫
司
転
、
太
国
柱
・
項
扎
巴
松
典
。
雅
安
区
通
訊
処
：
崇
善
長
官
司
、
阿
長
官
。
川
南
区
通
訊
処
：
古
藺
水
脳

〔
潦
〕
場
、
余
景
炎
〔
祥
炘
〕⽜
で
あ
る
（
原
文
の
表
格
形
式
を
筆
者
が
文
章
形
式
に
改
変
）。

（
18
）
⽛
照
抄
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜（
前
掲
註
16
⽛〔
内
政
部
密
呈
〕
准
雲
南
省
政
府
咨
転
黔
民
楊
砥
中
以
辺
疆
土
司
代
表
名
義
散
発
致
辺
疆
父
老
書
及
毛
臣
忠
呈
請
以

王
弘
道
為
滇
省
国
大
代
表
一
案
呈
請
鑑
核
示
遵
由
⽜
十
頁
（⽛
抄
雲
南
省
政
府
原
咨
⽜
附
件
））。
原
文
は
、⽛
窃
査
苗
夷
民
族
之
国
大
代
表
、
業
経
西
南
辺
疆

土
司
民
衆
代
表
楊
砥
中
呈
請
国
民
政
府
主
席
、
已
獲
軍
事
委
員
会
代
電
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
略
開
⽛
…
…

マ

マ

（
一
）
所
請
第
一
項
、
於
国
民
大
会
代
表
中

指
定
西
南
辺
疆
土
司
夷
苗
代
表
名
額
一
節
、
査
国
大
代
表
之
産
生
、
係
以
省
〔
省
区
〕
為
主
、
不
便
変
更
、
惟
為
配
選
辺
疆
人
民
代
表
起
見
、
已
令
内
政
部

研
究
、
酌
就
所
属
省
份
規
定
名
額
内
、
応
〔
運
〕
用
配
選
矣
。（
二
）（
三
）
略
…
…

マ

マ

⽜
之
批
示
、
准
予
選
派
在
案
。
査
雲
南
我
苗
夷
人
民
、
為
数
七
百
餘
万
、

以
憲
法
草
案
規
定
毎
人
口
五
十
万
選
出
一
名
代
表
之
比
例
、
我
苗
夷
族
民
衆
、
至
少
応
選
挙
代
表
十
四
名
。
於
此
十
四
名
中
、
我
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
、
願

一
致
擁
護
王
弘
道
為
代
表
、
出
任
此
職
、
代
陳
民
情
。
王
氏
係
禄
勧
人
、
曾
任
省
党
部
幹
事
、
在
滇
中
禄
勧
等
七
県
、
創
辦
辺
地
小
学
二
十
餘
所
、
及
民
族

中
学
一
所
、
而
兼
任
校
長
、
其
品
格
高
尚
、
学
識
碩
豊
、
能
力
非
凡
、
徳
高
望
重
、
実
為
我
苗
族
之
領
導
人
物
、
堪
為
我
民
族
代
表
。
其
対
辺
地
教
育
及
建

設
為
功
、
固
已
昭
彰
、
対
政
府
歴
有
殊
多
貢
献
。
其
為
代
表
陳
達
辺
情
、
対
政
府
対
辺
民
、
均
属
両
益
。
為
此
、
我
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
、
特
聯
名
一
致
擁

護
、
推
選
王
弘
道
為
我
国
大
代
表
。
…
…
謹
呈
省
主
席
龍
。
旅
渝
滇
籍
苗
族
青
年
：
毛
臣
忠
・
張
斐
然
・
陸
新
鳳
・
呉
道
安
・
許
才
興
・
王
建
明
・
張
有
倫
・

李
学
高
・
朱
明
道
・
石
明
清
・
張
俊
才
⽜
で
あ
る
。

（
19
）
前
掲
註
16
⽛〔
内
政
部
密
呈
〕
准
雲
南
省
政
府
咨
転
黔
民
楊
砥
中
以
辺
疆
土
司
代
表
名
義
散
発
致
辺
疆
父
老
書
及
毛
臣
忠
呈
請
以
王
弘
道
為
滇
省
国
大
代
表

一
案
呈
請
鑑
核
示
遵
由
⽜。

（
20
）
前
掲
註
16
⽛〔
内
政
部
密
呈
〕
准
雲
南
省
政
府
咨
転
黔
民
楊
砥
中
以
辺
疆
土
司
代
表
名
義
散
発
致
辺
疆
父
老
書
及
毛
臣
忠
呈
請
以
王
弘
道
為
滇
省
国
大
代
表

一
案
呈
請
鑑
核
示
遵
由
⽜。

（
21
）
⽛〔
国
民
大
会
代
表
選
挙
総
事
務
所
呈
〕
査
関
于
苗
族
推
選
国
大
代
表
各
案
検
具
原
件
連
同
調
回
原
呈
一
併
呈
請
鑑
察
俯
賜
併
案
査
核
指
令
ᷫ
遵
（
元
字
第

七
三
五
号
）⽜（
一
九
四
五
年
十
二
月
二
二
日
）、（⽛
国
民
大
会
代
表
選
挙
総
事
務
所
主
任
葉
楚
傖
呈
国
民
政
府
主
席
蔣
中
正
関
於
苗
族
推
選
国
民
大
会
代
表
各

案
検
具
原
件
連
同
調
回
原
呈
一
併
呈
請
鑑
察
俯
賜
併
案
査
核
⽜（
一
九
四
五
年
十
二
月
二
四
日
）、〈
国
民
政
府
指
定
国
民
大
会
代
表
案
（
一
）〉、《
国
民
政
府
》、

国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
二
四
八
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
一
一
一
四
二
─
〇
〇
〇
三
二
─
〇
三
〇
）、
〇
六
九
頁
）。
原
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文
は
、⽛
案
査
二
十
九
年
五
月
、
拠
自
称
滇
黔
川
三
省
土
司
民
衆
代
表
楊
砥
中
等
呈
請
分
区
指
派
西
南
辺
疆
苗
夷
為
国
民
大
会
代
表
一
案
、
当
於
同
年
六
月
七

日
、
以
表
総
字
第
一
九
七
八
号
検
同
原
件
彙
案
呈
請
鈞
府
参
考
、
並
経
批
示
、
旋
該
案
原
巻
復
経
職
所
調
回
、
各
在
案
。
又
査
接
管
内
政
部
巻
内
、
三
十
四

年
五
月
十
九
日
、
奉
行
政
院
通
知
、
以
拠
貴
州
省
政
府
呈
為
拠
留
渝
苗
族
青
年
張
斐
然
等
呈
請
以
梁
聚
五
・
呉
性
純
二
名
為
黔
省
苗
夷
国
民
大
会
代
表
一
案
、

飭
為
核
復
、
同
時
並
准
貴
州
省
政
府
咨
転
前
来
。
同
年
七
月
二
十
六
日
、
又
奉
行
政
院
通
知
、
以
拠
龍
運
昌
等
請
指
定
王
弘
道
為
国
民
大
会
雲
南
省
苗
族
代

表
、
飭
為
核
辦
、
並
於
七
月
十
六
日
、
拠
雲
南
省
苗
民
選
挙
代
表
人
龍
運
昌
逕
行
呈
請
核
辦
、
八
月
二
十
二
日
、
又
准
国
民
参
政
会
秘
書
処
函
、
以
拠
楊
砥

中
建
議
指
定
西
南
辺
疆
土
司
夷
苗
代
表
名
額
一
案
、
送
請
査
照
辦
理
等
由
、
均
経
内
政
部
存
候
彙
辦
、
各
在
案
。
本
年
九
月
間
、
拠
川
滇
黔
辺
地
苗
夷
代
表

韓
可
林
等
呈
請
転
呈
政
府
選
挙
代
表
参
加
国
民
大
会
、
十
一
月
間
、
准
内
政
部
移
送
雲
南
省
政
府
咨
以
拠
朱
有
成
等
推
選
王
弘
道
為
苗
族
代
表
転
嘱
核
辦
到

所
、
職
所
正
擬
彙
案
転
呈
参
考
。
茲
以
復
准
内
政
部
渝
字
第
五
五
五
七
号
公
函
、
為
准
雲
南
省
政
府
咨
転
黔
民
楊
砥
中
以
辺
疆
土
司
代
表
名
義
散
発
致
辺
疆

父
老
書
、
及
毛
臣
忠
呈
請
以
王
弘
道
為
滇
省
国
民
大
会
代
表
、
抄
同
原
件
、
嘱
為
査
照
等
由
。
経
査
所
附
雲
南
省
政
府
原
咨
叙
述
各
節
、
自
堪
注
意
。
茲
准

前
由
、
理
合
検
具
各
案
、
並
連
同
二
十
九
年
調
回
原
呈
、
共
計
十
一
件
、
一
併
備
文
呈
送
、
仰
祈
鑑
察
俯
賜
、
併
案
査
核
⽜
で
あ
る
。

（
22
）
⽛
西
南
辺
疆
土
司
夷
苗
代
表
高
玉
柱
等
請
准
産
生
土
司
夷
苗
代
表
参
加
国
民
大
会
⽜（
一
九
四
〇
年
五
月
二
一
日
）、〈
高
玉
柱
等
請
准
産
生
土
司
（
土
著
）

夷
苗
代
表
参
加
国
民
大
会
〉、《
行
政
院
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
一
四
〇
〇
〇
〇
一
一
九
七
九
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
一
四
─
〇
〇
〇
三
〇
二
─
〇

〇
一
一
）、
四
～
七
頁
。
前
掲
註
⚓
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
続
）⽜
十
四
頁
参
照
。

（
23
）
前
掲
註
⚓
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
続
）⽜
十
四
頁
で
は
楊
砥
中
本
人
の
⽛
夷
苗
⽜
参
政
要
求
は
一
九
四
〇
年
（
十
月
）
に
国
民
参
政
会
を
め
ぐ
っ

て
始
ま
る
と
、
ま
た
同
十
五
頁
で
は
一
九
四
〇
年
五
月
の
高
玉
柱
ら
に
よ
る
国
民
大
会
を
め
ぐ
る
参
政
要
求
の
結
果
に
つ
い
て
不
明
と
、
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し

て
い
た
が
、
本
史
料
に
つ
い
て
の
以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
に
一
部
修
正
が
必
要
と
な
る
。

（
24
）
⽛
張
斐
然
等
擁
護
梁
聚
五
為
貴
州
省
苗
夷
族
国
民
代
表
大
会
之
代
表
致
貴
州
省
長
楊
主
席
信
⽜（
一
九
四
五
年
四
月
）、
張
兆
和
ほ
か
編
⽝
梁
聚
五
文
集
─
民

族
・
民
主
・
政
論
⽞
香
港
：（
香
港
科
学
技
術
大
学
）
華
南
研
究
中
心
、
二
〇
一
〇
年
、
下
冊
口
絵
図
版
二
。
原
文
は
、⽛
窃
査
苗
夷
民
族
之
国
大
代
表
、
業

経
西
南
土
司
民
衆
代
表
楊
砥
中
呈
請
国
民
政
府
主
席
、
当
即
獲
軍
事
委
員
会
代
電
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
略
開
、⽛（
一
）
所
請
第
一
項
、
於
国
民
大
会
中

指
定
西
南
辺
疆
苗
夷
代
表
名
額
一
節
、
査
国
大
代
表
之
産
生
、
係
以
省
為
主
、
不
便
変
更
、
惟
為
配
選
辺
疆
人
民
代
表
起
見
、
已
令
内
政
部
研
究
、
酌
〔
就
〕

所
属
省
份
規
定
名
額
内
、
運
用
配
選
矣
。（
二
）（
三
）
…
…

マ

マ

略
⽜
之
批
示
、
准
予
選
派
在
案
。
査
貴
州
我
苗
夷
人
民
、
為
数
三
百
餘
万
、
以
憲
法
草
案
之
規

定
毎
人
口
五
十
万
選
推
代
表
一
名
之
比
例
選
挙
、
我
苗
夷
民
衆
、
至
少
応
獲
選
推
代
表
六
名
、
而
於
六
名
之
中
、
我
旅
渝
黔
籍
苗
夷
青
年
、
願
一
致
擁
護
雷
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山
梁
聚
伍
・
威
寧
呉
性
純
為
代
表
、
出
任
此
職
、
代
訴
民
情
。
梁
氏
曾
任
黔
省
三
民
主
義
青
年
団
主
任
、
歴
経
有
参
議
会
議
員
等
職
。
呉
性
純
氏
係
華
西
大

学
医
科
畢
業
、
並
獲
医
学
博
士
学
位
、
其
並
在
滇
黔
川
苗
区
、
創
辦
中
小
各
級
学
校
五
十
餘
所
、
尤
以
推
進
郷
村
党
務
、
成
績
為
著
、
茲
又
兼
福
滇
医
院
院

長
、
功
遍
滇
川
黔
康
。
梁
・
呉
二
氏
、
徳
高
望
重
、
為
我
苗
族
中
之
領
導
人
物
、
所
辦
辺
地
教
育
及
辺
区
建
設
事
業
卓
有
功
績
、
対
中
央
亦
殊
多
貢
献
、
尽

力
匪
少
。
辺
民
固
極
讃
仰
、
政
府
亦
無
不
称
頌
、
誠
堪
為
我
苗
夷
民
族
代
表
。
…
…
為
此
、
旅
渝
之
我
苗
夷
青
年
、
特
聯
名
一
致
擁
護
、
推
選
梁
聚
伍
・
呉

性
純
為
貴
州
苗
夷
民
族
国
大
代
表
。
…
…
謹
呈
省
政
府
〔
主
席
〕
楊
〔
森
〕。
貴
州
旅
渝
苗
夷
族
青
年
：
張
斐
然
・
蘇
文
光
・
王
玉
璽
・
石
明
清
・
呉
道
安
・

陸
新
鳳
・
許
才
興
・
李
沄
江
・
毛
臣
忠
・
張
有
倫
・
王
桂
馥
・
李
紹
軒
・
池
永
光
・
馬
雲
・
石
玉
振
・
王
建
明
・
李
学
高
・
禄
大
鵬
・
石
遠
謀
・
安
鼎
賢
・

陶
士
倫
・
禄
昌
彬
・
蘇
士
明
・
賀
啓
聖
・
陳
恩
科
・
張
俊
才
・
楊
忠
義
・
楊
士
鳳
・
李
文
・
朱
明
道
。
民
国
三
十
四
年
四
月

日
⽜
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ

と
は
別
に
、⽛
張
斐
然
等
苗
族
青
年
擁
護
呉
性
純
・
梁
聚
五
為
貴
州
省
苗
夷
族
国
民
代
表
大
会
之
代
表
請
願
由
⽜（
一
九
四
五
年
）、
貴
州
省
檔
案
館
蔵
、
檔
号

不
明
（
秦
和
平
⽝
基
督
宗
教
在
西
南
民
族
地
区
的
伝
播
史
⽞
成
都
：
四
川
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
九
〇
～
一
九
一
頁
所
引
）
と
い
う
史
料
の
存
在

が
知
ら
れ
、
両
者
は
同
一
史
料
と
見
ら
れ
る
。
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
⚖
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
七
）⽜
十
六
～
十
七
頁
、
前
掲
註
⚓
拙
稿
⽛⽛
夷

苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
続
）⽜
二
一
頁
お
よ
び
二
二
頁
【
写
真
⚖
】
を
参
照
。

（
25
）
ポ
ラ
ー
ド
と
貴
州
石
門
坎
で
の
苗
族
へ
の
布
教
、
光
華
小
学
を
中
心
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
広
域
展
開
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
六
）⽜

⽝
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
⽞
一
三
二
、
札
幌
：
同
研
究
科
、
二
〇
一
〇
年
、
六
十
～
七
十
頁
、
前
掲
註
⚖
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
七
）⽜
六
～
十
七

頁
、
お
よ
び
前
掲
註
⚓
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
続
）⽜
二
七
～
三
七
頁
を
参
照
。

（
26
）
楊
華
沢
ほ
か
⽛
張
斐
然
同
志
二
三
事
⽜
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
貴
州
省
威
寧
彝
族
回
族
苗
族
自
治
県
委
員
会
第
二
届
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
⽝
威
寧

文
史
資
料
⽞
三
、
威
寧
：
同
委
員
会
、
一
九
八
八
年
、
一
〇
八
頁
、
貴
州
省
苗
学
研
究
会
編
⽝
苗
族
人
物
⽞（⽝
苗
学
研
究
通
訊
⽞
十
：
人
物
専
集
）、
貴
陽
：

同
研
究
会
、
一
九
九
七
年
、
二
一
〇
～
二
一
一
頁
⽛
張
斐
然
⽜、
お
よ
び
張
陽
ほ
か
⽛
為
民
族
解
放
而
奮
闘
不
息
的
張
斐
然
⽜
陶
紹
虎
編
⽝
従
石
門
坎
走
来
的

苗
族
先
輩
們
⽞
昆
明
：
雲
南
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
二
八
二
頁
。
石
門
坎
と
三
省
境
界
地
域
の
苗
族
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
⚓
拙

稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
続
）⽜
二
七
～
三
七
頁
、
お
よ
び
同
五
八
頁
註
70
諸
文
献
を
参
照
。

（
27
）
楊
忠
徳
⽛
西
南
辺
疆
私
立
石
門
坎
初
級
中
学
的
創
辦
及
其
教
学
活
動
⽜
前
掲
註
26
⽝
威
寧
文
史
資
料
⽞
三
、
一
三
一
頁
。
貴
州
省
苗
学
会
編
⽝
苗
族
人
物

（
二
）⽞
貴
陽
：
同
学
会
、
二
〇
〇
六
年
、
四
〇
九
～
四
一
〇
頁
⽛
楊
忠
徳
⽜、
お
よ
び
楊
忠
信
⽛
黙
黙
作
奉
献
笑
看
雛
鷹
飛
─
記
大
哥
楊
忠
徳
⽜
前
掲
註
26
陶

紹
虎
編
⽝
従
石
門
坎
走
来
的
苗
族
先
輩
們
⽞
二
二
〇
～
二
二
七
頁
に
よ
れ
ば
、
楊
忠
徳
は
一
九
二
三
年
に
拖
姑
梅
小
学
（
梭
戛
隴
氏
土
目
拠
点
）、
一
九
二
八

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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年
に
石
門
坎
光
華
小
学
、
一
九
三
五
年
に
成
都
の
華
西
高
中
に
入
学
し
、
卒
業
の
後
、
一
九
四
三
年
に
楊
砥
中
に
よ
る
私
立
石
門
坎
初
級
中
学
の
設
立
に
参

加
し
た
。
以
上
の
経
歴
か
ら
見
て
、
こ
の
期
間
の
一
連
の
歴
史
に
つ
い
て
、
そ
の
記
述
内
容
の
信
頼
度
は
き
わ
め
て
高
い
。
な
お
、
楊
忠
徳
の
伝
記
筆
者
で

そ
の
弟
（
前
掲
⽛
黙
黙
作
奉
献
笑
看
雛
鷹
飛
⽜
二
二
七
頁
参
照
）
で
あ
る
楊
忠
信
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
26
貴
州
省
苗
学
研
究
会
編
⽝
苗
族
人
物
⽞
四
四
〇

頁
⽛
楊
忠
信
⽜、
お
よ
び
前
掲
註
⽝
苗
族
人
物
（
二
）⽞
四
〇
二
～
四
〇
三
頁
⽛
楊
忠
信
⽜
を
参
照
。
以
上
を
踏
ま
え
た
楊
砥
中
に
よ
る
⽛
西
南
辺
疆
私
立
石

門
坎
初
級
中
学
⽜
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
⚓
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
続
）⽜
三
一
～
三
二
頁
に
詳
細
な
議
論
が
あ
る
。

（
28
）
畢
業
生
指
導
部
編
⽝
中
央
政
治
学
校
畢
業
同
学
録
⽞
南
京
：
同
校
、
一
九
四
七
年
序
（
南
京
図
書
館
蔵
Ｄ
六
九
三
・
七
四
／
六
二
）、
二
一
三
頁
⽛
辺
政
専

修
科
：
三
十
一
年
六
月
畢
業
。（
一
）
辺
政
科
⽜
欄
に
は
、⽛（
姓
名
）
張
斐
然
：（
年
齢
）
二
十
七
、（
籍
貫
）
貴
州
威
寧
、（
服
務
地
点
与
機
関
）
貴
州
威
寧

石
門
坎
私
立
石
門
中
学
推
広
主
任
⽜
と
あ
る
。
同
校
の
⽛
推
広
部
⽜
に
つ
い
て
、
張
斐
然
は
⽛
教
会
在
石
門
坎
辦
的
一
個
改
良
種
子
試
験
和
手
工
操
作
的
毛

紡
工
作
部
⽜
と
説
明
し
て
い
る
（
楊
忠
徳
整
理
（
張
斐
然
遺
稿
）⽛
張
斐
然
同
志
反
抗
民
族
圧
迫
和
争
取
民
族
民
主
闘
争
的
軼
事
⽜
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議

貴
州
省
威
寧
彝
族
回
族
苗
族
自
治
県
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
⽝
威
寧
文
史
資
料
⽞
二
、
威
寧
：
同
委
員
会
、
一
九
八
六
年
、
八
二
頁
）。
ま
た
、
前

掲
註
26
楊
華
沢
ほ
か
⽛
張
斐
然
同
志
二
三
事
⽜
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
張
斐
然
は
一
九
四
三
年
四
月
か
ら
の
一
時
期
、
貴
州
を
離
れ
て
重
慶
に
疎

開
し
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
初
め
に
朱
煥
章
が
⽛
西
南
辺
疆
私
立
石
門
坎
初
級
中
学
⽜
の
運
営
資
金
を
重
慶
在
住
の
楊
砥
中
に
求
め
に
来
た
機
会
に
、
朱

煥
章
と
と
も
に
貴
州
に
戻
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
五
年
年
末
と
す
る
史
料
も
あ
る
が
（
朱
玉
芳
⽝
光
華
之
子
⽞
昆
明
：
雲
南
民

族
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
五
六
頁
）、
い
ず
れ
に
し
て
も
一
九
四
五
年
頃
の
重
慶
で
、
張
斐
然
と
楊
砥
中
が
、
人
間
関
係
と
し
て
き
わ
め
て
近
い
と
こ
ろ
に

い
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
29
）
李
廷
貴
⽛
緬
懐
梁
聚
五
先
生
⽜⽛
梁
聚
五
年
譜
⽜⽛
梁
聚
五
先
生
事
略
⽜⽛
解
放
初
期
的
梁
聚
五
先
生
和
毛
主
席
対
他
的
幾
項
任
命
⽜
岑
秀
文
ほ
か
編
⽝
民
族

志
資
料
匯
編
（
二
）
苗
族
⽞
貴
陽
：
貴
州
省
志
民
族
志
編
委
会
、
一
九
八
六
年
、
三
五
九
～
三
六
七
頁
、
許
士
仁
⽛
解
放
前
的
梁
聚
五
先
生
⽜
中
国
人
民
政

治
協
商
会
議
貴
州
省
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
⽝
貴
州
文
史
資
料
選
輯
⽞
二
二
、
貴
陽
：
同
委
員
会
、
一
九
八
六
年
、
三
十
～
四
三
頁
、
許
士
仁
⽛
解

放
後
的
梁
聚
五
先
生
⽜
貴
州
省
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
⽝
貴
州
少
数
民
族
文
史
資
料
専
輯
⽞
北
京
：
中
国
文
史
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
四
～
一
一

〇
頁
、
許
士
仁
⽛
抗
戦
時
期
的
苗
族
愛
国
人
士
梁
聚
五
⽜⽝
貴
州
文
史
叢
刊
⽞
三
、
貴
陽
：
貴
州
文
史
研
究
館
、
一
九
九
七
年
、
五
十
～
五
三
頁
、
前
掲
註
26

貴
州
省
苗
学
研
究
会
編
⽝
苗
族
人
物
⽞
五
五
九
～
五
六
一
頁
⽛
梁
聚
五
⽜、
Cheung
Siu-W
oo（
張
兆
和
）,“A
ppropriating
A
lterity:Liang
Juw
u’s

W
riting
on
M
iao
Identity”（⽛
異
族
想
像
的
挪
用
：
梁
聚
五
関
於
苗
族
身
份
認
同
的
著
作
⽜）⽝
考
古
人
類
学
刊
⽞
五
九
、
国
立
台
湾
大
学
文
学
院
人
類
学

─ 128 ─
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系
、
二
〇
〇
二
年
、
許
士
仁
編
著
⽝
為
民
族
民
主
事
業
奮
闘
的
梁
聚
五
先
生
⽞
凱
里
：
筆
者
自
刊
、
二
〇
〇
三
年
、
張
兆
和
⽛
梁
聚
五
関
於
苗
族
身
份
認
同

的
書
写
─
近
代
中
国
辺
縁
族
群
以
漢
語
文
表
述
我
族
身
份
認
同
的
個
案
研
究
⽜
前
掲
註
24
張
兆
和
ほ
か
編
⽝
梁
聚
五
文
集
⽞
下
冊
四
二
四
～
四
六
一
頁
、
お

よ
び
石
朝
江
主
編
⽝
理
想
与
超
越
─
《
梁
聚
五
文
集
》
曁
苗
族
文
化
保
護
与
伝
承
研
討
会
論
文
集
⽞
貴
陽
：
貴
州
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。
梁
聚
五
の

論
著
は
張
兆
和
ほ
か
編
⽝
梁
聚
五
文
集
⽞
に
ほ
ぼ
全
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
を
ご
恵
贈
下
さ
っ
た
張
兆
和
氏
に
感
謝
す
る
。

（
30
）
前
掲
註
27
貴
州
省
苗
学
会
編
⽝
苗
族
人
物
（
二
）⽞
五
六
八
～
五
六
九
頁
⽛
呉
性
純
⽜、
王
召
ほ
か
⽛
烏
蒙
苗
族
的
第
一
位
医
学
博
士
─
我
們
所
認
識
的
呉

性
純
医
師
⽜
前
掲
註
26
陶
紹
虎
編
⽝
従
石
門
坎
走
来
的
苗
族
先
輩
們
⽞
九
三
～
一
〇
一
頁
。
呉
性
純
が
医
学
を
学
ん
だ
華
西
協
合
大
学
に
つ
い
て
は
、
張
麗

萍
⽝
中
西
合
冶
─
華
西
協
合
大
学
⽞
成
都
：
巴
蜀
書
社
、
二
〇
一
三
年
を
参
照
。

（
31
）
前
掲
註
18
⽛
照
抄
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜。

（
32
）
柿
花
箐
を
含
む
現
祖
庫
村
の
禄
勧
県
か
ら
富
民
県
へ
の
帰
属
変
更
に
つ
い
て
は
、
富
民
県
人
民
政
府
編
⽝
雲
南
省
富
民
県
地
名
志
⽞
富
民
：
同
政
府
、
一

九
八
五
年
、
一
～
二
頁
・
二
五
頁
、
お
よ
び
雲
南
省
富
民
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
富
民
県
志
⽞
昆
明
：
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
二
五
～
四

一
頁
を
参
照
。
富
民
県
人
民
政
府
編
⽝
雲
南
省
富
民
県
地
名
志
⽞
二
七
頁
に
よ
れ
ば
、
柿
花
箐
（
村
）
は
⽛
有
農
戸
四
十
五
戸
、
一
九
四
人
、
係
苗
族
、
有

小
学
一
所
、
教
師
二
人
、
学
生
五
十
一
人
。
這
里
柿
花
樹
較
多
、
故
名
⽜
の
村
で
、
同
二
〇
三
頁
に
よ
れ
ば
海
抜
二
千
百
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
い
う
。

（
33
）
以
上
、
王
弘
道
に
つ
い
て
は
、
富
民
県
民
族
宗
教
事
務
局
編
⽝
富
民
県
民
族
志
⽞
昆
明
：
中
共
昆
明
市
委
宣
伝
部
、
一
九
九
三
年
、
二
九
四
～
二
九
五
頁

⽛
王
宏
道
⽜、
雲
南
省
尋
甸
回
族
彝
族
自
治
県
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
尋
甸
回
族
彝
族
自
治
県
志
⽞
昆
明
：
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
八
六
二
～
八
六

三
頁
⽛
王
弘
道
⽜、
潘
学
徳
⽛
基
督
教
伝
入
滇
北
苗
族
地
区
⽜
政
協
禄
勧
彝
族
苗
族
自
治
県
委
員
会
文
史
資
料
委
員
会
編
⽝
禄
勧
文
史
資
料
⽞
七
、
禄
勧
：
同

委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
、
一
一
二
～
一
一
八
頁
、
楚
雄
彝
族
自
治
州
人
大
常
委
会
民
族
工
作
委
員
会
ほ
か
編
⽝
楚
雄
苗
族
史
略
⽞
昆
明
：
雲
南
民
族
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
、
一
九
三
～
一
九
四
頁
⽛
王
弘
道
⽜、
無
記
名
⽛
収
集
整
理
者
簡
介
⽜
魯
格
夫
爾
・
扎
蒙
（
王
弘
道
）・
陸
新
鳳
整
理
、
富
民
県
民
族
宗
教
事
務

局
ほ
か
編
⽝
紅
昭
和
饒
覚
席
那
⽞
富
民
：
同
事
務
局
ほ
か
、
二
〇
一
二
年
序
、
頁
表
記
な
し
、
お
よ
び
張
建
明
⽛
富
民
県
苗
族
民
間
叙
事
長
詩
《
紅
昭
和
饒

覚
席
那
》
─
民
族
民
間
口
伝
文
学
的
傑
出
代
表
⽜
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
雲
南
省
富
民
県
委
員
会
編
⽝
富
民
文
史
資
料
⽞
十
六
、
富
民
：
同
委
員
会
、
二

〇
一
二
年
、
三
四
八
～
三
九
一
頁
を
参
照
。
兄
の
王
有
道
と
そ
れ
が
設
立
し
た
柿
花
箐
の
私
立
民
楽
小
学
に
つ
い
て
は
、
韓
興
徳
遺
著
・
龍
学
林
翻
訳
整
理

⽛
苗
族
自
立
教
会
和
安
息
日
会
的
歴
史
⽜
一
九
八
六
年
（
雲
南
民
族
大
学
人
文
学
院
編
⽝
雲
南
省
富
民
県
小
水
井
苗
族
村
調
査
─
資
料
匯
編
⽞（
雲
南
民
族
大

学
人
文
学
院
・
富
民
県
民
族
宗
教
局
合
作
項
目
）、
不
明
：
自
刊
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
九
～
一
一
八
頁
所
収
）、
中
央
訪
問
団
二
分
団
整
理
⽛
基
督
教
在
武

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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定
区
的
情
況
⽜
お
よ
び
中
央
訪
問
団
聯
絡
第
三
組
調
査
⽛
禄
勧
県
訪
問
材
料
⽜
雲
南
省
編
輯
組
編
⽝
中
央
訪
問
団
第
二
分
団
雲
南
民
族
情
況
匯
編
（
下
）⽞
昆

明
：
雲
南
民
族
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
十
八
頁
お
よ
び
五
六
頁
、
前
掲
富
民
県
民
族
宗
教
事
務
局
編
⽝
富
民
県
民
族
志
⽞
一
五
三
～
一
五
四
頁
・
一
五
九

頁
・
二
八
九
～
二
九
一
頁
⽛
王
有
道
⽜、
富
民
県
教
育
局
編
⽝
富
民
県
教
育
志
⽞
昆
明
：
中
共
昆
明
市
委
宣
伝
部
、
一
九
九
六
年
、
一
〇
九
頁
・
二
五
一
～
二

五
二
頁
⽛
王
有
道
⽜、
前
掲
潘
学
徳
⽛
基
督
教
伝
入
滇
北
苗
族
地
区
⽜、
前
掲
楚
雄
彝
族
自
治
州
人
大
常
委
会
民
族
工
作
委
員
会
ほ
か
編
⽝
楚
雄
苗
族
史
略
⽞

一
六
六
～
一
六
七
頁
お
よ
び
一
九
三
頁
⽛
王
有
道
⽜
を
参
照
。
王
有
道
故
居
に
は
、⽛
雲
南
省
尋
甸
県
県
長
王
奨
。
有
功
文
教
。
右
給
滇
中
七
県
辺
族
聯
合
私

立
民
楽
小
学
校
長
王
有
道
。
七
県
辺
民
代
表
：
朱
有
成
・
潘
発
栄
・
張
崇
新
・
龍
佐
堯
・
龍
翰
章
・
王
信
高
・
張
明
魁
仝
立
。
民
国
三
十
二
年
八
月
日
吉
旦
⽜

と
刻
ん
だ
扁
額
、
お
よ
び
私
立
民
楽
小
学
関
係
の
展
示
パ
ネ
ル
が
あ
る
。
二
〇
一
六
年
九
月
に
突
然
訪
問
し
た
筆
者
を
快
く
自
宅
に
招
き
入
れ
、
居
室
を
案

内
し
、
撮
影
し
た
写
真
の
発
表
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
王
漢
哲
氏
（
王
有
道
氏
ご
子
息
）
に
感
謝
す
る
。
な
お
、
武
定
県
人
民
政
府
編
⽝
雲
南
省
武
定
県
地

名
志
⽞
武
定
：
同
政
府
、
一
九
八
六
年
、
九
一
頁
に
よ
れ
ば
、
長
嶺
岡
は
⽛
処
較
長
的
山
嶺
上
得
名
、
…
…
二
十
八
戸
二
〇
一
人
、
苗
族
⽜
の
村
で
あ
る
と

い
う
。

（
34
）
⽛
魯
格
夫
爾
啓
（
一
九
三
九
年
四
月
二
九
日
）⽜
お
よ
び
⽛
蛮
夷
之
民
魯
格
夫
爾
啓
（
一
九
三
九
年
四
月
三
十
日
）⽜（
頡
剛
〔
顧
頡
剛
〕⽛
来
函
両
通
⽜⽝
益

世
報
（
昆
明
）⽞
一
九
三
九
年
五
月
十
五
日
第
四
版
⽛
辺
疆
（
周
刊
）⽜
二
一
所
収
（
雲
南
大
学
図
書
館
提
供
））。
原
文
は
、⽛
近
来
有
人
大
倡
苗
夷
漢
同
源
論
。

我
是
苗
夷
之
一
。
我
対
此
問
題
不
賛
、
也
不
反
対
。
不
過
拠
我
観
察
所
得
、
今
日
要
団
結
共
赴
国
難
、
並
無
須
学
究
們
来
大
唱
特
唱
同
源
論
。
我
們
不
必
忌

諱
、
苗
夷
歴
史
雖
無
専
書
記
載
、
但
夷
苗
自
己
絶
不
承
認
是
与
漢
族
同
源
的
。
同
源
不
同
源
、
夷
苗
不
管
、
只
希
望
政
府
当
局
能
給
以
実
際
的
平
等
権
利
。

即
頌
撰
安
。
魯
格
夫
爾
啓
。
四
月
二
十
九
日
⽜⽛
値
此
全
面
抗
戦
之
時
、
宣
伝
故
因
以
認
清
提
高
民
族
意
識
為
主
、
然
負
責
宣
伝
的
人
們
不
甚
注
意
及
⽛
民
族
⽜

之
宣
伝
。
凡
有
関
国
内
民
族
団
結
之
言
論
応
慎
重
従
事
、
不
能
随
便
抬
出
来
乱
喊
一
陣
。
近
来
很
多
的
書
刊
言
論
及
要
人
名
流
的
演
講
、
都
説
⽛
我
們
是
黄

帝
的
子
孫
⽜。
有
些
人
家
門
対
上
也
写
著
、⽛
黄
帝
子
孫
不
当
漢
奸
⽜。
表
面
上
似
乎
不
錯
、
詳
細
地
考
慮
下
実
在
大
不
対
。
因
為
一
如
此
宣
伝
、
即
表
明
抗
戦

的
目
的
不
是
為
国
、
乃
是
為
漢
族
、
所
謂
建
国
亦
是
建
漢
族
之
国
。
使
蒙
・
蔵
・
回
・
夷
苗
同
胞
聴
了
、
必
然
反
対
。
他
們
也
不
会
跟
盲
目
的
跟
漢
人
乱
喊

的
、
認
黄
帝
為
祖
宗
的
。
所
以
要
想
団
結
各
民
族
一
致
対
日
、
対
変
相
的
大
漢
族
主
義
之
宣
伝
須
絶
対
禁
止
、
以
免
引
起
民
族
間
之
摩
擦
、
予
敵
人
以
分
化

之
口
実
。
編
者
先
生
、
在
所
謂
⽛
国
族
⽜
口
号
之
下
而
大
倡
⽛
黄
帝
子
孫
⽜
的
政
策
、
我
不
知
我
等
非
黄
帝
子
孫
是
否
応
該
再
出
力
出
銭
。
請
你
們
将
我
這

点
意
思
登
載
貴
報
。
…
…
蛮
夷
之
民
魯
格
夫
爾
啓
。
三
苗
子
孫
。
四
月
三
十
日
⽜
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
投
書
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
25
拙
稿
⽛
苗
族
史

の
近
代
（
六
）⽜
一
〇
五
～
一
〇
八
頁
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、⽛
蛮
夷
之
民
魯
格
夫
爾
⽜
が
誰
で
あ
る
か
未
解
明
で
あ
り
、
今
回
よ
う
や
く
解
決
を
得
た
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次
第
で
あ
る
。
本
投
書
記
事
は
、
馬
戎
主
編
⽝⽛
中
華
民
族
是
一
個
⽜
─
囲
繞
一
九
三
九
年
這
一
議
題
的
大
討
論
⽞
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一

六
年
、
八
四
～
八
六
頁
⽛
来
函
両
封
⽜
に
収
録
さ
れ
、
今
日
で
は
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
投
書
中
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
⽛
黄
帝
の
子
孫
⽜

言
説
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
、
蔣
介
石
⽛
国
民
精
神
総
動
員
広
播
演
講
⽜（
一
九
三
九
年
五
月
一
日
）（⽛
国
民
月
会
開
始
挙
行
、
蔣
委
員
長
勗

勉
国
民
、
検
討
精
神
缺
点
澈
底
除
旧
布
新
、
喚
起
淪
陥
区
域
同
胞
共
同
努
力
⽜⽝
時
事
新
報
⽞
一
九
三
九
年
五
月
二
日
第
二
版
〔
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
編
（
原

国
民
政
府
国
史
館
籌
備
委
員
会
編
纂
）⽝
中
華
民
国
史
史
料
長
編
⽞
五
三
、
南
京
：
南
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
六
三
五
～
六
四
九
頁
に
再
収
録
〕）

に
は
、⽛
我
們
中
華
民
族
毎
一
個
黄
帝
子
孫
、
都
要
在
今
天
立
志
決
心
⽜⽛
我
們
大
家
都
是
黄
帝
子
孫
⽜⽛
如
果
我
們
国
民
之
中
、
…
…
還
有
不
知
奮
発
自
強
的
、

那
就
不
是
我
們
中
華
民
族
的
同
胞
、
亦
就
不
是
我
們
黄
帝
的
子
孫
了
⽜
な
ど
と
あ
る
。
松
本
ま
す
み
氏
に
よ
れ
ば
、
蔣
介
石
の
発
言
に
お
い
て
⽛
黄
帝
子
孫
⽜

は
済
南
事
件
一
周
年
の
一
九
二
九
年
五
月
三
日
の
演
説
（⽛
誓
雪
五
三
国
恥
⽜
蔣
総
統
集
編
輯
委
員
会
編
⽝
蔣
総
統
集
（
増
訂
本
）⽞
一
、
台
北
：
国
防
研
究

院
、
一
九
六
三
年
、
五
四
三
～
五
四
七
頁
）
に
遡
っ
て
確
認
さ
れ
、
以
後
繰
り
返
し
そ
の
言
説
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
松
本
ま
す
み
⽝
中
国
民

族
政
策
の
研
究
⽞
東
京
：
多
賀
出
版
、
一
九
九
九
年
、
一
三
七
頁
・
一
六
六
頁
註
127
）。

（
35
）
⽛
黄
帝
子
孫
⽜
言
説
に
対
す
る
苗
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
反
発
と
そ
の
根
底
に
あ
る
⽛
三
苗
子
孫
⽜
意
識
が
、
二
十
世
紀
を
通
じ
た
歴
史
性
を
持
つ
根
深
い
問

題
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
25
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
六
）⽜
の
ほ
か
、
楊
志
強
⽝⽛
苗
⽜
か
ら
⽛
苗
族
（
ミ
ャ
オ
族
）⽜
へ
─
近
代
民
族
集
団
の

形
成
及
び
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
再
構
築
の
過
程
に
つ
い
て
⽞
東
京
：
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
論
文
、
二
〇
〇
五
年
、
楊
志
強
⽛⽛
炎

黄
子
孫
⽜
と
⽛
中
華
民
族
⽜
─
近
代
中
国
に
お
け
る
国
民
統
合
を
め
ぐ
る
二
つ
の
言
説
⽜⽝
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
⽞
六
四
、
東
京
：
同

研
究
科
、
二
〇
〇
七
年
、
一
二
一
～
一
三
七
頁
（
楊
志
強
⽛⽛
蚩
尤
平
反
⽜
与
⽛
炎
黄
子
孫
⽜
─
兼
論
近
代
以
来
中
国
国
民
整
合
的
両
条
路
線
⽜⽝
中
国
農
業

大
学
学
報
〔
社
会
科
学
版
〕⽞
二
七
─
四
、
北
京
：
同
大
学
、
二
〇
一
〇
年
、
一
〇
三
～
一
一
三
頁
）、
龍
海
清
⽛
関
于
給
蚩
尤
以
公
正
歴
史
定
位
的
幾
個
問

題
⽜⽝
懐
化
学
院
学
報
⽞
二
八
─
十
二
、
懐
化
：
同
学
院
、
二
〇
〇
九
年
、
五
一
～
五
四
頁
、
鈴
木
正
崇
⽛
ミ
ャ
オ
族
の
神
話
と
現
代
─
貴
州
省
黔
東
南
を
中

心
に
⽜
同
編
⽝
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
文
化
の
再
構
築
⽞
東
京
：
風
響
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
四
七
～
二
一
一
頁
（
後
に
大
幅
な
修
正
を
加
え
、
鈴
木
正

崇
⽝
ミ
ャ
オ
族
の
歴
史
と
文
化
の
動
態
─
中
国
南
部
山
地
民
の
想
像
力
の
変
容
⽞
東
京
：
風
響
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
九
～
一
一
三
頁
に
再
収
録
）、
Cheung

Siu-w
oo（
張
兆
和
）,“A
ppropriating
O
therness
and
the
Contention
ofM
iao
Identity
in
Southw
estChina”,T
he
A
sia
Pacific
Journalof

A
nthropology,V
ol.13,N
o.2,O
xford:Routledge,2012,pp.142-169、
張
兆
和
⽛
在
逃
遁
与
攀
附
之
間
─
中
国
西
南
苗
族
身
份
認
同
与
他
者
政
治
⽜
納

日
碧
力
戈
ほ
か
主
編
⽝
西
南
地
区
多
民
族
和
諧
共
生
関
係
研
究
論
文
集
⽞
貴
陽
：
貴
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
十
五
～
四
一
頁
、
石
茂
名
⽛
蚩
尤
神

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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話
的
現
代
性
⽜⽝
苗
学
研
究
⽞
一
（
総
二
九
）、
貴
陽
：
貴
州
省
苗
学
会
、
二
〇
一
三
年
、
二
二
～
二
四
頁
、
拙
稿
⽛⽛
涿
鹿
⽜
の
歴
史
は
誰
の
も
の
か
─
⽛
炎

黄
⽜
顕
彰
問
題
と
二
十
世
紀
末
中
国
民
族
主
義
の
諸
相
⽜⽝
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
⽞
一
五
〇
、
札
幌
：
同
研
究
科
、
二
〇
一
六
年
、
一
～
七
五
頁
、

お
よ
び
拙
稿
⽛
現
代
中
国
に
お
け
る
遺
跡
・
神
話
を
め
ぐ
る
政
治
力
学
─
⽛
涿
鹿
⽜
の
歴
史
は
誰
の
も
の
か
⽜⽝
歴
史
学
研
究
⽞
九
九
八
、
東
京
：
績
文
堂
出

版
、
二
〇
二
〇
年
、
二
五
～
三
七
頁
な
ど
、
多
く
の
論
考
が
あ
る
。

（
36
）
前
掲
註
33
無
記
名
⽛
収
集
整
理
者
簡
介
⽜
に
は
、⽛
王
弘
道
（
一
九
一
六
─
一
九
七
五
年
）、
字
沢
民
、
…
…
一
九
五
一
年
経
考
試
後
任
牧
師
職
（
俄
文
名

魯
格
夫
爾
・
扎
猛
）⽜
と
あ
る
。
こ
の
他
、
中
共
政
権
の
建
国
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
⽛
魯
格
夫
爾
・
扎
蒙
⽜
の
著
作
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
抗
戦
期

に
⽛
魯
格
夫
爾
・
扎
蒙
⽜
と
い
う
人
物
が
雲
南
省
中
部
の
苗
族
地
域
で
民
間
故
事
を
収
集
し
、
苗
文
字
で
百
部
印
刷
し
た
も
の
を
下
敷
き
に
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
（
魯
格
夫
爾
・
扎
猛
、
陸
新
鳳
、
周
誠
、
弘
毅
⽛
一
点
説
明
⽜⽝
紅
昭
和
饒
覚
席
那
⽞
北
京
：
中
国
青
年
出
版
社
、
一
九
五

七
年
、
五
三
～
五
四
頁
）。
そ
の
著
者
の
⽛
魯
格
夫
爾
・
扎
蒙
⽜
が
投
稿
者
の
⽛
魯
格
夫
爾
⽜
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
王
弘
道
で
あ
る
と
い
う
推
測
の
正
し
さ
は
、

王
弘
道
の
伝
記
中
に
、⽛
王
弘
道
…
…
対
本
民
族
歴
史
、
文
化
有
所
研
究
、
協
助
陸
新
鳳
翻
訳
出
版
⽝
紅
昭
和
饒
覚
席
娜
⽞
…
…
等
苗
族
叙
事
詩
⽜（
前
掲
註

33
雲
南
省
尋
甸
回
族
彝
族
自
治
県
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
尋
甸
回
族
彝
族
自
治
県
志
⽞
八
六
三
頁
）
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

（
37
）
雲
南
省
武
定
県
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
武
定
県
志
⽞
天
津
：
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
三
五
五
～
三
五
六
・
四
四
七
頁
、
龍
福
義
遺
稿
、
龍
学
林

整
理
⽛
洒
普
山
内
地
会
小
学
史
目
録
⽜⽝
雲
南
宗
教
研
究
⽞
一
、
昆
明
：
雲
南
省
社
会
科
学
院
宗
教
研
究
所
、
一
九
九
三
年
、
二
一
～
二
三
・
十
六
頁
、
前
掲

註
33
潘
学
徳
⽛
基
督
教
伝
入
滇
北
苗
族
地
区
⽜
お
よ
び
楚
雄
彝
族
自
治
州
人
大
常
委
会
民
族
工
作
委
員
会
ほ
か
編
⽝
楚
雄
苗
族
史
略
⽞
一
六
三
～
一
六
四
頁
。

石
門
坎
と
洒
普
山
と
の
間
の
苗
族
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
交
流
と
両
地
で
の
布
教
展
開
に
見
ら
れ
る
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
韓
杰
⽝
花
苗
史
略
⽞
一
九
三
九

年
（
韓
杰
著
、
朱
佶
麗
整
理
、
蒼
銘
ほ
か
校
釈
⽝⽛
花
苗
史
略
⽜
校
釈
⽞
北
京
：
中
国
民
族
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
お
よ
び
福
本
勝
清
⽛
中
国
内
地

会
の
雲
南
伝
道
戦
略
⽜
氣
賀
澤
保
規
編
⽝
雲
南
の
歴
史
と
文
化
と
そ
の
風
土
⽞
東
京
：
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
一
九
九
～
二
二
四
頁
を
参
照
。
前
掲
註

33
武
定
県
人
民
政
府
編
⽝
雲
南
省
武
定
県
地
名
志
⽞
一
一
九
頁
に
よ
れ
ば
、
洒
普
山
に
は
⽛
洒
普
係
彝
語
多
衣
樹
之
義
、
…
…
七
十
八
戸
四
七
五
人
、
漢
族
⽜

の
⽛
洒
普
山
大
村
⽜
の
傍
ら
に
⽛
六
十
九
戸
三
二
八
人
、
苗
族
⽜
の
⽛
洒
普
山
小
村
⽜
が
あ
り
、
ま
た
同
一
五
一
頁
に
よ
れ
ば
洒
普
山
は
海
抜
二
二
六
三
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
と
い
う
。

（
38
）
以
上
、
王
有
道
・
韓
杰
の
経
歴
と
⽛
自
立
会
⽜
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
33
諸
文
献
の
ほ
か
、
前
掲
註
37
韓
杰
⽝
花
苗
史
略
⽞、
前
掲
註
33
富
民
県
民
族
宗
教

事
務
局
編
⽝
富
民
県
民
族
志
⽞
二
九
一
～
二
九
二
頁
⽛
韓
杰
⽜、
楚
雄
彝
族
自
治
州
人
大
常
委
会
民
族
工
作
委
員
会
ほ
か
編
⽝
楚
雄
苗
族
史
略
⽞、
一
九
三
頁

─ 132 ─

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 133 ─



⽛
韓
杰
⽜、
韓
朝
美
⽛
一
生
為
民
無
怨
無
悔
的
韓
杰
⽜
前
掲
註
26
陶
紹
虎
編
⽝
従
石
門
坎
走
来
的
苗
族
先
輩
們
⽞
六
九
～
七
九
頁
、
朱
佶
麗
⽛
西
南
地
区
交
通

路
線
対
苗
族
遷
徙
的
影
響
─
以
《
花
苗
史
略
》
作
者
韓
杰
家
族
的
遷
徙
為
個
案
⽜
前
掲
註
⚔
貴
州
大
学
編
⽝⽛
一
帯
一
路
⽜
視
野
下
的
中
国
西
南
文
化
走
廊
専

題
研
討
会
論
文
集
⽞
五
三
三
～
五
四
〇
頁
を
参
照
。

（
39
）
前
掲
註
33
楚
雄
彝
族
自
治
州
人
大
常
委
会
民
族
工
作
委
員
会
ほ
か
編
⽝
楚
雄
苗
族
史
略
⽞
一
九
四
頁
⽛
龍
運
昌
⽜。

（
40
）
雲
南
省
武
定
県
教
育
局
編
⽝
武
定
県
教
育
志
⽞
楚
雄
：
楚
雄
彝
族
自
治
州
文
化
局
、
一
九
九
二
年
、
一
三
五
頁
、
お
よ
び
前
掲
註
33
王
有
道
故
居
展
示
パ

ネ
ル
⽛
柿
花
箐
民
楽
小
学
管
轄
各
県
分
校
及
校
董
、
教
師
、
学
生
数
、
村
落
一
覧
表
⽜（
本
文
挿
図
【
写
真
⚖
左
】）
参
照
。
こ
れ
と
別
の
展
示
パ
ネ
ル
⽛
民

楽
小
学
所
属
小
学
分
布
図
⽜
に
は
、
地
図
上
に
⽛
長
領
干
⽜
の
地
点
に
学
校
所
在
地
の
表
示
が
あ
る
。

（
41
）
前
掲
註
33
前
掲
楚
雄
彝
族
自
治
州
人
大
常
委
会
民
族
工
作
委
員
会
ほ
か
編
⽝
楚
雄
苗
族
史
略
⽞
一
九
三
頁
⽛
王
有
道
⽜。

（
42
）
以
上
、
朱
有
成
と
朱
有
林
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
37
雲
南
省
武
定
県
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
武
定
県
志
⽞
五
〇
〇
～
五
〇
一
頁
⽛
朱
有
林
・
朱
有
成
⽜、
前
掲

註
33
楚
雄
彝
族
自
治
州
人
大
常
委
会
民
族
工
作
委
員
会
ほ
か
編
⽝
楚
雄
苗
族
史
略
⽞
一
九
〇
頁
⽛
朱
有
林
⽜・
一
九
〇
～
一
九
一
頁
⽛
朱
有
成
⽜、
朱
新
文
ほ

か
⽛
滇
中
剿
匪
游
撃
隊
朱
有
林
大
隊
長
⽜
前
掲
註
26
陶
紹
虎
編
⽝
従
石
門
坎
走
来
的
苗
族
先
輩
們
⽞
四
一
～
六
八
頁
、
お
よ
び
前
掲
註
33
王
有
道
故
居
展
示

パ
ネ
ル
⽛
柿
花
箐
民
楽
小
学
管
轄
各
県
分
校
及
校
董
、
教
師
、
学
生
数
、
村
落
一
覧
表
⽜（
本
文
挿
図
【
写
真
⚖
左
】）、
前
掲
註
40
王
有
道
故
居
展
示
パ
ネ
ル

⽛
民
楽
小
学
所
属
小
学
分
布
図
⽜
を
参
照
。
朱
氏
従
兄
弟
の
肖
像
写
真
は
前
掲
⽝
楚
雄
苗
族
史
略
⽞
口
絵
図
版
に
、
朱
有
林
の
墓
碑
銘
は
前
掲
⽝
従
石
門
坎
走

来
的
苗
族
先
輩
們
⽞
六
八
頁
に
見
え
る
。
前
掲
註
33
武
定
県
人
民
政
府
編
⽝
雲
南
省
武
定
県
地
名
志
⽞
一
一
四
頁
に
よ
れ
ば
、⽛
干
壩
⽜
は
⽛
処
缺
水
的
環
山

小
平
壩
得
名
、
…
…
三
十
戸
一
五
七
人
、
苗
族
⽜
の
村
で
あ
る
と
い
う
。

（
43
）
⽛
川
滇
黔
辺
地
苗
夷
代
表
韓
介
休
等
電
国
民
政
府
主
席
蔣
中
正
為
苗
夷
之
処
在
川
滇
黔
辺
界
者
対
於
召
開
国
民
大
会
応
請
有
選
挙
代
表
権
⽜（
一
九
四
五
年

九
月
十
九
日
）、〈
国
民
政
府
指
定
国
民
大
会
代
表
案
（
一
）〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
二
四
八
Ａ
（
数
位
典
蔵

号
：
〇
〇
一
─
〇
一
一
一
四
二
─
〇
〇
〇
三
二
─
〇
二
四
）、
お
よ
び
⽛
国
民
政
府
文
官
処
函
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
秘
書
処
関
於
韓
介
休
等
電
請
准

苗
胞
選
挙
代
表
参
加
国
民
大
会
案
奉
諭
送
中
央
執
行
委
員
会
⽜（
一
九
四
五
年
九
月
二
十
日
）、〈
国
民
政
府
指
定
国
民
大
会
代
表
案
（
一
）〉、《
国
民
政
府
》、

国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
二
四
八
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
一
一
一
四
二
─
〇
〇
〇
三
二
─
〇
二
五
）。

（
44
）
叙
永
県
地
名
領
導
小
組
編
⽝
四
川
省
叙
永
県
地
名
録
⽞
叙
永
：
同
小
組
、
一
九
八
六
年
、
二
〇
八
頁
⽛
震
東
公
社
概
況
⽜
に
は
、⽛
震
東
公
社
古
名
落
窩
⽜

と
あ
る
。

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢

─ 134 ── 135 ─



（
45
）
芮
逸
夫
著
・
王
明
珂
編
校
⽝
川
南
苗
族
調
査
日
誌
─
一
九
四
二
─
四
三
⽞
台
北
：
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
、
八
六
～
八
八
頁
。
原

文
は
、⽛
苗
丁
…
…
謂
韓
介
休
在
距
此
不
遠
之
地
開
郷
民
代
表
会
、
韓
為
此
間
唯
一
之
苗
民
代
表
。
…
…
韓
来
、
蓋
一
頗
有
英
気
之
青
年
也
、
健
談
、
僅
畢
節

高
小
畢
業
、
曾
到
過
成
都
在
某
中
学
補
習
、
並
曾
当
過
某
機
関
書
記
。
廿
九
年
返
来
、
三
十
年
籌
組
叙
藺
辺
民
文
化
促
進
会
、
卅
一
年
創
辦
辺
民
学
校
八
所
、

今
已
増
至
十
二
間
矣
⽜
で
あ
る
。
対
応
す
る
記
事
は
同
十
七
頁
に
も
見
え
る
。
本
書
を
ご
恵
贈
下
さ
っ
た
王
明
珂
氏
に
感
謝
す
る
。
韓
介
休
と
い
う
人
物
自

体
に
は
、
王
明
珂
氏
も
関
心
を
向
け
て
い
る
（
同
⽛《
川
南
苗
族
調
査
日
誌
一
九
四
二
～
四
三
》
導
読
並
序
⽜
前
掲
書
X
X
I～
X
X
II頁
）。

（
46
）
前
掲
註
45
芮
逸
夫
著
・
王
明
珂
編
校
⽝
川
南
苗
族
調
査
日
誌
⽞
八
九
頁
。
原
文
は
、⽛
与
介
紹
〔
介
休
〕
談
苗
族
一
切
問
題
、
頗
有
見
地
。
以
一
耶
蘇
教
徒

不
為
耶
教
所
囿
、
尤
為
難
能
可
貴
⽜
で
あ
る
。

（
47
）
同
前
十
五
・
二
七
・
三
四
～
三
六
頁
。

（
48
）
前
掲
註
43
⽛
川
滇
黔
辺
地
苗
夷
代
表
韓
介
休
等
電
国
民
政
府
主
席
蔣
中
正
為
苗
夷
之
処
在
川
滇
黔
辺
界
者
対
於
召
開
国
民
大
会
応
請
有
選
挙
代
表
権
⽜。

当
該
⽛
代
電
⽜
の
韓
介
休
以
下
の
連
署
者
の
中
に
は
、
余
祥
銘
以
外
に
も
、
羅
承
瑄
の
よ
う
に
関
連
史
料
を
見
出
し
得
る
人
物
が
含
ま
れ
る
が
（
前
掲
註
45

芮
逸
夫
著
・
王
明
珂
編
校
⽝
川
南
苗
族
調
査
日
誌
⽞
十
七
頁
に
は
⽛
叙
藺
辺
民
文
化
促
進
会
…
…
会
長
韓
介
休
（
震
東
〔
現
正
東
〕
郷
）、
…
…
福
音
湾
辺
民

学
校
校
長
羅
承
瑄
⽜、
ま
た
同
三
五
頁
に
は
⽛
胡
慶
鈞
差
人
来
信
、
謂
羅
承
瑄
、
辺
校
校
長
在
溝
辺
〔
村
？
〕
望
晤
談
⽜
と
あ
る
）、
以
下
で
は
余
祥
銘
の
み

を
取
り
上
げ
、
他
の
連
署
者
に
つ
い
て
の
分
析
は
省
略
す
る
。
な
お
胡
慶
鈞
は
、
後
に
中
共
政
権
下
で
民
族
学
の
重
鎮
と
な
る
人
物
で
あ
り
、
当
時
の
現
地

社
会
に
つ
い
て
芮
逸
夫
と
は
別
の
視
点
で
貴
重
な
記
録
を
残
し
て
い
る
（
胡
慶
鈞
⽛
川
南
叙
永
苗
民
人
口
調
査
⽜⽝
辺
政
公
論
⽞
三
─
十
二
、
重
慶
：
辺
政
公

論
社
、
一
九
四
四
年
、
二
七
～
四
二
頁
、
お
よ
び
同
⽝
艱
辛
歴
程
⽞
北
京
：
時
代
弄
潮
文
化
発
展
公
司
、
二
〇
一
二
年
、
一
一
四
～
一
一
七
頁
）。
胡
に
よ
れ

ば
、⽛
溝
辺
⽜
は
民
国
初
年
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
の
地
へ
の
伝
来
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
（
前
掲
⽛
川
南
叙
永
苗
民
人
口
調
査
⽜
三
九
頁
）。

（
49
）
通
雍
余
氏
は
四
川
南
部
を
領
地
と
し
た
永
寧
宣
撫
使
司
（
土
司
）
奢
氏
の
家
系
に
属
し
、
余
祥
銘
の
一
族
が
拠
点
と
し
た
水
潦
（
現
四
川
省
瀘
州
市
叙
永

県
水
潦
彝
族
郷
岔
河
村
・
白
臘
〔
白
撒
＝
巴
撒
〕
村
）
は
三
省
境
界
地
域
の
⽛
鶏
鳴
三
省
⽜
の
地
に
立
地
す
る
。
楊
砥
中
の
且
蘭
（
扯
勒
）
楊
氏
も
ま
た
奢

氏
土
司
の
家
系
に
属
し
、
楊
砥
中
が
拠
点
と
し
た
畢
節
林
口
の
北
肇
（
元
貴
州
省
畢
節
市
七
星
関
区
林
口
鎮
平
壩
村
都
理
戛
）
は
、
水
潦
と
省
境
の
峡
谷
を

挟
ん
で
隣
接
す
る
土
地
で
あ
る
。
余
祥
銘
の
従
兄

い
と
こ

の
余
祥
炘
（
景
炎
）
は
、
か
つ
て
楊
砥
中
と
と
も
に
雲
南
軍
閥
龍
雲
の
庇
護
の
下
に
あ
り
（
前
掲
註
⚒
拙

稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
前
篇
続
）⽜
二
六
頁
）、
ま
た
余
祥
炘
（
景
炎
）
は
一
九
四
五
年
段
階
に
お
い
て
楊
砥
中
が
持
つ
⽛
夷
苗
⽜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
⽛
川

南
区
⽜
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
（
前
掲
註
17
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
及
各
省
区
通
訊
処
負
責
人
姓
名
一
覧

─ 134 ─
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表
⽜）。
余
祥
銘
と
楊
砥
中
が
、
遠
縁
の
親
戚
で
近
隣
の
実
力
者
ど
う
し
と
い
う
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
余
若
瑔
続
修
⽝
通
雍
余
氏
宗
譜
⽞
一
九

三
一
年
（
余
宏
模
整
理
⽝
影
印
通
雍
余
氏
宗
譜
⽞（
調
査
研
究
報
告
四
八
）、
東
京
：
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
所
収
）、
前
掲
註
⚒
拙
稿

⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
前
篇
）⽜、
拙
稿
⽛
同
（
前
篇
続
）⽜
二
九
～
三
三
頁
、
拙
稿
⽛
同
（
前
篇
再
続
）⽜
六
三
頁
な
ど
を
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
曹
仕
林
（
記

録
整
理
）⽛
解
放
前
的
水
潦
郷
中
心
小
学
（
二
〇
〇
三
年
七
月
二
十
日
、
部
分
師
生
座
談
会
記
録
整
理
稿
）⽜
万
中
華
主
編
⽝
辺
城
拾
遺
⽞
四
、
叙
永
：
叙
永

県
政
協
文
史
資
料
委
ほ
か
、
二
〇
一
六
年
、
一
六
五
～
一
七
二
頁
は
、⽛
水
潦
郷
中
心
小
学
創
辦
於
一
九
四
一
年
秋
、
到
一
九
四
九
年
春
提
辦
。
歴
時
八
年
。

創
辦
者
為
余
祥
銘
。
辦
学
資
金
来
自
両
個
方
面
、
一
是
当
時
政
府
劃
撥
部
分
公
糧
充
辦
校
経
費
、
二
是
余
祥
銘
自
己
出
資
運
転
（
這
常
成
為
主
要
部
分
）。
校

址
就
在
現
水
潦
郷
中
心
校
教
学
楼
前
、
余
祥
銘
任
校
長
并
親
自
執
教
。
他
主
持
建
校
舎
、
搞
設
備
、
聘
教
員
、
招
学
生
等
一
系
列
事
務
。
学
校
有
規
範
、
完

善
的
管
理
制
度
、
学
生
来
源
遍
及
雲
貴
川
三
省
交
界
的
威
信
・
鎮
雄
・
畢
節
・
古
藺
和
叙
永
五
県
、
鼎
盛
時
期
六
個
年
級
学
生
近
三
百
人
。
…
…
対
自
己
出

資
、
親
手
創
辦
水
潦
郷
中
心
小
学
且
自
任
校
長
的
余
祥
銘
、
…
…
聴
説
余
祥
銘
畢
業
於
重
慶
美
専
、
他
喜
歓
絵
画
・
書
法
、
常
給
学
生
説
⽛
格
字
⽜。
他
脚
雖

跛
却
喜
歓
打
藍
球
。
他
愛
書
、
蔵
書
也
多
。
…
…
大
約
到
了
一
九
四
五
年
、
貴
州
的
余
伯
龍
勢
力
陡
増
、
威
脅
到
余
祥
銘
的
安
全
、
他
無
法
在
学
校
正
常
工

作
了
、
才
委
託
羅
洪
毅
・
陳
光
普
等
代
理
校
長
職
務
、
自
己
回
白
沙
老
家
閑
居
、
但
仍
一
如
既
往
関
注
学
校
特
別
是
経
費
的
運
転
。
到
了
一
九
四
八
年
、
社

会
動
蕩
、
学
生
鋭
減
、
教
育
僅
剰
四
、
五
人
、
余
祥
銘
才
辞
去
了
校
長
職
務
⽜
と
記
し
て
お
り
、
余
祥
銘
の
地
方
名
士
か
つ
教
育
者
と
し
て
の
事
績
に
つ
い

て
、
き
わ
め
て
貴
重
な
情
報
を
提
供
す
る
。

（
50
）
⽛
王
桂
馥
等
呈
国
民
政
府
為
懇
請
指
定
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
参
加
第
四
届
参
政
会
俾
辺
民
意
願
乃
以
表
達
⽜（
一
九
四
五
年
三
月
十
三

日
）、〈
国
民
参
政
会
任
免
（
三
）〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
二
二
六
六
七
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
三
二

一
〇
〇
─
〇
〇
〇
〇
七
─
〇
五
五
）、
お
よ
び
⽛
国
民
政
府
文
官
長
呉
鼎
昌
函
国
防
最
高
委
員
会
秘
書
庁
為
指
定
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
参
加

第
四
届
参
政
会
一
案
奉
批
国
防
最
高
委
員
会
函
達
査
照
⽜（
一
九
四
五
年
三
月
二
一
日
）、〈
国
民
参
政
会
任
免
（
三
）〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登

録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
二
二
六
六
七
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
三
二
一
〇
〇
─
〇
〇
〇
〇
七
─
〇
五
六
）。⽛
許
才
興
等
呈
国
民
政
府
請
指
定
西

南
辺
疆
土
司
代
表
楊
砥
中
参
加
第
四
届
国
民
参
政
会
⽜（
一
九
四
五
年
三
月
二
十
日
）、〈
国
民
参
政
会
召
開
会
議
（
二
）〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵

登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
一
〇
四
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
一
一
一
三
〇
─
〇
〇
〇
一
三
─
〇
四
七
）、
お
よ
び
⽛
国
民
政
府
文
官
処
函
国
防

最
高
委
員
会
秘
書
庁
関
於
西
南
辺
疆
土
司
代
表
楊
砥
中
参
加
第
四
届
国
民
参
政
会
事
奉
批
転
陳
⽜（
一
九
四
五
年
四
月
十
日
）、〈
国
民
参
政
会
召
開
会
議

（
二
）〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
一
〇
四
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
一
一
一
三
〇
─
〇
〇
〇
一
三
─
〇
四

⽛
夷
苗
⽜
連
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八
）。

（
51
）
前
掲
註
⚒
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
前
篇
続
）⽜
三
七
頁
お
よ
び
五
六
～
五
七
頁
註
79
～
81
。

（
52
）
前
掲
註
17
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
及
各
通
訊
処
系
統
表
⽜。

（
53
）
前
掲
註
24
⽛
張
斐
然
等
擁
護
梁
聚
五
為
貴
州
省
苗
夷
族
国
民
代
表
大
会
之
代
表
致
貴
州
省
長
楊
主
席
信
⽜。

（
54
）
兵
工
史
編
輯
部
編
⽝
兵
工
史
料
─
中
国
近
代
兵
工
教
育
史
料
専
輯
附
録
⽞
不
明
：
同
部
、
一
九
九
一
年
、
十
九
～
二
十
頁
、
黄
昌
寿
⽛
軍
械
工
程
師
・
彝

文
専
家
王
桂
馥
⽜
前
掲
註
13
沙
瑪
・
加
甲
主
編
⽝
彝
族
人
物
録
⽞
三
一
〇
～
三
一
一
頁
、
お
よ
び
貴
州
省
大
方
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
大
方
県
志
（
一

九
九
一
─
二
〇
一
五
）⽞
北
京
：
方
志
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
八
八
九
頁
⽛
王
桂
馥
⽜。

（
55
）
国
民
参
政
会
史
料
編
纂
委
員
会
編
⽝
国
民
参
政
会
史
料
⽞
台
北
：
国
民
参
政
会
在
台
歴
届
参
政
員
聯
誼
会
、
一
九
六
二
年
、
四
四
七
頁
。

（
56
）
前
掲
註
26
貴
州
省
苗
学
研
究
会
編
⽝
苗
族
人
物
⽞
六
五
四
頁
⽛
潘
昌
栄
⽜、
お
よ
び
潘
興
ほ
か
編
⽝
潘
昌
栄
日
記
⽞
不
明
：
自
刊
、
二
〇
一
〇
年
。

（
57
）
前
掲
註
36
拙
稿
⽛⽛
涿
鹿
⽜
の
歴
史
は
誰
の
も
の
か
⽜
お
よ
び
⽛
現
代
中
国
に
お
け
る
遺
跡
・
神
話
を
め
ぐ
る
政
治
力
学
⽜。

（
58
）
潘
昌
栄
⽛
潘
昌
栄
日
記
⽜
一
九
四
七
年
五
月
二
四
日
条
（
前
掲
註
56
潘
興
ほ
か
編
⽝
潘
昌
栄
日
記
⽞
四
六
頁
）
に
は
、⽛
下
午
、
雖
然
是
歓
送
畢
業
的
雲
貴

老
郷
毛
臣
忠
・
許
方
興
…
…
等
作
了
個
簡
単
的
聚
餐
、
但
工
作
也
是
很
繁
忙
的
不
在
、
…
…
但
同
郷
們
似
乎
都
与
我
同
様
情
形
、
因
我
們
都
遠
離
家
郷
到
此

求
学
、
今
天
這
四
個
同
学
要
走
了
、
大
家
都
感
到
難
分
難
舎
⽜
と
あ
る
。

（
59
）
蒙
蔵
学
校
に
つ
い
て
は
、
陳
兆
麟
⽝
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
学
校
工
作
実
習
報
告
⽞
一
九
三
三
年
手
写
本
（
中
央
政
治
学
校
研
究
部
図
書
室
旧
蔵
書
、

南
京
図
書
館
蔵
Ｇ
五
二
七
・
五
六
／
一
〇
、
南
京
図
書
館
編
⽝
二
十
世
紀
三
十
年
代
国
情
調
査
報
告
⽞
十
六
、
南
京
：
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
三
六

五
～
四
九
八
頁
に
再
収
録
）、⽛
中
国
国
民
党
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
学
校
概
況
一
覧
⽜（
一
九
三
五
年
十
二
月
）、〈
一
般
辺
政
（
三
）〉、《
蔣
中
正
総
統
文

物
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
二
〇
〇
〇
〇
〇
〇
九
九
九
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
二
─
〇
八
〇
一
〇
一
─
〇
〇
〇
六
五
─
〇
〇
一
）、
中
央
政
治

学
校
編
⽝
中
央
政
治
学
校
十
周
年
紀
念
刊
⽞
南
京
：
同
校
、
一
九
三
七
年
、
中
国
国
民
党
中
央
政
治
学
校
編
⽝
中
国
国
民
党
中
央
政
治
学
校
大
事
記
⽞
重
慶
：

同
校
、
一
九
四
二
年
（
南
京
図
書
館
蔵
Ｄ
六
九
三
・
七
四
／
一
〇
二
、
中
国
国
民
党
中
央
委
員
会
党
史
史
料
編
纂
委
員
会
編
⽝
抗
戦
前
之
高
等
教
育
⽞（
革
命

文
献
五
六
）、
台
北
：
同
委
員
会
、
一
九
七
一
年
、
四
一
〇
～
四
三
三
頁
に
再
収
録
）、
中
央
政
治
学
校
編
⽝
中
央
政
治
学
校
概
況
⽞
重
慶
：
同
校
、
一
九
四

二
年
、
前
掲
註
28
畢
業
生
指
導
部
編
⽝
中
央
政
治
学
校
畢
業
同
学
録
⽞、
国
立
政
治
大
学
編
⽝
国
立
政
治
大
学
概
況
⽞
台
北
：
同
大
学
、
一
九
五
九
年
、
国
立

政
治
大
学
校
史
編
印
委
員
会
編
⽝
国
立
政
治
大
学
校
史
史
料
彙
編
⽞
一
・
二
、
台
北
：
同
大
学
校
長
室
、
一
九
七
三
・
一
九
七
七
年
、
国
立
政
治
大
学
校
史
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編
纂
委
員
会
編
⽝
国
立
政
治
大
学
校
史
稿
⽞
台
北
：
同
大
学
、
一
九
八
九
年
、
お
よ
び
朱
燕
平
編
⽝
中
国
国
民
党
中
央
政
治
学
校
文
献
類
編
（
一
九
二
七
─

一
九
四
九
）⽞
南
京
：
江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
を
参
照
。
蒙
蔵
学
校
に
関
係
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
Lin
H
siao-ting,M
odern
China̓
s

E
thnicFrontiers:A
JourneytotheW
est,London
and
N
ew
Y
ork:Routledge,2011,pp.31-33、
拙
稿
⽛⽛
羈
縻
⽜
政
策
と
二
十
世
紀
中
国
─
第
二
野

戦
軍
⽛
関
於
少
数
民
族
工
作
【
的
】
指
示
（
草
案
）⽜
か
ら
見
た
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
問
題
⽜
松
本
ま
す
み
編
⽝
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
中
国
周

縁
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
民
族
覚
醒
と
教
育
に
関
す
る
比
較
研
究
⽞（
平
成
二
四
年
度
～
二
六
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研

究
成
果
報
告
書
）、
室
蘭
：
室
蘭
工
業
大
学
、
二
〇
一
五
年
、
二
〇
一
五
年
、
九
一
～
一
一
七
頁
な
ど
が
あ
り
、
近
年
で
は
蒙
蔵
学
校
そ
の
も
の
を
主
題
と
し

た
研
究
も
、
凌
興
珍
⽛
民
族
国
家
建
設
与
国
民
党
辺
疆
教
育
─
以
国
民
党
中
央
政
治
学
校
籌
辦
辺
疆
教
育
過
程
為
線
索
的
考
察
⽜⽝
中
国
辺
疆
史
地
研
究
⽞
三
、

北
京
：
中
国
社
会
科
学
院
中
国
辺
疆
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
、
一
〇
二
～
一
一
四
頁
、
喩
永
慶
⽛
南
京
国
民
政
府
初
期
蒙
蔵
教
育
的
推
進
考
察
─
以
中
央
政

治
学
校
附
設
蒙
蔵
学
校
創
辦
為
中
心
⽜⽝
西
蔵
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）⽞
二
、
拉
薩
：
同
大
学
、
二
〇
一
八
年
、
二
一
二
～
二
一
九
頁
お
よ
び
同
⽛
民
国

時
期
南
京
蒙
蔵
学
校
辦
学
考
釈
⽜⽝
貴
州
民
族
研
究
⽞
三
、
貴
陽
：
貴
州
省
民
族
研
究
院
、
二
〇
一
八
年
、
一
七
九
～
一
八
二
頁
な
ど
、
い
く
つ
か
の
専
論
が

現
れ
始
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
後
身
で
あ
る
国
立
辺
疆
学
校
が
並
論
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
両
者
の
関
係

が
複
雑
で
、
後
者
が
歴
史
の
隙
間
に
埋
没
し
て
そ
の
位
置
付
け
が
見
え
に
く
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
60
）
教
育
部
辺
疆
教
育
司
編
⽝
辺
疆
教
育
概
況
（
続
編
）⽞、
南
京
：
同
教
育
司
、
一
九
四
七
年
、
十
六
～
十
八
頁
、
教
育
部
教
育
年
鑑
編
纂
委
員
会
編
⽝
第
二

次
教
育
年
鑑
⽞
上
海
：
商
務
印
書
館
、
一
九
四
八
年
、
一
二
三
五
頁
。

（
61
）
⽛
国
立
辺
疆
学
校
⽜
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
専
論
は
、
近
年
よ
う
や
く
、
王
景
ほ
か
⽛
抗
戦
時
期
国
立
辺
疆
学
校
的
創
辦
及
其
意
義
⽜⽝
貴
州
民
族
研
究
⽞

二
、
貴
陽
：
貴
州
省
民
族
研
究
院
、
二
〇
一
四
年
、
一
五
三
～
一
五
六
頁
、
お
よ
び
喜
饒
尼
瑪
ほ
か
⽛
国
民
政
府
時
期
国
家
認
同
教
育
的
評
述
与
思
考
─
以

国
立
辺
疆
学
校
為
例
⽜⽝
青
海
民
族
研
究
⽞
四
、
西
寧
：
青
海
民
族
大
学
、
二
〇
二
一
年
、
一
六
五
～
一
七
一
頁
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
な
お
も
概
説
的

議
論
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
62
）
前
掲
註
59
陳
兆
麟⽝
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
学
校
工
作
実
習
報
告
⽞、⽛
中
国
国
民
党
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
学
校
概
況
一
覧
⽜、中
央
政
治
学
校
編⽝
中

央
政
治
学
校
十
周
年
紀
念
刊
⽞、
中
国
国
民
党
中
央
政
治
学
校
編
⽝
中
国
国
民
党
中
央
政
治
学
校
大
事
記
⽞、
前
掲
註
60
教
育
部
辺
疆
教
育
司
編
⽝
辺
疆
教
育

概
況
（
続
編
）⽞、
お
よ
び
前
掲
註
56
潘
興
ほ
か
編
⽝
潘
昌
栄
日
記
⽞。
蒙
蔵
班
お
よ
び
蒙
蔵
学
校
の
新
校
園
が
、
一
九
三
〇
年
に
封
鎖
さ
れ
た
暁
荘
試
験
郷
村

師
範
（
陶
行
知
が
一
九
二
七
年
に
設
立
）
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
暁
荘
師
範
の
旧
礼
堂
が
す
な
わ
ち
蒙
蔵
学
校
辦
公
庁
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
（
一
九
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九
三
年
竣
工
の
現
⽛
陶
行
知
紀
念
館
⽜（
現
金
陵
科
技
学
院
幕
府
校
区
裏
地
、
二
〇
一
八
年
三
月
筆
者
現
地
調
査
）
は
そ
の
形
状
を
模
し
た
新
建
築
と
推
測
さ

れ
る
）
に
つ
い
て
は
、
前
掲
陳
兆
麟
⽝
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
学
校
工
作
実
習
報
告
⽞、
中
央
政
治
学
校
編
⽝
中
央
政
治
学
校
十
周
年
紀
念
刊
⽞
挿
図
⽛
校

景
⽜
所
収
⽛
蒙
蔵
学
校
辦
公
庁
⽜
写
真
、
中
国
国
民
党
中
央
政
治
学
校
編
⽝
中
国
国
民
党
中
央
政
治
学
校
大
事
記
⽞、
張
伯
倫
自
述
⽝
逝
去
的
歳
月
⽞
西
昌
：

自
刊
、
二
〇
〇
二
年
、
九
～
十
二
頁
、
お
よ
び
辛
国
俊
主
編
⽝
行
知
園
⽞
南
京
：
南
京
暁
荘
師
範
陶
行
知
紀
念
館
、
一
九
九
八
年
、
南
京
市
社
会
科
学
界
聯

合
会
ほ
か
編
⽝
暁
荘
英
烈
─
青
春
在
労
山
脚
下
綻
放
⽞
南
京
：
南
京
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
劉
大
偉
ほ
か
⽛
暁
荘
歳
月
⽜⽝
光
明
日
報
⽞
二
〇
一
七
年
五
月

三
一
日
十
六
版
を
参
照
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
張
伯
倫
自
述
⽝
逝
去
的
歳
月
⽞
十
～
十
一
頁
に
は
、⽛
我
考
去
中
政
校
〔
中
央
政
治
学
校
〕
蒙
蔵
高
中
部
、
…
…

達
南
京
暁
荘
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
学
校
。
校
址
原
是
陶
行
知
先
生
的
知
行
〔
行
知
〕
学
校
、
占
地
数
千
畝
、
是
丘
陵
地
帯
、
境
内
林
木
葱
蘢
、
池
塘
数

処
、
桃
林
蔭
深
、
空
気
新
清
、
是
読
書
勝
地
。
与
我
們
同
時
招
来
的
新
生
、
還
有
青
海
西
寧
、
内
蒙
古
包
頭
、
新
疆
、
寧
夏
和
東
三
省
的
学
生
、
共
計
約
二

百
人
。
…
…
我
們
新
招
収
的
和
原
有
在
校
的
蒙
蔵
班
、
高
中
部
、
初
中
部
、
補
習
班
共
約
六
百
多
人
。
我
們
到
校
後
、
分
為
高
中
普
通
科
（
準
備
升
大
学
）、

師
範
、
衛
生
、
畜
牧
三
個
専
修
科
、
各
科
課
程
都
与
国
家
正
規
学
校
課
程
対
口
、
作
業
十
分
厳
格
。
各
科
分
散
在
暁
荘
各
個
山
頭
、
辦
公
室
、
礼
堂
、
寝
室
、

操
場
、
厨
房
、
食
堂
、
図
書
、
医
務
等
布
置
在
平
坦
地
帯
、
星
算
井
然
、
除
食
堂
、
宿
舎
為
瓦
房
外
、
餘
均
為
茅
草
搭
蓋
⽜
と
あ
り
、
蒙
蔵
学
校
の
実
態
を

知
る
上
で
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。
張
伯
倫
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
⚒
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
前
篇
再
続
）⽜
四
頁
を
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
一
九
三
九

年
七
月
の
⽛
中
央
政
治
学
校
附
設
辺
疆
学
校
⽜
へ
の
改
称
に
つ
い
て
は
、⽛
蒙
蔵
学
校
改
称
辺
疆
学
校
及
管
轄
範
囲
案
⽜（
一
九
三
九
年
七
月
四
日
）、〈
第
五

届
中
央
常
務
委
員
会
〉、《
会
議
紀
録
》、
中
国
国
民
党
文
化
伝
播
委
員
会
党
史
館
蔵
、
檔
号
：
会
五
・
三
／
一
二
五
・
一
〇
、
お
よ
び
⽛
中
国
国
民
党
第
五
届

中
央
執
行
委
員
会
常
務
委
員
会
第
一
二
五
次
会
議
紀
録
⽜（
一
九
三
九
年
七
月
十
三
日
）、
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
編
⽝
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
常
務

委
員
会
会
議
録
⽞
二
六
、
桂
林
：
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
五
二
頁
を
参
照
。
な
お
、⽛
辺
疆
学
校
⽜
と
い
う
校
名
の
成
立
が
一
九
三
九
年

に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
以
前
に
筆
者
は
十
分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
本
研
究
の
諸
篇
に
お
い
て
一
部
誤
記
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
（
前
掲
註
⚓

拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
）⽜
三
三
頁
お
よ
び
⽛
同
（
中
篇
続
）⽜
四
三
頁
註
12
）。
こ
こ
に
自
己
修
正
し
て
お
く
。

（
63
）
前
掲
註
59
⽛
中
国
国
民
党
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
学
校
概
況
一
覧
⽜（
一
九
三
五
年
十
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
五
年
十
二
月
段
階
（
在
南
京
時
期
）

に
お
い
て
、
青
海
一
一
六
人
、
西
康
四
八
人
、
綏
遠
三
一
人
、
熱
河
二
五
人
、
察
哈
爾
二
一
人
、
新
疆
三
八
人
、
遼
寧
八
人
、
西
蔵
三
人
、
四
川
一
人
の
総

計
二
九
一
人
の
辺
境
各
省
出
身
の
学
生
が
学
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。
青
海
・
西
康
・
西
蔵
が
西
蔵
民
族
区
域
に
相
当
し
（
小
計
一
六
七
人
）、
綏
遠
・
熱
河
・

察
哈
爾
・
遼
寧
が
蒙
古
民
族
区
域
（
小
計
八
五
人
）
に
相
当
す
る
。
具
体
的
な
民
族
区
分
は
不
明
な
が
ら
、
在
学
生
の
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
蒙
蔵
地
域
出
身
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の
青
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
一
九
三
八
年
六
月
段
階
（
在
湖
南
芷
江
時
期
）
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
曹
夢
樵
⽛
辺
省
青
年
閲
読
与
趣
之
蠡
測

─
中
央
政
校
蒙
学
蔵
校
〔
蒙
蔵
学
校
〕
中
学
部
学
生
閲
読
興
趣
調
査
結
果
之
分
析
⽜⽝
辺
声
月
刊
⽞
一
─
二
、
界
石
：
辺
声
月
刊
社
、
一
九
三
八
年
十
月
、
六

～
二
十
頁
を
参
照
。

（
64
）
前
掲
註
62
⽛
蒙
蔵
学
校
改
称
辺
疆
学
校
及
管
轄
範
囲
案
⽜
お
よ
び
⽛
中
国
国
民
党
第
五
届
中
央
執
行
委
員
会
常
務
委
員
会
第
一
二
五
次
会
議
紀
録
⽜
に
は
、

中
央
政
治
学
校
か
ら
の
呈
文
に
⽛
本
校
蒙
蔵
学
校
現
時
所
収
学
生
、
除
蒙
蔵
子
弟
外
、
尚
有
回
族
子
弟
、
用
蒙
蔵
学
校
名
称
、
不
足
以
概
括
其
他
民
族
、
経

校
務
会
議
決
議
、
改
為
辺
疆
学
校
⽜
と
あ
っ
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
65
）
四
人
の
在
籍
（
含
物
故
）
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
59
中
央
政
治
学
校
編
⽝
中
央
政
治
学
校
十
周
年
紀
念
刊
⽞（⽛
学
生
一
覧
⽜
三
五
・
六
十
・
六
五
頁
）、
お

よ
び
前
掲
註
28
畢
業
生
指
導
部
編
⽝
中
央
政
治
学
校
畢
業
同
学
録
⽞
四
五
三
・
四
五
五
・
四
六
五
・
四
八
二
頁
を
参
照
。
こ
の
他
、
曲
木
蔵
堯
に
つ
い
て
は
、

王
大
成
（
曲
木
大
成
）
ほ
か
⽛
涼
山
彝
族
文
化
教
育
的
先
駆
─
曲
木
蔵
堯
⽜
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
涼
山
彝
族
自
治
州
委
員
会
文
史
資
料
編
輯
委
員
会
編

⽝
涼
山
文
史
資
料
選
輯
⽞
十
五
、
西
昌
：
同
委
員
会
、
一
九
九
七
年
、
三
五
九
～
三
六
三
頁
、
李
仕
安
口
述
・
馬
林
英
撰
写
⽝
百
歳
人
生
川
康
史
─
彝
族
老
人

李
仕
安
口
述
記
録
⽞
北
京
：
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
六
三
～
六
七
頁
、
お
よ
び
嶺
光
電
⽛
憶
曲
木
蔵
堯
⽜⽝
涼
山
文
博
⽞
総
三
、
西
昌
：
涼
山
彝
族
奴

隷
社
会
博
物
館
、
二
〇
一
五
年
、
五
七
～
六
十
頁
を
参
照
。
王
建
明
・
李
学
高
の
上
京
進
学
に
つ
い
て
は
、⽛
楊
森
電
蔣
中
正
請
令
省
県
注
意
苗
民
生
活
及
請

特
許
苗
族
青
年
王
建
明
李
学
高
入
中
央
陸
軍
官
校
就
読
文
電
日
報
表
⽜（
昭
通
楊
森
一
九
三
六
年
五
月
皓
〔
十
九
日
〕
電
、
同
月
二
一
日
銭
大
鈞
擬
辦
）、〈
一

般
資
料
─
呈
表
彙
集
（
四
四
）〉、《
蔣
中
正
総
統
文
物
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
二
〇
〇
〇
〇
〇
一
八
六
〇
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
二
─
〇
八

〇
二
〇
〇
─
〇
〇
四
七
一
─
〇
四
〇
）、⽛
楊
森
電
蔣
中
正
石
門
地
属
川
黔
滇
苗
族
中
心
遭
英
経
営
三
十
年
現
前
往
視
察
安
撫
並
培
植
苗
民
青
年
以
削
弱
英
勢

力
⽜（
巴
県
顧
祝
同
一
九
三
六
年
五
月
梗
〔
二
三
日
〕
電
）、〈
対
英
法
徳
義
関
係
（
二
）〉、《
蔣
中
正
総
統
文
物
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
二
〇
〇

〇
〇
〇
二
一
〇
一
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
二
─
〇
九
〇
一
〇
三
─
〇
〇
〇
一
二
─
一
二
一
）
を
、
王
建
明
・
王
建
光
・
李
学
高
に
つ
い
て
は
、
陶
麗
琴
⽛
倡

導
学
生
⽛
学
而
優
則
仕
⽜
的
王
建
明
⽜・
婁
発
文
⽛
無
尽
的
思
念
─
回
憶
我
的
愛
人
王
建
光
⽜・
司
隷
⽛
滇
東
北
苗
族
第
一
位
高
級
畜
牧
師
⽜
前
掲
註
26
陶
紹

虎
編
⽝
従
石
門
坎
走
出
的
苗
族
先
輩
們
⽞
二
三
二
～
二
四
三
頁
、
三
一
七
～
三
三
二
頁
、
二
四
八
～
二
五
〇
頁
を
、
王
建
光
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、⽛
人
事
調

査
表
⽜（
一
九
四
三
年
八
月
一
日
）、〈
王
建
光
〉、《
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
一
二
九
〇
〇
〇
〇
二
六
八
九
五
Ａ
（
数
位

典
蔵
号
：
一
二
九
─
〇
六
〇
〇
〇
〇
─
一
八
九
五
）、
お
よ
び
⽛〔
王
建
光
〕
履
歴
書
⽜（⽛〔
王
建
光
呈
〕
為
競
選
雲
南
辺
民
国
大
代
表
検
附
履
歴
表
送
請
鑑
核

伏
祈
鼎
賜
支
持
俾
能
獲
選
由
⽜（
一
九
四
七
年
九
月
二
十
日
）、〈
辺
疆
民
族
選
挙
〉、《
内
政
部
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
二
六
〇
〇
〇
〇
一
〇
二
二

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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五
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
二
六
─
〇
一
〇
三
〇
一
─
〇
二
五
一
）、
一
九
四
頁
附
件
）
を
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
重
慶
に
疎
開
し
た
国
立
中
央
大
学
に
、
一
九
三

九
年
一
月
、
畜
牧
獣
医
専
修
科
が
増
設
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
羅
玲
⽝
重
慶
時
期
的
国
立
中
央
大
学
⽞
北
京
：
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
二
三
年
、

六
三
頁
を
参
照
。

（
66
）
爾
布
什
哈
⽛
嶺
光
電
簡
明
年
譜
⽜
温
春
来
ほ
か
編
⽝
嶺
光
電
文
集
⽞
香
港
：
香
港
科
技
大
学
華
南
研
究
中
心
、
二
〇
一
〇
年
、
上
冊
一
～
四
頁
、
お
よ
び

嶺
光
電
口
述
・
爾
布
什
哈
整
理
⽛
報
考
南
京
中
央
軍
校
的
回
憶
⽜⽝
涼
山
文
博
⽞
総
三
、
西
昌
：
涼
山
彝
族
奴
隷
社
会
博
物
館
、
二
〇
一
五
年
、
六
一
～
六
五

頁
。
嶺
光
電
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
⚕
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
に
関
す
る
諸
研
究
、
お
よ
び
馬
林
英
⽛
辦
学
興
教
的
開
明
土
司
嶺
光
電
⽜
前
掲
註
13
沙
瑪
・
加

甲
主
編
⽝
彝
族
人
物
録
⽞
三
〇
六
～
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
67
）
前
掲
註
54
諸
文
献
。

（
68
）
⽛
国
民
政
府
文
官
処
人
事
調
査
表
⽜（
一
九
四
七
年
一
月
十
六
日
）、〈
曲
木
倡
民
〉、《
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
一
二
九

〇
〇
〇
〇
三
六
〇
〇
二
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
一
二
九
─
〇
八
〇
〇
〇
〇
─
一
〇
〇
二
）、
お
よ
び
曲
木
約
質
⽝
涼
山
白
彝
曲
木
氏
族
世
家
⽞
昆
明
：
雲
南
人
民

出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
二
九
～
三
十
頁
、
阿
候
・
吉
洛
史
波
⽛
上
層
愛
国
人
士
曲
木
・
王
済
民
⽜
前
掲
註
13
沙
瑪
・
加
甲
主
編
⽝
彝
族
人
物
録
⽞
二
四
六

～
二
四
八
頁
、
前
掲
註
65
王
大
成
（
曲
木
大
成
）
ほ
か
⽛
涼
山
彝
族
文
化
教
育
的
先
駆
⽜、
李
仕
安
口
述
・
馬
林
英
撰
写
⽝
百
歳
人
生
川
康
史
⽞、
嶺
光
電
⽛
憶

曲
木
蔵
堯
⽜。
た
だ
し
、
王
済
民
の
名
前
は
前
掲
註
59
の
中
央
政
治
学
校
編
纂
の
各
種
刊
行
物
に
は
見
え
な
い
。
中
退
を
し
た
か
、
単
な
る
聴
講
生
に
過
ぎ
な

か
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
69
）
前
掲
註
65
嶺
光
電
⽛
憶
曲
木
蔵
堯
⽜
五
八
頁
、
お
よ
び
前
掲
註
62
張
伯
倫
自
述
⽝
逝
去
的
歳
月
⽞
十
～
十
二
頁
。
前
者
に
は
⽛
一
九
三
四
年
、〔
曲
木
〕
蔵

堯
離
開
西
昌
、
同
〔
王
〕
済
民
一
道
来
南
京
。
当
時
我
已
在
中
央
軍
校
十
期
入
伍
生
団
学
習
、
他
一
来
就
同
我
取
得
聯
繫
。
在
京
友
人
陳
天
一
・
陳
之
宜
・

馮
雲
仙
（
女
）
等
開
会
歓
迎
他
、
也
約
我
去
参
加
。
不
幾
天
、
得
民
衆
動
員
委
員
会
副
主
任
王
陸
一
之
助
、
成
立
了
⽛
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
⽜。
在
他
住
処

召
開
成
立
会
、
参
加
的
有
安
騰
飛
・
王
奮
飛
・
阿
匹
魯
徳
・
王
済
民
和
我
。
他
任
理
事
長
、
王
済
民
任
候
補
理
事
、
其
餘
任
理
事
。
宗
旨
為
聯
絡
同
胞
感
情
、

促
進
民
族
文
化
教
育
。
以
後
〔
王
〕
済
民
入
暁
荘
蒙
蔵
学
校
学
習
、
星
期
日
与
同
学
姜
峻
徳
（
滎
経
人
）
入
城
玩
⽜
と
あ
り
、
後
者
に
は
⽛
暁
荘
去
燕
子
磯

也
不
遠
、
我
們
節
假
日
常
去
游
玩
、
記
得
嶺
光
電
…
…
我
們
一
道
暢
游
過
燕
子
磯
三
次
、
毎
次
都
作
了
詩
詞
⽜
と
あ
る
。

（
70
）
前
掲
註
⚒
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
前
篇
続
）⽜
三
六
～
三
七
頁
。

（
71
）
滇
東
王
建
明
⽛
夷
苗
実
況
雑
感
⽜⽝
新
夷
族
⽞
一
─
二
、
南
京
：
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
、
一
九
三
七
年
、
四
十
～
四
五
頁
。
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（
72
）
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
辺
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
⽛
夷
苗
⽜
教
育
の
展
開
、
当
時
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
賀
伯
烈
⽛
夷
苗
概
況
及
夷
苗
代

表
来
京
請
願
運
動
⽜⽝
辺
事
研
究
⽞
五
─
二
、
南
京
：
辺
事
研
究
月
刊
発
行
部
、
一
九
三
七
年
、
二
四
～
三
二
頁
（
賀
伯
烈
（
訳
者
不
明
）⽛
夷
族
及
び
苗
族

の
研
究
（
上
）⽜⽝
東
亜
⽞
四
、
東
京
：
財
団
法
人
東
亜
経
済
調
査
局
、
一
九
三
七
年
、
一
〇
二
～
一
一
一
頁
）、
馬
毅
⽛
苗
夷
教
育
之
検
討
与
建
議
⽜⽝
西
南

辺
疆
⽞
七
、
昆
明
：
西
南
辺
疆
月
刊
社
、
一
九
三
九
年
、
六
〇
四
～
六
一
三
頁
、
王
一
影
⽛
泛
論
辺
疆
夷
族
青
年
的
教
育
与
訓
練
⽜⽝
辺
政
公
論
⽞
一
─
三
・

四
、
重
慶
：
辺
政
公
論
社
、
一
九
四
一
年
、
九
三
～
一
一
一
頁
を
参
照
。
関
連
す
る
議
論
は
、
前
掲
註
25
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
六
）⽜
を
参
照
。

（
73
）
⽛
中
国
国
民
党
第
五
次
全
国
代
表
大
会
宣
言
（
一
九
三
五
年
十
一
月
二
三
日
）⽜
中
国
国
民
党
中
央
委
員
会
党
史
委
員
会
編
⽝
中
国
国
民
党
宣
言
集
（
増
訂

本
）⽞（
革
命
文
献
（
六
九
））、
台
北
：
同
委
員
会
、
一
九
七
六
年
、
二
九
〇
～
二
九
一
頁
。
原
文
は
、⽛
第
八

重
辺
政
、
弘
教
化
、
以
固
国
族
而
成
統
一
。

…
…
其
基
本
実
施
綱
領
、
有
如
下
列
：
一
曰
、
対
於
辺
疆
各
地
間
与
在
西
南
各
省
間
之
民
族
、
其
一
切
施
政
綱
領
、
以
儘
先
為
当
地
土
著
人
民
謀
利
益
為
前

提
、
従
前
大
会
屢
有
鄭
重
之
決
議
、
必
須
切
実
奉
行
。
二
曰
、
自
後
国
内
蒙
族
・
蔵
族
・
新
疆
回
族
、
以
及
散
住
内
地
各
小
族
、
選
挙
代
表
、
必
須
在
当
地

有
確
実
藉
貫
者
、
期
能
充
分
表
達
各
族
人
民
之
情
意
。
三
曰
、
対
於
上
列
各
民
族
之
教
育
、
中
央
応
切
実
制
定
妥
善
方
案
、
而
努
力
以
謀
其
発
展
、
国
家
対

於
各
族
之
教
育
、
必
須
寛
籌
経
費
、
確
立
預
算
。
四
曰
、
関
於
上
列
各
地
之
経
済
建
設
、
応
取
保
育
政
策
、
于
其
原
有
之
産
業
与
技
能
、
応
尽
量
設
法
之
逐

漸
改
良
、
俾
人
民
能
直
接
獲
益
。
五
曰
、
政
府
応
培
養
辺
地
人
才
、
俾
中
央
各
機
関
得
充
分
任
用
辺
地
出
身
之
人
員
、
以
収
集
思
広
益
之
効
、
而
厚
真
正
統

一
努
力
⽜
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
が
戴
伝
賢
（
季
陶
）
の
起
草
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
陳
天
錫
編
訂
⽝
戴
季
陶
先
生
文
存
⽞
台
北
：
中
央

文
物
供
応
社
、
一
九
五
九
年
、
党
務
部
門
一
〇
四
七
～
一
〇
五
八
頁
、
お
よ
び
陳
天
錫
⽝
戴
季
陶
先
生
的
生
平
⽞
台
北
：
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
八
年
、

八
五
・
二
六
四
・
五
一
五
～
五
一
七
頁
を
参
照
。
戴
伝
賢
が
、
中
央
党
務
学
校
／
政
治
学
校
の
教
務
主
任
／
校
務
委
員
と
し
て
蒙
蔵
班
／
蒙
蔵
学
校
に
関
与

す
る
な
ど
、
辺
境
政
策
に
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
陳
天
錫
⽝
戴
季
陶
先
生
的
生
平
⽞
五
一
一
～
五
三
五
頁
⽛
先
生
与
辺
政
⽜
を
参
照
。

（
74
）
一
九
三
四
年
五
月
に
中
央
政
治
学
校
畢
業
生
の
汪
済
西
（
曲
木
蔵
堯
）
た
ち
に
よ
っ
て
⽛
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
⽜
が
発
足
し
た
際
に
、
す
で
に
会
務
の

一
つ
と
し
て
⽛
謀
在
外
夷
族
青
年
求
学
之
機
会
及
輔
助
其
成
長
⽜
が
設
定
さ
れ
、
計
画
と
し
て
⽛
培
養
夷
苗
師
資
⽜⽛
籌
設
夷
苗
政
治
学
校
⽜⽛
普
及
夷
苗
教

育
⽜
な
ど
が
策
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
⽛
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
簡
章
⽜
お
よ
び
同
⽛
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
工
作
計

劃
綱
要
⽜⽝
新
夷
族
⽞
一
─
一
（
創
刊
号
）、
南
京
：
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
、
一
九
三
六
年
、
五
三
～
五
六
頁
を
参
照
。
後
に
そ
れ
に
合
流
し
た
高
玉
柱
た

ち
の
第
一
次
請
願
（
一
九
三
六
年
六
月
）
に
お
い
て
も
、
陳
情
内
容
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
も
の
に
⽛
注
重
夷
苗
教
育
⽜
と
い
う
項
目
が
含
ま
れ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
玉
柱
・
喩
杰
才
⽛
西
南
沿
辺
土
司
夷
苗
民
衆
代
表
請
願
意
見
書
⽜
同
前
六
二
頁
を
参
照
。

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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（
75
）
⽛
教
育
部
訓
令
（
第
一
五
七
七
二
号
、
一
九
三
六
年
十
月
十
九
日
）⽜⽝
教
育
部
公
報
⽞
八
─
四
三
・
四
四
、
南
京
：
教
育
部
公
報
刊
物
発
行
処
、
一
九
三
六

年
、
十
六
～
十
八
頁
。
原
文
は
、⽛
為
令
知
苗
夷
学
生
来
中
央
或
各
省
求
学
者
得
比
照
修
正
待
遇
蒙
蔵
学
生
章
程
辦
理
由
。
案
准
蒙
蔵
委
員
会
本
年
十
月
三
日

総
字
第
四
九
五
〇
号
咨
略
開
：⽛
拠
西
南
夷
族
文
化
促
進
会
南
京
総
会
呈
請
比
照
修
正
待
遇
蒙
蔵
学
生
章
程
、
保
送
苗
夷
子
弟
升
学
等
情
、
咨
請
査
酌
辦
理
見

復
⽜
等
由
。
准
此
。
査
苗
夷
各
族
、
同
為
辺
疆
民
族
、
散
佈
区
域
、
至
為
広
泛
、
其
文
化
程
度
、
較
之
蒙
蔵
各
族
、
尤
為
低
落
、
在
此
推
行
辺
疆
教
育
之
際
、

所
有
苗
夷
学
生
来
中
央
及
各
省
求
学
者
、
自
宜
格
外
優
待
、
以
示
提
倡
、
経
咨
復
暫
准
比
照
二
十
四
年
六
月
二
十
五
日
本
部
第
八
六
〇
三
号
修
正
公
布
之
待

遇
蒙
蔵
学
生
章
程
規
定
待
遇
蒙
蔵
学
生
各
條
辦
理
、
其
保
送
機
関
或
冒
充
苗
夷
学
生
者
、
均
照
該
章
程
第
九
第
十
両
條
規
定
辦
理
。
除
咨
復
外
、
合
亟
抄
発

原
咨
曁
修
正
待
遇
蒙
蔵
学
生
章
程
各
一
份
、
令
仰
遵
照
。
此
令
⽜
で
あ
る
。

（
76
）
⽛
修
正
待
遇
蒙
蔵
学
生
章
程
（
一
九
三
五
年
六
月
二
五
日
教
育
部
第
八
六
〇
三
号
部
令
修
正
公
布
）⽜
前
掲
註
75
⽝
教
育
部
公
報
⽞
八
─
四
三
・
四
四
、
八

～
十
一
頁
。

（
77
）
⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
が
重
慶
で
再
始
動
し
た
一
九
三
八
年
九
月
、
高
玉
柱
・
喩
杰
才
に
よ
る
政
権
中
枢
に
対
す
る
報
告
に
お
い
て
⽛
夷
苗
⽜
教
育
振
興
が
要

求
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、⽛
西
南
夷
族
沿
辺
土
司
民
衆
請
願
代
表
工
作
報
告
書
⽜（
一
九
三
八
年
九
月

日
）、（⽛〔
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会

秘
書
処
公
函
〕
為
検
送
夷
族
代
表
高
玉
柱
安
慶
吾
王
済
民
等
呈
三
件
請
査
照
参
考
（
渝
仁
文
字
第
三
四
三
八
号
）⽜、〈
西
南
苗
族
土
司
民
衆
請
願
案
：
請
准
設

立
西
南
苗
族
土
司
民
衆
代
表
聯
合
駐
京
辦
事
処
（
一
）〉、《
行
政
院
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
一
四
〇
〇
〇
〇
〇
三
四
五
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
一

四
─
〇
〇
〇
六
〇
二
─
〇
〇
〇
一
）、
〇
二
二
～
〇
三
七
頁
附
件
、
お
よ
び
⽛〔
国
民
政
府
文
官
処
公
函
〕
奉
交
各
夷
苗
代
表
王
済
民
及
安
慶
吾
等
呈
為
請
纓

抗
戦
並
懇
開
発
辺
区
又
喩
杰
才
等
呈
請
選
抜
代
表
為
国
民
参
政
会
参
政
員
及
高
玉
柱
等
呈
送
工
作
報
告
請
示
此
後
工
作
方
針
俾
得
継
続
報
効
国
家
各
案
奉
諭

併
交
行
政
院
函
達
査
照
由
（
渝
字
第
二
九
三
一
号
）⽜、
同
前
、
〇
七
〇
～
〇
八
五
頁
附
件
、
お
よ
び
⽛〔
行
政
院
秘
書
処
〕
致
財
政
部
徐
次
長
（
渝
字
第
七
八

〇
九
号
）⽜、
同
前
、
一
二
六
～
一
四
一
頁
附
件
、
お
よ
び
⽛〔
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
宣
伝
部
公
函
〕
拠
高
玉
柱
等
呈
送
工
作
報
告
書
坿
陳
扶
助
夷
苗

開
発
青
年
意
見
除
第
五
項
已
転
中
央
組
織
部
核
辦
外
特
検
送
原
件
転
請
査
核
逕
復
由
（
宣
字
第
一
八
二
六
号
）⽜、〈
西
南
苗
族
土
司
民
衆
請
願
案
：
請
准
設
立

西
南
苗
族
土
司
民
衆
代
表
聯
合
駐
京
辦
事
処
（
二
）〉、《
行
政
院
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
一
四
〇
〇
〇
〇
〇
三
四
六
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
一
四

─
〇
〇
〇
六
〇
二
─
〇
〇
〇
二
）、
〇
〇
八
～
〇
二
三
頁
附
件
、
お
よ
び
⽛〔
内
政
部
〕
呈
為
拠
西
南
夷
族
沿
辺
土
司
民
衆
請
願
代
表
高
玉
柱
等
呈
請
指
示
今

後
工
作
方
針
曁
請
呈
院
准
其
設
立
西
南
夷
苗
土
司
民
衆
代
表
駐
京
辦
事
処
並
陳
述
夷
苗
困
苦
情
形
及
開
発
辺
区
意
見
一
案
究
応
如
何
統
籌
辦
理
請
核
示
ᷫ
遵

由
（
渝
民
字
第
三
〇
六
九
号
）⽜、
同
前
、
〇
六
三
～
〇
七
七
頁
、
お
よ
び
⽛〔
高
玉
柱
等
〕
呈
為
擬
具
工
作
報
告
呈
請
鑑
核
懇
祈
指
示
此
後
工
作
方
針
俾
得
継
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続
報
効
国
家
民
族
由
⽜、〈
雲
南
高
玉
柱
等
組
織
西
南
辺
疆
民
族
文
化
経
済
協
進
会
案
〉、《〔
国
民
党
中
央
〕
社
会
部
檔
案
》、
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
蔵
、
檔

号
：
十
一
（
二
）
─
二
〇
四
二
、
六
五
～
九
八
頁
附
件
、
お
よ
び
⽛〔
高
玉
柱
等
〕
呈
為
擬
具
工
作
報
告
呈
請
鑑
核
懇
祈
指
示
此
後
工
作
方
針
俾
得
継
続
報
効

国
家
民
族
由
⽜、〈
高
玉
柱
等
呈
請
扶
植
西
南
夷
族
開
発
辺
区
富
源
〉、《
経
済
部
》、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
檔
案
館
蔵
、
館
蔵
号
：
一
八
─
二
四
─
〇
一

─
〇
四
六
─
〇
一
、
附
件
）
を
参
照
。
こ
れ
と
同
時
に
な
さ
れ
た
安
慶
吾
・
楊
砥
中
に
よ
る
政
権
中
枢
に
対
す
る
陳
情
に
お
い
て
も
⽛
夷
苗
⽜
教
育
振
興
が

要
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、⽛
呈
為
代
表
滇
川
黔
三
省
辺
区
夷
苗
土
司
民
意
竭
誠
請
纓
抗
戦
並
陳
述
辺
民
実
際
痛
苦
情
形
懇
請
改
善
辺
区
政
治
注

重
夷
苗
教
化
尽
量
扶
助
開
発
由
⽜（
一
九
三
八
年
九
月
二
六
日
）、（⽛〔
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
秘
書
処
公
函
〕
為
検
送
夷
族
代
表
高
玉
柱
安
慶
吾
王
済

民
等
呈
三
件
請
査
照
参
考
（
渝
仁
文
字
第
三
四
三
八
号
）⽜、
前
掲
〈
西
南
苗
族
土
司
民
衆
請
願
案
：
請
准
設
立
西
南
苗
族
土
司
民
衆
代
表
聯
合
駐
京
辦
事
処

（
一
）〉、《
行
政
院
》、
〇
一
二
～
〇
一
五
頁
附
件
、
お
よ
び
⽛〔
国
民
政
府
文
官
処
公
函
〕
奉
交
各
夷
苗
代
表
王
済
民
及
安
慶
吾
等
呈
為
請
纓
抗
戦
並
懇
開
発

辺
区
又
喩
杰
才
等
呈
請
選
抜
代
表
為
国
民
参
政
会
参
政
員
及
高
玉
柱
等
呈
送
工
作
報
告
請
示
此
後
工
作
方
針
俾
得
継
続
報
効
国
家
各
案
奉
諭
併
交
行
政
院
函

達
査
照
由
（
渝
字
第
二
九
三
一
号
）⽜、
同
前
、
〇
六
二
～
〇
六
五
頁
附
件
、
お
よ
び
⽛〔
行
政
院
秘
書
処
〕
致
財
政
部
徐
次
長
（
渝
字
第
七
八
〇
九
号
）⽜、
同

前
、
一
一
七
～
一
二
〇
頁
附
件
、
お
よ
び
⽛〔
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
宣
伝
部
公
函
〕
為
拠
安
慶
吾
等
呈
請
改
善
辺
区
政
治
注
意
夷
苗
教
化
等
情
特
抄

送
査
核
逕
復
由
（〔
宣
〕
字
第
一
八
四
〇
号
）⽜、
前
掲
〈
西
南
苗
族
土
司
民
衆
請
願
案
：
請
准
設
立
西
南
苗
族
土
司
民
衆
代
表
聯
合
駐
京
辦
事
処
（
二
）〉、《
行

政
院
》、
〇
三
五
～
〇
三
七
頁
附
件
、
お
よ
び
⽛〔
内
政
部
〕
呈
為
拠
西
南
夷
族
沿
辺
土
司
民
衆
請
願
代
表
高
玉
柱
等
呈
請
指
示
今
後
工
作
方
針
曁
請
呈
院
准

其
設
立
西
南
夷
苗
土
司
民
衆
代
表
駐
京
辦
事
処
並
陳
述
夷
苗
困
苦
情
形
及
開
発
辺
区
意
見
一
案
究
応
如
何
統
籌
辦
理
請
核
示
ᷫ
遵
由
（
渝
民
字
第
三
〇
六
九

号
）⽜、
同
前
、
〇
八
一
～
〇
八
三
頁
附
件
、
お
よ
び
前
掲
〈
高
玉
柱
等
呈
請
扶
植
西
南
夷
族
開
発
辺
区
富
源
〉、《
経
済
部
》
所
収
）
を
参
照
。

（
78
）
⽛
第
五
届
中
央
常
務
委
員
会
第
一
〇
三
次
会
議
討
論
事
項
第
三
案
⽜（
一
九
三
九
年
十
二
月
五
日
）、（⽛
関
於
夷
苗
等
族
問
題
派
員
研
究
案
⽜、〈
第
五
届
中
央

常
務
委
員
会
〉、《
会
議
紀
録
》、
中
国
国
民
党
文
化
伝
播
委
員
会
党
史
館
蔵
、
檔
号
：
会
五
・
三
／
一
〇
三
・
一
三
）、
お
よ
び
⽛
中
国
国
民
党
第
五
届
中
央

執
行
委
員
会
常
務
委
員
会
第
一
〇
三
次
会
議
紀
録
⽜（
一
九
三
九
年
十
二
月
一
日
）、
前
掲
註
62
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
編
⽝
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会

常
務
委
員
会
会
議
録
⽞
二
四
、
二
六
六
頁
。

（
79
）
中
央
執
行
委
員
会
秘
書
処
輯
⽝
中
国
国
民
党
第
五
届
中
央
執
行
委
員
会
第
五
次
全
体
会
議
宣
言
及
重
要
決
議
案
⽞
重
慶
：
同
処
、
一
九
三
九
年
、
三
七
～

三
九
頁
⽛（
六
）
対
於
教
育
報
告
之
決
議
案
⽜。
原
文
は
、⽛（
七
）
辺
区
教
育
於
蒙
回
蔵
之
設
施
推
進
、
当
局
已
知
注
重
、
惟
於
西
南
苗
胞
教
育
、
宜
亦
即
加

以
規
画
、
因
抗
戦
中
苗
民
能
知
戮
力
於
国
家
者
甚
多
、
其
教
育
亦
応
重
視
、
惟
可
以
不
必
特
立
苗
民
教
育
目
名

マ

マ

、
応
取
混
合
施
教
之
法
、
妥
為
設
計
進
行
、

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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俾
受
教
後
能
潜
移
黙
化
、
泯
去
種
族
之
見
⽜
で
あ
る
。

（
80
）
前
掲
註
55
国
民
参
政
会
史
料
編
纂
委
員
会
編
⽝
国
民
参
政
会
史
料
⽞
九
二
頁
⽛
三
一
、
居
参
政
員
勱
今
等
提
：
開
発
西
北
与
西
南
応
先
団
結
蒙
蔵
回
苗
各

族
案
⽜。
そ
の
提
案
内
容
の
一
部
は
、
前
掲
註
72
王
一
影
⽛
泛
論
辺
疆
夷
族
青
年
的
教
育
与
訓
練
⽜
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
に
見
え
る
。

（
81
）
前
掲
註
60
教
育
部
教
育
年
鑑
編
纂
委
員
会
編
⽝
第
二
次
教
育
年
鑑
⽞
六
九
・
八
〇
頁
、
お
よ
び
教
科
図
書
編
輯
委
員
会
編
⽝
第
三
次
全
国
教
育
会
議
報
告
⽞

重
慶
：
同
委
員
会
、
一
九
三
七
年
、
二
八
〇
～
二
八
八
頁
⽛
一

辺
疆
教
育
改
進
案
⽜。

（
82
）
こ
の
よ
う
に
一
九
三
九
年
初
め
に
政
権
中
枢
で
決
定
が
相
次
い
で
な
さ
れ
、
確
定
さ
れ
た
⽛
夷
苗
⽜
教
育
重
視
と
い
う
方
針
は
、
同
年
教
育
部
が
⽛
辺
疆

教
育
委
員
会
⽜
を
設
け
、
一
九
四
〇
年
以
後
に
は
同
委
員
会
が
⽛
辺
疆
教
育
会
議
⽜
を
繰
り
返
し
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
一
九
四
一
年
に
は
教
育

部
⽛
蒙
蔵
教
育
司
⽜（
一
九
三
〇
年
設
置
）
に
初
め
て
専
任
の
⽛
司
長
⽜
が
置
か
れ
、
以
後
規
模
を
拡
充
し
て
全
国
の
辺
疆
教
育
を
掌
る
よ
う
に
な
り
、
一
九

四
二
年
に
は
行
政
院
⽛
辺
地
青
年
教
育
及
人
事
行
政
実
施
綱
領
⽜
が
発
表
さ
れ
て
、
中
央
に
よ
る
辺
地
青
年
に
対
す
る
教
育
が
一
般
的
な
教
育
行
政
系
統
に

位
置
付
け
ら
れ
、
教
育
部
が
主
管
す
る
こ
と
が
確
定
す
る
な
ど
、
以
後
着
実
な
進
展
を
見
た
。
な
お
教
育
部
⽛
蒙
蔵
教
育
司
⽜
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
一
年

の
第
二
届
第
一
次
辺
疆
教
育
会
議
で
⽛
蒙
蔵
⽜
と
い
う
名
称
を
廃
止
す
る
提
案
が
な
さ
れ
、
一
九
四
六
年
の
⽛
教
育
部
組
織
法
⽜
修
訂
に
よ
っ
て
⽛
辺
疆
教

育
司
⽜
に
改
称
さ
れ
て
い
る
。
以
上
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
60
教
育
部
辺
疆
教
育
司
編
⽝
辺
疆
教
育
概
況
（
続
編
）⽞
三
頁
・
十
二
～
十
三
頁
を
参
照
。

（
83
）
⽛
国
立
辺
疆
学
校
在
学
辺
生
名
冊
（〔
民
国
〕
三
十
四
〔
一
九
四
五
〕
年
二
月

日
填
送
）⽜（⽛〔
教
育
部
〕
訓
令
⽜（
一
九
四
五
年
一
月
二
五
日
）、〈
国
立
辺

疆
中
等
学
校
辺
疆
学
校
計
劃
報
告
〉、《
教
育
部
》、
国
家
発
展
委
員
会
檔
案
管
理
局
蔵
、
檔
号
：
Ａ
三
〇
九
〇
〇
〇
〇
〇
〇
Ｅ
／
〇
〇
三
四
／
蒙
肆
二
己
／
〇

〇
〇
一
所
収
⽛〔
国
立
辺
疆
学
校
呈
〕
為
遵
令
補
呈
本
校
卅
三
年
度
第
一
学
期
在
学
辺
生
名
冊
及
去
職
職
教
員
一
覧
仰
祈
鑑
核
准
予
備
査
由
（
辺
字
第
二
九
八

六
号
）⽜（
一
九
四
五
年
四
月
十
四
日
）
附
件
）。
国
立
辺
疆
学
校
の
学
生
名
簿
で
史
料
と
し
て
確
認
さ
れ
る
も
の
自
体
は
少
な
く
な
い
が
、
管
見
の
限
り
、
民

族
に
つ
い
て
註
記
が
あ
る
の
は
こ
の
史
料
が
唯
一
で
あ
る
。
学
生
情
報
を
整
理
し
て
み
る
と
、
一
九
四
五
年
二
月
に
国
立
辺
疆
学
校
に
在
学
し
て
い
た
⽛
辺

生
（
辺
疆
学
生
）⽜
は
、
五
年
制
師
範
専
修
科
：
四
年
生
一
人
（⽛
蔵

チ
ベ
ッ
ト

族
⽜
一
人
）、
三
年
生
十
四
人
（⽛
蔵
族
⽜
一
人
、⽛
蒙

モ
ン
ゴ
ル

族
⽜
六
人
、⽛
苗
族
⽜
五
人
、

⽛
夷
族
⽜
二
人
）、
二
年
生
六
人
（⽛
蔵
族
⽜
二
人
、⽛
蒙
族
⽜
二
人
、⽛
夷
族
⽜
一
人
、⽛
維
吾
尓

ウ
イ
グ
ル

族
⽜
一
人
）、
一
年
生
二
人
（⽛
蔵
族
⽜
二
人
）、
高
中
：
三
年

生
五
人
（⽛
蒙
族
⽜
五
人
）、
初
中
：
三
年
生
十
二
人
（⽛
蔵
族
⽜
二
人
、⽛
蒙
族
⽜
三
人
、⽛
苗
族
⽜
一
人
、⽛
夷
族
⽜
四
人
、⽛
維
吾
尓
族
⽜
二
人
）、
一
年
生

八
人
（⽛
蔵
族
⽜
二
人
、⽛
蒙
族
⽜
三
人
、⽛
夷
族
⽜
一
人
、⽛
維
吾
尓
族
⽜
二
人
）、
補
習
班
四
人
（⽛
維
吾
尓
族
⽜
四
人
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時

期
の
通
常
の
学
生
名
簿
と
照
合
す
る
と
、⽛
夷
苗
⽜
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
物
で
あ
り
な
が
ら
こ
の
史
料
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
疑
問
例
（
陸
新
鳳
・
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朱
明
道
）
も
認
め
ら
れ
る
が
、
傾
向
を
見
る
手
掛
か
り
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
84
）
⽛
為
懇
請
継
続
実
施
西
南
苗
夷
青
年
升
学
内
地
優
待
辦
法
俾
得
完
成
学
業
而
酬
素
志
事
⽜（
一
九
四
三
年
五
月
二
四
日
）、（⽛
西
南
苗
夷
学
生
譚マ

マ

啓
賢
等
請
准

照
蒙
蔵
回
学
生
例
予
以
同
等
待
遇
⽜、〈
第
三
門
〉、《
国
防
檔
案
》、
中
国
国
民
党
文
化
伝
播
委
員
会
党
史
館
蔵
、
檔
号
：
防
〇
〇
三
／
二
四
八
一
所
収
）、
お

よ
び
⽛〔
国
民
政
府
文
官
処
公
函
〕
奉
交
譚
啓
賢
等
為
請
継
続
実
施
西
南
苗
夷
青
年
升
学
内
地
優
待
辦
法
呈
一
件
奉
諭
交
行
政
院
等
因
函
達
査
照
（
渝
文
字
第

二
九
九
五
号
）⽜（
一
九
三
三
年
六
月
六
日
）、〈
譚
啓
賢
等
請
継
続
実
施
西
南
苗
夷
青
年
升
学
内
地
優
待
辦
法
〉、《
行
政
院
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇

一
四
〇
〇
〇
〇
〇
四
五
三
三
Ａ（
数
位
典
蔵
号
：
〇
一
四
─
〇
五
〇
〇
〇
〇
─
〇
一
〇
五
）、四
～
八
頁
附
件
）。
原
文
は
、⽛
四
月
卅
日
教
育
部
来
令
略
謂⽛
蒙

蔵
新
学
生
月
給
津
貼
十
五
元
、非
蒙
蔵
新
学
生
月
給
五
元
、此
外
理
髪
洗
衣
均
由
学
生
自
理
⽜。
維
苗
夷
学
生
素
蒙
中
央
優
待
、一
是
均
与
蒙
蔵
回
学
生
同
等
、

而
教
育
部
頒
令
未
明
示
苗
夷
待
遇
、
而
以
普
通
学
生
看
待
、
此
予
生
等
精
神
学
業
之
打
撃
至
為
厳
重
。
蓋
因
苗
夷
文
化
落
後
、
生
等
家
庭
経
済
困
難
、
始
蒙

中
央
優
待
来
渝
求
学
、
今
教
育
部
忽
停
止
其
待
遇
、
則
無
異
置
生
等
於
窮
途
〔
山
窮
水
尽
之
途
〕。
…
…
懇
請
鈞
長
憫
念
生
等
苦
衷
、
以
国
家
民
族
之
前
途
為

重
、
続
予
以
享
受
前
此
之
待
遇
、
俾
能
学
成
返
梓
而
酬
素
志
、
則
生
等
幸
甚
、
千
万
苗
夷
幸
甚
、
中
華
民
族
〔
民
国
〕
亦
幸
甚
矣
。
謹
呈
国
防
最
高
委
員
会

委
員
長
蔣
〔
国
民
政
府
主
席
林
〕。
西
南
苗
夷
学
生
：
覃
啓
賢
・
岑
栄
興
・
岑
栄
康
・
龍
正
学
・
王
天
培
・
韋
徳
芹
・
蘇
文
光
・
盧
徳
宣
・
鄒
懐
型
・
蔣
漢
銀
・

張
世
才
・
安
明
華
・
羅
仕
俊
・
熊
崑
・
楊
代
棣
・
李
秀
安
・
羅
正
当
・
韓
達
珍
・
婁
発
文
・
楊
耀
先
・
羅
清
安
・
龍
開
誠
・
石
明
清
・
池
永
光
・
蔣
大
基
・

安
鼎
賢
・
王
一
戎
・
駱
元
楨
・
羅
徳
純
・
蔣
漢
安
・
蘇
士
明
・
李
紹
軒
・
焦
政
・
張
有
倫
・
向
高
信
・
許
才
興
・
李
文
・
毛
臣
忠
・
姚
成
華
・
陸
新
鳳
・
熊

光
華
・
賀
従
憲
・
賀
啓
聖
・
呉
道
安
〔
以
上
、
林
森
宛
て
呈
文
で
は
許
才
興
が
欠
落
〕。
民
国
三
十
二
年
五
月
廿
四
日
。
通
訊
址
：
巴
県
界
石
場
国
立
辺
疆
学

校
⽜
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
と
関
連
す
る
史
料
に
、⽛
覃
啓
賢
等
呈
国
民
政
府
請
継
続
実
施
西
南
苗
夷
青
年
升
学
内
地
優
待
辦
法
⽜（
一
九
四
三
年
五
月
二
六

日
）、〈
辺
疆
教
育
法
令
〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
一
七
七
六
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
一
二
五
六
〇
─
〇

〇
〇
〇
一
─
〇
一
四
）、
お
よ
び
⽛
国
民
政
府
文
官
処
函
行
政
院
為
奉
交
覃
啓
賢
等
為
請
継
続
実
施
西
南
苗
夷
青
年
升
学
内
地
優
待
辦
法
一
案
奉
諭
交
行
政
院

函
達
査
照
⽜（
一
九
四
三
年
六
月
五
日
）、〈
辺
疆
教
育
法
令
〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
一
七
七
六
Ａ
（
数
位
典
蔵

号
：
〇
〇
一
─
〇
一
二
五
六
〇
─
〇
〇
〇
〇
一
─
〇
一
五
）
が
あ
る
。
覃
啓
賢
に
つ
い
て
は
不
詳
。
彼
ら
の
訴
え
に
対
し
て
教
育
部
が
、
抗
戦
下
に
お
い
て

は
⽛
苗
夷
聚
居
区
域
⽜
は
も
は
や
⽛
辺
疆
⽜
と
見
な
し
得
ず
、
ま
た
辺
疆
学
校
で
⽛
苗
夷
⽜
学
生
に
対
し
て
特
殊
教
育
は
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
し

て
、⽛
蒙
蔵
新
⽜
と
同
等
に
扱
う
と
い
う
願
い
出
は
許
可
し
が
た
い
と
判
断
し
、
行
政
院
も
そ
の
判
断
を
追
認
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、⽛〔
行
政
院
公
函
〕
西

南
夷
学
生
覃
啓
賢
等
請
照
蒙
蔵
回
学
生
例
予
以
同
等
待
遇
碍
難
照
准
由
⽜（
前
掲⽛
西
南
苗
夷
学
生
譚
啓
賢
等
請
准
照
蒙
蔵
回
学
生
例
予
以
同
等
待
遇
⽜所
収
）
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を
参
照
。
原
文
は
、⽛
貴
庁
函
転
西
南
夷
学
生
覃
啓
賢
等
呈
請
准
照
蒙
蔵
回
学
生
例
予
以
同
等
待
遇
一
案
、
経
交
教
育
部
核
辦
在
案
。
茲
拠
復
称
⽛
査
苗
夷
聚

居
区
域
為
雲
貴
四
川
各
該
地
、
已
為
民
族
復
興
之
基
地
、
自
不
能
再
視
為
辺
疆
、
且
其
語
言
文
化
経
教
育
設
施
後
、
与
国
族
文
化
漸
趨
一
致
、
已
無
特
殊
之

点
。
三
十
一
年
二
月
、
曾
奉
委
座
侍
秘
丑
支
〔
二
月
四
日
〕
代
電
、
略
以
苗
夷
学
生
不
応
於
辺
疆
学
校
施
行
特
殊
教
育
等
因
。
経
飭
該
校
遵
照
在
案
。
本
年

該
校
学
生
零
用
金
、
経
規
定
師
範
学
生
月
給
十
五
元
、
中
学
学
生
、
除
蒙
蔵
新
疆
籍
学
生
、
照
師
範
生
発
給
外
、
餘
均
照
五
元
発
給
、
即
此
已
比
国
立
中
学

不
発
零
用
金
者
、
数
為
優
待
。
蒙
蔵
新
疆
学
生
来
自
辺
区
、
其
語
言
文
化
尚
□
有
特
殊
性
質
、
自
応
特
加
援
助
、
苗
夷
学
生
似
不
便
□
一
辦
理
⽜
等
情
。
応

准
如
該
部
所
議
辦
理
。
…
…
此
致
国
防
最
高
委
員
会
秘
書
庁
。
院
長
蔣
中
正
⽜
で
あ
る
。
抗
戦
下
で
重
慶
が
戦
時
首
都
と
な
り
、
西
南
中
国
に
政
権
基
盤
が

置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
か
え
っ
て
そ
の
地
の
本
来
の
住
民
で
あ
る
⽛
夷
苗
⽜
の
同
化
が
急
が
れ
、⽛
一
視
同
仁
⽜
の
傾
向
が
強
ま
る
現
象
が
存
在
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
き
わ
め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

（
85
）
⽛
為
家
園
貧
薄
惨
遭
匪
禍
接
済
断
絶
伏
祈
鈞
座
垂
憐
准
予
発
給
升
学
費
以
資
深
造
由
⽜（
一
九
四
三
年
七
月
十
二
日
）、（
前
掲
註
84
⽛
西
南
苗
夷
学
生
譚
啓

賢
等
請
准
照
蒙
蔵
回
学
生
例
予
以
同
等
待
遇
⽜、〈
第
三
門
〉、《
国
防
檔
案
》
所
収
）。
原
文
は
、⽛
窃
生
等
籍
隷
西
南
土
著
同
胞
、
…
…
生
等
得
於
二
十
九
年

保
入
国
立
辺
疆
学
校
（
即
過
去
附
設
於
中
央
政
治
学
校
）
高
中
部
、
…
…
兢
兢
業
業
三
載
、
於
茲
已
告
結
業
、
実
為
快
慰
。
現
志
在
升
学
、
…
…
伏
祈
鈞
座

大
施
仁
恩
、
准
予
発
給
升
学
費
、
俾
便
前
往
肄
業
、
以
遂
初
衷
。
…
…
謹
呈
国
防
最
高
委
員
会
委
員
省
蔣
。
国
立
辺
疆
学
校
西
南
土
著
学
生
：
龍
正
学
・
岑

栄
興
・
張
有
倫
・
楊
耀
先
・
王
天
培
・
岑
栄
康
・
韋
徳
芹
・
向
高
信
。
中
華
民
国
三
十
二
年
七
月
十
二
日
呈
⽜
で
あ
る
。
な
お
、
以
上
二
つ
と
相
似
し
た
例

と
し
て
、
こ
の
四
年
先
の
一
九
四
七
年
に
、
国
立
辺
疆
学
校
の
⽛
苗
夷
学
生
李
文
等
十
六
〔
十
七
？
〕
名
⽜⽛
楊
文
斌
・
安
栄
・
李
紹
軒
・
禄
大
鵬
・
余
躍
淵

五
生
、
確
為
夷
族
、
其
餘
則
均
係
苗
族
（
其
中
有
朱
明
賢
・
韓
紹
清
・
王
徳
光
・
潘
光
明
四
生
、
於
本
年
入
学
時
、
経
呈
繳
貴
州
威
寧
県
政
府
証
明
書
、
証

明
確
係
該
県
辺
族
、
其
文
化
語
言
均
具
有
其
特
殊
性
質
）⽜
が
、
教
育
部
⽛
辺
疆
〔
家
境
〕
清
寒
学
生
特
別
補
助
費
⽜
の
給
付
を
、
連
名
で
願
い
出
た
例
が
あ

る
。⽛〔
国
立
辺
疆
学
校
呈
〕
為
拠
本
校
苗
夷
生
報
請
転
懇
准
予
免
繳
証
書
核
発
補
助
費
等
情
呈
乞
鑑
核
賜
発
由
（
秉
字
第
八
五
〇
号
）⽜（
一
九
四
七
年
十
二

月
五
日
）、（〈
国
立
辺
疆
中
等
学
校
辺
疆
学
校
学
生
〉、《
教
育
部
》、
国
家
発
展
委
員
会
檔
案
管
理
局
蔵
、
檔
号
：
Ａ
三
〇
九
〇
〇
〇
〇
〇
〇
Ｅ
／
〇
〇
三
七

／
蒙
肆
二
戊
／
〇
〇
〇
一
（
第
一
案
件
）
所
収
）。

（
86
）
⽛
国
立
辺
疆
学
校
卅
五
学
年
度
第
二
学
期
五
年
制
師
専
科
畢
業
生
相
片
粘
存
冊
⽜（⽛〔
国
立
辺
疆
学
校
呈
〕
為
呈
報
卅
五
学
年
度
第
二
学
期
五
年
制
師
専
科

畢
業
生
畢
業
証
書
曁
歴
年
成
績
冊
仰
祈
鑑
核
准
予
験
印
由
（
秉
（
卅
七
）
字
第
六
二
八
号
）⽜（
一
九
四
八
年
九
月
三
十
日
）、
前
掲
註
85
〈
国
立
辺
疆
中
等
学

校
辺
疆
学
校
学
生
〉、
檔
号
：
Ａ
三
〇
九
〇
〇
〇
〇
〇
〇
Ｅ
／
〇
〇
三
七
／
蒙
肆
二
戊
／
〇
〇
〇
一
（
第
二
六
案
件
）
附
件
）。
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（
87
）
前
掲
註
83
⽛
国
立
辺
疆
学
校
在
学
辺
生
名
冊
（
三
十
四
年
二
月

日
填
送
）⽜。

（
88
）
毛
臣
忠
の
名
前
は
、
前
述
し
た
一
九
四
三
年
五
月
の
⽛
西
南
苗
夷
学
生
⽜
総
計
四
十
四
人
の
呈
文
（
前
掲
註
84
⽛
為
懇
請
継
続
実
施
西
南
苗
夷
青
年
升
学

内
地
優
待
辦
法
俾
得
完
成
学
業
而
酬
素
志
事
⽜）
に
も
連
署
者
の
一
人
と
し
て
見
え
て
い
る
。
こ
の
当
時
、
彼
は
国
立
辺
疆
学
校
五
年
制
師
専
科
の
新
入
生

だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
89
）
前
掲
註
86
⽛
国
立
辺
疆
学
校
卅
五
学
年
度
第
二
学
期
五
年
制
師
専
科
畢
業
生
相
片
粘
存
冊
⽜。

（
90
）
前
掲
註
83
⽛
国
立
辺
疆
学
校
在
学
辺
生
名
冊
（
三
十
四
年
二
月

日
填
送
）⽜。

（
91
）
前
掲
註
50
⽛
王
桂
馥
等
呈
国
民
政
府
為
懇
請
指
定
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
参
加
第
四
届
参
政
会
俾
辺
民
意
願
乃
以
表
達
⽜、
お
よ
び
⽛
許
才

興
等
呈
国
民
政
府
請
指
定
西
南
辺
疆
土
司
代
表
楊
砥
中
参
加
第
四
届
国
民
参
政
会
⽜。

（
92
）
以
上
、
毛
臣
忠
と
許
才
興
に
つ
い
て
、⽛
国
立
辺
疆
学
校
三
十
五
年
度
五
年
制
師
専
畢
業
生
服
務
処
所
及
姓
名
一
覧
表
⽜（⽛〔
国
立
辺
疆
学
校
呈
〕
為
申
復

核
示
各
照
並
呈
報
畢
業
生
転
学
生
旅
費
支
出
憑
証
等
件
祈
鑑
核
准
予
報
銷
並
撥
発
不
敷
款
帰
墊
由
（
秉
字
第
九
一
一
号
）⽜（
一
九
四
七
年
十
二
月
三
一
日
）、

前
掲
註
85
〈
国
立
辺
疆
中
等
学
校
辺
疆
学
校
学
生
〉、
檔
号
：
Ａ
三
〇
九
〇
〇
〇
〇
〇
〇
Ｅ
／
〇
〇
三
七
／
蒙
肆
二
戊
／
〇
〇
〇
一
（
第
四
案
件
）
附
件
）
に

は
、⽛（
服
務
処
所
）
四
川
犍
為
国
立
清
渓
職
校
：（
姓
名
）
毛
臣
忠
…
…
⽜（
原
文
の
表
格
形
式
を
筆
者
が
文
章
形
式
に
改
変
）
と
あ
り
、
一
九
四
七
年
の
卒

業
後
に
毛
臣
忠
が
帰
郷
せ
ず
、
四
川
省
犍
為
清
水
渓
（
現
楽
山
市
犍
為
県
清
渓
鎮
）
の
国
立
職
業
専
門
学
校
（
一
九
四
三
年
成
立
）
に
就
職
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
同
専
門
学
校
の
学
生
の
募
集
範
囲
は
主
に
⽛
夷
胞
子
弟
⽜
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
前
掲
註
60
教
育
部
辺
疆
教
育
司
編
⽝
辺
疆
教
育
概
況
（
続
編
）⽞
五

六
～
五
八
頁
参
照
）。
当
地
は
、
西
康
省
涼
山
に
隣
接
す
る
夷
族
集
住
地
の
四
川
峨
辺
・
馬
辺
両
県
（
小
涼
山
）
の
近
隣
地
で
も
あ
り
、
夷
族
同
化
政
策
の
最

前
線
に
派
遣
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
九
四
九
年
以
後
の
彼
の
動
静
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
同
様
に
、
前
掲
⽛
国
立
辺
疆
学
校
三
十
五
年
度
五
年
制

師
専
畢
業
生
服
務
処
所
及
姓
名
一
覧
表
⽜
に
は
、⽛（
服
務
処
所
）
貴
州
榕
江
国
立
貴
州
師
範
：（
姓
名
）
許
才
興
…
…
⽜（
原
文
の
表
格
形
式
を
筆
者
が
文
章

形
式
に
改
変
）
と
あ
り
、
一
九
四
七
年
の
卒
業
後
に
許
才
興
が
帰
郷
し
て
郷
里
近
く
の
榕
江
（
現
黔
東
南
苗
族
侗
族
自
治
州
榕
江
県
）
に
就
職
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
国
立
貴
州
師
範
学
校
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
60
教
育
部
辺
疆
教
育
司
編
⽝
辺
疆
教
育
概
況
（
続
編
）⽞
二
六
～
三
十
頁
、
お
よ
び
榕
江
県
教
育
局
ほ

か
編
⽝
国
立
貴
州
師
範
文
集
（
一
九
四
〇
─
一
九
四
九
）⽞（
榕
江
文
史
資
料
（
七
））、
榕
江
：
同
局
ほ
か
、
一
九
九
五
年
を
参
照
。
一
九
四
九
年
以
後
の
彼

の
動
静
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
毛
臣
忠
は
一
九
四
六
年
に
も
⽛
旅
渝
苗
夷
青
年
⽜
の
名
義
で
、
複
数
人
が
連
署
し
て
四
川
省
の
⽛
苗
夷
民
族
国

大
代
表
⽜
の
推
挙
を
行
な
っ
て
い
る
（⽛
国
民
大
会
代
表
選
挙
総
事
務
所
主
任
張
厲
生
函
国
民
政
府
文
官
処
関
於
毛
臣
忠
等
請
核
定
四
川
羅
逸
民
等
為
苗
夷
民
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族
国
民
大
会
代
表
許
第
吾
等
電
控
呉
君
廷
案
請
査
照
転
陳
参
考
⽜（
一
九
四
六
年
六
月
十
四
日
）、〈
国
民
大
会
各
省
区
域
代
表
選
挙
案
（
七
）〉、《
国
民
政
府
》、

国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
二
二
六
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
一
一
一
四
二
─
〇
〇
〇
一
〇
─
〇
三
八
）、
お
よ
び
⽛
国
民
政

府
文
官
処
函
国
民
大
会
遴
選
代
表
資
格
審
査
委
員
会
関
於
毛
臣
忠
等
請
核
定
四
川
羅
逸
民
等
為
苗
夷
民
族
国
民
大
会
代
表
許
第
吾
等
電
控
呉
君
廷
案
奉
諭
交

貴
会
参
考
⽜（
一
九
四
六
年
六
月
十
七
日
）、〈
国
民
大
会
各
省
区
域
代
表
選
挙
案
（
七
）〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇

〇
二
二
六
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
一
一
一
四
二
─
〇
〇
〇
一
〇
─
〇
三
九
）
参
照
）。
そ
の
際
の
推
薦
対
象
者
の
一
人
に
前
述
の
韓
介
休
が
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
毛
臣
忠
は
、
一
九
四
五
～
四
六
年
に
か
け
て
⽛
苗
夷
青
年
⽜⽛
苗
族
青
年
⽜⽛
苗
夷
族
青
年
⽜
の
名
義
を
用
い
つ
つ
、
川
滇

黔
三
省
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
各
省
の
苗
族
名
士
を
国
民
大
会
代
表
に
推
挙
す
る
試
み
を
積
極
的
に
展
開
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
93
）
以
上
、
前
掲
註
83
⽛
国
立
辺
疆
学
校
在
学
辺
生
名
冊
（
三
十
四
年
二
月

日
填
送
）⽜、
お
よ
び
⽛
国
立
辺
疆
学
校
（
三
十
四
年
度
第
一
学
期
）
専
科
部
新

生
名
冊
〔
民
国
三
十
四
年
十
二
月
填
報
〕⽜⽛
国
立
辺
疆
学
校
（
三
十
四
年
度
第
一
学
期
）
専
科
部
各
級
学
生
一
覧
（
三
十
四
年
十
二
月
十
八
日
呈
報
）⽜（⽛
卅

四
年
度
第

学
期
新
転
生
等
冊
表
⽜⽛
卅
四
年
度
第

学
期
休
退
□
留
除
及
転
院
系
生
冊
表
⽜、〈
国
立
辺
疆
学
校
専
修
科
三
四
─
三
五
年
度
在
校
生
案
〉、《
教

育
部
》、
国
家
発
展
委
員
会
檔
案
管
理
局
蔵
、
檔
号
：
Ａ
三
〇
九
〇
〇
〇
〇
〇
〇
Ｅ
／
〇
〇
三
五
／
一
四
六
・
二
九
─
〇
八
／
〇
〇
〇
一
所
収
各
附
件
）、
お

よ
び
⽛
国
立
辺
疆
学
校
（
三
十
四
年
度
第
二
学
期
）
専
科
部
各
級
学
生
一
覧
表
⽜⽛
国
立
辺
疆
学
校
（
三
十
四
年
度
第
二
学
期
）
中
学
部
各
級
学
生
一
覧
表
⽜

（⽛〔
国
立
辺
疆
学
校
〕
呈
送
本
校
卅
四
年
度
第
二
学
期
専
科
部
及
中
学
部
各
級
学
生
一
覧
表
祈
鑑
核
准
予
発
給
本
学
期
灯
油
費
由
（
辺
字
第
三
八
一
六
号
）⽜

（
一
九
四
六
年
七
月
四
日
）、〈
国
立
辺
疆
中
等
学
校
辺
疆
学
校
学
生
〉、《
教
育
部
》、
国
家
発
展
委
員
会
檔
案
管
理
局
蔵
、
檔
号
：
Ａ
三
〇
九
〇
〇
〇
〇
〇
〇

Ｅ
／
〇
〇
三
五
／
蒙
肆
二
戊
／
〇
〇
〇
一
（
第
十
二
案
件
）
附
件
）、
お
よ
び
前
掲
註
85
⽛〔
国
立
辺
疆
学
校
呈
〕
為
拠
本
校
苗
夷
生
報
請
転
懇
准
予
免
繳
証

書
核
発
補
助
費
等
情
呈
乞
鑑
核
賜
発
由
（
秉
字
第
八
五
〇
号
）⽜、
お
よ
び
前
掲
註
28
畢
業
生
指
導
部
編
⽝
中
央
政
治
学
校
畢
業
同
学
録
⽞、
前
掲
註
26
貴
州
省

苗
学
研
究
会
編
⽝
苗
族
人
物
⽞、
前
掲
註
26
陶
紹
虎
編
⽝
従
石
門
坎
走
来
的
苗
族
先
輩
們
⽞、
前
掲
註
33
無
記
名
⽛
収
集
整
理
者
簡
介
⽜
を
参
照
。

（
94
）
前
掲
註
77
⽛
呈
為
代
表
滇
川
黔
三
省
辺
区
夷
苗
土
司
民
意
竭
誠
請
纓
抗
戦
並
陳
述
辺
民
実
際
痛
苦
情
形
懇
請
改
善
辺
区
政
治
注
重
夷
苗
教
化
尽
量
扶
助
開

発
由
⽜。
当
該
呈
文
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
⚒
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
前
篇
続
）⽜
三
九
～
四
十
頁
、
お
よ
び
前
掲
註
⚓
拙
稿
⽛
同
（
中
篇
）⽜
十
三
～

十
九
頁
を
参
照
。
安
慶
吾
と
以
角
小
学
に
関
係
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
⚓
拙
稿
⽛
同
（
中
篇
）⽜
十
一
～
十
三
頁
・
二
五
～
二
六
頁
・
三
二
頁
、
お

よ
び
⽛
同
（
中
篇
続
）⽜
九
頁
を
参
照
。

（
95
）
蘇
吉
祥
ほ
か
⽛
解
放
前
水
城
的
⽛
省
立
以
角
辺
疆
小
学
⽜
始
末
⽜
貴
州
省
水
城
県
政
協
文
史
委
員
会
ほ
か
編
⽝
水
城
文
史
資
料
・
少
数
民
族
専
輯
⽞
水
城
：
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同
委
員
会
、
一
九
八
九
年
、
二
二
一
～
二
二
三
頁
。
原
文
は
、⽛
一
九
三
六
年
、
省
政
府
批
准
了
安
慶
吾
等
的
申
請
、
決
定
建
立
⽛
省
立
以
角
辺
疆
小
学
⽜（
下

簡
称
⽛
以
角
小
学
⽜）
於
以
角
。
一
九
三
七
年
春
、
学
校
成
立
。
省
裡
委
任
沈
文
英
…
…
任
校
長
、
…
…
一
九
三
九
年
、
…
…
以
角
小
学
名
声
大
振
、
但
同
時

也
因
此
引
起
了
国
民
党
県
党
部
的
猜
疑
。
…
…
消
息
伝
到
以
角
、
沈
校
長
…
…
忐
忑
不
安
。
当
時
正
値
以
角
小
学
四
年
級
学
生
初
小
畢
業
、
経
安
慶
吾
写
信

找
畢
節
⽛
西
南
彝
苗
代
表
⽜
楊
抵
中
和
雲
南
的
彝
族
代
表
余
×
×
等
幇
忙
推
薦
、
同
時
又
得
国
民
党
監
察
院
長
于
佑
任
賛
同
、
並
経
国
民
党
政
府
批
准
、
同

意
接
収
這
批
学
生
到
重
慶
読
⽛
辺
疆
中
学
⽜。
於
是
沈
文
英
…
…
以
護
送
学
生
重
慶
為
名
、
与
安
慶
吾
一
起
帯
三
十
多
名
学
生
離
開
水
城
、
以
便
脱
離
危
険
。

…
…
這
批
学
生
進
了
⽛
辺
疆
中
学
⽜
後
、
由
於
受
不
了
重
慶
的
酷
熱
和
較
深
的
課
程
、
不
到
一
学
期
竟
大
多
数
跑
回
家
了
、
能
堅
持
学
習
卒
業
的
、
僅
有
以

角
冉
崇
文
・
何
大
明
・
張
文
彬
和
水
城
的
左
全
達
等
数
人
⽜
で
あ
る
。
文
中
の
⽛
余
×
×
⽜
に
つ
い
て
は
、
肩
書
と
し
て
⽛
雲
南
的
彝
族
代
表
⽜
と
あ
り
、

⽛
余
⽜
と
⽛
喩
⽜
の
漢
字
音
が
同
音
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
雲
南
麗
江
出
身
で
、
高
玉
柱
と
と
も
に
⽛
西
南
夷
族
沿
辺
土
司
民
衆
請
願
代
表
⽜
を
名
乗
っ

た
喩
杰
才
以
外
に
あ
り
得
な
い
。

（
96
）
⽛
苗
夷
学
生
謁
見
于
院
長
⽜⽝
中
央
日
報
（
重
慶
）⽞
一
九
四
〇
年
九
月
十
七
日
第
三
版
。

（
97
）
邵
書
義
（
整
理
）⽛
以
角
民
族
小
学
簡
介
⽜
政
協
納
雍
県
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
⽝
納
雍
文
史
資
料
⽞
二
、
納
雍
：
同
委
員
会
、
一
九
八
九
年
、

一
五
九
～
一
六
一
頁
、
お
よ
び
謝
洪
溟
⽛
以
角
民
族
小
学
今
昔
⽜
王
顕
主
編
⽝
納
雍
彝
学
文
集
⽞
貴
陽
：
貴
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
二
三
〇
～
二

三
六
頁
。

（
98
）
郭
琨
⽛
西
南
夷
族
代
表
高
玉
柱
女
史
⽜⽝
雲
南
文
献
⽞
三
二
、
台
北
：
雲
南
省
同
郷
会
、
二
〇
〇
二
年
（
台
湾
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
⽛
台
北
市
雲
南
省

同
郷
会
⽜、
http://w
w
w
.yunnan.tw
/index.php/literature/list-4/yunnanliterature32/381-article3216.htm
l、
二
〇
一
八
年
二
月
二
一
日
閲
覧
）。

原
文
は
、⽛
民
国
二
十
九
年
夏
天
、
筆
者
由
貴
州
経
重
慶
去
成
都
投
考
黄
埔
軍
校
時
、
族
兄
佩
徳
由
太
行
山
前
線
函
嘱
過
重
慶
時
去
拝
候
高
女
史
、
…
…
她
住

在
重
慶
市
夫
子
池
一
棟
三
合
院
的
二
層
楼
房
、
正
房
是
她
的
起
居
間
和
会
客
庁
、
左
廂
房
是
辦
公
兼
会
議
室
、
右
辺
是
貴
州
苗
族
代
表
楊
砥
中
先
生
所
住
。

楊
代
表
対
就
読
辺
疆
学
校
学
生
很
照
顧
、
也
楽
於
助
人
。
…
…
她
的
秘
書
是
喩
杰
才
先
生
、
鶴
慶
白
族
人
⽜
で
あ
る
。
筆
者
の
郭
琨
は
、
国
共
内
戦
で
新
疆

か
ら
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
方
面
に
撤
退
し
、
台
湾
に
逃
れ
た
中
華
民
国
国
軍
士
官
と
見
ら
れ
る
（〈
救
済
滞
留
印
巴
之
新
疆
撤
退
人
員
返
台
（
一
）〉、《
外

交
部
》、
国
史
館
蔵
、
数
位
典
蔵
号
：
〇
二
〇
─
〇
一
一
九
〇
八
─
〇
〇
三
八
（
筆
者
未
見
）、
お
よ
び
郭
琨
⽛
郭
佩
徳
将
軍
回
憶
録
遺
稿
節
輯
⽜⽝
雲
南
文
献
⽞

二
九
、
一
九
九
九
年
（
台
湾
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
⽛
台
北
市
雲
南
省
同
郷
会
⽜、
http://w
w
w
.yunnan.tw
/index.php/literature/list-3/yunnan

literature29/1043-article2934.htm
l、
二
〇
一
八
年
二
月
二
一
日
閲
覧
）。
郭
琨
の
族
兄
の
郭
佩
徳
は
国
軍
将
校
で
甘
粛
か
ら
西
康
を
経
て
雲
南
で
中
共

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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軍
に
捕
縛
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
郷
里
の
雲
南
永
勝
の
高
小
在
学
時
に
は
同
級
生
の
高
玉
柱
の
邸
宅
か
ら
通
学
し
て
い
た
ほ
ど
の
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
（
前
掲
郭
琨
⽛
郭
佩
徳
将
軍
回
憶
録
遺
稿
節
輯
⽜）。
郭
琨
に
よ
る
回
顧
の
信
頼
度
は
高
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
郭
佩
徳
に
は
人
事
檔
案

（〈
郭
佩
徳
〉、《
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
》、
国
史
館
蔵
、
数
位
典
蔵
号
：
一
二
九
─
一
五
〇
〇
〇
〇
─
四
五
九
七
）
が
あ
る
が
、
筆
者
未
見
で
あ
る
。

（
99
）
前
掲
註
⚘
⽛
報
告
書
（
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
楊
砥
中
晋
謁
委
座
簡
要
報
告
説
明
書
）⽜。

（
100
）
前
掲
註
11
⽛
中
央
政
治
学
校
教
育
長
程
天
放
呈
校
長
蔣
中
正
為
簽
復
奉
令
核
議
西
南
辺
区
土
司
駐
京
代
表
楊
砥
中
呈
請
准
毎
期
保
送
辺
疆
人
員
二
人
受
訓

一
案
⽜。

（
101
）
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
代
表
楊
砥
中
電
国
民
政
府
為
懇
請
転
飭
中
央
政
治
学
校
准
以
苗
夷
学
生
二
人
入
学
試
読
⽜（
一
九
四
五
年
十
一
月
一
日
）、〈
西
南
辺

政
〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
五
〇
六
八
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
五
九
四
〇
〇
─
〇
〇
〇
〇
二
─
〇
〇
七
）、

お
よ
び
⽛
西
南
土
司
民
衆
代
表
楊
砥
中
電
国
民
政
府
請
転
飭
中
央
政
校
履
行
前
議
准
以
苗
夷
学
生
二
人
入
学
試
読
⽜（
一
九
四
五
年
十
一
月
二
日
）、〈
国
民
政

府
文
書
局
移
転
政
務
局
公
文
原
簽
（
一
）〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
─
〇
〇
〇
〇
〇
四
五
一
九
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─

〇
五
〇
〇
〇
〇
─
〇
〇
〇
二
一
─
〇
三
四
）。

（
102
）
前
掲
註
93
⽛
国
立
辺
疆
学
校
（
三
十
四
年
度
第
一
学
期
）
専
科
部
新
生
名
冊
〔
民
国
三
十
四
年
十
二
月
填
報
〕⽜。
原
文
は
、⽛（
姓
名
）
李
学
宏
、（
性
別
）

男
、（
年
齢
）
二
二
、（
籍
貫
）
貴
州
威
寧
、（
学
歴
）
国
立
西
南
師
範
学
校
畢
業
、（
科
組
別
及
年
級
）
五
年
制
師
範
専
修
科
一
年
級
乙
組
、（
入
学
年
月
）
三

十
四
年
九
月
、（
証
件
号
数
）
五
五
、（
備
註
）
西
南
辺
疆
中
学
保
送
。
…
…
（
姓
名
）
安
栄
、（
性
別
）
男
、（
年
齢
）
十
七
、（
籍
貫
）
貴
州
威
寧
、（
学
歴
）

威
寧
県
立
簡
易
師
範
畢
業
、（
科
組
別
及
年
級
）
五
年
制
師
範
専
修
科
一
年
級
乙
組
、（
入
学
年
月
）
三
十
四
年
九
月
、（
証
件
号
数
）
五
九
、（
備
註
）
西
南

辺
疆
中
学
保
送
。
…
…
（
姓
名
）
朱
明
道
、（
性
別
）
男
、（
年
齢
）
十
六
、（
籍
貫
）
貴
州
威
寧
、（
学
歴
）
雲
南
昭
通
明
誠
中
学
畢
業
、（
科
組
別
及
年
級
）

五
年
制
師
範
専
修
科
一
年
級
乙
組
、（
入
学
年
月
）
三
十
四
年
九
月
、（
証
件
号
数
）、（
備
註
）
西
南
辺
疆
中
学
保
送
⽜（
原
文
の
表
格
形
式
を
筆
者
が
文
章
形

式
に
改
変
）
で
あ
る
。

（
103
）
⽛〔
国
立
辺
疆
学
校
呈
〕
為
准
貴
州
省
教
育
庁
公
函
保
送
学
生
韓
紹
清
等
五
名
来
校
応
否
収
録
乞
核
示
由
（
秉
字
第
三
五
五
号
）⽜（
一
九
四
七
年
九
月
二
二

日
）、
前
掲
註
93
〈
国
立
辺
疆
中
等
学
校
辺
疆
学
校
学
生
〉、
檔
号
：
Ａ
三
〇
九
〇
〇
〇
〇
〇
〇
Ｅ
／
〇
〇
三
五
／
蒙
肆
二
戊
／
〇
〇
〇
一
（
第
五
二
案
件
）

所
収
。
原
文
は
、⽛
案
准
貴
州
省
教
育
庁
（
卅
六
）
教
庁
字
第
〇
八
三
〇
号
公
函
、
略
開
⽛
以
拠
本
省
威
寧
私
立
石
門
〔
坎
〕
初
級
中
学
呈
称
⽝
請
求
保
送
本

校
辺
族
畢
業
生
韓
紹
清
、
王
徳
光
、
韓
紹
昌
、
朱
明
賢
、
潘
光
明
等
五
名
、
擬
升
国
立
辺
疆
学
校
師
専
一
年
級
肆
業
⽞
等
情
。
拠
此
、
除
指
復
外
、
相
応
検
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同
原
呈
、
証
明
書
各
三
份
、
函
請
査
照
見
復
⽜
等
由
⽜
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
人
の
う
ち
、
韓
紹
清
・
王
徳
光
・
朱
明
賢
・
潘
光
明
の
四
人
の
名
前
は
、
前
掲

註
85
⽛〔
国
立
辺
疆
学
校
呈
〕
為
拠
本
校
苗
夷
生
報
請
転
懇
准
予
免
繳
証
書
核
発
補
助
費
等
情
呈
乞
鑑
核
賜
発
由
（
秉
字
第
八
五
〇
号
）⽜（
一
九
四
七
年
十
二

月
五
日
）
に
も
見
え
る
。

（
104
）
楊
忠
信
⽛
飽
経
風
霜
的
雛
鷹
、
拼
搏
成
才
的
学
子
─
記
滇
東
北
苗
族
最
後
一
位
考
入
華
西
大
学
的
学
子
楊
忠
義
⽜
前
掲
註
26
陶
紹
虎
編
⽝
従
石
門
坎
走
来

的
苗
族
先
輩
們
⽞
三
九
一
～
三
九
四
頁
。
原
文
は
、⽛
楊
忠
義
、
苗
族
、
一
九
二
四
年
二
月
二
四
日
出
身
於
雲
南
省
彝
良
県
龍
街
郷
卓
基
村
小
寨
一
個
貧
困
的

農
民
家
庭
。
父
親
年
年
租
種
領
主
家
的
土
地
、
…
…
他
的
父
親
和
叔
父
都
是
虔
誠
的
基
督
教
徒
。
…
…
一
九
三
一
年
三
月
他
的
父
親
把
他
送
到
離
家
十
多
里

的
彝
良
県
拖
姑
梅
小
学
読
書
、
這
是
一
所
教
会
学
校
、
属
威
寧
石
門
坎
光
華
小
学
第
四
分
校
。
一
九
三
四
年
七
月
他
従
這
里
的
初
級
小
学
畢
業
、
同
年
八
月

考
入
石
門
坎
光
華
小
学
読
高
級
小
学
、
両
年
之
後
順
利
完
成
了
高
小
学
業
。
一
九
三
七
年
九
月
又
考
取
雲
南
省
昭
通
明
誠
初
級
中
学
、
這
也
是
一
所
教
会
辦

的
中
学
、
…
…
一
九
四
〇
年
七
月
他
初
中
畢
業
了
、
由
於
家
庭
無
力
支
持
他
昇
学
、
九
月
初
応
聘
到
石
門
坎
光
華
小
学
任
教
。
…
…
一
九
四
二
年
十
月
、
家

里
把
耕
牛
売
了
、
送
他
到
重
慶
青
木
関
戦
区
学
生
指
導
農
墾
班
読
高
中
。
…
…
在
戦
区
農
墾
班
只
読
了
半
年
、
一
九
四
三
年
四
月
他
又
到
四
川
江
津
県
白
沙

国
立
十
七
中
学
読
書
。
一
九
四
四
年
八
月
又
転
到
江
津
県
国
立
第
九
中
学
第
三
分
校
就
読
、
一
九
四
五
年
六
月
高
中
畢
業
。
…
…
一
九
四
五
年
七
月
至
一
九

四
六
年
二
月
、
他
在
重
慶
南
岸
界
石
場
辺
疆
学
校
借
住
、
辺
打
工
、
辺
自
学
。
同
年
三
～
六
月
在
重
慶
和
豊
銀
行
当
練
習
生
、
七
～
十
月
又
去
成
都
〔
華
〕

西
壩
打
工
求
学
。
一
九
四
六
年
十
一
月
至
一
九
四
七
年
六
月
又
回
重
慶
西
校
場
軍
校
総
機
室
打
工
求
学
。
一
九
四
七
年
八
月
他
終
於
考
取
了
成
都
華
西
大
学

数
理
系
⽜
で
あ
る
。

（
105
）
前
掲
註
⚓
拙
稿
⽛⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
（
中
篇
続
）⽜
二
五
～
二
六
頁
。
和
豊
銀
行
に
つ
い
て
は
、
前
稿
発
表
後
、
幾
つ
か
の
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
の

で
、
以
下
に
目
下
の
理
解
を
ま
と
め
て
お
く
。
姜
建
清
主
編
⽝
近
代
中
国
銀
行
業
機
構
人
名
大
辞
典
⽞
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
四
七

頁
に
は
、⽛
和
豊
銀
行
⚒

：
一
九
四
四
年
十
月
成
立
、
行
址
設
在
四
川
重
慶
、
資
本
一
千
万
元
、
総
経
理
楊
砥
中
⽜
と
⽛
和
豊
銀
行
⚓

：
一
九
四
七
年
十
月
六

日
開
業
、
行
址
設
在
雲
南
、
最
後
資
本
額
金
圓
券
十
五
万
元
、
董
事
長
龍
縄
祖
、
総
経
理
高
直
卿
、
一
九
四
九
年
十
二
月
結
束
⽜
と
い
う
二
つ
の
項
目
が
並

立
す
る
。
一
方
で
、
前
掲
註
⚗
楊
耀
健
⽛
土
司
夫
人
伝
奇
⽜⽛
土
司
夫
人
戴
瓊
英
⽜
に
は
、⽛⽛
和
豊
⽜
銀
行
位
于
重
慶
下
半
城
望
龍
門
、
主
要
股
東
都
是
彝
族

的
上
層
頭
面
人
物
、
如
龍
雲
的
公
子
龍
縄
祖
、
安
家
的
安
文
石
、
隴
家
的
隴
応
葵
等
。
其
中
有
位
股
東
叫
楊
砥
忠
、
…
…
在
⽛
和
豊
⽜
銀
行
任
総
経
理
代
理

的
楊
砥
忠
、
…
…
抗
戦
勝
利
後
、⽛
和
豊
⽜
銀
行
董
事
長
龍
縄
祖
和
隴
応
葵
去
南
京
発
展
、
把
銀
行
交
給
楊
砥
忠
経
営
⽜
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
重
慶
と
昆

明
の
二
つ
の
⽛
和
豊
銀
行
⽜
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
一
方
、
雲
南
省
檔
案
館
編
⽝
雲
南
省
檔
案
館
指
南
⽞
北
京
：
檔
案
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
八
六

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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～
一
八
七
頁
⽛
和
豊
銀
行
⽜
は
、
関
係
檔
案
の
所
蔵
概
況
に
関
連
し
て
、⽛
和
豊
銀
行
一
九
四
四
年
創
辦
、
地
址
在
重
慶
市
林
森
路
望
龍
門
。
董
事
長
王
冠
英
、

総
経
理
閔
紫
若
。
一
九
四
六
年
初
進
行
増
資
改
組
、
龍
縄
祖
為
董
事
長
、
楊
砥
中
・
高
直
青
先
後
任
総
経
理
、
一
九
四
七
年
十
月
経
財
政
部
核
准
由
渝
遷
昆
、

在
昆
明
南
屏
街
九
五
号
営
業
⽜
と
記
す
。⽛
卿
⽜
と
⽛
青
⽜
は
音
通
す
る
の
で
、⽛
高
直
卿
⽜
と
⽛
高
直
青
⽜
は
同
一
人
物
と
判
断
さ
れ
る
。
以
上
を
総
合
す

る
な
ら
、
当
該
銀
行
は
重
慶
か
ら
昆
明
へ
と
移
転
し
た
一
つ
の
銀
行
で
あ
っ
た
こ
と
、
楊
砥
中
が
⽛
総
経
理
⽜
と
な
っ
た
の
は
一
九
四
六
年
初
の
増
資
と
関

係
し
て
お
り
、
そ
れ
は
一
九
四
七
年
十
月
に
高
直
卿
（
青
）
を
総
経
理
と
し
て
昆
明
で
再
開
業
す
る
ま
で
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
一
九
四
四
年
の

開
業
か
ら
一
九
四
六
年
初
ま
で
は
楊
砥
中
は
⽛
総
経
理
代
理
⽜
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
本
文
中
で
楊
忠
義
に
関
す
る
伝
記
の

記
述
内
容
を
基
礎
と
し
て
今
回
論
じ
た
内
容
と
、
全
く
矛
盾
し
な
い
。
な
お
、
高
直
青
に
つ
い
て
の
生
前
の
人
事
記
録
、
没
後
の
⽛
行
状
⽜
な
ど
の
史
料
に

よ
れ
ば
、
彼
は
雲
南
東
南
部
石
屏
県
出
身
の
漢
人
と
見
ら
れ
る
が
（〈
高
直
青
〉、《
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
一
二
九
〇

〇
〇
一
一
八
七
五
二
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
一
二
九
─
二
四
〇
〇
〇
〇
─
三
七
五
二
）、
お
よ
び
〈
高
直
青
事
略
〉、《
個
人
史
料
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：

一
二
八
〇
〇
〇
〇
三
九
〇
〇
〇
一
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
一
二
八
─
〇
〇
〇
〇
三
九
─
〇
〇
〇
一
─
〇
〇
一
））、
人
事
記
録
に
は
⽛
評
語
：
文
尚
通
順
、
見
解

平
常
、
過
去
因
与
龍
雲
有
姻
親
関
係
（
其
妻
為
龍
之
族
人
）、
故
曾
得
龍
之
提
抜
⽜
と
い
う
記
述
が
あ
り
（⽛
革
命
実
践
研
究
院
分
院
第
十
二
期
研
究
員
成
績

考
核
総
表
⽜（
一
九
五
五
年
□
月
）、
前
掲
〈
高
直
青
〉
五
頁
所
収
）、
ま
た
そ
の
妻
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
雲
南
省
昭
通
出
身
の
龍
美
瑩
で
、
後
に
第
一
届
国

民
大
会
（
行
憲
国
民
大
会
）
の
⽛
辺
疆
民
族
⽜
枠
の
代
表
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
前
掲
〈
高
直
青
事
略
〉、
お
よ
び
〈
龍
美
瑩
〉、《
軍
事
委
員
会
委
員

長
侍
従
室
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
一
二
九
〇
〇
〇
一
一
五
〇
六
一
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
一
二
九
─
二
四
〇
〇
〇
〇
─
〇
〇
六
一
）、
国
民
大
会
秘
書

処
編
⽝
第
一
届
国
民
大
会
代
表
名
録
⽞
台
北
：
同
処
、
一
九
六
一
年
、
二
七
二
頁
⽛
龍
美
瑩
⽜）。
高
直
青
が
一
九
四
七
年
の
昆
明
に
お
い
て
、
龍
雲
次
子
で
、

そ
れ
以
前
に
昭
通
を
基
盤
と
し
て
い
た
龍
縄
祖
と
と
も
に
銀
行
を
経
営
す
る
こ
と
は
、
歴
史
的
経
緯
と
し
て
十
分
に
説
明
可
能
で
あ
る
。

（
106
）
楊
忠
徳
に
つ
い
て
は
、
楊
忠
義
の
伝
記
筆
者
で
あ
る
楊
忠
信
が
彼
ら
の
弟
で
あ
る
こ
と
を
含
め
、
前
掲
註
27
を
参
照
。

（
107
）
⽛〔
馬
大
林
呈
〕
請
保
障
夷
生
並
接
済
⽜（
一
九
四
七
年
二
月
二
十
日
）（⽛〔
教
育
部
蒙
蔵
教
育
司
〕
函
知
該
生
請
求
接
済
可
依
法
呈
由
校
転
呈
本
部
鑑
核
由

（
蒙
字
第
一
九
〇
八
六
号
）⽜（
一
九
四
七
年
四
月
八
日
）、
前
掲
註
93
〈
国
立
辺
疆
中
等
学
校
辺
疆
学
校
学
生
〉、
檔
号
：
Ａ
三
〇
九
〇
〇
〇
〇
〇
〇
Ｅ
／
〇
〇

三
五
／
蒙
肆
二
戊
／
〇
〇
〇
一
（
第
二
六
案
件
）
附
件
）。
原
文
は
、⽛
窃
生
原
生
西
方
、
古
今
未
開
化
的
、
大
涼
山
夷
族
、
所
謂
蛮
子
。
…
…
学
生
怎
様
会

到
漢
地
来
的
、
因
為
我
的
父
親
肯
到
涼
山
辺
上
、
有
時
接
近
漢
人
、
漸
漸
学
会
少
数
的
漢
語
、
這
様
漢
人
就
不
会
殺
他
、
時
間
漸
久
、
我
的
父
親
、
就
有
漢

人
朋
友
、
因
為
我
父
親
看
見
漢
人
生
活
、
吃
得
好
、
又
有
好
看
物
件
、
所
以
我
的
父
親
、
剛
我
六
歳
時
、
引
到
漢
人
朋
友
的
家
裏
来
玩
、
給
我
些
好
看
図
画
、
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糖
食
之
類
、
我
就
不
想
回
涼
山
、
三
年
後
、
我
的
父
親
回
涼
山
亡
故
、
我
的
兄
長
們
、
不
懂
漢
語
、
因
此
不
敢
来
要
我
、
這
時
我
已
経
完
全
説
漢
語
、
就
在

朋
友
家
中
、
読
漢
文
、
学
漢
礼
、
後
来
高
小
畢
業
後
、
我
就
無
辦
法
升
学
、
一
般
的
漢
人
、
都
罵
我
是
蛮
児
子
、
実
在
傷
心
、
常
常
受
気
、
我
只
得
東
逃
西

跑
、
総
想
読
書
、
我
已
経
知
道
、
我
們
的
夷
文
不
発
達
、
併
命
地
念
漢
文
、
要
改
善
我
們
夷
人
生
活
、
後
来
逃
到
重
慶
、
雖
然
懂
漢
礼
、
一
個
人
不
相
識
、

銭
已
尽
、
我
両
天
肚
子
餓
、
最
後
有
人
引
我
到
巴
県
界
石
国
立
辺
疆
学
校
、
走
到
学
校
、
王
校
長
不
許
進
校
開
伙
、
然
後
又
跑
重
慶
、
会
楊
代
表
砥
忠
、
代

表
請
求
教
部
、
保
我
、
才
進
得
学
校
読
書
。
前
年
因
抗
戦
勝
利
、
学
校
遷
回
南
京
、
学
生
…
…
只
得
同
学
校
復
員
到
南
京
来
読
書
、
復
員
在
途
中
、
人
人
都

有
銭
用
、
惟
学
生
算
是
莫
有
【
的
】
家
的
孩
子
、
誰
給
我
一
塊
法
幣
、
只
靠
学
校
、
…
…
生
…
…
来
到
江
南
、
無
人
照
理
、
学
生
特
此
懇
請
部
長
大
人
、
格

外
保
障
夷
生
、
設
法
接
済
、
…
…
特
此
謹
呈
朱
部
長
公
鑑
。
国
立
辺
疆
学
校
初
中
二
年
級
学
生
馬
大
林
呈
。
民
国
三
十
六
年
二
月
二
十
号
⽜
で
あ
る
。

（
108
）
馬
大
林
に
つ
い
て
は
、⽛
国
立
辺
疆
学
校
三
十
四
年
度
第
二
学
期
中
学
部
各
級
学
生
一
覧
表
⽜（⽛〔
国
立
辺
疆
学
校
呈
〕
呈
送
本
校
卅
四
年
度
第
二
学
期
中

学
部
各
級
学
生
一
覧
表
等
件
仰
祈
鑑
核
備
査
由（
辺
字
第
三
六
七
八
号
）⽜（
一
九
四
六
年
三
月
三
十
日
）、前
掲
註
93〈
国
立
辺
疆
中
等
学
校
辺
疆
学
校
学
生
〉、

檔
号
：
Ａ
三
〇
九
〇
〇
〇
〇
〇
〇
Ｅ
／
〇
〇
三
五
／
蒙
肆
二
戊
／
〇
〇
〇
一
（
第
十
一
案
件
）
附
件
）
に
、⽛（
学
号
）
初
一
九
九
、（
姓
名
）
馬
大
林
、（
年

齢
）
十
九
、（
性
別
）
男
、（
籍
貫
）
四
川
筠
県
、（
入
学
年
月
）
卅
四
年
十
月
、（
科
部
別
）
初
中
部
、（
年
級
）
補
習
班
、（
第
学
年
第
学
期
）
第
二
学
年
第

二
学
期
⽜（
原
文
の
表
格
形
式
を
筆
者
が
文
章
形
式
に
改
変
）
と
あ
る
。
筠
連
県
を
含
む
四
川
省
南
部
地
域
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
は
、
李
沛
容
⽛
一
九
三
五

─
一
九
四
七
年
間
四
川
省
的
辺
区
治
理
情
況
研
究
⽜⽝
民
族
学
刊
⽞
六
、
成
都
：
西
南
民
族
大
学
、
二
〇
二
〇
年
、
九
八
～
一
〇
六
頁
を
参
照
。

（
109
）
⽛〔
国
立
辺
疆
学
校
呈
〕
准
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
渝
辦
事
処
保
送
土
司
青
年
龔
統
政
等
三
名
入
学
除
暫
准
在
五
師
一
年
級
旁
聴
其
畢
業
証
書
俟
補
繳
後
再

行
呈
核
外
先
行
呈
報
鑑
核
示
遵
由
（
辺
字
第
三
六
三
一
号
）⽜（
一
九
四
六
年
二
月
二
四
日
）、
前
掲
註
93
〈
国
立
辺
疆
中
等
学
校
辺
疆
学
校
学
生
〉、
檔
号
：

Ａ
三
〇
九
〇
〇
〇
〇
〇
〇
Ｅ
／
〇
〇
三
五
／
蒙
肆
二
戊
／
〇
〇
〇
一
（
第
一
案
件
）
所
収
）。
原
文
は
、⽛
案
准
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処

辺
字
第
四
七
一
号
公
函
、
節
開
⽛
茲
有
滇
洒
〔
西
〕
辺
界
龔
土
司
之
子
、
龔
統
政
・
龔
平
政
・
龔
栄
星
、
曾
於
滇
西
騰
衝
〔
雲
南
〕
省
立
中
学
初
中
畢
業
、

査
該
学
生
等
、
実
係
辺
疆
優
秀
学
子
、
特
請
依
〔
優
〕
待
辺
疆
学
生
条
例
、
従
寛
収
録
入
学
、
俾
便
深
造
⽜
等
由
⽜
で
あ
る
。
滇
西
の
南
甸
（
現
雲
南
省
徳

宏
傣
族
景
頗
族
自
治
州
梁
河
県
）
土
司
龔
氏
に
つ
い
て
は
、
藍
佩
剛
⽛
南
甸
宣
撫
司
⽜
徳
宏
州
政
協
文
史
和
学
習
委
員
会
編
⽝
徳
宏
土
司
専
輯
⽞（
徳
宏
州
文

史
資
料
選
輯
（
十
））、
芒
市
：
徳
宏
民
族
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
〇
六
～
一
三
三
頁
（
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
徳
宏
傣
族
景
頗
族
自
治
州
委
員
会
文

史
資
料
委
員
会
編
⽝
徳
宏
土
司
専
輯
⽞
芒
市
：
徳
宏
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
六
二
～
七
八
頁
）
を
参
照
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
抗
戦
下
に
お
い
て
龔
氏

は
、
中
緬
国
境
を
越
え
て
侵
攻
し
て
き
た
日
本
軍
に
少
な
か
ら
ず
協
力
し
た
よ
う
で
あ
り
、
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
お
け
る
龔
統
政
ら
の
重
慶
（
さ
ら
に
南

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢

─ 154 ── 155 ─



京
）
で
の
就
学
は
、
政
権
中
枢
に
よ
る
慰
撫
工
作
の
一
環
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
国
共
内
戦
で
龔
統
政
は
中
華
民
国
軍
側
に
立
ち
、
一
九
五
一

年
に
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
脱
出
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
間
の
関
連
動
向
を
主
題
と
し
た
呉
啓
訥
（
藤
井
元
博
訳
）⽛
戦
争
・
民
族
・
国
家
─
抗
戦
前

後
に
お
け
る
雲
南
土
司
の
苦
境
と
選
択
：
一
九
四
二
─
一
九
五
二
⽜
波
多
野
澄
雄
ほ
か
編
⽝
日
中
終
戦
と
戦
後
ア
ジ
ア
へ
の
展
望
⽞（
日
中
戦
争
の
国
際
共
同

研
究
（
六
））、
東
京
：
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
七
～
二
二
六
頁
に
も
、
南
甸
土
司
龔
氏
に
つ
い
て
一
部
言
及
が
あ
る
。
な
お
、
龔
統

政
の
肖
像
は
前
掲
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
徳
宏
傣
族
景
頗
族
自
治
州
委
員
会
文
史
資
料
委
員
会
編
⽝
徳
宏
土
司
専
輯
⽞
十
五
頁
に
見
え
る
。

【
図
版
出
典
】
写
真
⚑
右
・
左
：
前
掲
註
10
⽛
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
第
二
処
〔
軍
事
委
員
会
侍
秘
字
第
二
六
八
七
七
号
〕
稿
⽜（
国
史
館
提
供
）、

写
真
⚒
：
前
掲
註
11
⽛
呈
為
元
寅
〔
寅
元
〕
侍
秘
代
電
ᷫ
悉
特
呈
致
敬
并
遵
諭
示
各
点
遷
設
前
辦
事
処
於
民
権
路
五
十
号
以
便
辦
理
保
送
事
宜
及
与
内
政
部

等
接
洽
由
⽜（
国
史
館
提
供
）、
写
真
⚓
：⽛
人
事
調
査
表
⽜（
前
掲
註
13
〈
陸
崇
仁
（
陸
子
安
）〉
二
七
頁
所
収
、
筆
者
撮
影
〔
二
〇
二
三
年
五
月
〕）、
写
真
⚔
：

前
掲
註
17
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
及
各
通
訊
処
系
統
表
⽜
お
よ
び
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
及
各
省
区
通
訊
処

負
責
人
姓
名
一
覧
表
⽜（
国
史
館
提
供
）、
写
真
⚕
：
前
掲
註
18
⽛
照
抄
毛
臣
忠
等
原
呈
⽜（
国
史
館
提
供
）、
写
真
⚖
右
・
左
：
富
民
県
柿
花
箐
王
有
道
故
居

展
示
パ
ネ
ル
（
筆
者
撮
影
〔
二
〇
一
六
年
九
月
〕）、
写
真
⚗
右
・
左
：
筆
者
撮
影
（
二
〇
一
六
年
九
月
）、
写
真
⚘
：
前
掲
註
54
貴
州
省
大
方
県
地
方
志
編
纂

委
員
会
編
⽝
大
方
県
志
（
一
九
九
一
─
二
〇
一
五
）⽞
八
八
九
頁
、
写
真
⚙
：
筆
者
撮
影
（
二
〇
一
八
年
三
月
）、
写
真
10
：
前
掲
註
62
南
京
市
社
会
科
学
界

聯
合
会
ほ
か
編
⽝
暁
荘
英
烈
⽞
裏
表
紙
写
真
、
写
真
11
・
12
：
前
掲
註
56
潘
興
ほ
か
編
⽝
潘
昌
栄
日
記
⽞
口
絵
写
真
、
写
真
13
：
前
掲
註
74
⽝
新
夷
族
⽞
一

─
一
口
絵
図
版
（
中
国
国
家
図
書
館
提
供
）、
写
真
14
：
前
掲
註
71
⽝
新
夷
族
⽞
一
─
二
口
絵
図
版
（
中
国
国
家
図
書
館
提
供
）、
写
真
15
：
前
掲
註
96
⽛
苗

夷
学
生
謁
見
于
院
長
⽜。

【
謝
辞
】
本
稿
は
、
平
成
二
七
～
二
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）⽛
中
国
共
産
党
と
多
民
族
史
論
⽜（
研
究
代
表
者
：
吉
開
将
人
、
研

究
課
題
番
号
：
一
五
Ｋ
〇
二
八
八
六
）、
お
よ
び
平
成
三
十
～
令
和
二
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）⽛
一
九
四
九
年
前
後
の
西
南

中
国
民
族
エ
リ
ー
ト
の
覚
醒
と
帰
趨
に
関
す
る
史
料
批
判
主
義
的
再
検
討
⽜（
研
究
代
表
者
：
吉
開
将
人
、
研
究
課
題
番
号
：
一
八
Ｈ
〇
〇
七
一
八
）
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
内
容
の
一
部
は
、
口
頭
報
告
⽛
西
南
民
族
運
動
の
先
駆
─
民
国
女
傑
高
玉
柱
伝
⽜（
北
海
道
大
学
東
洋
史
談
話
会
第
二
五
三
回
談

話
会
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
八
日
）、⽛
近
代
⽛
苗
夷
⽜
精
英
的
自
我
認
同
─
⽛
古
苗
疆
走
廊
⽜
在
国
族
建
構
中
的
転
型
⽜（⽛
一
帯
一
路
⽜
視
野
下
的
中
国
西
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南
文
化
走
廊
専
題
研
討
会
（
貴
州
大
学
）、
二
〇
一
七
年
四
月
二
九
日
）、
お
よ
び
⽛
史
料
考
証
与
⽛
民
族
、
族
群
⽜
研
究
─
学
術
史
、
思
想
史
以
及
非
漢
族

精
英
研
究
⽜（
慶
祝
歴
史
語
言
研
究
所
成
立
九
十
週
年
学
術
活
動
系
列
⽛
史
語
九
十

回
顧
・
反
思
・
展
望
─
民
族
、
族
群
与
社
群
的
研
究
反
思
⽜（
中
央
研

究
院
歴
史
語
言
研
究
所
）、
二
〇
一
八
年
九
月
七
日
）
で
発
表
し
、
ま
た
北
海
道
大
学
文
学
部
二
〇
一
六
年
度
前
期
⽛
東
洋
史
学
⽜
講
義
：⽛
中
国
史
上
に
お

け
る
非
漢
族
の
覚
醒
と
連
帯
⽜、
二
〇
一
九
年
度
前
期
⽛
東
洋
史
学
⽜
講
義
：⽛
二
十
世
紀
西
南
中
国
民
族
エ
リ
ー
ト
の
研
究
⽜、
二
〇
二
二
年
度
前
期
⽛
東
洋

史
学
⽜
講
義
：⽛
国
共
内
戦
と
中
国
民
族
問
題
⽜、
お
よ
び
二
〇
二
三
年
度
後
期
⽛
東
洋
史
学
⽜
講
義
：⽛
二
十
世
紀
苗
族
復
興
運
動
の
研
究
⽜
で
紹
介
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
参
加
者
か
ら
有
益
な
助
言
と
参
考
と
な
る
反
応
を
得
た
。
史
料
調
査
に
際
し
て
は
、
国
史
館
、
中
国
国
民
党
文
化
伝
播
委
員
会
党
史
館
、
国
立
政

治
大
学
図
書
館
孫
中
山
紀
念
図
書
館
閲
覧
室
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
、
同
近
代
史
研
究
所
檔
案
館
、
国
家
図
書
館
、
国
立
台
湾
大

学
図
書
館
（
以
上
、
台
北
市
）、
国
家
発
展
委
員
会
檔
案
管
理
局
国
家
檔
案
閲
覧
中
心
（
新
北
市
）、
お
よ
び
中
国
国
家
図
書
館
、
南
京
図
書
館
、
雲
南
大
学

図
書
館
（
以
上
、
中
国
）、
東
洋
文
庫
、
東
京
大
学
図
書
館
、
名
古
屋
大
学
図
書
館
（
以
上
、
日
本
）
に
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
中
国
国
内
各
地
で

の
聞
き
取
り
調
査
に
際
し
て
は
、
現
地
で
偶
然
出
会
っ
た
地
元
諸
氏
か
ら
、
多
大
な
援
助
を
賜
っ
た
。
以
上
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

【
補
論
：
王
玉
璽
が
語
る
⽛
西
南
民
族
自
主
党
⽜⽛
西
南
民
族
復
興
社
⽜⽛
苗
夷
族
自
救
会
⽜
の
歴
史
的
系
譜
】

一
九
四
五
年
三
月
に
楊
砥
中
が
、
雲
南
省
政
府
要
人
の
夷
族
エ
リ
ー
ト
陸
崇
仁
に
送
っ
て
自
ら
へ
の
支
持
を
求
め
た
⽛
照
抄
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代

表
楊
砥
中
致
辺
疆
父
老
書
⽜
に
、⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
及
各
省
区
通
訊
処
負
責
人
姓
名
一
覧
表
⽜
と
題
し
、
西
南
中
国
各
地
に
自
ら

が
持
つ
⽛
夷
苗
⽜
エ
リ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
誇
示
し
た
一
覧
表
（
前
掲
註
17
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
及
各
省
区
通
訊
処
負
責
人
姓

名
一
覧
表
⽜）
が
添
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
稿
前
半
で
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
一
覧
表
の
冒
頭
に
は
、
楊
砥
中
を
代
表
と
す
る

西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、⽛（
名
称
）
重
慶
駐
渝
辦
事
処
：（
住
所
）
重
慶
民
権
路
五
十
号
、（
責
任
者
）
楊
砥

中
・
王
奮
飛
・
王
玉
璽
（
備
考
：〔
楊
〕
砥
中
が
重
慶
を
離
れ
て
い
る
時
は
、
総
務
主
任
の
王
奮
飛
が
代
理
と
な
る
）⽜
と
記
す
。
こ
こ
に
楊
砥
中
、
そ
し
て

本
稿
で
繰
り
返
し
言
及
し
た
王
桂
馥
（
王
奮
飛
）
と
と
も
に
、
当
該
辦
事
処
の
責
任
者
と
し
て
名
を
連
ね
る
の
が
、
王
玉
璽
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

王
玉
璽
の
名
前
は
、
や
は
り
本
稿
で
繰
り
返
し
言
及
し
た
重
慶
在
住
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
に
よ
る
参
政
要
求
の
一
つ
、⽛
張
斐
然
等
擁
護
梁
聚
五
為
貴
州
省

苗
夷
族
国
民
代
表
大
会
之
代
表
致
貴
州
省
長
楊
主
席
信
⽜（
一
九
四
五
年
四
月
）
に
も
、
連
署
者
の
一
人
と
し
て
見
え
（
前
掲
註
24
⽛
張
斐
然
等
擁
護
梁
聚
五

為
貴
州
省
苗
夷
族
国
民
代
表
大
会
之
代
表
致
貴
州
省
長
楊
主
席
信
⽜）、
彼
が
筆
頭
の
張
斐
然
と
同
じ
く
、
中
央
政
治
学
校
附
設
蒙
蔵
／
辺
疆
学
校
出
身
の
貴

⽛
夷
苗
⽜
連
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州
苗
族
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
本
稿
後
半
に
お
い
て
す
で
に
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

先
頃
、
こ
の
王
玉
璽
が
一
九
八
二
年
に
記
し
た
⽛
自
伝
⽜
を
入
手
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に
本
稿
で
の
以
上
の
議
論
と
少
な
か
ら
ざ
る
関
連
性
を
持
つ
、

以
下
の
重
要
な
記
述
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
、
こ
こ
に
補
論
と
し
て
紹
介
し
て
お
く
。

西
南
民
族
民
主
革
命
決
起
運
動
へ
の
参
加
：
民
族
団
体
組
織
は
、
…
…
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
四
年
に
か
け
て
、
重
慶
で
⽛
西
南
民
族
自
主
党
⽜
を

組
織
し
、
私
は
主
要
な
構
成
員
の
一
人
で
、
胡
風
・
陳
布
雷
…
…
な
ど
開
明
人
士
の
隠
れ
た
支
持
を
得
た
。
…
…
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け

て
、
雲
南
で
⽛
西
南
民
族
復
興
社
⽜（
自
主
党
の
後
身
）
を
組
織
し
、
私
は
主
要
な
構
成
員
の
一
人
で
、〔
他
に
は
〕
雲
南
中
部
の
苗
族
知
識
青
年
の
王
弘

道
…
…
が
い
て
、〔
北
京
大
学
な
ど
の
疎
開
学
校
が
連
合
し
た
〕
西
南
連
合
大
学
教
授
の
聞
一
多
…
…
・
費
孝
通
…
…
な
ど
開
明
人
士
の
支
持
を
得
た
。

結
果
的
に
は
〔
一
九
四
六
年
七
月
国
民
党
特
務
に
よ
っ
て
〕
聞
一
多
が
刺
殺
さ
れ
る
と
、
私
は
国
民
党
籍
を
剥
奪
さ
れ
て
、
刑
事
犯
と
し
て
収
監
さ
れ
、

重
慶
方
面
の
主
要
な
責
任
者
で
あ
っ
た
王
桂
馥
〔
王
奮
飛
〕
は
国
民
党
特
務
の
監
視
下
に
置
か
れ
…
…
、
雲
南
・
重
慶
双
方
で
、〔
私
た
ち
が
〕
組
織
し

た
党
・
社
は
、
み
な
壊
滅
し
た
。
…
…
〔
一
九
四
八
年
に
行
憲
国
民
大
会
で
〕
蔣
介
石
が
総
統
に
当
選
す
る
と
、
私
は
恩
赦
で
貴
州
に
帰
っ
た
が
、
党
籍

を
剥
奪
さ
れ
た
た
め
、
国
民
大
会
代
表
や
立
法
委
員
に
は
選
出
さ
れ
ず
、
…
…
一
九
四
九
年
、〔
解
放
軍
が
〕
西
南
中
国
に
転
戦
し
て
解
放
す
る
直
前
、

貴
陽
で
⽛
苗
夷
族
自
救
会
⽜
を
組
織
し
、
…
…
開
明
人
士
の
梁
聚
五
…
…
な
ど
の
知
識
分
子
の
支
持
を
得
て
、
…
…
蜂
起
を
行
い
、〔
十
一
月
〕
解
放
軍

を
迎
え
…
…
た
の
で
あ
る
（
王
玉
璽
⽛
自
伝
（
一
九
八
二
年
七
月
三
日
）⽜
楊
光
亮
ほ
か
編
⽝
従
一
滴
水
中
看
王
玉
璽
⽞
不
明
：
自
刊
、
二
〇
一
一
年
、

三
二
～
三
四
頁
）。

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
本
稿
で
先
に
言
及
し
た
雲
南
苗
族
名
士
の
王
弘
道
や
、
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表
駐
渝
辦
事
処
で
楊
砥
中
の
補

佐
役
で
あ
っ
た
王
桂
馥
（
王
奮
飛
）
と
、
王
玉
璽
と
の
関
係
性
が
、
こ
こ
に
も
明
言
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

王
玉
璽
が
結
成
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
⽛
西
南
民
族
自
主
党
⽜
な
ど
の
組
織
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
具
体
的
説
明
が
な
い
が
、
組
織
名
称
か
ら
見
て
も
、

そ
れ
が
⽛
夷
苗
⽜
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
民
族
運
動
の
活
動
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

文
中
に
は
一
切
、
楊
砥
中
の
名
前
は
見
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
六
年
に

か
け
て
の
出
来
事
と
し
て
記
録
と
さ
れ
る
⽛
西
南
民
族
自
主
党
⽜⽛
西
南
民
族
復
興
社
⽜
に
関
す
る
内
容
は
、
本
稿
に
お
い
て
以
上
で
論
じ
た
、
楊
砥
中
と
関
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係
す
る
西
南
中
国
各
地
の
苗
族
名
士
お
よ
び
重
慶
在
住
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
の
諸
活
動
、
さ
ら
に
は
楊
砥
中
が
主
宰
す
る
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
代
表

駐
渝
辦
事
処
の
活
動
と
実
質
的
に
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
夷
族
の
楊
砥
中
を
主
眼
と
し
、
楊
砥
中
と
関
係
す
る
西
南
中
国
各
地
の
⽛
夷
苗
⽜
名
士
お
よ
び
重
慶
在
住
の
⽛
夷
苗
⽜
学
生
た
ち
の
覚
醒
と
連

帯
に
つ
い
て
分
析
し
て
、
こ
の
時
期
の
⽛
夷
苗
⽜
た
ち
の
歴
史
を
、⽛
夷
苗
⽜
請
願
運
動
が
楊
砥
中
の
成
功
を
契
機
に
⽛
夷
苗
⽜
民
族
運
動
に
展
開
し
て
い
く

過
程
と
し
て
描
き
出
し
た
。
一
方
で
そ
れ
を
苗
族
の
当
事
者
が
⽛
苗
夷
⽜
の
立
場
か
ら
回
顧
す
る
と
、⽛
西
南
民
族
自
主
党
⽜⽛
西
南
民
族
復
興
社
⽜
の
活
動

と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
⽛
夷
苗
／
苗
夷
⽜
の
覚
醒
と
連
帯
を
物
語
る
、
整
合
的
に
両
立
す
る
二
つ
の
歴
史
叙
述
の
あ
り
方
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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